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はじめに




　この本は、エンターブレインから発売中の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』というＴＲＰＧをプレイした様子を「リプレイ」という形式でお伝えするものです。

　すでに発売されている『クトゥルフ神話ＴＲＰＧリプレイ るるいえあんてぃーく』『クトゥルフ神話ＴＲＰＧリプレイ るるいえはいすくーる』『クトゥルフ神話ＴＲＰＧリプレイ るるいえばけーしょん』に続いての第四弾となり、同じ探索者たちが活躍する続編となっています。

　ＴＲＰＧやリプレイ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』については『るるいえあんてぃーく』の方に簡単な説明がされておりますので、そちらをご参照ください。

　また、ページの都合から、これまで巻末にまとめてあった『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のルールについての記述はカットされています。ルールを忘れてしまった方は、前シリーズの巻末を読んで復習しておいてください。




　さて、今回は、前作の『るるいえばけーしょん』とは違って、これまでのように一話完結のシナリオを３本プレイしています。

　そのうちの一本は趣向を変えて、なんと探索者の活躍する時代を、昭和８年に変更してみました。

　これまでずっと現代を舞台としてきましたが、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』にはこのように別の時代で遊んでみるという楽しみ方もあります。

　その時代の人々や風俗にふれあい、当時の人のことを考えながらプレイするというのも、キャラクターになりきるというロールプレイの醍醐味でしょう。

　いつものるるいえ堂の面々が、昭和８年という時代でどんなロールプレイをしているのか、それは本編をお楽しみに。

　もちろん、他の２本のシナリオはいつものように現代の日本を舞台にしているのでご安心ください。おなじみのるるいえ堂や、さやかちゃんたちの通う御(み)津(つ)門(かど)学園も舞台となっています、

　また、今回は表題の『るるいえばーすでい』の名の通り「誕生日」をテーマにしてシナリオを作成してみました。いったい誰の、なんの誕生日なのか、そちらも本編をお楽しみにしてください。




　では、るるいえシリーズの第四シーズンを開始するとしましょう。

　読み終えたあと、みなさんの正気度が残っていることを祈っております。

　オム・マニ・ペニ・フム！

内山靖二郎










『プレリュード』




　私は樋口さやか。

　御(み)津(つ)門(かど)学園の二年生。

　女子高生探偵──を目指していますが、去年のクリスマスから大晦日にかけての大冒険から、ずっと気が抜けてしまっています。

　だってしょうがないですよね。

　氷川丸の隠された過去から始まって、美しくも恐ろしいドリームランド。

　そして、グアムの命運を賭けて、海神と呼ばれたモノとの対決。

　みんなと一緒だったから乗り切れたけど、こうして一人になって改めて思い出してみると……ううっ、背筋が寒くなります。

　そう、いまは一人。

　今日も、るるいえ堂でお店番です。

　お客さんが来ないのはいつものことだし、蘭(らん)弗(どる)叔父さんが放浪の旅を続けているのもいつものこと。

　でも、最近、常連さんの辰巳先生や佐々原さんが来てくれません。

　同じクラスのむったんやチカぽんも、なんだかあまり遊んでくれないし……どうしたんだろう？

　もしかして、私、避けられてるのかも!?




　そんなだから、昔の怖い事件を思い出してしまうんです。

　そして、私たちのように、不思議な事件に遭遇したことがある、普(ふ)賢(げん)堂(どう)さんの言葉も──




「宇宙的恐怖からは簡単に逃れられはしない……どれだけ時間が経とうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえるもの」




　あれは本当のことなのでしょうか。

　このるるいえ堂に並んでいる珍しい商品も、怖い事件のきっかけとなったことがあります。

　それに囲まれて、一人で店番をしていると……なんだか、もう別の事件に巻き込まれているのかも。

　そんな、妙な気持ちにさえなってきます。

　この世には、宇宙的恐怖という、みんなの知らないものがある。

　そのことは、私も理解しているつもり。

　辰巳先生や、佐々原さん、あとほんの少しの人たちだけが知っている世界の真実。

　それはずっと昔から存在している。

　その証拠に、るるいえ堂の古書の棚を見れば、そんな禁断の知識が記された魔道書と呼ばれる大昔の本が何冊も並んでいます。

『ガールン断章』『エルトダウン・シャーズ』『ナコト写本』、『南洋奇記』……。

　なんだかじっとしていられず、私はカウンターから立ち上がると、そのうちの一冊を手に取ってみます。

　タイトルは『屍(し)食(しょく)教(きょう)典(てん)儀(ぎ)』という、英語で書かれたノート。

　自分の求める美しさを追求して、あちら側へ行ってしまった芸術家が心底欲しがっていた魔道書です。

　普賢堂さんの言葉が真実なのか──答えはここに記されているのでしょうか？

　私はおそるおそる、ページをめくってみます。

　震えた手書きの文字で記されているのは、学校でもテレビでも、誰も教えてくれなかった世界の恐ろしい姿。

　こんな気味の悪い本を読むのは、これから訪れるかもしれない、恐怖に抗うため？

　それとも、いまこうして自分から魔道書に触れているその行為自体が、恐怖がよみがえるということなの？




　…………あれ、私はちゃんと後戻りできるの？















































キャンペーン開始前夜




　ありがたいことに、みなさまからのご好評をいただいて、るるいえシリーズの第四シーズンの企画が早々にスタートすることになった。

　前シーズンでは、満を持しての三話連続のキャンペーンシナリオもプレイすることができて、このシリーズも大きな山場を乗り越えたという感じだ。

　でも、まだまだ続くよ、どこまでも。

　野を越え、山越え、ボクの正気度が尽きるまで。

　そんなわけで、またしばらくボクらのプレイにお付き合いください。




　さて、シリーズが続くのはめでたいことなんだけど、テーマとなるネタが品切れになってきたのは、前にも愚痴ったところ。

　そんなわけで、予告していた通り第四シーズンは番外編を交えてのリプレイとすることにした。

　Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトが生きた１９２０年代アメリカ、霧の立ちこめる１８９０年代ロンドン、暗黒時代の十世紀ヨーロッパ、戦国時代の日本……『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のソースブックで紹介されている時代はいろいろある。

　どれも雰囲気のある面白い舞台で、ぜひ、プレイしてみたいけれど、この本全部が番外編ではやり過ぎだと怒られてしまうので、ここは涙を飲んで一つに絞らないとね。

　そこで、頭を絞った結果、昭和初期の日本を扱った『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフと帝国』をプレイしてみることに決めた。

　関東大震災のあと、帝都と呼ばれていた東京が急速に復興する中、モダンな文化が広がりつつある活気に満ちていた時代だ。

　となると、探索者たちのホームグラウンド、るるいえ堂はどうなっちゃうんだろう。

　せっかく昔の日本を舞台にするんだから、るるいえ堂が開店した記念すべき日を、シナリオの舞台にしてみようかな……。




　おっと、番外編に妄想を広げてばかりではなく、まずは第一話のシナリオの方を考えなくちゃ。

　そう言えば、睦ちゃんのプレイヤーからは、もっと学園モノがやりたいとリクエストされていたっけ。

　以前、学園モノに挑戦した『るるいえはいすくーる』のときのボクは、Ｂ級ホラーを楽しむためのソースブック『クトゥルフ・ワールドツアー クトゥルフホラーショウ（アークライト刊）』の執筆をしていたおかげで、頭がＢ級ホラー脳になっていた。

　おかげでシナリオがどぎついものになってしまい、プレイヤーたちに不評だったのは苦い思い出だ。あのとき、ボク自身も『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』での学園モノは難しいと弱気なことを言ってしまったけど、自分から可能性を狭めるのはいけないよね。

　といったわけで、第一話は舞台を御(み)津(つ)門(かど)学園に戻して、学園モノへのリベンジに挑戦してみようかな。

　人知を越えたグレート・オールド・ワンならば、高校生たちが通う学園を宇宙的恐怖の色に染め上げることは可能なはずだ。




　こうして舞台は決まったんだけど、まだどうもぼんやりしすぎているな。

　なにかネタを思いついてからシナリオを作るのならスムーズに進むけど、シナリオを作らないといけないからネタを考えるというのは、なかなか大変なものだ。

「明日のゲームのために、なんとかしてシナリオを作らなきゃいけない」

　なんて経験は、みんなにもあるんじゃないかな？

　こういうときは、ただ漫然と考えるのではなく、思考の方向性を定めてみるのも良い発想法だ。

　思考の方向性……言い換えてみれば、縛りみたいなものだ。

　舞台を現代日本に縛るとか、登場させるクリーチャーを深きものに縛るとか、そんな感じだね。

　まず、舞台の方は、すでに現代日本の御津門学園と決まっている。

　でも、もうちょっと縛らないと、発想がとりとめもなく広がりすぎてしまう。

　そこで思いついたのが「誕生日縛り」というもの。

　いきなりなんで「誕生日」なんてものが出てきたのかと言えば、さっき考えていた『クトゥルフと帝国』番外編のシナリオが、るるいえ堂の開店日──すなわち、るるいえ堂の誕生日という発想からだ。

　このリプレイシリーズは、毎回、『るるいえ○○○○』というタイトルを考えなければいけない。

　そこで第四シーズンのタイトルを『るるいえばーすでい』にして、すべてのシナリオを「誕生日縛り」にしてしまおうという計画を、たったいま思いついた。

　どんなシナリオでもかまわないというよりは、このくらいの縛りがあった方が、ボクは考えがまとまりやすいんだよね。




　では、いったい誰の誕生日にしよう？

　第二話はるるいえ堂の誕生日という変則的なものだから、第一話は普通に探索者の誰かの方がいいな。

　うん、ここはやっぱり、さやかちゃんの誕生日にするとしよう。なんだかんだ言っても、探索者パーティーの中心人物だからね。

　それにさやかちゃんの誕生日となれば、学園のクラスメイトたちも自然と絡ませられて、学園モノらしくなってくるだろう。

　ここでボクは、『るるいえはいすくーる』での失敗を思い出してみることにした。

　プレイヤーたちに意見を聞いたところ、行きずりのＮＰＣではなく、同じ学校のクラスメイトが死んだりするのがよろしくないという意見があった。

　親しい人間が被害に遭うというのは探索者にショックを与える常套手段だ。でも、ナイーブなるるいえ堂の探索者たちは、罪もない前途有望な高校生が死ぬのはショックを通り越して、気分が落ち込むというのだ。

　その気持ちは、ボクだってわからないでもない。

　でも、このＴＲＰＧはホラーなんだから、誰かがひどい目に遭わないと、やっぱり盛り上がりにくい。

　もちろん、探索者はひどい目に遭わせるよ。

　でも、それだけじゃあシナリオに広がりが出ないんだよね。

　そこでボクが考えたのは、シナリオの傾向だ。

『るるいえはいすくーる』では、なにかひどいことが起こっていて、それに巻き込まれた人間たちはどうにかして窮地から脱するというパターンが多かった。

　これだと探索者が逃げ延びることがシナリオのメインになってしまって、ＮＰＣは事件のきっかけとなる犠牲者として登場するだけという構造になりやすい。ＮＰＣを助けて、宇宙的恐怖から逃げ出すという二つの要素を、一つのシナリオにまとめようとすると、どうしてもボリュームが増えてしまうからだ。

　そこで、今回のシナリオでは、探索者は比較的安全な立ち位置で、宇宙的恐怖にさらされているＮＰＣを助けるという展開としてみよう。

　これまでとは違い、犠牲となりそうなＮＰＣを救うことが一番の目的となれば、ナイーブな探索者たちのモチベーションも高めることができるだろう。

　ＮＰＣが殺される以外で、どのような状況にすれば死ぬ以上の恐怖を与えられるか……これが一番のキーポイントとなるだろう。

　例によってボクは、基本にして最高の資料である『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』とにらめっこをした。

　なにしろ、クリーチャーとか、呪文のページをめくれば、誰かをひどい目に遭わせる方法については事欠かない。本当に素晴らしい本だよね。




　おっと……このクリーチャーの描写には面白い（ひどいともいう）ことが書いてあるな。今回はこれを利用させてもらおうか。

　でもやっぱり、探索者みんなが安全な立ち位置というのは、ちょっと面白くないね。

　ここは一つ、探索者の誰かも、このクリーチャーによって宇宙的恐怖にさらされるという展開にしよう。

　さ～て、どの探索者にひどい目に遭ってもらおうかな……うふふ～。




















さやかちゃんの魔道書研究




　四度目のシリーズ開始ということで、いつもＴＲＰＧをするときに利用させてもらっているカラオケボックスに集合した、プレイヤーたちであったが……。




キーパー（このゲームにおけるゲームマスターのこと。以降、ＫＰ）：えーと、今回は、睦(むつみ)ちゃんのプレイヤーが遅刻しております。

佐(さ)々(さ)原(はら)：このシリーズの第一話では、毎度のことですね。必ず誰かが遅刻する。

ＫＰ：連絡はもらっているから、もうじきやってくると思うけど。

睦：すみませ～ん、遅くなりました～。

ＫＰ：じゃあ、無事にそろったところで、みんなには「幕間での成長」で５回の経験ロールをしてもらおう。

佐々原：『るるいえばけーしょん』は、年末にグアムに行って、日本に帰国したところで終わっていましたよね。

ＫＰ：今回のシナリオの時期は、４月から５月くらいにかけてとなっている。

さやか：ということは、私たちはまた高校二年生を繰り返すのでしょうか？

ＫＰ：まあ、女子高生探索者というウリを継続させるためにも、そこはヨグ＝ソトース様にお願いしてむにゃむにゃと時空間を調整させていただく。そんなわけで、今年も、さやかちゃんと睦ちゃんは元気に御(み)津(つ)門(かど)学園に通っているわけだ。ただ、この学園のプールは忌まわしい事件によって破壊されてしまったので、あの方々が通っている昂陵高校のプールを借りて授業を受けていたりして（笑）。

睦：むーっ、あの高校にはニャル様がいるらしいから行きたくないなぁ～（笑）。

辰(たつ)巳(み)：ワシは前回の探索で不定の狂気に陥って、全世界の魚のうろこをはがすという妄執に取りつかれていたのだが。

ＫＰ：そんな辰巳先生は、療養所に通院するのに忙しいので経験ロールはできない。代わりに、妄執を取り払った上、正気度を１Ｄ３回復させることができるよ。

辰巳：ワシも経験ロールがしたかった。コロコロ……２ポイント回復して、現在正気度は45だ。

佐々原：ボクも極端な悲観主義者になっていますね。

ＫＰ：おっと、佐々原の不定の狂気は、シナリオの都合上、そのままにしておいてくれないかな。今回のゲーム中に佐々原はその狂気を回復するという展開にしたいんだよね。

佐々原：だったら、ボクは経験ロールをしていいんですか？

ＫＰ：もちろんいいよ。その上、ゲームが終了した段階で療養所に通院した効果として正気度を１Ｄ３回復させてあげよう。どうだい、いいことづくめだろう？

佐々原：ど、どうしたんでしょうか……やけにキーパーが優しいですよ？

辰巳：これからどんなひどい目に遭わされることやら（生暖かい目）。

睦：さようなら、タマ兄……（生暖かい目）。

佐々原：いやいや、このチャンスに技能を90％に成長させて正気度を回復させれば、なんとかなるはず。84％の〈追跡〉を経験ロールします。コロコロ……コロコロ……ううっ、５回ロールしても、まったく成長しなかった。

睦：それはもったいない……私は63％の〈機械修理〉を成長させようかな。コロコロ……コロコロ……むむっ、私もまったく成長しませんでした。63％しかないのに、なんでっ！

ＫＰ：そうだ、さやかちゃんは正気度が高くなっているから、そろそろ魔道書の研究をしてみるといいかも。

さやか：ええっ、魔道書って……私、探索者なんですけど。

ＫＰ：魔道書を読んだからって、狂信者まっしぐらというわけじゃないよ。〈クトゥルフ神話〉を習得するには一番手っ取り早い方法だし、運が良ければ呪文だって手に入るよ。

辰巳：ワシのＰＯＷはティンダロスの猟犬に吸われたおかげで減ってしまったので、このパーティーではさやかちゃんの方が魔術師に向いているんだよな。

さやか：う～ん、どうしようかなぁ？

佐々原：さやかちゃん、これはキーパーの罠だっ！（笑）

睦：けど、いつも〈正気度〉ロールに成功してしまうというのも強いけど、ちょっと物足りなくはあるよね。

ＫＰ：正気度は50前後くらいがハラハラして面白い。

辰巳：ワシはいつでも正気度が高い探索者をやりたいと思っているけどな。

ＫＰ：真面目な話、魔道書を研究して得られる〈クトゥルフ神話〉が、減らされた正気度以上の価値があるかは、微妙なところだと思う。ただ、読むなら今がチャンスかもしれないねってくらいのことだから。

さやか：うーん、せっかくるるいえ堂でバイトをしているんですし、魔道書の一冊くらいは読んでおこうかな？

佐々原：ホントにっ？　さやかちゃんが壊れていく……（笑）。

さやか：だって、これだけ怖い目に遭ってきたら、なんでそんなことが起きているのか知りたくなるでしょう。だって私、女子高生探偵ですから！（笑）

ＫＰ：えーと、これまでみんなが手に入れている魔道書は『ガールン断章』『屍(し)食(しょく)教(きょう)典(てん)儀(ぎ)』『エルトダウン・シャーズ』『ナコト写本』『南洋奇記』といったところかな。キーパーのお勧めは『屍食教典儀』だね。

さやか：でしたら『屍食教典儀』を読んでみましょう。最近、さやかはゾンビ映画にはまっているということで。

辰巳：だからって『屍食教典儀』を読むのは、いろいろ段階を飛ばしすぎていると思うが（笑）。

ＫＰ：るるいえ堂にある『屍食教典儀』はフランス語の原本を英語で翻訳したノートなんだけど、非常に丁寧に訳されているうえ、翻訳者の注釈なども記されているので、魔道書としては一級品だ。研究に必要な時間は22週間。正気度ポイントの喪失は１Ｄ10ポイント。そして、〈クトゥルフ神話〉が+12％される。

辰巳：〈クトゥルフ神話〉が+12％というのは、ずいぶんと多いな。『屍食教典儀』……侮りがたし。

ＫＰ：まずは理解できるかどうか、さやかちゃんは〈ほかの言語（英語）〉をどうぞ。このロールは最初から参考文献とかを活用しての研究なので、辞書によるボーナスはつかないことに注意してくれ。

さやか：ちまちま成長させて、私の〈ほかの言語（英語）〉は24％になっているのですよ。コロコロ……成功です！

ＫＰ：だったら、さやかちゃんは『屍食教典儀』を理解することができた。まずは正気度を１Ｄ10ポイント減らして、〈クトゥルフ神話〉を+12％させてくれ。

さやか：コロコロ……８ポイント喪失して、残り79です。〈クトゥルフ神話〉は19％に成長しましたぁ！

睦：すごい、辰巳先生に迫る勢い！

ＫＰ：望むのならば、さらに研究を続けて、呪文が習得できたかどうかのロールをすることができるけど……ちょうどここで研究時間は尽きて、シナリオ開始日になる。呪文の研究は、次のシナリオまで持ち越しだね。

さやか：あらら、残念。でも、これでだいぶ〈クトゥルフ神話〉に成功する気がしてきましたよ。あとは〈オカルト〉とか〈忍び歩き〉とかを経験ロールで成長させておきます。

睦：さやかちゃんは、どんどんプロの探索者らしくなっていくね。

さやか：だって、私、女子高生探偵ですから！（ビシッと決めポーズ）



◆むったんのワンポイントスケッチ「魔道書の研究」

　どうも、好きな〈ほかの言語〉は〈猫語〉な日野睦こと、むったんです。

　クトゥルフ神話には魔道書がつきものです。有名な『ネクロノミコン』や『エイボンの書』など、探索者は宇宙的恐怖が引き起こす事件を解決する途中で魔道書を手に入れることもあるでしょう。

　そんな魔道書を研究することで、探索者はクトゥルフ神話に関する知識（つまり〈クトゥルフ神話〉技能）と、呪文を手に入れることができます。

　ただ、それが探索者の役に立つかどうかは、キーパーが言っていたように微妙だったりします。

　魔道書を読むと正気度が減ってしまいますし、せっかく得られた呪文も、実を言えばほとんど探索者の役に立つものはありません。〈クトゥルフ神話〉の技能を高くしたいとき以外は、あまり読むメリットはないでしょう。

　ですが、魔道書の一冊くらい研究しておくと、探索者としての箔がつくので、正気度に余裕があったら読んでみたい気もしますね。

　ちなみに、魔道書の研究には数か月かかることもありますし、呪文を習得するにはさらに時間が必要です。『るるいえばけーしょん』のように、短い期間での連作キャンペーンでは魔道書を研究している暇がないこともあります。でも、このへんはキーパーの裁量で研究時間を変更してもかまわないみたいですよ。実際、短時間で呪文を習得して、宇宙的恐怖への切り札としているシナリオもありますしね。









のけ者にされたさやかちゃん




ＫＰ：では、いよいよシナリオを始めよう。季節は春、一学期が始まったばかりの頃だ。

さやか：年が明けてから、私はずっと『屍食教典儀』の研究をしています（笑）。

ＫＰ：そんなさやかちゃんは、最近、みんなが自分を避けているような気がする。

さやか：ええっ、やっぱり『屍食教典儀』を読むような子はダメですか!?

ＫＰ：どうなんだろう。とにかく、辰巳先生や佐々原、同じクラスの親友である睦ちゃんや、長(は)谷(せ)川(がわ)千(ち)香(か)までが、なにやら自分に隠れてコソコソやっているみたいなんだよね。

さやか：千香……って、確かチカぽんのことですよね。

辰巳：『るるいえはいすくーる』で、体育館で溺れかけたり、ショゴスに襲われたりしたかわいそうな子だな。

ＫＰ：しかし、おかげで人間として一回り成長して、陸上部の部長になったのは……前回の夏休みのあとなので、この時期の彼女は、まだ部長にはなっていない。

辰巳：ええい、ややこしい！

さやか：え～っ、チカぽんまで私を避けているんですか～？　どうしたんだろう……『屍食教典儀』を置いて、教室にいるチカぽんに声を掛けてみます。

睦：そんな本、学校に持ってこないで！（笑）

ＫＰ：すると、千香はいままで睦ちゃんと話をしていたんだけど、急に口を閉ざしてしまう。

さやか：私に聞かれたくないことだったのかなぁ？

睦：チカぽんは、私と話をしていたんですよね。それはどんな内容の話だったんですか？

ＫＰ：それはねぇ、さやかちゃんには内緒だけどね──

さやか：ふむふむ、私には内緒なんですね……（プレイヤーは聞き耳を立てている）。

ＫＰ：３週間後にさやかちゃんの誕生日がやってくるので、みんなでサプライズパーティーを開く計画を立てていたのだ。

さやか：なんと、もうすぐ私の誕生日だったんだ。知らなかった！

ＫＰ：そういうことにしておいてくれ。

睦：それで辰巳先生やタマ兄たちと、こっそり相談をしていたわけですか。

さやか：なるほど、なるほど……そういうことだったのですね。

佐々原：サプライズパーティーなのに、もうバレてる！

さやか：いやいや、さやかの方は気づいていないので、しょんぼり落ち込んでいますよ。そして、一人で『屍食教典儀』の研究を続けています。ゾンビと食屍鬼の違いは……ぶつぶつ（笑）。

ＫＰ：それで、再来週くらいには誕生日プレゼントを買いに行きたいので、そろそろどんなものがいいのか決めようと、その相談を睦ちゃんとしていたんだ。

睦：「うーん、さやかちゃんが好きなモノかぁ……なんか、最近、ゾンビ映画にはまっているみたいだけど」（※このリプレイでは、探索者のゲーム内での発言はカギ括弧でくくっている）

ＫＰ／千香：「ゾ、ゾンビ……って！」

さやか：むったん、やめて～！　ゾンビグッズを誕生日プレゼントにするのはやめて～！（泣）

睦：なんか宇宙からの電波を受信したので、プレゼントの件は辰巳先生たちにも相談することにしましょう。

辰巳：どんなものがいいんだろうな。さやかちゃんは普通の女子高生じゃないからなぁ。

さやか：女子高生探偵ですからっ！

佐々原：ゾンビグッズがダメだったら、探偵グッズとかがいいんじゃないですか？

辰巳：探偵グッズってなんだ。盗聴器とかか？

睦：もっとかわいいモノはないんですか。誕生日ですよ。

佐々原：だったら、ホームズグッズとかはどうでしょうかね。ホームズの鹿撃ち帽とか、インバネスコートとか。

睦：虫眼鏡とか、パイプとか？

辰巳：ふむ、それは遊び心があっていいかもしれんな。

さやか：じゃあ、みんなの計画の邪魔をしてもいけないので、私は女子高生探偵として、一人寂しく学園に事件が起きていないかウロウロしています。
















ＫＰ：なるほど、だったらさやかちゃんは気になるうわさ話を耳にする。

さやか：おやっ、適当に動いていたら、なにか情報が入ってきましたよ。

ＫＰ：それはたわいもない、学校の怪談といったものなんだけど──夜、御津門学園の校内で携帯電話を使うと、知らない人の声が聞こえてくるといった話だ。しかも、その声を聞いた生徒は呪われてしまうそうで、実際に体調を崩して休んだり、成績がガクンと悪くなった生徒がいるとか……いないとか。

さやか：私が探しているのは怪談ではなく、事件なのですが……でも、その話はなんか気になりますね。

ＫＰ：ちなみに、ややお堅いところのある進学校の御津門学園では、校内での携帯電話の使用は禁止されている。

さやか：どうしましょう。実験してみましょうか？

辰巳：いやいやっ、まだ早いだろう！

さやか：ですよね～（笑）。




ＫＰ：さて、それからあっという間に２週間が経過する。今日は土曜日のため、学園の授業が半日で終わるので、陸ちゃんは千香と一緒にさやかちゃんの誕生日プレゼントを買いに行く予定だったのだが……なぜか、本日、彼女は学校を欠席しているのだった。

睦：あれっ、チカぽんどうしたんだろう。携帯電話をかけてみますけど。

ＫＰ：ちょい待ち。千香は１週間くらい前に携帯電話を壊してしまったということで、それから彼女の携帯電話にはつながらないのだった。

辰巳：携帯電話なしで１週間とは、いまどきの女子高生にとってはたいへんだな。

ＫＰ：そうだね、さっさと新しいのにすればいいのに、ちょっと変な感じがするかもね。

睦：む～、授業が終わったら、お見舞いに行ってあげようっと。

ＫＰ：さて、たまたまなんだけど、今日は外部からの講師を呼んでの特別授業が行なわれる日でもある。

佐々原：当然、学生作家としてボクも講師に呼ばれているわけですが。

ＫＰ：佐々原は『るるいえはいすくーる』の第三話で名講義をしたので、御津門学園の辺(へん)見(み)校長にも気に入られているから、特別講師を希望するというのなら歓迎するよ。あと、辰巳先生の方は、午後からの職員会議に理事長代理として出席してもらえるよう要請されている。なにしろ、京(みやこ)理事長の方は辰巳先生の家で療養中だからね。

さやか：ラブラブの同棲生活ですね！

ＫＰ：京は辰巳先生のために鯉（恋）づくしの料理をしてあげているはずだ。

辰巳：いや、鯉に対する妄執は完治したので、鯉料理はやめてほしいのだが……なんかもう鯉には飽きたよ。

さやか：せっかく京さんが一生懸命に料理してあげているのに、ひどいっ！

辰巳：いや、そんなこと言われても……。

ＫＰ：じゃあ、いよいよ二人の関係は、鯉（恋）の次の段階にステップアップということかな。

さやか：きゃ～っ、そういうことですか～！（笑）

辰巳：（盛り上がっているさやかちゃんを華麗にスルーして）京くんのことはともかく、ワシは佐々原の授業を聴講させてもらうとするよ。

ＫＰ：ちなみに、佐々原の授業は以前のような講堂での講演会のようなものではなく、教室で少数の生徒を相手に普通の授業のようにやってくれということだ。そして、これまた、たまたまなんだけど、その授業はさやかちゃんや睦ちゃんのクラスで行なわれるのだった。

佐々原：そう言えば、ボクはいま悲観主義をこじらせているので、悲観的な講義をしなければ。「えー、人の歴史とは、戦争と裏切りによって彩られております」

辰巳：後ろで聴講しながら、眉をしかめていよう。「高校生相手に、なにを語っているんだ……」

ＫＰ：教室の後ろにいる辰巳先生は〈目星〉をどうぞ。

辰巳：おっ、ワシだけロールできるのか。ここは成功させねば。コロコロ……よしっ、成功した。

ＫＰ：辰巳先生の視点からだと気づくのだけど、後ろの席にいる男子生徒が佐々原の授業を聞かないで、ごそごそ携帯電話をいじっているんだ。たぶん、メールかゲームでもしているんだろうね。

辰巳：ふむ……佐々原を差し置いて、ワシが注意して良いものかどうか難しいところだな。

ＫＰ：そんなふうに辰巳先生が迷っていると、隣の男子生徒が携帯電話をいじっている男子に注意をするのだった。ただ、その男子はなかなかやめようとはせず、注意する方がむきになって、だんだんこづき合いに発展していく。そろそろ他の人たちも、後ろの席で男子がごちょごちょやっていることに気づいていいよ。

辰巳：さすがにこれは注意するべきかな。

ＫＰ：するとだね、いきなり二人はキレたように立ち上がって、「ウルセーんだよ」「カンケーねーだろ！」と、つかみ合いのけんかを始めるのだった。

佐々原：なっ、なんだ、なんだ。特別講師として、二人の間に割って入りますよ！

ＫＰ：ところで、さやかちゃんと睦ちゃんはクラスメイトなので知っているんだけど、二人とも真面目な生徒で、授業中にこんなけんかをするような性格ではない。

辰巳：ワシも落ち着かせようとするぞ。

ＫＰ：じゃあ、まずは生徒の間に入った佐々原だけど、［ＳＩＺ×５］に成功すれば、二人の間に割って入ることができるよ。

佐々原：背は高いので、それを生かします。コロコロ……成功です。

ＫＰ：じゃあ、その間に辰巳先生は生徒を落ち着かせることができる。ここで〈精神分析〉をどうぞ。

辰巳：いったいどうしたというのだ。コロコロ……ワシも成功した。

ＫＰ：どうも彼らの精神状態は、普通ではないね。妙にいらだっていて、暴力的になっている。

さやか：もしかして、うわさで聞いた携帯電話の呪いとか……でも、あれは夜の校舎で起きるんでしたっけ？

辰巳：「君たち、どうしてそんなに興奮しているのかね。なにかあったのか？」

ＫＰ：「すみません……最近、寝ても疲れがとれなくて、妙にイライラしちゃうんです」と、佐々原と辰巳先生の仲裁のおかげで、生徒もだいぶ落ち着いてきたようだ。恐縮した顔で、素直に謝っている。

辰巳：なんだろうな。ワシは御津門学園のカウンセラーもしているから、こんな症状の子がこれまでにもいなかったかどうか思い出してみよう。

ＫＰ：では、もう一度、〈精神分析〉の方をどうぞ。

辰巳：コロコロ……今度も成功。

ＫＰ：そうやって思い返してみると、最近、「イライラする」「寝ても疲れが取れない」「やる気が出ない」「生きていても楽しくない」といった症状を訴える生徒が多いような。

辰巳：それって、ただの五月病じゃないのか？

ＫＰ：辰巳先生もこれまではそう思っていたんだけど、今日のけんかを見て、それだけでは済まされないのではという予感がするのであった。この学園で恐ろしいなにかが蔓延しつつあるのかも……。

辰巳：ふむ……職員会議のときに、このことを確認してみるとしよう。




　土曜日の授業を終えて、辰巳先生と佐々原は御津門学園の職員会議に出席することにする。

　睦ちゃんは千香の自宅に電話したところ病欠ということだったので、お見舞いに行くことにした。ただし、サプライズパーティーの相談もあるため、さやかちゃんを置いてきぼりにしてしまう。

　一人ぼっちのさやかちゃんは、仕方なく携帯電話の呪いなど、学園のうわさ話を収集するのだった。




ＫＰ：まずは、さやかちゃんのシーンからやってしまおう。

さやか：みんなが私を避けているので、寂しそうに校舎をウロウロしながら、携帯電話のうわさで聞いた、体調が悪くなった人とか、成績が下がった人が実際にいるのかどうか聞いてまわってみます。

ＫＰ：だったら、〈幸運〉かな。

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：呪いと関係しているかどうかはわからないけど、ここ一週間くらい前から、長期欠席をしている生徒が数人いることはわかった。イライラしてトラブルを起こしたとか、成績を落としたという生徒もちらほらいるね。

さやか：そうなったのは、夜の校舎で携帯電話を使ってからなんでしょうか？

ＫＰ：いや、実際に知らない人の声を聞いたという生徒とは、校内では出会えなかった。もちろん、欠席している生徒に話は聞けていないけどね。

さやか：もしかして、携帯電話とは関係なく、このイライラ現象は広がっているのかな？

辰巳：うーむ、まだなにも見えてはこないな……。

さやか：思ったより広い範囲に影響が出てきているみたい。これはのんびりしていられないかも……ほかにも、御津門学園には七不思議みたいなものはないんですか？

ＫＰ：御津門学園七不思議といえば、理科室の生きている生体標本とか、貯水槽に沈んでいる女子生徒とか、プール開きの怪物とか、林間学校で消えた体育教師とか、時間を旅する転校生とか、狂気のメイド理事長とか……これで六つか。

さやか：やめてください！　みんな、私たちに関係していることじゃないですか～（泣）。

佐々原：ホント、探索者って、他の人たちから見たら疫病神だよね（笑）。

ＫＰ：まあ、そのへんで日が暮れてきて、部活をしていた生徒たちの気配も校内からしなくなってきた。

さやか：「よ、夜になっちゃった。なにか起きそうな予感！」




ＫＰ：さて、時間を戻して午後の職員会議にシーンを移そう。会議室には辺見校長を始めとして、ほとんどの教師がそろっている。忘れているかもしれないけど、辰巳先生と辺見校長は古い友人同士だよ。

辰巳：「最近、生徒たちの様子がおかしいようだが？」と切り出してみよう。

佐々原：「そうそう、ボクの授業中にもけんかを始めた生徒がいたんですが……これまで、こんなことはあったんですか？」

ＫＰ：（じゃあ、二人は〈心理学〉だな。コロコロ……辰巳先生が成功したか）すると、辰巳先生は気づくんだけど、教師たちは「痛いところを突かれた」といった感じで、渋い顔をしているな。

辰巳：なんだ、もしかして教師たちも生徒の変化には気づいていたのか？

ＫＰ：どうやらそのようだね。辰巳先生に指摘されると、辺見校長はその事実を認めて、「なにか君の方で心当たりはあるかね？」と、逆にカウンセラーとしての意見を求めてきた。

辰巳：そう言われてもな……常識的には、外的要因が症状を引き起こしているとは考えつかないだろうし。

ＫＰ：教師たちは、生徒がドラッグなどの被害に遭っているのではないかと疑っているようだけど。

辰巳：「いや、そういった心配はないでしょう。生徒たちにそのような症状はありませんでした」

ＫＰ：辰巳先生の言葉に、教師たちは一安心したようだけど、なんか隠れてヒソヒソ話をしている人もいるな。

佐々原：もちろん〈聞き耳〉をさせてもらいます。

ＫＰ：じゃあ、ロールしていいよ。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：ヒソヒソ話の内容は「だったら、あの生徒たちはいったいどうして……」といったものだ。

佐々原：なんなんだろう。さすがに、教師じゃないのに首は突っ込めないですよね。

辰巳：あきらかに、なにか隠し事をしているようだな。もっと情報を引き出してみよう。「他に体調不良を訴えている生徒や、欠席をしている生徒はおりませんか？」

ＫＰ：確かに、保健室の方にも疲労感や睡眠不足などを訴える生徒が多くなっているらしい。あと、体調を崩して長期欠席をしている生徒も数人いるようだ。

辰巳：ふむ……いまのところはこんなところか？

ＫＰ：では、他の議題に移って、数時間後に職員会議はつつがなく終了する。いつの間にか、窓の外は暗くなっており、ここでさやかちゃんのシーンの最後と時間軸が合流する。

佐々原：了解です。




ＫＰ：最後は、睦ちゃんのシーンだ。千香の家にお見舞いに行くんだったよね。

睦：美(お)味(い)しそうなケーキを買っていってあげます。「ぴんぽーん、お見舞いに来ました～」

ＫＰ：すると、千香の母親が出てきたが、その表情は曇っている。

睦：「どうかしたんですか？」

ＫＰ：「せっかくお見舞いに来てくれたのに、ごめんなさい。千香ったら、朝からずっと部屋に閉じこもっていて、誰にも会いたくないっていうのよ……」と、千香の母親はわびている。

睦：チカぽん、どうしたんだろう。ちょっと話をさせてもらえるよう、お願いできませんか？

ＫＰ：まあ、睦ちゃんがそう言うのなら、無下に断ることもできないだろう。家に上げてくれるよ。

睦：では、チカぽんの部屋の前まで行って声を掛けます。「チカぽん……睦だけど。大丈夫？」

ＫＰ：すると、部屋の中から声が聞こえてくる。「買い物につきあえなくて、ごめんね……むったん」

睦：「ううん、そんなことはいいの。携帯がつながらなかったから、ちょっと心配で来ちゃっただけ」

ＫＰ：おっと、睦ちゃんが携帯電話というキーワードを口にすると、千香は「ひっ！」と動揺したような声をあげて、部屋でガタガタッと物音がする。

さやか：もしかして、チカぽんは携帯電話の呪いにかかっちゃってる？

睦：……心配なので、チカぽんには悪いけど、勝手に部屋のドアを開けてみます。

さやか：うう～っ、どうなっているのか見るのが怖い～。

ＫＰ：ちょっとドアを開いてみた限りでは、特に変わった様子はないね。ただ、すぐに部屋の奥からダダダッと千香が駆け寄ってきた！

睦：こっ、怖い！

ＫＰ：そして、ドア越しに睦ちゃんの顔をギロリとにらむと、向う側からノブをつかむのだった。鬼気迫る千香の左目には、眼帯がつけられている。

睦：「チカぽん、その目はどうしたの？」

ＫＰ／千香：「なんでもないっ！　なんでもないから、帰って！　帰って！　帰って！」

睦：そ、そこまで言われてしまっては、ドアを閉めます。「チカぽん、お見舞いにケーキ買ってきたの。あとでいいから食べてね」

ＫＰ：そんな睦の言葉に、千香はドア越しに「ありがとう……ごめんなさい、むったん」と、小さく返事をした。

睦：むむ～っ、これはただ事じゃないですよ。またチカぽんの身に何か起きているのでは。

ＫＰ：そんな感じで、睦ちゃんが千香の家を出る頃には、外は日が暮れてしまっている。これで全員の時間軸が合流したことにしてくれ。

睦：しょうがないから、タマ兄に電話して、さやかちゃんのプレゼントを買いに行くのに車を出してもらおうっと。

佐々原：いいよ～、かわいいむったんのためなら、車でも、なんでも出してあげる。

辰巳：ちょっと待て、それって夜の校内で携帯電話を使うってことじゃないのか。

睦：むー、なにか問題でも？（白々しく）

佐々原：うわっ、しまった。これはむったんの巧妙な罠だ！

辰巳：ワシはちょっと用事を思い出したので、佐々原から離れているぞ（笑）。

佐々原：でも、むったんからの電話を無視するわけにはいかないので、ちゃんと出ますよ（泣）。

睦：「あっ、タマ兄……いまチカぽんのお見舞いに行った帰りなんだけど──」

ＫＰ：……と、そんな睦ちゃんの電話を、佐々原は夕暮れで赤く染まった御津門学園の廊下で受ける。気づくと、いつのまにか辰巳先生の姿がない。

佐々原：ホントにいなくなった！

辰巳：いや、すまんね。用事を思い出したものだから。

ＫＰ：「くわぁーっ、くわぁーっ」と、遠くからはやけに騒がしいカラスの鳴き声が聞こえてくる……。

さやか：なんですか、その妙にねちっこい描写は（笑）。

ＫＰ：壁に大きな影が蠢(うごめ)いていたと思ったら、それは窓に張りついたヤモリのものだった。小さなヤモリが金色に縁取られた丸い目で、佐々原の方を見つめている。

佐々原：そんなヤモリは、ひっぺがして窓から捨てます！

ＫＰ：佐々原は睦ちゃんとの会話の間に「シューッ、シューッ」という、空気が漏れるような音、もしくはヘビが威嚇するときのような音が聞こえてくる。それはだんだんと大きくなり、さらに電波の状態が悪いのか、睦ちゃんとの通話が途切れ途切れになってくる。ところが、「シューッ、シューッ」という音だけは、依然としてはっきりと聞こえてくる。その音の合間に聞こえる睦ちゃんの声を聞き取ろうと耳を澄ましていると、混線でもしているのか別の男の声が聞こえてくるのだ。

佐々原：……なんて言っているんでしょう？

ＫＰ：いま佐々原が言われたくない言葉ってなにかな？

佐々原：えーと、締め切り守れとか、原稿がつまらないとか？（笑）

ＫＰ：じゃあ、電話の声は「まだ原稿があがっていないのか……たいして面白くもないくせに……いつまでも続けられると思うな……」と、佐々原の急所を的確にえぐり取り、落ち込ませるようなつぶやきが聞こえる。

辰巳：「佐々原はもう落ち目……（笑）」

ＫＰ：このささやき声は、すでに悲観主義になっている佐々原の精神を痛めつける。〈正気度〉ロールをしてくれ。

佐々原：むったんの罠だ～！　コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：成功したら正気度は喪失しないが、続けて〈アイデア〉か〈聞き耳〉をしてくれ。

佐々原：これは成功した方がいいのか、失敗した方がいいのか？

辰巳：情報が手に入るかもしれないのだから、成功しやすい方でロールしろ！（笑）

佐々原：じゃあ、成功率の高い〈アイデア〉の方で。コロコロ……成功です。

ＫＰ：佐々原はそのささやき声が、自分の声であることに気づいてしまう。そして、自分自身こそがこの世において最大の敵であると悟り、絶望してしまう。このことに気づいた佐々原は、さらに〈正気度〉ロールだ。

佐々原：ひ、ひどいっ！　コロコロ……失敗しました！

ＫＰ：失敗したら正気度を１Ｄ３ポイント喪失する。

佐々原：コロコロ……１ポイントです。残りの正気度は34ポイント。

さやか：佐々原さん、呪われてしまったようですね。

佐々原：「さっそく、このことを辰巳先生に携帯電話で報告せねば！」

辰巳：やめろ～～っ！（笑）







歪(いびつ)な五角形燭台




　さて、翌日の日曜日。

　佐々原は睦ちゃんとショッピングに出かけて、さやかちゃんのためにオーダーメイドしておいたホームズ風インバネスコート（12万円）を購入する。

　一方、生徒たちのことが心配な辰巳先生と、女子高生探偵の血が騒ぐさやかちゃんは、学園に広がる奇妙な現象について少し調査をしてみることにした。

　さやかちゃんの聞き込みの結果、実際に長期欠席をしている女子生徒の名前を突き止めることができた。しかも、彼女は病気のための欠席ではなく、家出をしたのだといううわさまで耳にする。

　その情報をさやかちゃんから聞かされた辰巳先生は、カウンセラーとして彼女の家を訪ねることにした。




辰巳：「ワシは御津門学園でカウンセリングをしている者なのですが、お嬢さんの様子をうかがいに来ました」

ＫＰ：すると、女子生徒の母親は体調が悪そうな青ざめた顔で「それがまだ家に戻ってきておりませんので……」と答える。

辰巳：「おや、どこかにお出かけで？」

ＫＰ：そう尋ねると、母親はけげんな顔をするね。

さやか：辰巳先生、その子は家出をしているって話もありましたよ。

辰巳：おっと、そうだったな。では、話を合わせて、「もしよかったら、彼女の部屋を見せてはいただけないでしょうか。なにか手がかりとなるものがあるかもしれません」

ＫＰ：いくら御津門学園の理事長代理で、カウンセラーといっても、女の子の部屋に勝手に入れるのには抵抗があるようだ。ここは〈信用〉をしてもらおうかな。

辰巳：ワシほど信用できるものは、そういないぞ。コロコロ……楽勝で成功だ。

ＫＰ：だったら、辰巳先生を部屋に案内してくれる。やっぱり、ここの家の子は家出をしているようだね。母親は自分の娘が心配をかけて申し訳ないといった様子だ。

辰巳：御津門学園の教師には、家出をしたことは伝えている感じだな。だったら、なぜ職員会議では家出をした生徒のことは語られなかったのだ？

さやか：家出とかだと学園の不祥事になるので、病欠ということにしていたのでは？

辰巳：なるほど、それは考えられるな。辺見校長め……友人のワシに隠し事をするとは水くさい。

ＫＰ：さて、家出をした子の部屋に案内してもらったけど……普通の女子高生の部屋といった感じだね。

辰巳：「彼女は着替えなどを持って、家を出たのでしょうか？」

ＫＰ：母親によると、身の回りのものは持っていったらしい。

辰巳：「警察には相談をされたのですか？」

ＫＰ：もちろん、すぐにしたそうだ。ただ、巡回中の警官が、彼女を見つけて声を掛けたことがあったんだけど、いきなり逃げ出したらしい。身の回りのものを持って出かけたことと、警官を見て逃げ出したことから、警察では彼女自身の意志で家出をしていると判断して、事件性のないものと扱っているようだ。つまり警察の方で積極的に捜索はしてくれず、たまたま家出人が職務質問をされるか、補導されたときに、家まで連れ戻してくれる程度の状態だね。

辰巳：部屋になにか手がかりのようなものはないだろうか？

ＫＰ：それはすでに母親も探したからねぇ。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』定番の日記とかはないよ。

辰巳：ふむ……そうだ、携帯電話はどうなってる？

ＫＰ：いいところに目をつけたね。奇妙なことに、彼女は家出をするときに、携帯電話を置いていっている。

辰巳：女子高生が携帯電話を忘れるはずはない。なにか事情があるな。確認させてもらえるだろうか？

ＫＰ：それはかまわないよ。だいたい一週間前くらいからずっと使われていないようで、最近は同じ電話番号からの着信が続いている。一度だけ出た形跡はあるけど、それからはずっと着信のみだ。

辰巳：失踪してから使っていない？

ＫＰ：失踪する数日前から、といった感じだ。ここで辰巳先生は〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：最近かかってきている電話番号と御津門学園の番号とは、末尾の一桁だけ数字が違うだけだね。おそらく複数の回線を持っている御津門学園の電話番号の一つだろうと思われるが、辰巳先生はその番号に心当たりはない。

さやか：契約だけして、使っていない回線なのかもしれませんね。

辰巳：その回線を使って、誰かが家出した女の子に電話をしているということか。でも、この番号に掛けてみるのは怖いな～。

さやか：とにかく、携帯電話が怪しいということはわかりましたね。

ＫＰ：これから日曜日の午後のシーンになるけど、さやかちゃんはるるいえ堂に外せない用事があるので、お店に行くこと。

さやか：あらら、じゃあ仕方ありませんね。たまにはお店に顔を出しますか。

佐々原：バイトでしょ。ちゃんと働いてよ！（笑）




　日曜日の午後。生徒の失踪に気づいた辰巳先生は、真相を確認するべく佐々原と一緒に御津門学園を訪ねる。



◆むったんのワンポイントスケッチ「時間を区切っての行動宣言」

　どうも、好きな時計は振り子時計な、むったんです。

　今回は、単独行動での地道な調査が多めのシナリオです。こういうとき、土曜日の午前と午後と夜。日曜日の午前と午後……というように、キーパーはわかりやすいところで時間を区切って、各探索者がどんな行動をするか宣言させていくとスムーズにゲームが進みます。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の調査というのは、プレイヤーの思いつきに頼っている部分が大きいです。

　そのため、次の行動を思いついたプレイヤーから順に処理をしていくと、考え中のプレイヤーや、遠慮がちなプレイヤーの行動が後回しにされたり、飛ばされたりしてしまいます。そうすると、思いつきで行動する探索者ばかりが活躍するゲームになってしまうかもしれません。

　このリプレイのキーパーは、区切った時間内で探索者になにをさせるか、プレイヤー全員の行動宣言が終わってから、その時間の処理をします。もちろん、プレイヤーがなにも思いつかなければ、探索者に日常的な行動をさせるのだってアリです。いつもの日課をこなしていたら宇宙的恐怖に遭遇するなんてよくあることです。

　プレイヤーそれぞれに考えてもらう時間がかかるので、プレイ時間はちょっと長くかかりますが、みんなで一緒に知恵を絞って謎を解明してもらいたいときには有効なテクニックかと思います。シーン制のＴＲＰＧにちょっと近いですね。






辰巳：ワシは辺見校長のやつを問いただしてやろう。

佐々原：ボクがいると話しにくいかもしれませんから、こっちは部活動とかをしている生徒から、家出した女子の最近の様子を聞き込みしていますね。

ＫＰ：女生徒に聞き込みをするならば、佐々原は［ＡＰＰ×５］か〈言いくるめ〉でどうぞ。

佐々原：コロコロ……ＩＫＥＭＥＮなので［ＡＰＰ×５］で成功です（笑）。

ＫＰ：「佐々原先生だから教えちゃうけど、あの子、夜に学校で携帯を使って、変な声を聞いたっていってたっけ……あと、実はあの子、病気じゃなくて、ホントは家出をしているみたい。お見舞いに行ったら、おばさんがそう言ってたよ」と、女生徒たちは佐々原の周りに集まって、キャアキャアといろいろなうわさ話を話してくれる。いや～っ、ＩＫＥＭＥＮの佐々原は人気者だねぇ。

佐々原：そうです！　ボクは学園モノで、こういう展開を待っていたのです！

辰巳：ここまで佐々原を持ち上げて、キーパーがどこに落とすつもりなのかとても楽しみだ（笑）。

佐々原：ボクは落ちません！　このまま勝ち人生を歩み続けます！




　一方、辰巳先生が辺見校長を問い詰めたところ、やはり学園側は理事会やＰＴＡへの体面を気にして、家出した生徒を病欠扱いにしていたことが判明した。しかも、家出した生徒は、二週間で四人にもなるという。原因が宇宙的恐怖なのかにかかわらず、これは理事長代理として見過ごせない事態だと辰巳先生は判断する。

　また、女生徒の携帯電話に残されていた電話番号は、やはり現在は使用されていないものであった。いったい誰がこの番号から電話をかけていたのか……謎は深まるばかりだ。

　そして、辰巳先生たちが学園で調査をしている間、睦ちゃんは家出をした生徒の情報を集めるため、繁華街で高校生が立ち寄りそうな場所を巡ってみることにした。




睦：〈猫語〉を使って、町の猫たちから情報を集めるというのは可能かニャ？

ＫＰ：そういうファンタジーなことは、ドリームランドでやってくれ。

睦：むむ～っ、残念。じゃあ、普通に家出した生徒や、携帯電話の怪しいうわさとかを聞いて回ります。

ＫＰ：繁華街の高校生たちに聞いて回っても、別に怪しいうわさとかがあるわけではない。ただ、町でもらった無料のタウン誌に変なことが書いてある。

睦：「なにか面白い記事はあるかな～」って、休憩しながら読んでみます。

ＫＰ：じゃあ、こんな記事を見つけたよ。




……………………

●ギョギョッ！　電柱によじ登っていたのはナント虫人間!?




　三丁目のパン屋の脇にある電柱に、高校生くらいの男がハシゴを使って登っていたそうです。

　不思議に思って声を掛けてみたら、ナ、ナント、顔に触覚を生やした虫人間だったとか！

　セミの声にはまだ早いこの時期に現れた、謎の虫人間……あなたは信じますか？

……………………




睦：なんですか……この記事は？（笑）

ＫＰ：なんですかと言われても、書いてあるその通りのことだけど。でも、なぜかとっても気になる（笑）。

睦：確かに気になりますね。三丁目のパン屋さんに行って、その電柱を見てみようかな。

ＫＰ：まあ、電柱自体は普通のものだよ。賑わいのある商店街に立っている電柱なので、いろいろな装置やケーブルがごちゃごちゃと取り付けられているけど。

睦：なにか変わったところはないか、よ～く観察してみますけど。

ＫＰ：もうちょっと具体的に言ってくれないかな？

睦：む～っ、だったら携帯電話とか電波に関係するようなもので、怪しい機械とかありませんか？

ＫＰ：じゃあ、〈機械修理〉でどうぞ。

睦：美術部だけど、機械は得意なのです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：携帯電話の電波を中継する基地局があるね。ただ、それ自体はどこにでもあるものだ。

睦：これって関係あるのかなぁ？

辰巳：いまの時点ではわからんな。

ＫＰ：じゃあ、そろそろ店番をしているさやかちゃんにシーンを移そうかな。




さやか：『屍食教典儀』を研究しながら店番をしています（笑）。

佐々原：嫌すぎる店だ……。

ＫＰ：午後の用事が済んだころ、さやかちゃんの携帯電話に友達からの電話がかかってきたよ。

さやか：「もしもし～、ちょうど暇だったんだ～」

ＫＰ：ところが、なぜかだんだんと電波の状態が悪くなっていき、混線しているのか、友達とは別の声が聞こえてくるのだった。

さやか：ええっ、御津門学園じゃないのに呪いの電話が……でも、しっかり聞いていますよ。

ＫＰ：その声は女性の声で「かえして～、かえして～」と、語りかけてくる。ここでさやかちゃんは〈アイデア〉か〈聞き耳〉をどうぞ。

さやか：〈アイデア〉でロールします。コロコロ……成功しました！

ＫＰ：呼びかけているのは、千香の声にそっくりだ。

さやか：「チカぽん、チカぽんなの!?」

ＫＰ：そのとたん、携帯電話は圏外になってしまい……いきなり、るるいえ堂の扉が開いた！

さやか：ヒィッ!?

ＫＰ：やってきたのは、痩せた不健康そうな中年の男性だ。あんまり身なりも、柄も良くない感じだ。男はきょろきょろと店を見渡したあと「ここは骨董品を買い取ってくれるのか？」と、尋ねてくる。

さやか：「えーと、いまは店の主人がいないので、買い取りの方は……」

ＫＰ：「姉ちゃん、そこをなんとか頼むよ」と、男は強引な態度でカウンターにスチールの缶を置いた。贈答品のお菓子でも入っていたような、安っぽい缶だね。

さやか：あまり高価そうなものではなさそうなので、見るだけ見せてもらいましょうか。

ＫＰ：缶の中に入っているのは、金属製の和風の燭台──つまりはろうそく立てだ。形状はシンプルだけど、ろうそくを立てる受け皿の部分が歪(いびつ)な五角形をしていて、渦巻きが刻まれているのが特徴だね。土埃を被った、年代物だけど……価値を知りたければ〈芸術（骨董品）〉でどうぞ。

さやか：私の〈芸術（骨董品）〉の成功率は10％しかないのです。コロコロ……やっぱり失敗しました。

ＫＰ：じゃあ、いつの時代のものかも、どこで造られたものかも、その価値もさっぱりわからないね。見た目で判断する限りは、金属製の小汚い燭台にしか見えない。ただ、なぜかその歪な五角形を見ていると、さやかちゃんは心がゾワゾワと妙な感じがしてくるのだった。

さやか：うーん、このゾワゾワ感は……もしかして、これはいつかのミ＝ゴ・バケツのような逸品かもしれませんね。「１万円だったら買い取りましょう」

ＫＰ：「いや、安くても５万はするだろう」と、男は食い下がる。




　このあと、商売人のさやかちゃんと男との熾烈な交渉が続けられ、最終的に２万円で買い取ることになった。

　ただ、買い取りの際に身分証明書の提示を求めたところ、男は急に態度が不審になり、るるいえ堂から逃げ出そうとするのだった。




さやか：これは怪しいので、あとを追いかけます。

ＫＰ：すると、男は道の途中で「な、なんだ……この渦巻きは……!?」と、わめいてじたばたと暴れ出した。まるで見えない何かと争っているかのようだ。

さやか：うわ～っ、なんか起きそう……。

ＫＰ：さやかちゃんの目の前で、男の体はミシミシと内側に潰れていく。彼の体はだんだん小さくなり、やがてなにかに耐えきれなくなったかのように、突然、内側に向かって爆発するのだった！

さやか：ばっ、爆発した～!?

ＫＰ：残されたのは男の衣服と、歪な五角形燭台、あとはぐじゃりと地面に散らばった挽肉だけだ。さて、〈正気度〉ロールをしてもらおうかっ！

さやか：これは正気度が減りそうですね。コロコロ……よしっ、成功しました。

ＫＰ：成功しても、さすがにこんな惨劇を見たら、正気度を１ポイント喪失する。

さやか：残りの正気度は78ポイントです。どうしましょう、これは警察に連絡した方がよいのでしょうか？

辰巳：警察だって、この死に様を見て、さやかちゃんを疑うようなことはないだろうから、通報はしておいた方がいいんじゃないかな。

さやか：でも、その前にいろいろ調べておきたいですね。ちらっと残った衣服を調べて、お財布とか、気になるモノがないか見てみます。

佐々原：なんか冷静すぎて怖いよ……さやかちゃん。

ＫＰ：財布は持っているね。中の免許証によると、名前は安田秋吉といい、御津門学園の近所に住んでいるようだ。あと、ポケットには、まだ使っていない新しいブックマッチが入っている。

さやか：これで直前に行った店がわかるのかな。マッチにはなんて書いてあります？

ＫＰ：「Ｂａｒ・あけみ」とある。住所を見ると、近くの繁華街にある店だね。

さやか：どうしてこんなふうになってしまったのかを辰巳先生に調べてもらいたいので、携帯電話で連絡します。

ＫＰ：ところが、さやかちゃんの携帯電話は圏外になっている。

さやか：あっ、そう言えば、さっきも混線していたような。死体から離れてもつながりませんか？

ＫＰ：いや、死体から離れるとつながるよ。

さやか：……もしかして、あの怪しい燭台から妨害電波が出ているとか？

ＫＰ：するどいな、どうやらそうみたいだね。

睦：毒電波でも出ているんじゃないの？

さやか：この燭台、怪しいですよね。ちょっと回収させてもらいます。




　このあと、さやかちゃんに呼ばれて探索者たちは勢ぞろいする。

　幸いなことに爆発した瞬間ではなく、死体を見ただけなので、〈正気度〉ロールに成功した辰巳先生と佐々原は正気度を減らさずに済む。失敗した睦ちゃんだけが３ポイントの正気度を喪失。残りの正気度を51ポイントとした。

　ただ、せっかく来てもらったというのに、死体からはさやかちゃんが調べた以上の情報は得られなかった。

　この後、警察の事情聴取を終えたさやかちゃんたちは、爆発事件と御津門学園の家出事件につながりがあるのかどうか悩むが、そこに思わぬ知らせが入った。

　なんと、千香までが家出をしたというのである。







チカぽんの失踪




ＫＰ：みんなが千香の家につくのは、すっかり日が暮れて夜になったころだ。千香の母親の話によると、今朝から部屋が静かなので様子を見てみたら、いつの間にかいなくなっていたらしい。もしかすると、深夜のうちに家を出た可能性もあるね。

辰巳：家族の方に、着替えなどを持ち出しているのか確認してもらおう。

ＫＰ：簡単な外泊セットは持ち出されているようだ。

佐々原：ボクは携帯電話を確認します。

ＫＰ：携帯電話は電源を切った状態で部屋に残されている。奇妙なことに、睦ちゃんには壊れたと言っていたのに、どこにも異常は見られない。

佐々原：着信履歴には、やはり例の番号がありますか？

ＫＰ：うん、あるね。ただ、一週間くらい前から、ずっと電源を切っていたようだ。

佐々原：怖い電話がかかってくるから、電源を切っていたのかな。

睦：じゃあ、私は日記とかないか探してみますね。女子高生なら手帳くらいあるでしょう。

ＫＰ：おっしゃる通り、千香は手帳に簡単な日記を書いていたようだ。それが残っている（資料を渡す）。

睦：……なにこれ、こわっ！




……………………

●千香の日記




９日前　「うわさは本当だった。あの声はなんだったの？」




８日前　「変な夢を見た。渦巻き、ドラゴン？」




７日前　「たくさん寝たのに体調が悪い。また、変な夢を見た」




５日前　「目がかゆい」




３日前　「睦ちゃんと買い物にいかないといけないのに……なんでこんなことが（涙の染み）」




昨　日　「なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします、なんでもします……」

……………………




さやか：これは嫌な気分になりますね……チカぽん、大丈夫なのかな。

辰巳：このキーパーは、千香くんにどれだけ恨みがあるというのか……。

佐々原：るるいえ堂の前で爆発した男も、死ぬ直前に「渦巻きが」って言っていましたよね。

辰巳：これで二つのことはつながったと見ていいのか？

睦：まだちょっと弱い気もしますね。

さやか：私はチカぽんの家に何度も来たことがあると思うので、以前と比べて変わったところがないか、部屋全体を調べてみます。

ＫＰ：だったら〈目星〉かな。

さやか：〈目星〉は探偵の必須科目。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：千香の勉強机のひきだしの中に、血の染みがついたハンカチに包まれた、なにかを発見した。

さやか：血がついているなんて、あけるのは怖いけど……ちらっ、ちらっ（少しハンカチをめくる動作）。

ＫＰ：ハンカチの中には、エビの触覚のようなものが入っている。長さは５センチくらいだね。

さやか：「これはなんでしょう。辰巳先生、わかりますか？」

ＫＰ：〈医学〉か〈生物学〉でロールできるよ。

辰巳：では、〈医学〉で見てみよう。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：この触覚の内部組織には、血液が循環していたような痕跡がある。しかも、ハンカチに染み付いている血は、どうやら人間のものらしい。そのことから辰巳先生はこの触覚が人間から生えてきたものではないかと推測してしまうのだ。そのことに気づいてしまった辰巳先生は〈正気度〉ロールだ。

辰巳：人間から生えただって？　コロコロ……うっ、失敗してしまった。

ＫＰ：失敗は１Ｄ３ポイントの正気度喪失だよ。

辰巳：ずいぶん減るな。コロコロ……１ポイント喪失して、残りは44になった。

さやか：あの……これってチカぽんに生えていたってことなんでしょうか？

睦：まさか眼帯をしていたのは、この触覚を隠すため？

辰巳：しかし、触覚が生えるって、いったいなにが起きているっていうんだ。

睦：エビというと、ミ＝ゴの仕業とか？

辰巳：いや、ミ＝ゴはこんなことしないだろう。やつらが好きなのは、脳みそを抜き取ることのはず。

さやか：とにかく、早くチカぽんを探した方がよさそうですね。

ＫＰ：でも、これから動こうとするのなら、深夜に行動することになるよ。

辰巳：ふーむ、女子高生の二人には帰ってもらって、ここからはワシと佐々原だけで調査をするか。

佐々原：とはいえ、探すアテはあるんですか？

さやか：安田が持っていたマッチの店に行ってみてはどうでしょう。

佐々原：なるほど。バーなら深夜でも開いているだろうし、今晩は見つかっている手がかりを潰しておきますか。

ＫＰ：了解した。ブックマッチを持っているのなら、「Ｂａｒ・あけみ」を訪ねることはできるよ。




　あまり繁盛していないバーのあけみママに話を聞いたところ、やはり安田はこの店の常連だった。

　昨日──というより、今日の早朝と言ってもよい時間にやってきて、るるいえ堂に持ち込んだ歪な五角形燭台のことを話していたらしい。

　なんでも、バーの近くの電柱に登ろうとしている妙な女に因縁をつけたところ、この燭台を落として逃げていったのだという。安田はそれが金目の物と考えて、るるいえ堂に売りつけようとしたらしい。

　ここで辰巳先生はプレイヤーの勘を働かせて、その妙な女こそが千香ではないかと推測した。




辰巳：「安田さんは、その妙な女についてなにかしゃべっていなかったかね？」

ＫＰ：えーと、じゃあ〈幸運〉に成功したら、ラッキーなことに女についてしゃべっていたことにしようかな。

辰巳：きっとしゃべっていたに違いない。コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：だったら、幸運にもママは安田の言葉をよく覚えていてくれていた。その妙な女の背格好、服装は千香の特徴と重なる部分が多い。

佐々原：千香ちゃんが深夜に家を出たとすれば、時間的にもつじつまは合いますね。

辰巳：だとしたら、千香くんはあの燭台をどこで手に入れたんだ？

佐々原：携帯電話には出ていなかったようだし……毒電波みたいなものに誘い出されたとか？

ＫＰ：おっと、そろそろ家に帰らないと、徹夜になってしまい、明日の行動に支障が出るけど、どうする？

辰巳：仕方ない。千香くんのことは心配だが、今日はここまでにしておくか。

睦：今回のシナリオは、地味な調査が続きますね。

ＫＰ：安心してくれ、そろそろ派手になってくるよ（笑）。







狙われた佐々原




ＫＰ：さて、バーでの聞き込みを終えて、遅い時間に眠りについた佐々原だけど……君は悪夢を見る。

佐々原：悪夢キタ──────────ッ！

睦：タマ兄って、よく悪夢を見るよね。

辰巳：この前、女子高生にモテモテだった佐々原が、どんなひどい悪夢を見るのかワクワクが止まらない（笑）。

ＫＰ：夢の中で、佐々原は暗黒の宇宙を漂っている。その広大さに身をゆだねていると、すべてはむなしく意味がないモノだという悲観的な考えにとりつかれてしまう。やがて、そんな気分の落ち込みに応えるように、闇に巨大な星雲が現れて、その渦巻きにのみ込まれていく……という悪夢だ。まずは〈天文学〉をどうぞ。

佐々原：〈天文学〉は１％ですよ。成功するはずないじゃないですか。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：じゃあ、あの星雲がなにかはわからなかった──といったところで、目を覚ましてもいいよ。

佐々原：よかった、〈正気度〉ロールをしないで済んだ。

ＫＰ：ところで、目を覚ました佐々原は左目がかゆくてしょうがないのだ。

睦：左目って……まさか。

佐々原：どうしたんでしょう、触ってみます。

ＫＰ：目尻のあたりのまつげが、妙に固くて太くなっている気がする。

佐々原：見たくない……見たくないけど、やっぱり鏡で確認します（泣）。

ＫＰ：鏡に映し出された佐々原の左目の目尻からは、短い触覚のようなものが生えている。それはまるで独立した生き物であるかのように、勝手にぴくぴくと動いているのだった。それを見た佐々原は〈正気度〉ロールだ！
















佐々原：こんなの嫌だ～！　コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ４の正気度を喪失する。

佐々原：コロコロ……２ポイント喪失しました。残り正気度は32しかありません。

ＫＰ：あと、佐々原は睡眠を取ったにもかかわらず、非常にだるい気がする。具体的にはマジック・ポイントが１Ｄ６ポイントほど吸い取られた感じがする。

佐々原：す、吸われた～！　コロコロ……４ポイントも吸われました。

辰巳：これが生徒たちの疲労感の原因か？

睦：悪夢を見せてマジック・ポイントを吸い取るなんて、いったい何モノ……？

佐々原：あの～、この触覚って抜けないんですか？

ＫＰ：触ると神経はつながっているみたいだから、抜いたり、切ったりするのはちょっと勇気がいるな。

さやか：チカぽんは自分で切ったんでしょうか……その姿を想像するとつらいです。

佐々原：うーん、とりあえずボクも眼帯で隠しておこう……これってシナリオを解決したら治るんでしょうね？

辰巳：さて、どうだろうか。ワシもこんなのは初めて見たよ。

佐々原：辰巳先生、あとで診断してくださいよ。

辰巳：ええ～っ、正気度が減りそうだから嫌だなぁ～（笑）。

佐々原：ひどいっ！（泣）




　翌朝、探索者たちは佐々原の異変を知ることとなり、〈正気度〉ロールに失敗したさやかちゃんは３ポイントの正気度喪失。

　嫌だ、嫌だと言いながらも、ちゃんと佐々原を〈医学〉で診断してあげた辰巳先生は、より深く異常に気づいてしまい、〈正気度〉ロールに成功したにもかかわらず１ポイントの正気度を喪失することになる。ただし、この触覚が佐々原の肉体の一部であることと、千香の部屋にあった触覚と同質のものであることが判明した。

　千香が眼帯をしていたのも、この触覚が原因であることは間違いなく、すなわち佐々原も彼女同様に呪われてしまったことが推測できた。いよいよ探索者は、これが宇宙的恐怖に関係する事件であると実感する。




睦：月曜日になっちゃいましたけど、私たちは学校に行かないといけないのかなぁ？

さやか：「なにを言っているの、むったん。これは正義のための探索だよ！」

睦：「せ、正義……って」

さやか：「学校より友達の方が大事でしょ！」

睦：「その通りよ、さやかちゃん」と、普通に説得されたので、学校はさぼることにします。

佐々原：早く解決しないと、ボクの目が大変なことに。

ＫＰ：そう言えば、明日はさやかちゃんの誕生日だね。

睦：むっ、もしかして、さやかちゃんの誕生日に何かイベントが起きるのでしょうか。これってキーパーからのタイムリミットのお知らせでは？

さやか：のんびりしていられなくなりましたね──といっても、私は自分の誕生日のことなんて、すっかり忘れているんですが。

佐々原：それでこそ、サプライズパーティーのしがいがあるというもの。

辰巳：さて、それではどうやって千香くんを捜すとするか。

さやか：もしも、るるいえ堂に持ち込まれた燭台の元の持ち主がチカぽんだとすれば、これをどこで手に入れたかが手がかりになりそうですよね。これって、絶対に普通の燭台じゃないですもの。

辰巳：確かに……手がかりもないことだし、まずやるべきことは、燭台の正体を図書館で調べることかな。

佐々原：あっ、ボクは目から触覚が生えるとか、そういった異常現象についても調べてみたいです。自分の身に何が起きているのか知っておきたい。

さやか：時間はありません。ここは絶対成功させたいので、〈図書館〉が得意な人たちみんなで行きましょう。

睦：このパーティーだと、私だけ〈図書館〉が苦手なんですよね。

佐々原：じゃあ、むったんはどうする？

睦：私は虫人間のことが気になっているので、もっと電柱を調べてみようかなと。

佐々原：もしかして、あの虫人間って、ボクみたいに触覚が生えてしまった人のことなのかも。

睦：そうだとしたら、その人たちが電柱で何をしていたのか調べておかないとね。




　明日は誕生日という一言は、なぜか佐々原に触覚が生えたことよりも探索者たちの心に火をつけたようで、速攻で事件を解決するため動き出した。やはり時間制限があると、探索者の動きは活発になるものだ。




ＫＰ：では、図書館から処理しよう。御津門学園で起きている事件や、佐々原の身に起きた異常に似た事例がないかを調べるのは、佐々原とさやかちゃん。燭台のことを調べるのは、辰巳先生一人でいいんだね？

辰巳：うむ、ワシの〈図書館〉技能は89％もあるから、一人でも成功させられるはずだ。

佐々原：では、ロールをしますよ。コロコロ……成功です。

さやか：コロコロ……私は失敗。

辰巳：ここでワシが失敗しては、時間をロスしてしまう。コロコロ……よし、成功だ。

ＫＰ：みんないいところに目をつけているね。まずは、御津門学園に起きている異変だけど……人が凶暴化したり、奇妙な疲労感がしたり、さらには爆発したりする現象について、イギリスの文学教授ポール・ダンバー・ラングの開いた古い会見記事を発見する。ただし、これは英語で書かれてあるので、続けて佐々原は〈英語〉をしてもらおうか。

佐々原：時間の節約のためにも、ここは成功させたい。コロコロ……よしっ、成功です。

ＫＰ：では、そんな佐々原には、この情報をあげよう（資料を手渡す）。




……………………

●ポール・ダンバー・ラングの会見記録




　１９６８年８月19日に、ロンドンのゴウアー街83番地で、文学教授のポール・ダンバー・ラングという人物が、12人の学者、記者、医者などを集めて開いた会見の記録である。

　なお、この記録はポール・ダンバー・ラング自身が記して、新聞社に寄稿したものだ。

　会見の内容は、南方各地に残された風俗儀式を調査した結果、古代にロイガーと呼ばれる地球上の生物とはまったく異なる特性を持った（『力の渦』とでも表現すべき）種族が存在しており、彼らは人類を奴隷として使役していたこと。そして、彼らが長い潜伏期間を終えて、再び甦ろうとしていることを警告している。

　その証拠として、ポール・ダンバー・ラングはブルガリアのパナグリシュテで起きた大量虐殺、スコットランドの沿岸巡視艇ジーニー号の事件、モンゴルのツラ・ゴル川の流れさえ変えてしまった謎の爆発などをあげている。

　しかも、彼によれば、それらの事件はロイガー復活の前触れでしかないのだという。

……………………




睦：ロイガーとは、いきなり具体的な名前が出てきましたね。

ＫＰ：これを読んだ佐々原は〈クトゥルフ神話〉が+1％され、正気度が１Ｄ３喪失する。

佐々原：ぐはっ、１ポイント減って、正気度は31に……。

ＫＰ：あと、佐々原は〈オカルト〉をしていいよ。

佐々原：〈オカルト〉は得意なのです。コロコロ……成功です。

ＫＰ：このポール・ダンバー・ラングという人物はそれなりに実績のある文学教授だったんだけど、後年、このようなオカルトじみた会見を開くなど奇行が目立ち、世間の信用を落としたことを知っている。

さやか：そのロイガーっていうのは〈クトゥルフ神話〉でなにかわかりませんか？

ＫＰ：まあいいだろう。ロイガーの名前を聞いた人は〈クトゥルフ神話〉をロールしていいよ。

さやか：『屍食教典儀』の研究の成果が、いまこそ！　コロコロ……うにゃーん、失敗～！（泣）

佐々原：コロコロ……〈クトゥルフ神話〉が８％のボクも失敗です。

辰巳：コロコロ……おおっ、やった成功したぞ！

ＫＰ：では、辰巳先生は知っているのだけど、このロイガーというのは非物質的な存在だけど、物質化したときは爬虫類に似た姿となることが知られている。ロイガーはアンドロメダ銀河からやってきたとされていて、特徴として非常に悲観的な思考を持っているということだ。それはロイガーに接触した人間にも同様の感情をもたらすらしい。古代において、ロイガーは反抗的な奴隷の心を萎えさせるために、その体に触角を生やすこともあるという。

辰巳：そのものずばりの情報が出てきたな。さすがは〈クトゥルフ神話〉に成功しただけのことはある。

佐々原：ボクが悪夢で見たのはアンドロメダ銀河だったのかも。

ＫＰ：続いて、辰巳先生の調べた燭台の方だけど、こちらも情報が見つかった。それは戦前の古い美術写真集で、そこにるるいえ堂に持ち込まれた歪な五角形燭台と同じものの写真が収録されている。しかも、その写真には同じ燭台が５本並んで写っているよ。

辰巳：ふむ……あの燭台は５本もあるのか。意外と多いな。それで、どこで撮影された写真なんだ？

ＫＰ：残念ながら、その写真には「渦龍堂にて撮影」と書かれてあるだけで、他は何も書かれていない。

辰巳：渦龍堂……なんて怪しい名前なんだ……。

さやか：これを撮影した人に話を聞けば、その渦龍堂の場所がわかるのでは？

ＫＰ：いや、戦前の写真集だからねぇ。出版社もなくなってしまっているし、調査するのは大変そうだよ。

辰巳：しかし、渦龍堂という名前はわかったのだから、ここからまた手がかりが得られるかもしれん。

睦：渦龍堂という名前からして、ロイガーと関係が深そうですものね。なんとかして、そのお堂の場所を調べないと。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ロイガー」

　どうも、好きな爬虫類はワニな、むったんです。

　禁断の〈クトゥルフ神話〉ロールに辰巳先生が成功しているおかげで、ロイガーに関する情報はほとんどキーパーの口から出ていますね。

　補足をすると、このロイガーというのはややこしいことにまったく同じ名前のクリーチャーが別にいまして、そちらは「ロイガーとツァール」という双子の存在として語られることが多いようです。今回、登場したロイガーの方はそれとは別のクリーチャーで、コリン・ウィルソンの小説『ロイガーの復活』に登場するポール・ダンバー・ラングによって詳しく研究がされています。

　ただし、この二つのロイガーが別の存在であるというのは『エンサイクロペディア・クトゥルフ』の解説によるものなので、もしかしたら別の説があるかもです。興味ある方はご自身で研究するとよいでしょう。このへんの曖昧さも、クトゥルフ神話の魅力の一つなのですから。

　ちなみに、このロイガーはテレキネシスや渦巻攻撃といった特殊能力をたくさん持っている芸達者でして、今回のゲームでもその多才さを披露してくれることでしょう。






ＫＰ：では、睦ちゃんの方にシーンを変えようか。電柱を調べているんだよね。

睦：まずは安田が燭台を拾ったという電柱の方を見てみます。なにか変わったところはありますか？

ＫＰ：ぱっと見は普通の電柱だけど、もう少し具体的に言ってくれればなにかわかるかも。

睦：むーっ、虫人間が登っていた電柱と比べてみて、なにか共通点とか、変わっている点とか？

ＫＰ：共通点としては、両方とも携帯電話の基地局が設置されているね。

睦：やっぱりこの基地局が関係している？

さやか：ロイガーの毒電波を中継しているとか……。

睦：なにか電柱にあるはずないものが取り付けられているとかありませんか。あの燭台って、お菓子の缶に入っていたんだっけ？

さやか：そうですよ。

睦：そんな缶とかくっついていませんか？

ＫＰ：いや、そんなものはないね。

佐々原：ここは安田に因縁をつけられて燭台の取り付けに失敗したんだから、なくて当たり前なんじゃないの。

睦：そっかぁ！　じゃあ、虫人間の電柱の方に急いで移動しま～す。

ＫＰ：えーと、午前中に虫人間の電柱の方に到着できる。前にも説明した通り、いろいろくっついている電柱なんだけど、その中に隠すように安っぽいスチールの缶が針金で固定されているのを発見する。

睦：むはっ、ホントにあった。ど、どうしよう？

さやか：むったん、回収するのです！（笑）

睦：む～、なんか怖いけど、あとのことを考えると、いま外しておいた方がいいのかも。電柱には登れます？

ＫＰ：周りの目を気にしないで〈登攀〉に成功すれば登れるよ。

睦：今日は学校に行くと言って家を出たので、私は制服姿なわけですが……。

佐々原：しまった、なぜボクはそこにいない。下からのぞけないじゃないか！

睦：（佐々原の叫びをスルーして）脚立とかありませんか？

ＫＰ：〈幸運〉に成功したら、幸運にもあったことにしようか（我ながら、実にいい加減な裁定である）。

睦：〈幸運〉でいいのなら、ありがたいです。コロコロ……成功しました。「パン屋の裏にちょうどいい脚立が……ちょっとだけ貸してもらおうっと」

ＫＰ：脚立を使えば〈登攀〉は２倍でロールしていいよ。

睦：それなら成功率は80％です。コロコロ……ほっ、脚立がなかったら失敗でした。

ＫＰ：睦ちゃんは缶のところまで登ることができたけど、針金で頑丈に固定されているので簡単には外せそうにないよ？

睦：そこはそれ、私の装備欄には、ちゃんと自慢の工具セットを持っていると書いてあるのです。

ＫＰ：まあ、睦ちゃんならいつもペンチくらい持っていても不思議じゃないか。だったら、ロールなしで素早く缶を外せるけど……ところがっ！（大声で）

睦：こっ、怖いなぁ……驚かせないでください。

ＫＰ：え～と、ところがぁ～？（シナリオをペラペラめくって、イベントの記述を探している）

睦：今度は焦らさないでください（笑）。

ＫＰ：ああ、ここに書いてあったか。睦ちゃんの背中に、なにか奇妙な感触がするのだった。

睦：ええっ、背中に!?

ＫＰ：何者かが睦ちゃんの背中に直接──つまり、地肌を触っているようなんだ。その触れているものはザラザラとした肌触りで、まるで粗いウロコに覆われているかのようだ。そいつは睦ちゃんの背中をいやらしくなで回したかと思うと、いきなりドンッと強く突き飛ばすのだった。まずはこの不快な感触による〈正気度〉ロールだ。

睦：むむ～っ、まさか突き飛ばされるとは。コロコロ……成功です。

ＫＰ：成功したら正気度は喪失しない。でも、電柱から突き落とされるので〈跳躍〉に失敗すると１Ｄ６のダメージだ。

睦：コロコロ……失敗。ダメージは、コロコロ……むはっ、５ポイント。残り耐久力は７になってしまいました。

佐々原：大丈夫、むったん!?

睦：耐久力の半分を失ったわけではないので気絶はしないけど、これはかなり痛いです。受け身もできずに落ちたって感じです。

ＫＰ：睦ちゃんは、いまの押され方に猛烈な悪意を感じることができるね。

佐々原：もしかして、これもロイガーの仕業なんでしょうか？

辰巳：うーむ、こんなにピンポイントで妨害をしてくるとは意外だった。かなり危険な相手だな。

睦：それで缶は回収できたのでしょうか？

ＫＰ：ペンチを持っていたおかげで、なんとか回収には間に合ったよ。

睦：慎重に缶を開けてみます。

ＫＰ：中には、るるいえ堂に持ち込まれたのと同じ形をした、歪な五角形燭台が入っている。

全員：入ってた～！

睦：むむっ、これはやはりなにかの儀式の道具なのかも。写真にあった５本の燭台を設置すると、なにかが起きるみたいな……？

佐々原：ロイガーに操られている生徒たちが設置して回っているのかな。

辰巳：虫人間というのが、目から触覚を生やした人間だとすれば、その可能性が高いな。しかし、燭台を町に配置させて、ロイガーは何を企んでいるんだ？

さやか：佐々原さんみたいに、町の人たちからマジック・ポイントを吸い取ろうとしている？

睦：やっぱりこの燭台の出所を探すのが一番みたいですね。そこに行けば、失踪した生徒たちもいるはずです。

ＫＰ：ところで、パン屋から物音を聞きつけた店員が出てきたよ。女子高生が電柱から落ちてきたので驚いた顔をしている。

睦：「あっ、どうもぉ～～」と、ばつの悪い顔をしています。

ＫＰ：なんて言い訳するのかな。店の脚立まで持ち出して（笑）。

睦：「あのぉ～、このへんでうわさになっている虫人間のことが気になって、ちょっと調べていたんですよ～」

ＫＰ：それなら〈言いくるめ〉か〈説得〉の得意な方でどうぞ。

睦：どちらも苦手ですが、〈説得〉の方にします。ところで、これに失敗したら、私は頭がかわいそうな子として、病院に連れて行かれたりしちゃうのかなぁ？

ＫＰ：パン屋の店員にそんな権限はないよ（笑）。

睦：だったら、安心して。コロコロ……むっ、珍しく成功してます！

ＫＰ：じゃあ、パン屋は物好きな子だなと納得して、さらには傷の〈応急手当〉までしてくれた。

睦：「ありがとうございます。それじゃ～！」と、逃げるように立ち去ります。あー、恥ずかしかった（笑）。




　これで探索者全員の行動が終了したので、時間は月曜日の午後に進むことになる。

　渦龍堂のことを図書館で調べるのに三人もいる必要はないので、辰巳先生は地元の人間である辺見校長にも渦龍堂のことを尋ねに行くことにした。

　また、睦ちゃんは他の電柱に燭台が取り付けられていないか、町を見回ることにする。




ＫＰ：渦龍堂について調べている人は〈図書館〉ロールをどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、地元図書館の郷土研究資料の中にこのような記録を発見する。




……………………

●渦龍堂に関する記述




『渦龍堂』は別名『五角堂』とも呼ばれている、小さな仏閣である。

　そのお堂の天井には、鳴き龍の絵があった。

　どんなに傲慢な人間でも、このお堂で手をたたけば御仏の心に触れて、おごった心が清められる。

　事実、このあたりを治めた強欲な年寄りの地主が、お堂を訪れてからは、まるで人生に悟りを開いたかのように隠居生活を始めたという。

　お堂の教えには「天を見上げず、足もとを見よ」というものがあったとされている。

……………………




佐々原：天を見上げず……？

さやか：この隠居生活って、悟りを開いたんじゃなくて、佐々原さんみたいに触覚が生えてきて人目を避けるようになっただけなんじゃないですか？

ＫＰ：そういった視点で見れば、そのようにも読み取れるね（笑）。

佐々原：ひどいお堂だっ！

さやか：渦龍堂の場所については何も書かれていないんですか？

ＫＰ：御津門学園のあたりにあったっぽいけど、正確な場所は記されていない。では、このへんで、辺見校長を訪ねた辰巳先生の方にシーンを移そうか。




辰巳：「辺見校長、渦龍堂か五角堂という名に心当たりはないかね？」

ＫＰ：（ここで〈心理学〉だな。コロコロ……成功か）渦龍堂という名前を聞くと、辺見校長がだいぶ動揺していることが辰巳先生にはわかる。「辰巳くん、どこでその名前を聞いたのかね？」

辰巳：「失踪した生徒について調べていたところ、その名に行き着いたのだが……」

ＫＰ／校長：「うむむ……悪い予感が的中してしまったか」

全員：なにか知っているなら、先に言え～！（笑）

ＫＰ：いやいや、渦龍堂というキーワードを出して尋ねてくれないとね。

辰巳：まったく、ワシに隠し事とはけしからん。すべて吐いてもらおうか（笑）。

ＫＰ／校長：「私も詳しくは知らないのだが……敗戦直後、日本全体が深く落胆していたとき、『渦龍堂』を中心に新興宗教のようなものが興ったのだそうな。彼らは暗い時代の中、極端な終末論を唱え、最期にはお堂で集団自殺を遂げたらしい。そんな悲惨な事件があってからは、『渦龍堂』はおごった心を清めるというよりも、人に絶望を与える呪われた場所であるとささやかれ、この土地ではタブー視されるようになったのだ」

辰巳：「それで、きみの悪い予感というのは……？」

ＫＰ：精神的に不安定になっている生徒たちの変化に、渦龍堂の新興宗教が関わっているのではと思ったらしい。

辰巳：「なるほど……ところで、その渦龍堂というのはどこにあるのかね？」

ＫＰ：御津門学園の近くにあったらしいが、具体的な場所は辺見校長も知らないという。ただ、そのお堂は建物ではなく、地下にあったそうだよ。

辰巳：ふ～む、地下か……。




　一方、町の電柱を見て回った睦ちゃんの方は、なにも新しい発見はなかった。




睦：むむ～っ、あちこちにたくさん燭台が設置してあるというわけではないようですね。

ＫＰ：これで月曜日の午後が終わって、夜となったね。

辰巳：渦龍堂の位置もわからなかったし、どうしたものやら？

佐々原：パン屋の電柱のときみたいに、虫人間になった生徒がどこかの電柱に燭台を設置しに来ると思うので、それを見つけて〈追跡〉するというのはどうでしょうか。

ＫＰ：どこの電柱を見張るのか決めないと、行き当たりばったりでは遭遇できないと思うよ。

辰巳：御津門学園の周辺だとは思うのだが……それでも範囲が広すぎるか。

睦：タマ兄に燭台を持たせておけば、そのうち毒電波で操られて、ロイガーのところに連れて行ってくれるのかも。

佐々原：その頃には、ボクも虫人間になっちゃうから！（泣）

ＫＰ：とにかく電柱を見張るにしても、もっと条件を絞ってほしいね。

佐々原：きっと五角形にちなんで、電柱は五か所にあると思うんですよ。五芒星にもなるし。

辰巳：しかし、わかっている場所が二か所しかないから、中心をどこに置いて五角形を描くかで違ってくるぞ。

さやか：たぶんですけど、御津門学園が中心のような気がするんですよね。キーパー、地図を書いてもらえますか？

ＫＰ：えーと、ここに御津門学園があって、燭台が見つかったのは、こことここあたりだよ。

さやか：御津門学園を中心にして五角形は描けますか？

ＫＰ：正五角形は無理っぽいね。中心がずれている。

睦：むむむ～～～～～～～～っ？

さやか：だったら、燭台の歪な五角形だったらどうでしょうか。受け皿に刻まれていた渦巻きの中心部分に御津門学園があるとして地図の上で描いてみますけど？

ＫＰ：なるほど、正五角形ではなく、燭台の歪な五角形を描こうとすると……。

さやか：すると～？

ＫＰ：今度は、なんとか描けそうな気がする。

全員：おお～っ！

ＫＰ：これで残り三か所のおおよそのポイントがわかったぞ。

さやか：このポイントの電柱に燭台があるか、それともこれから設置しに来るはずです！

ＫＰ：でも、こんなざっくりした手がかりを元に電柱を探すのは、かなり時間がかかりそうだよ。

さやか：あれ～、まだダメですか～？

ＫＰ：もう少し、特定できる条件がないとねぇ。

さやか：うう～ん。

佐々原：しらみつぶしに調べると、さやかちゃんの誕生日に間に合わなくなっちゃうよね。

さやか：だいたい、チカぽんがいないのに誕生日なんて祝えないですよ。

睦：……そうだ、そのポイントのあたりに、携帯基地局が設置されている電柱はありませんか？

ＫＰ：おっ、鋭いね。

辰巳：しかし、そんなのどうやって調べればいいんだ？

睦：電話会社に問い合わせてみればいいんじゃないですか。

ＫＰ：ちなみに、ボクが実際に某大手電話会社に問い合わせてみたところ、基地局の場所は一般には公開されていないらしい。ただ、具体的な場所を指定すれば、あるかないかくらいは教えてあげないでもない……みたいな、とても曖昧な回答だった。

辰巳：電話会社の担当者も妙なこと聞かれて困ってただろう（笑）。

ＫＰ：いったいこいつは何を企んでいるんだって、ちょっと警戒されていたかもね。そんなわけで、ここは〈言いくるめ〉か〈ナビゲート〉に成功すれば、基地局の場所を特定できるとしようか。

さやか：〈言いくるめ〉なら、私が得意です！

ＫＰ：もうすぐ電話会社の電話受付の時間が終了するので、今晩中にロールできるチャンスは一回だけとしよう。

さやか：これって重要なロールのような気がしますね。成功しますように～、コロコロ……やった、成功です！

ＫＰ：さすがは強運のさやかちゃん。電話会社に問い合わせたところ、予想通り、歪な五角形が示したポイントに基地局の設置された電柱があった。おめでとう、これで残り三か所の電柱の場所が完全にわかったぞ。

全員：やったぁ～！（パチパチ）

辰巳：さて、行きたい場所は三か所あるが……分散行動をするか？

佐々原：ボクはいつ操られてもおかしくないので、誰かに見張っていてほしいです。

さやか：じゃあ、私が見張っていてあげます。なにかあったら〈キック〉しますので。

睦：私も電柱から落ちて大けがしているので、単独行動は不安なんですが……。

辰巳：うーむ、だったら二手に分かれるとするか。ワシと睦ちゃんは、ここの電柱。さやかちゃんと佐々原は、ここの電柱を見張るというので、どうだろう？

さやか：わかりました、そうしましょう。







深夜の大追跡




　二手に分かれて調査したところ、さやか＆佐々原チームの電柱にはすでに燭台が設置されており、辰巳＆睦チームの電柱はまだ設置がされていなかった。

　そこで〈隠れる〉が得意な睦ちゃんは電柱の近くで虫人間が来るのを見張り、辰巳先生は相手に気取られないよう離れた場所で待機することにする。睦ちゃんの〈隠れる〉は見事に成功したが、なぜかプレイヤーの方は微妙な顔をしている。




睦：むーっ、これってなんか死にフラグのような（笑）。

佐々原：耐久力が減っているしね……正気度を減らされるんじゃなくて、物理的にダメージで殺されそう。

さやか：私たちの方は、すでに燭台があるのですが……これって回収した方がいいのでしょうか？

佐々原：その前に、いちおう、残りの電柱も見ておきたいかも。回収はあとでもできるし。

辰巳：こっちは睦くんが〈隠れる〉に成功しているから、そっちは別の電柱を確認した方がいいかもな。

睦：怖い……一人は怖い……。

さやか：じゃあ、向こうはむったんに任せて、次のポイントに急ぎましょう！（笑）

睦：さやかちゃ～ん（泣）。

ＫＰ：では、佐々原の自動車で次のポイントへ向かう途中、二人は〈目星〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……失敗です。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：移動する途中、たまたまるるいえ堂の前を走るんだけど、さやかちゃんは店の入口に小さな紙包みが置いてあることに気づいた。

さやか：「佐々原さん、止めて！」

佐々原：キキーッ、急ブレーキ！

さやか：車を降りて、その紙包みを調べてみますけど。

ＫＰ：その紙包みはリボンとかでかわいらしくラッピングされているね。ここで〈聞き耳〉をどうぞ。

さやか：まさか時限爆弾!?

ＫＰ：なんでだよっ！（笑）

さやか：コチコチと、タイマーの音が聞こえるのかと思って。コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、路地の方から「さ、さやかちゃん……！」という、驚いたような声が聞こえた。そして、すぐに走り去る足音が聞こえてくる。その声の主は、雨も降っていないのにフード付きのレインコートを着込んでいて、顔はよく見えないが、声と体型からして女性のようだ。

さやか：きっと、それってチカぽんですよね。「チカぽん、待って！」と追いかけます。

佐々原：ボクも車を降りて追いかけますよ！

ＫＰ：では、二人はＤＥＸ17に対する抵抗表ロールか、〈追跡〉をどうぞ。

さやか：はっ、早い！

睦：チカぽんは陸上部のはずだから。

佐々原：しかし、ボクのＤＥＸは人類最速の18なのだ。成功率は55％！

さやか：逃げるチカぽんに「待って、あなたを助けたいの！」と声を掛けますが、どうでしょう？

ＫＰ：なるほど、するとちょっと彼女の逃げ足が鈍る。ＤＥＸ15に対する抵抗表でのロールにしていいよ。

さやか：それならなんとか成功するかも。コロコロ……よしっ、成功です。

佐々原：コロコロ……楽勝で成功しました。このボクから逃げきれると思うな～！（笑）

さやか：それって、悪役のせりふですよ……。

ＫＰ：レインコートの女性を追いかける二人は、やがて御津門学園の裏手にある雑木林へと足を踏み入れることになる。

さやか：うちの学校の裏に、雑木林なんてあったんですか？

佐々原：こんな怪しいところがあるなら、真っ先に調べていましたよ。

ＫＰ：（二人の言葉を華麗にスルーして）さて、睦ちゃんたちのシーンに移ろうかなっと（笑）。




睦：私は誰かが来るまで、じっと静かに隠れています。

ＫＰ：すると、パーカーのフードを被り、脚立を抱えた若い男が電柱の方にやってくるのが見える。

睦：来ました……携帯電話で辰巳先生に連絡を……。

ＫＰ：いや、彼が近づいてくると、なぜか携帯電話は圏外になるよ。

さやか：そうか、燭台の近くは携帯電話はつながらないんでした！

睦：だったら、のろしをあげます（笑）。

ＫＰ：あげられるか！（笑）

睦：仕方ないですね。では、なにをするつもりなのか見張っています。

ＫＰ：背格好からして高校生らしき男は、脚立を置いて電柱に登り始めた。手にはスチールの箱と針金を持っているね。

睦：……これって脚立を外したらどうなるのかな？（笑）

さやか：降りられなくなる！（笑）

佐々原：だって、落ちたら１Ｄ６ポイントのダメージだからね（笑）。

睦：むふふっ、やってみようっと。

ＫＰ：（ひどいことを思いつくなぁ）えーと、睦ちゃんが脚立を外すと、燭台を取り付け終えた男はそのことに気づいて、電柱の上から「なにをしてる！」と叫ぶ。

睦：それはこっちのせりふですよ！（笑）

ＫＰ：どっちもどっちだよ（笑）。

睦：いまのうちに辰巳先生を呼びに行く暇はあるかな？

ＫＰ：いやいや、男はちょっとだけ迷っていたけど、意を決して飛び降りてくるよ。いちおう、〈跳躍〉のロールをしよう。コロコロ……失敗したから、１Ｄ６のダメージを受けた。イタタ……。

睦：おっ、下りてきちゃった。どうしよう？

ＫＰ：電柱から落ちた衝撃で、男は地面に四つん這いになる。そして、体を起こすのだが……同時に、胸のあたりが異様に膨らみだした。

睦：えっ、ええっ？

ＫＰ：パーカーを引き裂いて下から現れたのは、巨大なカニのハサミだ。なんと、それは男の胸から生えていて、いきなり睦ちゃんののどを挟もうとする。まずは〈正気度〉ロールだ！

睦：むむむ～っ、触覚だけじゃなくて、ハサミまで生えているとは！　コロコロ……失敗です。

ＫＰ：ロイガーの犠牲となった男のおぞましい姿を見たら、正気度は１Ｄ４ポイント喪失する。

睦：コロコロ……２ポイント喪失。残りの正気度は41ポイントです。

ＫＰ：さ～て、このハサミの命中率は50％だけど、ここはオープンダイスで、コロコロ……命中！

睦：こ、このままでは殺されてしまう。〈回避〉させてください。コロコロ……成功です！

ＫＰ：睦ちゃんは巨大なハサミをギリギリのところでかわした。しかし、そのすきに男は背を向けて逃げていく。

睦：そっちが逃げてくれるのならありがたいです。距離を置いて追いかけます。ついでに燭台の影響範囲から出たら、携帯電話で辰巳先生にも連絡をします。

ＫＰ：いいだろう。男は御津門学園の方に向かっているようだね。

辰巳：よし、ワシも睦くんの連絡を受けて、御津門学園を目指すとしよう。




ＫＰ：じゃあ、もう一度、さやか＆佐々原チームにシーンを戻そう。雑木林の奥に入り込んだところで、レインコートの女性は二人が追いかけてきていることに気づき、その場に立ち止まった。

さやか：「逃げないで、チカぽん！」

ＫＰ：「さやかちゃん……何で来たの……？」と、彼女は悲しそうにつぶやいた。その声は紛れもなく千香のものだったが、なにか様子がおかしい。

佐々原：まさか千香ちゃんまでカニバサミが……？

ＫＰ：ここで千香が完全にロイガーの奴隷になっているのかどうか、ロールで決定しよう。さて、これまでに君たちが回収した燭台の数は何本かな？

佐々原：るるいえ堂に持ち込まれたのと、睦ちゃんがパン屋の前で回収したので、２本だけですね。

ＫＰ：失踪した生徒は、千香を含めて５人。実は、燭台も５本設置される予定だった。そして、燭台の設置される数とロイガーのパワー──すなわち、奴隷にできる数は比例している。

佐々原：うっ、ボクらはもっと急いで燭台を回収するべきだったのか？

ＫＰ：現在、燭台は君たちが回収した２本以外の、３本が設置されているので、５分の３の確率で千香は完全に奴隷化されていることになる。さあ、誰か千香の運命を決めるロールをしてくれ。

佐々原：ここは強運のさやかちゃんがどうぞ（笑）。

さやか：えーっ、責任重大ですね。では……１Ｄ10で１～６が出たらダメということで。

ＫＰ：うん、了解した。さあ、ロールをしちゃってくれ。

さやか：高目～、高目が出ろ～！　えいっ、コロコロ……やった、「９」です！

ＫＰ：よかったね～。千香はまだ完全にロイガーに支配されてはいなかった。

さやか：「チカぽん、私たち、いまあなたに起きていることの原因を調べているの」

佐々原：「この眼帯を見てくれ……君もボクと一緒だ。だが、ボクはまだ絶望はしていない！」

ＫＰ：……佐々原、君は悲観主義をこじらせているはずだか？

佐々原：しまった、そうでした。えーと、だったら「この程度のことを気にしてどうする。世の中にはもっと悲惨なことがあるんだよ」とか、言ってみたり（笑）。

辰巳：ダメだろっ！（笑）

さやか：もうっ、佐々原さんは黙っててください！

佐々原：うーん、悲観主義者が説得をするのは無理だよ……。

ＫＰ：千香も佐々原と同じ症状なので、自分の置かれた状況に絶望して、すべてを運命だとしてあきらめつつあるようだ。

さやか：「チカぽん、私に助けられないと思っているの？　すべて任せて、私に助けられなさい！」

ＫＰ：おお～っ、なんか知らんが言葉に勢いがあるね。だったら〈言いくるめ〉をしてもらおうか。

さやか：とうっ、コロコロ……成功です！

ＫＰ：すると、これまで逃げ腰だった千香が、さやかちゃんの前に一歩踏み出した。そして、かすれた声で告げる。「ごめんね……さやかちゃん。本当は、誕生日のお祝いしてあげたかったんだけど……」

さやか：「えっ、誕生日……って？」

佐々原：「実は、みんなでこっそりサプライズバースデイパーティーを企画していたんだ」

さやか：「ああっ、だから最近、みんな私を避けていたんだ！」

ＫＰ／千香：「けれど、こんな姿じゃ……パーティーには……」

さやか：「大丈夫、まだ明日にはなっていないよ。今晩中に解決してしまいましょう。だから、チカぽんの知っていることを教えて……」




　さすがはヒロインといった、さやかちゃんの活躍によって、千香は自分の身にあったことをぽつりぽつりと語り出した。

　彼女の話によれば、部活が終わったあと夜の校舎で携帯電話を使ったとき、佐々原と同様に不気味なささやき声を聞いたのだという。やがてそのささやき声は、夢の中や起きているときにも聞こえるようになり、声に導かれるようにして御津門学園の裏の雑木林にある地下室へと向かったという。

　そして、例の歪な五角形燭台を指定された電柱に設置してくるよう、ささやき声に指示を受けたらしい。




ＫＰ：そう語り終えた彼女は「あの声はどこにいても聞こえてくる……アレを切っても、また生えてくる……さやかちゃん、私……こんな姿になっちゃったよぉ」と、レインコートのフードを持ち上げようとするが──

さやか：「もういいよ、チカぽん！　あなたが苦しんできたのはわかっているから……あとは、私たちがなんとかする。全部、元通りになるよ！」

ＫＰ：ふむ、そう言われたら、千香はフードを上げるのはやめて、さやかちゃんに抱きついて、そのまま泣きじゃくる。

さやか：「大丈夫だからね……大丈夫だからね……」

佐々原：ふうっ……〈正気度〉ロールをしないで済んだか（笑）。

さやか：最低です、佐々原さん……って、私もそうなるように願っていたわけですけど（笑）。

ＫＰ：あー、聞きたくない。さやかちゃんの穢(けが)れた本音は聞きたくない。

さやか：それで、どうしますか。チカぽんに案内してもらって、地下の渦龍堂に行ってみます？

佐々原：先にむったんたちと合流したいけど、燭台をこのままにしておいていいのかが気になる。

さやか：さやかは気づいていないけど、キーパーの話だとロイガーのパワーの源らしいですからね。

佐々原：ボクは少しでも燭台を外しに行こうかな。耐久力には自信があるので電柱から落ちても平気でしょう。

さやか：でも、あの「ぐしゅぐしゅ、どかーん」がありますよ（爆死した男のことを言っているらしい）。

佐々原：そっかぁ……でも、やっぱり行ってくるよ。燭台を残しておいたせいでバッドエンドとかだったら悔しいもの。

ＫＰ：ということは、佐々原は電柱のところに戻って、さやかちゃんだけが千香に案内されて渦龍堂へと向かうということだね。

さやか：できれば、むったんたちと合流したいんですけど、携帯電話がつながらないんですよね～。



◆むったんのワンポイントスケッチ「携帯電話」

　どうも、好きな携帯電話の色は黒な、むったんです。

　緊迫した分散行動が続いていますが、このとき私たちは歪な五角形燭台のせいで、携帯電話を使っての連絡が取れませんでした。現代を舞台にしたゲームだと普通に活用している携帯電話ですが、いざ使えなくなるととっても不便なことがわかります。

　使い方次第では、シナリオが成り立たなくなってしまうこともある携帯電話は、キーパー泣かせのアイテムと言えるかもしれません。現代を舞台にしたシナリオを作るときには、よく注意した方がいいですね。

　もちろん、そんな携帯電話を逆手にとって、今回のようなシナリオを作ってみるのも面白いでしょう。

　このリプレイのキーパーは、携帯電話が邪魔だと思ったら、「宇宙的恐怖が発する毒電波によって圏外になってしまった」と言い出すことが多いです。なんか工夫も何もない方法ですが、これはこれで、いよいよクライマックスに近づいてきたなと感じさせてくれるので、プレイヤーとしてはありがたかったりもします。

　プロの探索者ともなれば、携帯電話のアンテナの本数で危険を察知できるとか、できないとか……むむ～？






ＫＰ：では、辰巳＆睦チームにシーンを戻そう。

睦：パーカーの虫人間を追いかけていますよ。

ＫＰ：じゃあ、パーカーの男が雑木林に逃げ込んだところで、さっきもやっていたように、彼が完全に奴隷化しているかどうかのロールをしてもらおうかな。

さやか：これは重要ですよ！

ＫＰ：千香の分の燭台をカウントから外すと、失踪した４人の生徒に対して燭台は４本で、そのうち１本が回収済み。すなわち４分の１の確率で、彼は千香のように正気を取り戻せる可能性があるということだね。

睦：大丈夫、彼も人間の心を忘れていないはず。１Ｄ４で１～３が出たら、奴隷化していたということでロールしますね。

さやか：むったん、頑張れ～っ！

睦：コロコロ……「３」でした。ごめんなさい、完全にあっち側の人のようです～（泣）。

辰巳：これはまずいな。キーパー、そろそろワシは合流できないのかな？

ＫＰ：そうだね、［ＤＥＸ×５］に成功したら、合流できたことにしようか。

辰巳：成功率は50％。コロコロ……よしっ、成功だ。「睦くん、ここにいたか！」

ＫＰ：二人に囲まれ、パーカーの男はうろたえている。

睦：「ちゃんと話し合いましょう。まだできることはあるはずです！」と、駄目元で呼びかけてみます。

ＫＰ：すると、男は引きつったような笑い声をあげて、「ひひっ、ひひひっ、話し合いましょうだってぇ……俺のこの姿を見ても、まだそんなことが言えるのかよっ！」と叫んだ。

睦：むむっ、まさか……。

ＫＰ：そして、すべてに絶望した彼は、まるで睦ちゃんたちにその醜い姿を見せつけるかのように、パーカーのフードを持ち上げるのだった！

辰巳＆睦：やめて～っ！（泣）

ＫＰ：その顔にはまだ少年らしさが残っており、どこにでもいる平凡な高校生に見える。ただし、彼の両目からは、エビのような触覚が伸び、胸には不気味なカニの腕を生やしているところを除けばだったが……さあっ、〈正気度〉ロールをしてくれ！

辰巳＆睦：コロコロ……失敗！

ＫＰ：失敗したら１Ｄ６ポイントの正気度喪失だよ。

辰巳：ずいぶん減らしてくれるなぁ。コロコロ……なっ、６ポイント喪失だと！

睦：コロコロ……私は５ポイントです。

ＫＰ：おやおや、二人とも一度に５ポイント以上の正気度を喪失したので、ここで〈アイデア〉に成功したら、人間の体をこのように変化させた宇宙的恐怖を理解してしまい、一時的狂気に陥る可能性があるぞ。

辰巳：ここで狂気に陥るわけにはいかない。コロコロ……よしっ、失敗した。残り正気度は37だ。

睦：コロコロ……やった、私も失敗です。残り正気度は……44ですね。

ＫＰ：ちぇっ、二人とも狂気には陥らなかったか。さて、そのおぞましい姿をさらした男は、じりじりと睦ちゃんの方に近づいてくる。

睦：むむ～っ、あのハサミは怖そう。じりじりと下がります……。

ＫＰ：なんだ、そうやって君たちの腰が引けているようだったら、彼はまた逃げようとするよ。

辰巳：この雑木林が怪しいことはわかったんだ。ここはひとまず彼を泳がして、渦龍堂の場所を特定するという方針でいいんじゃないかな。

睦：そうですね……なんとなく渦龍堂の前あたりで、さやかちゃんたちと合流できそうな気がしますしね（笑）。







渦龍堂に潜む影




　その後、辰巳先生たちは、渦龍堂の入口付近でさやかちゃんと千香に合流することができた。

　ここで、ボクは燭台を回収しに行った佐々原の方をどうしようか迷うことになる。

　これからの渦龍堂のシーンが、このシナリオのクライマックスなので、できたら探索者全員で挑んでほしかった。みんな一緒の方がゲームも楽しいからね。

　けれど、佐々原の燭台を回収するというのは重要な行動なので、それをキーパーが止めるのも妙な話だ。

　仕方ないので、ここは二つのイベントを同時進行させて、佐々原の方はアドリブで対応することに決める。悲観主義に取りつかれている佐々原にちょうどいいイベントを思いついたからだ。




ＫＰ：千香に案内されて、君たちはいま雑木林の斜面の横穴の前にいる。最近、掘り返されたような感じの穴だね。

さやか：奥を見てみますけど……。

ＫＰ：穴の奥は石組みの階段になっていて、地下へと続いている。

さやか：入る前に〈聞き耳〉をしてみますね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：中からは、「人に見られた！　もうおしまいだ！」という興奮した男の声が聞こえてくる。そして、それをなだめようとしている女の声も聞こえるね。そのやりとりはかなり緊迫した感じだぞ。

辰巳：千香くんのように、まだ正気の生徒が下にいるということか。これは急がねばならんな。

さやか：すぐに下りますよ！

ＫＰ：では、古い石階段を下りていくと、すぐに地下室にたどり着く。そこは地面を掘り抜いて、石組みで補強された空間で、歪んだ五角形をした部屋になっている。そして、その天井には長い体を渦巻きにしている龍の絵が描かれている。ただ、その龍の目玉はギョロリと不気味に飛び出していて、まるでエビの目のようにも見えるのだった。

さやか：あれが鳴き龍の絵でしょうか。

ＫＰ：そして、地下室には４人の高校生らしき男女がいる。さっき、睦ちゃんを襲ったパーカー男は、ニット帽を目深に被った女の子と言い争っている。ゲーム的に説明すると、この二人は言い争うことに忙しいので、君たちに敵対的な行動は取らない。

辰巳：すると、残るは二人か……。

ＫＰ：そうだね、残った二人はやる気満々だよ。すでにそのおぞましい姿を隠そうともせずに、ふらふらとみんなの方に近づいてくる。その足取りに生気はないのだが、胸から生やしたカニバサミは威嚇するようにガシャンガシャンと活発に動いている。どうやら完全にロイガーの奴隷と化しているようだね。

辰巳：こちらは三人、敵は二人……しかし、睦ちゃんはけがをしているし、なによりあのハサミは危険そうだ。

ＫＰ：おっと、さやかちゃんは虫人間たちとは初体面なので、〈正気度〉ロールをしてちょうだい！

辰巳：ワシらは？

ＫＰ：さっき見たから勘弁してあげましょう。

辰巳：ほっ……。

さやか：こんなところで狂気に陥っていられません。コロコロ……わっ、失敗した!?

ＫＰ：失敗したら１Ｄ６の正気度喪失だよ。

さやか：５以上は出ないで！　コロコロ……３ポイントの喪失。残り正気度は72です。

辰巳：72か……改めて耳にすると、その正気度の高さには驚いてしまうな……。

ＫＰ：さて、渦龍堂にやってきた侵入者たちに対して、虫人間たちが迫ろうとしている頃……佐々原のシーンに移るとしようか。




佐々原：急いで近場の電柱から燭台を回収しに行ってますよ～！

ＫＰ：一番近いのは、さっきパーカー男が設置したところだな。

睦：あそこなら脚立が残っているはず。プレイヤー情報だけど！（笑）

佐々原：それはありがたい。そちらへ向かいます。

ＫＰ：じゃあ、佐々原は目的の電柱にたどり着くことができたのだが……なんだか急に目がかゆくなってきた気がするよ？

佐々原：ええっ、なんで!?

睦：燭台のせいで、ロイガーの影響力が増しているとか……。

ＫＰ：そして不幸なことに、そんな佐々原はばったりと通行人の若い女性と遭遇してしまう。深夜、街灯の下……君の顔を見た女性の顔は、みるみる恐怖の色に染まっていく。そして、これまで君が宇宙的恐怖に対してあげてきたのと同じ悲鳴をあげるのだった。「ばっ、化け物っ！」

佐々原：「こ、これは違うんだ！　見ないでくれっ！」と、目を隠そうとします。

ＫＰ：すると、いつの間にか触覚が眼帯では隠しきれないほどの長さとなって、君の意志とは無関係に、なにかを感じ取ろうとしているかのように蠢いていることに気づいた。自分が化け物になってしまった恐怖を経験した佐々原は〈正気度〉ロールをしてくれ。

佐々原：これは精神的にきついですよ。コロコロ……しかも、失敗しているし（泣）。

ＫＰ：正気度の喪失は１Ｄ６ポイントだ。

佐々原：そのくらいは減りますよね～。コロコロ……うわっ、よりによって「６」が出た！

ＫＰ：一度に５ポイント以上の正気度を喪失したので〈アイデア〉に成功したら、ロイガーの魔の手が伸びてきていることを理解してしまい、一時的狂気に陥る可能性がある。

佐々原：コロコロ……そちらは失敗。なにも理解できていません。残りの正気度は25になりました。もう駄目……引退したい……。

ＫＰ：んっ、それだと不定の狂気にならないか？

佐々原：いいえ……31から６ポイントなので、あと１ポイントで不定の狂気でした。

ＫＰ：なるほど、ギリギリだったな……でも、佐々原はすでに悲観主義をこじらせているため、あのささやき声が聞こえてくる。もはや携帯電話を通じてではなく、君の頭に直接語りかけてくるのだ。「ほら、おまえが守ろうとしている町の連中が、なんて言ったか聞こえたか？　もう、おまえはおしまいだよ。みんながおまえを化け物って呼んでいるぞ……」

佐々原：「なんだよ、ボクはみんなのために頑張っているのに……だったら、本物の化け物になってやろうか！」

辰巳：妙な方向に覚醒するんじゃない！（笑）

ＫＰ：ただし……シナリオ開始時に約束していたように、この絶妙なタイミングで療養所の治療が効果を現してくるのだった。ここで佐々原が自分の妄執を振り払うような行動をすれば、もっと前向きな考え方ができるようになるかもしれないし、別にこのまま宇宙的恐怖に身をゆだねてもよい。それは佐々原の自由だ。

佐々原：なに言ってるんですか。悲観主義さえ治れば、超前向きですよ。「たとえ化け物になったとしても、ボクには信じてくれている仲間たちがいるんだっ！」

ＫＰ：そんな佐々原に応えるかのように、みんなの君への思いを具現化したかのような脚立が……（笑）。

佐々原：「ありがとう、むったん。この脚立さえあれば……」

睦：その脚立はパーカー男が持ってきたものなんだけどね（笑）。

佐々原：聞こえない、聞こえない。むったんが残してくれたのだと信じて、脚立を使い電柱に登りますよ。〈登攀〉の２倍で、コロコロ……成功です。

ＫＰ：睦ちゃんの優しさを心の支えに、佐々原は燭台を一本回収することができた。

佐々原：……これをあと２回繰り返すの？　正気度がもたないですよ。

睦：あれっ、そう言えば、爬虫類みたいなのに地肌を押されなかったですね。

ＫＰ：いやぁ、あの方はちょっと別の用事で忙しくてね──といったわけで、シーンを渦龍堂に戻すとしよう。

佐々原：あれ～、もしかして、あの方は渦龍堂の方に行っているのかな～？（笑）




ＫＰ：さやかちゃんたちが二人の虫人間とにらみ合っていると、突然、片方の様子に変化が起きる。「あれ……おまえら……学園で会ったことが……？」と、初めて君たちに気づいたようなことを言いだした。

さやか：あっ、正気に戻ってくれた！

睦：「タマ兄がやってくれたんだ……」

佐々原：こっちの正気度はボロボロだけどね～。

さやか：「ロイガーの声に負けちゃあ、駄目！　あなたを助けに来たのよ！」

ＫＰ：正気に戻った方の虫人間は、さやかちゃんの呼びかけに心動かされたような素振りを見せるが、奥にいるパーカー男や、もう一人の虫人間の方は完全に心を病んでいるようだ。パーカー男が「いまさら、もう遅い。こうなったらなにもかも終わらせてやる！」と叫ぶと、さやかちゃんの前にいる男も「その前に、あんたのかわいい顔を切り刻んでやるよ……」と、凶悪なカニバサミを動かしながら迫ってくる。辰巳先生は〈精神分析〉をどうぞ。

辰巳：こいつら駄目すぎるな。コロコロ……〈精神分析〉には成功した。

ＫＰ：おそらくロイガーの影響によって悲観主義以外にも、内に秘めた暴力性が引き出されているのだと思われる。ただし、さっきも言った通り、パーカー男は女性の虫人間と言い争い中なので、最終的に君たちの妨害をするのは虫人間一人だけとなった。

辰巳：ところで、教えに従って天を見上げず、足もとを見てみるが、床に何か変わったところはないのか？

さやか＆睦：私も見ます。

ＫＰ：おっと、だったらみんなで〈目星〉をしてちょうだい。

さやか＆辰巳：コロコロ……成功。

睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：床は渦巻き状に石が敷き詰められているんだけど、その渦の中心部分に小さな白い石がはめ込まれている。それは胎児のように体を丸めた爬虫類の化石なんだけど、不思議なのは、そのトカゲの目玉が飛び出しているように見えることだ。これを見た人は〈生物学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……ワシが成功しているぞ。

ＫＰ：辰巳先生にはわかるんだけど、この一見はトカゲに見える化石が、地球上の生物の進化とはかけ離れた異質の起源を持つモノであることがわかる。

辰巳：こいつは地球外生物の化石……まさかロイガーの正体か？

ＫＰ：化石なので〈正気度〉ロールは勘弁してあげましょう。

さやか：燭台でパワーアップしようとしている相手なので、あの化石を壊すか外すかすれば、なんとなくパワーダウンしそうな気がしませんか？

辰巳：それはありそうだな。

ＫＰ：ここからは戦闘ラウンドで行動を管理するよ。各自、なにをするのか慎重に考えて宣言してくれ。ちなみに、化石のことに気づいていない睦ちゃんにその位置を教えるのには、１ラウンドかかるよ。

さやか：化石を壊すか、外すかしたいのですが。どんなロールが必要でしょうか？

ＫＰ：壊すなら攻撃でダメージを与える必要があるだろう。外すのはＳＴＲの抵抗表ロールとなる。ただし、どのくらいのダメージを与えれば壊れるのか、いくつのＳＴＲの抵抗表ロールなのかは、やってみないとわからない。

辰巳：ワシは攻撃力もＳＴＲも自信がないから、睦くんに化石の場所を教えた方がいいか？

睦：いや……それだと貴重な一手を無駄にしてしまいます。だったら、化石の場所に気づいていない私が〈回避〉に専念して、攻撃してくる虫人間の相手をしていた方がいいのでは？

ＫＰ：誰かが虫人間の足止めに専念すれば、こちらはその探索者しか攻撃できないよ。

辰巳：しかし、睦くんは電柱から落ちて、耐久力が減っているのでは？

睦：〈応急手当〉をしてもらったので、耐久力９になっています。これなら即死はしないでしょう。

辰巳：どうかなぁ、あのカニバサミの攻撃力は未知数だぞ～？

睦：あと、私は〈回避〉が85％あるので、相手が一人だけならなんとかなりますよ。

辰巳：なんだ、それなら話は違うな。ところで、ＳＴＲの抵抗表ロールは複数の探索者で協力できるのか？

ＫＰ：小さな化石だから、一人ずつ順番に挑戦することしかできないよ。

さやか：それでも２回ロールのできるチャンスがあるのはいいことかと。

辰巳：わかった、その作戦で行こう。
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ＫＰ：ここからはＤＥＸ順に行動をしてもらう。虫人間のＤＥＸは11だから、さやか→睦→虫人間→辰巳という順番になるね。まずはさやかちゃんから。

さやか：さっき言った通り、化石を壊すか外すかに挑戦します。

ＫＰ：えーと、壊すならなんらかの攻撃で、合計16ポイントのダメージを与えればよい。ただし、小さな対象に効果的にダメージを与えるためには、動かない化石が相手でも攻撃のロールはやってもらう。石畳から化石を取り外すのは、ＳＴＲ16に対する抵抗表ロールとなるね。さやかちゃんのＳＴＲは12だから成功率は30％だな。

さやか：どっ、どっちも厳しいですね。あんまり時間をかけると、むったんが死んじゃう！

辰巳：耐久力16ポイントってのは、かなり多いな。ＳＴＲの抵抗表ロールなら一度成功すればいいだけなんだから、そっちの方がいいんじゃないかな？

さやか：でも、空手キックなら最大ダメージが出れば一撃で粉砕できますよ？

辰巳：そりゃあ、最大ダメージが出ればね！（笑）

さやか：あと、ダメージを積み重ねていけばいつか必ず壊せるじゃないですか。ＳＴＲの抵抗表ロールだと、ずっと成功しないという可能性も……うーん、どっちがいいのか……迷うっ、迷うなぁ～。

辰巳：ワシにもわからん。ここは強運のさやかちゃんの判断に任せるよ。

さやか：じゃあ、ここはさやからしく〈マーシャルアーツ〉で〈キック〉をします。大きく飛び上がってからの～「必殺・ジャンピングかかと落とし！」

ＫＰ：なんだその技は！（笑）

さやか：コロコロ……〈マーシャルアーツ〉も〈キック〉も成功。ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４で～す！

全員：いけ～っ、さやかちゃ～ん！

さやか：16出ろ～、16出ろ～、コロコロ……うう～ん、12ポイントかぁ～、残念。

睦：いや、十分に大ダメージだよっ！

辰巳：これで残り耐久力は４ポイントか……なんだかあっという間に壊せそうな気がしてきたな。

ＫＰ：と～こ～ろ～が～！

さやか：うわ～っ、なんかよくないことが起きそうですよ～！（泣）

ＫＰ：化石がダメージを受けると、さすがに渦龍堂のヌシも黙ってはいない。ここは「ロイガー・五つの奥義」のとっておきの技を披露するしかないな。ロイガ～～～～ッ、変身！　とうっ、実体化だっ！（笑）

全員：やめて～～～っ！

ＫＰ：さて、描写文を読み上げさせてもらおうか……天井の絵から冷気がしみ出してきた。それは霧のように地下室をただよい、空気を凝固させ、やがて液体のような粘度を持ち始める。それは床に滴り落ちると、ひとつの塊に集まっていく。細長い体。ウロコをまとった表皮。全体はヘビやトカゲを彷(ほう)彿(ふつ)とさせたが、その突起した巨大な目だけは地球上の生物とはあきらかに異質な輝きを放っていた。宇宙の広大さ、冷たさ、無慈悲さ、それら生物にとっての闇の濃さを知り尽くしているかのように、生に対する悲観と悲哀しか持ち合わせていない……全知であるが故の絶望。それをその目は物語っているかのようだった。

全員：ぎゃ～～～～っ！
















ＫＰ：さて、悲観主義が体現化した、この種族と接触してしまった探索者は〈正気度〉ロールだ！

さやか：これ失敗したら、どのくらい減るんでしょう。コロコロ……よかった、成功です。

辰巳：コロコロ……うっ、失敗した。

睦：コロコロ……むむっ、私も失敗です。ここには三人しかいないのに、まずいかも……。

ＫＰ：成功したら正気度の喪失はゼロだ。

さやか：やったぁ～！

ＫＰ：失敗したら１Ｄ８ポイントの喪失だよ。

辰巳：うっ、ロイガーって１Ｄ８なのか。多いような……少ないような。ちなみに、あと正気度を３ポイント喪失すると不定の狂気に陥るぞ。

さやか：辰巳先生なら大丈夫です！

辰巳：コロコロ……４ポイントの喪失。また、狂気に陥ってしまったか……とほほ。

睦：私はあと３ポイントで不定の狂気です。コロコロ……むはっ、最大の８ポイント喪失。残りは36です！

ＫＰ：あははは、二人とも不定の狂気に陥ったな。睦ちゃんは一度に５ポイントの正気度を喪失したから〈アイデア〉に成功すると、一時的狂気を併発するぞ。

睦：コロコロ……む～っ、〈アイデア〉も成功してしまいました。一時的狂気にもなります。

ＫＰ：おっと、そうだ。睦ちゃんは初めて狂気に陥ったので〈クトゥルフ神話〉を+5％すること。

睦：む～っ、これまでずっと狂気に陥らないで頑張ってきたのに、とうとう〈クトゥルフ神話〉を手に入れて、私も穢れてしまいました。

ＫＰ：ようやく、睦ちゃんも一人前の探索者になれたね（笑）。

佐々原：ああっ、ボクがいないところで、むったんが壊れていく……。

ＫＰ：なお、このシナリオでの不定の狂気は悲観主義に取りつかれることになるとしている。二人は、この世をはかなんで絶望したロールプレイをするように。

辰巳：そんなんじゃあ、有益な行動はほとんどできないじゃないか……。

ＫＰ：そこをなんとかするのが探索者だよ。さて、睦ちゃんの一時的狂気の内容はランダムで決定しようかな。コロコロ……うっ、これはひどい（リプレイにするゲームで、やっていいのだろうか）。

睦：むむっ、ロールの結果を見て、珍しくキーパーが硬直していますよ。

佐々原：ど、どんな症状が出たんだろう？

ＫＰ：（ええい、ダイスの神様が決定したことだ。このままいってみよう）えーと、睦ちゃんは一時的に露出狂となるね。

全員：ええ～～～っ！（笑）

ＫＰ：絶望のあまり露出狂になる……って、いったいどういう思考を経たら、その結果にたどり着くんだろう？

辰巳：知らんよ、そんなの（笑）。

ＫＰ：とにかく、睦ちゃんはそのようにロールプレイをしてくれ。ちなみに、登場したロイガーは次のラウンドから、自分のＤＥＸで行動する。なお、このロイガーはＳＩＺが小さい代わりにＤＥＸ17と素早かったりする。

さやか：次のラウンド、一番最初に行動してきますね……。

辰巳：それはまずい。ぜひ、このラウンドで決着をつけねば。

ＫＰ：次は睦ちゃんの行動の番だけど……やっぱり、露出狂はひどすぎるから、狂気の内容を変更しようか？

睦：えーと、「矮小な存在のくせに、服なんて着ていてごめんなさい。宇宙の広大さに比べれば、私たちは獣と同じなんです……自然の姿に戻るべきなんです……」と言いながら、いそいそと制服を脱ぎ始めます（笑）。

ＫＰ：おおっ、なんか異常行動の筋が通っている気がする！

辰巳：けど、それって露出狂の症状なのか？（笑）

佐々原：ひ、ひどすぎる。誰かっ、むったんを止めてやってくれっ！（泣）

ＫＰ：はははっ、そんな暇がある人がこの場にいると思うのかね。さて……睦ちゃんは服を脱ぐのに忙しいので、虫人間はフリーになっているな。

睦：むむ～っ、それはよくないですね。

ＫＰ：さ～て、誰を攻撃してやろうか……って、どう見ても、いちばんの危険人物はさやかちゃんだよな。

さやか：「いいでしょう、かかってきなさい！」

ＫＰ：こいつの攻撃は１ラウンドに、こぶしとハサミで２回攻撃してくる。こぶしは人間の腕で攻撃しているので受け流しをすることは可能だけど、ハサミは人知を越えたクリーチャーの攻撃なので受け流すことはできないから注意すること。

さやか：こぶししか受け流せないのでしたら、そちらを受け流しますよ。

ＫＰ：おっと、素手での攻撃をしたラウンドは、素手での受け流しはできないんだった。ルールブックによると、受け流しをしながら攻撃できる武器は、刀剣だけだからね。すごく忘れがちなルールだけど。

さやか：化石を壊せないんじゃあ意味がありません。受け流しなんかしません！

ＫＰ：当然そうなるよね。では、まずは人間の腕による〈こぶし〉の攻撃。命中率は50％だ。コロコロ……失敗！

さやか：ほっ……！

ＫＰ：続いて、ハサミの攻撃。こちらの命中率は同じく50％だ。コロコロ……おっ、命中したぞ。ハサミのダメージは１Ｄ６だ。コロコロ……おおっ、６ポイントの最大ダメージ！

さやか：「きゃあ～～～！」

睦：さ、さやかちゃん、それだと気絶しちゃうんじゃないの？

さやか：耐久力は15ポイントあるので、なんとか大丈夫です。

辰巳：頑丈な体をしているなぁ～。

ＫＰ：でも、次のラウンドのロイガーの攻撃で、さやかちゃんが死んじゃうかも……うふふっ。

辰巳：そうはさせない。次はワシの行動だ。

ＫＰ：けど、辰巳先生は不定の狂気で悲観主義をこじらせているのを忘れずにね。

辰巳：「あ～、絶望した。もう死んでしまいたい……」と、自暴自棄になっているわけだ。

ＫＰ：まあ、そんな感じですね。

辰巳：そこで、ワシは足もとの化石を見てハッと気づく。「おっ、こんなところにちょうどよい石がある。こうなったら、こいつに頭を打ち付けて死んでやる！」と、化石に頭突きをするぞ（笑）。

ＫＰ：なんだそりゃあ！（笑）

さやか：ナイスアイデアです、辰巳先生！（笑）

佐々原：さすがベテラン探索者は違うなぁ～！（笑）

ＫＰ：うーん、その行動は面白すぎる。よしっ、〈頭突き〉で化石を攻撃することを許可しましょう（笑）。

辰巳：やはりロールは〈頭突き〉になってしまうよなぁ～。

さやか：だいたい〈頭突き〉なんて攻撃方法があるんですか？

ＫＰ：探索者シートの一番下に書いてある。基本の命中率は10％。ダメージは１Ｄ４だよ。

さやか：あっ、化石の残り耐久力は４ですから、最大ダメージで化石を壊せますよ！

辰巳：その前に〈頭突き〉の10％を成功させないといかんのだが……とにかくやってみるぞ。うぬぬぬっ、とぉりゃあ！　コロコロ……駄目だ、失敗した。

全員：ええ～～～っ、がっかり～！

辰巳：そううまく、成功するものか！

ＫＰ：残念だったねぇ。では、次のラウンドに移って、ロイガー御大の攻撃をさせてもらおうか。ここは命中率の高い〈嚙みつき〉で攻撃しよう。えーと、ルールによると命中率は50％、ダメージは２Ｄ６と書いてあるな。

佐々原：かなりの命中率ですね……。

ＫＰ：そして狙うのは、当然、さやかちゃんだ！

睦：こ、これはまずいですよ。さやかちゃん、即死の可能性があります。

さやか：「い、いいでしょう、かかってきなさ～い（さすがに弱気になっている）」

ＫＰ：うぇっへっへ～、そのかわいい顔をガブリとやってやる。ここもオープンダイスでロールしてやろう。コロコロ……おっと、失敗かぁ。

全員：ほっ……！

ＫＰ：うーん、残念。無敵のさやかちゃんをボリボリ食べたかったのに。

さやか：さあっ、やっと私の番が来ましたよっ！

全員：わ～～～い！（パチパチ）

さやか：さっきと同じように〈マーシャルアーツ〉と〈キック〉の空手キックで化石を壊します！

ＫＰ：ここで成功しないと、次は虫人間の攻撃が待っているよ～。

さやか：その攻撃の番がまわってくることはありません。「必殺・ジャンピングかかと落としver02！」っと、コロコロ……今度も命中です！

全員：やったぁ～～～っ！

さやか：２Ｄ６＋１Ｄ４ですから、最低の目が出ちゃうと壊せないですね。

佐々原：そんな死にフラグを……。

睦：大丈夫、かる～い気持ちでロールして！

さやか：わかりました。えーと、体の力を抜いて、ほへぇ～っと。コロコロ……またまた、12ポイントのダメージです（笑）。

辰巳：４ポイントどころか、楽勝じゃないか（笑）。

ＫＰ：では、さやかちゃんのかかとが、渦龍堂の床にはめ込まれていた化石をたたき割る。その瞬間、渦龍堂に満ちていた禍(まが)々(まが)しい気配は薄れ、実体化していたロイガーの姿はまるで幻であったかのように霧散していく。

さやか：あっ、なんかいけてる感じ？

ＫＰ：さらには虫人間になっていた生徒たちの体から生えていた触覚やハサミもみるみるしなびていったかと思うと、塵となって空中に散らばっていった。

佐々原：ボクは、ボクは!?

ＫＰ：次の電柱を目指していた佐々原は、気づくと目のかゆみが消えている。

佐々原：車のバックミラーで自分の顔を確認してみます。

ＫＰ：いつの間にか触覚はなくなって、いつものＩＫＥＭＥＮの佐々原に戻っているぞ。

佐々原：よ、よかった～！

ＫＰ：かくして、御津門学園を覆っていたロイガーの影響は消え失せ、生徒たちも正気を取り戻したようだ。完全に回復するには、これから長いカウンセリングが必要だが、少なくともロイガーに操られるようなことはもうないだろう。辰巳先生も睦ちゃんも、ロイガーの影響で陥った悲観主義から一時的に正気に戻っていいよ。

さやか：地上で待っているチカぽんのところに行きますよっ！

ＫＰ：すると、渦龍堂から出たところで、すっかり元通りになった千香が、さやかちゃんに抱きついてくる。「ありがとう、さやかちゃんのおかげよ！」

さやか：「だから、私に任せてって言ったでしょう。なんたって、女子高生探偵ですから！」

ＫＰ：言葉の意味はよくわからんが、とにかくすごい自信だ。

辰巳：しかし、実績がその言葉を証明してくれている。今回も、さやかちゃんがいなかったら危なかった。

睦：いやいや、きっと次は辰巳先生の〈頭突き〉が化石に命中していましたよ。

さやか：あっ、辰巳先生の見せ場を取ってしまって、ごめんなさ～い！（笑）

辰巳：そんな見せ場はいらん！

睦：「これで明日は、さやかちゃんの誕生日パーティーができるね」

ＫＰ／千香：「うん、最高のパーティーにしようね」

さやか：「ありがとう、みんな！」

ＫＰ：そんな祝福ムードの中、千香は微笑みながら天を仰ぎ見ている。

佐々原：天を……って、嫌な予感。

ＫＰ／千香：「なんて、きれいな夜空……まるで、アンドロメダ銀河の渦まで見えそう……」

さやか：「チカぽん、そんなの見えるはずないから！　見ちゃあ駄目だから！（笑）」

ＫＰ：……と、千香が気にかかることをつぶやいたところで、このシナリオは終了だ。

佐々原：『るるいえばけーしょん』の唯花ちゃんみたいに、今度は千香ちゃんがロイガーに狙われるフラグ？

ＫＰ：だとしても、それはまた別のお話だ──かくして、御津門学園の生徒たちを奴隷化して精気を吸い取ろうとしていたロイガーを退散させることに成功した探索者たちは１Ｄ10ポイントの正気度を獲得する。

佐々原：ちょっ、少なっ！

ＫＰ：そして、千香を始めとした生徒たちを全員無事に救出したボーナスとして、１Ｄ６ポイントの正気度を獲得する。あと、佐々原はシナリオ中に療養所の治療の成果が現れた結果として、さらに１Ｄ３ポイントの正気度を獲得するよ。




　その結果、このような正気度の変化となった。なお、佐々原はシナリオ中についたチェックマークの経験ロールによって〈図書館〉が90％を越えたので、シナリオ終了の直前に正気度が７ポイント回復している。




　さやか：シナリオ終了時72ポイント＋獲得８ポイント＝合計80ポイント（開始時から-7ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時33ポイント＋獲得14ポイント＝合計47ポイント（開始時から+4ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時32ポイント＋獲得10ポイント＝合計42ポイント（開始時から+7ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時36ポイント＋獲得２ポイント＝合計38ポイント（開始時から-16ポイント）




睦：まさかのピンゾロ。たったの２ポイントしか回復しませんでした……（泣）。

辰巳：ワシはひさびさの大勝利で14ポイントの回復だっ！

佐々原：ボクは〈図書館〉が90％になって回復した分だけ、黒字ですね。

さやか：私は13ポイント獲得できたはずなのに、最大正気度が80なので５ポイントも損をしてしまいました。

辰巳：うーむ、さやかちゃんは、とうとう最大正気度を気にする域にまで達したか……すごいな。

さやか：『屍食教典儀』を読んでいなかったら、今回も黒字でしたね。

ＫＰ：睦ちゃん以外は、みんな正気度獲得の出目は良かったみたいだね。これなら、このシリーズもみんな生き残れるかな？

睦：むむむ～～っ！

ＫＰ：じゃあ、これにて『るるいえばーすでい』の第一話は終了だ。お疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～。



◆むったんのワンポイントスケッチ「最大正気度」

　どうも、好きな星は火星な、むったんです。

　さやかちゃんや辰巳先生のように〈クトゥルフ神話〉のパーセンテージが増加すると、その分、最大正気度というものが減っていきます。具体的に説明しますと、最初、探索者は最大正気度が99からスタートします。探索者の〈クトゥルフ神話〉が１％増加すると、正気度上限は技能が上昇した分……つまり、１ポイント減って98となってしまいます。〈クトゥルフ神話〉が19％のさやかちゃんの場合、最大正気度は80となるわけですね。

　最大正気度というのは、文字通り、最大でもこの数値までしか正気度が得られないということです。

　今回のゲームでさやかちゃんは正気度85まで獲得できるはずでしたが、最大正気度が80のため５ポイントの正気度が無駄となってしまったのです。

　これは〈クトゥルフ神話〉を知りすぎると、どれだけ正気度を獲得しても、絶対に治せない心の傷を負ってしまうことを表現しています。つまり、まともな生活には戻りにくくなるわけですね。

　ですが、一度や二度のプレイでは、〈クトゥルフ神話〉はあまり増加しませんし、正気度がそんなに高くなることもないので、最大正気度が関係してくることはありません。今回のさやかちゃんに起きたことは、魔道書を読み過ぎて〈クトゥルフ神話〉がとても高くなってしまった危ない探索者か、すごい幸運に恵まれて正気度をどんどん獲得していった勝ち組の探索者だけが経験できる、珍しいケースと言えるでしょう。むむ～っ、うらやましい！












第一話終了・睦ちゃんとの反省会




　第四シーズンの第一話の打ち上げを中華料理屋で終えたあと、ボクと睦ちゃんのプレイヤーは居酒屋で反省会という名の二次会に突入した。




睦：第四シーズン開始、おめでとうございます。

ＫＰ：ありがとう。キャンペーンシナリオを終えて、グアムを救っても、君たちの探索はまだまだ続くよ。

睦：そうそう、前シーズンはどちらかというとホラーというより、冒険活劇みたいな感じだったので、今日は久しぶりに普通の『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を遊んだという感じでしたね。

ＫＰ：辰巳先生のプレイヤーも同じことを言ってたな。

睦：地道な探索のシーンが多かったですからね。ああいうのも嫌いじゃないけど。

ＫＰ：別に意識してそういったシナリオにしたわけじゃないんだけどな。ボクとしては、『るるいえはいすくーる』の第一話でエグすぎるという意見をもらった学園モノのリベンジをしたかった。

睦：ああ、私の先輩が屋上の貯水槽で割腹自殺をするシナリオですよね。あれはへこみましたよ～。

ＫＰ：あのせいで『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』と学園モノの相性が悪いと決めつけてしまうのは早計だと思ったんだ。それで、もうちょいマイルドな感じで、生徒が助かる方向性でシナリオを組んでみた。

睦：誰かを助けるために動くというのはいいですよね。わかりやすくてモチベーションも高めやすい。

ＫＰ：探索者の正義感に訴えるのは、プレイヤーの性格によっては一番確実な引きとなってくれるからな。

睦：私たちのパーティーは、さやかちゃんを筆頭にして、正義感が強めですからね。特にチカぽんが被害者となれば、そりゃあもう全力で助けようとしますよ。

ＫＰ：千香をまた宇宙的恐怖に巻き込むのは迷ったんだけどね。いくらなんでも繰り返しが過ぎるかなと……。

睦：む～っ、知り合いが被害に遭うというのはモチベーションを高めるのには有効ですけど、逆にへこんでしまう人もいるでしょうから難しいところですね。私はずっとチカぽんがかわいそうだなと思っていましたよ。

ＫＰ：だから、ちゃんと触覚が治って、犠牲者もなく万事丸く収まるような方向でまとめようと……。

睦：歪な五角形燭台を盗んだ男は爆死しましたけどね。そう言えば、なんであの男は死んだんですか？

ＫＰ：ロイガーが五つの奥義の一つ、渦巻攻撃で爆破したんだけど……。

睦：それはわかっているんですが、どうしてロイガーは殺したのかなって。

ＫＰ：男がチカぽんから燭台を盗んだから、やつを殺して奪い返そうとしたという感じ。探索者がもっとのんびりしていれば、虫人間が燭台を奪いにるるいえ堂を襲撃しただろう。ちなみに、あの男の死はシナリオにとって大事なイベントだったんだよ。

睦：……と、いいますと？

ＫＰ：虫人間に変身した生徒は、醜い姿を隠しながら行動するから、探索者の前にはなかなか現れない。それだと超常的な事件が起きているという、はっきりした証拠がなかなか得られなくて、探索者の行動が鈍ってしまうと思ったんだ。

睦：そう言えば序盤はあまり〈正気度〉ロールをさせられるようなイベントは起きませんでしたね。

ＫＰ：夜の学校で携帯電話を使うと呪われるって、学校怪談っぽいネタからスタートさせたからね。

睦：生徒たちの生活態度が乱れているというのも、辰巳先生なら気にするけど、女子高生の私たちではどうしようもないし……。

ＫＰ：そこで、るるいえ堂の前で男が爆死するという、インパクトのある事件が必要だったんだ。ここで、ようやく探索者たちはこれが宇宙的恐怖に関する事件であると確信できるようになるわけだね。

睦：プレイヤーとしては『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオなんだから宇宙的恐怖が関係していることはわかっているんですが……それを根拠に探索者を動かすのは、ちょっとおかしい気がしますものね。

ＫＰ：さやかちゃんは女子高生探偵という立場でモチベーションを自己生成してくれるから楽なんだけど、キーパーとしてはそればかりに頼るのもよろしくない。たまたま、さやかちゃんのプレイヤーのテンションが低かったりしたら困ったことになってしまう。

睦：でも、探索者だったら、不思議なことには全力で突撃しないといけないでしょ？

ＫＰ：もちろんそうだけど、プレイヤー側の本音としては、不思議の度合いにもよると思う。例えば、今回の序盤のネタである、学園の生徒の生活態度が悪いなんて地味な不思議では、あまり関心は持ってくれないだろう。

睦：そうかもですね。

ＫＰ：不思議に興味を持つのは探索者の役目だけど、探索者が興味を引くような不思議を用意してあげるのは、キーパーの大切な役目だ。

睦：そこで爆死というわけですか。

ＫＰ：ボクだって、あれが最高に興味深い不思議だと自画自賛をしたりしないよ。でも、少なくとも宇宙的恐怖に関係した事件だとはわかってくれるはずだ。

睦：む～、確かにこれでようやく事件が始まったなって気はしますよね。チカぽんについても、あの事件が起きてから積極的に調査ができるようになった感じ。

ＫＰ：ボクのシナリオでは、割と早めにそうした超常現象が起きて、探索者の興味を引っ張るのが多いけど、今回のはちょっと遅めだった。学園モノらしく、序盤は授業風景とかも入れたかったからね。

睦：さやかちゃんのサプライズパーティーとか？

ＫＰ：うーん、正直、あの設定はあまり有効に機能していなかったなぁ～。

睦：あんな事件が起きたら、それどころじゃないです。

ＫＰ：だよね～。のけ者にされたさやかちゃんの心が、ロイガーの影響でダークサイドに揺らぐみたいな展開にならないかと期待していたんだけど……。

睦：さやかちゃんは〈正気度〉ロールに失敗しませんからねぇ。

ＫＰ：保険のために、佐々原の悲観主義を残しておいてよかったな。

睦：タマ兄はプレイしにくそうでしたけども。

ＫＰ：佐々原のプレイヤーは前向きなキャラクターをロールプレイするのが好きだからなぁ。

睦：さやかちゃんは正気度が減って精神的に死ぬより、いつか事故が起きて物理的に死にそうな気がしますね。

ＫＰ：どんなに戦闘力が高くても、ちょっとミスが続くと、あっさり死んだりするからな。

睦：今日の戦闘も危なかったですよ。ロイガーの攻撃のダメージが２Ｄ６で、命中率が50％ですよね。あのときのさやかちゃんの耐久力は９しかなかったから、かなりの確率で死んでいたんじゃないですか？

ＫＰ：ざっと計算すると13％くらいの確率かな？

睦：ロールはオープンダイスだったし、あのときは〈応急手当〉をしてくれる人もいなかったし……かなりの大ピンチだったと思いますよ。

ＫＰ：君たちには内緒だったけど、あのときのロイガーは、すでに燭台が３本回収されているので実際のデータよりも弱体化していて、ダメージは２Ｄ６―３ポイントだったんだけどね。

睦：ああ、回収した燭台の本数だけダメージが減っていたんですか。

ＫＰ：これなら即死する可能性はかなり低い。攻撃が命中したら教えてあげるつもりだった。

睦：事前に努力したおかげで、後半の戦いが有利になるというのは、探索した甲斐があっていいですね。

ＫＰ：これでも、ちゃんと戦闘のバランスは考えているんだよ。もちろん、燭台が回収されていなかったら、ロイガーはフルパワーなうえ、四人の虫人間たちが一斉に襲いかかってくるわけだけど。

睦：それは怖い……。

ＫＰ：別の探索者たちでこのシナリオをテストプレイしたときは、一本も燭台を回収しなかったせいで、皆殺しにされてしまったっけ。あははは～。




　……なんて笑っていたけど、本心では探索者たちが第一話を無事に生き延びてくれて、ホッとしていた。

　なにしろ、次のシナリオは『クトゥルフと帝国』を使った番外編をする予定。

　死んだ探索者の代わりの新しい探索者が、番外編で初登場するというのはいまいちだ。やっぱり番外編はおなじみの探索者でいきたいよね。

　さて、そんなわけで第二話のシナリオは、昭和初期が舞台となるわけだけど……時代が変わっても、あまり意気込む必要はない。

　当時の風俗とか、史実に基づいた事件とか、そんなネタを盛り込みたいのはわかるけど、そこに縛られてしまってシナリオ作りが進まないというのは本末転倒だ。

　逆に、現代と違って、昭和初期を舞台にした方が楽にシナリオが作れると感じてほしいくらいだね。

　なにしろ、インターネットや携帯電話といった便利な道具はないし、田舎に行けば外界と断絶された寒村だって残っているような時代だ。『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』のシナリオを作るのなら、このくらいの方がいろいろと都合がよいだろう。

　歴史の研究発表をしているわけじゃないんだから、史実と違っていたところで、大きな問題じゃない。

　キーパーだって、わからないところはプレイヤーと一緒に当時の日本のことを思い浮かべながらゲームを進めるくらいの心構えでいいと思うよ。

「それじゃあ、せっかく時代を昭和初期にした意味がないじゃないか」という意見もあるだろう。

　なるほど、だったらシナリオの方を凝るのではなく、探索者の職業や立場を、時代に反映させたものにしてみるというのはどうだろう？

『クトゥルフと帝国』には、特高（当時の秘密警察）や書生（使用人をしながら勉強をする苦学生）といった、当時ならではの職業も紹介されている。他にも活動家や渡世人といった現代には馴染みの薄い職業もあるし、女学生や女給も現代のイメージとは異なるものだった。

　キーパーばかりがシナリオ作りに苦労するのではなく、そんな珍しい職業をプレイヤーに選んでもらえば、自然と昭和初期の雰囲気を味わってもらえるようになるんじゃないかな。

　もちろん、キーパーにやる気があれば、昭和初期の日本ならではのネタを盛り込むのは大賛成だ。

　お勧めなのは、当時の有名人を登場させたり、現在でも残っているランドマークを登場させたりすることかな。教科書で習ったような偉人とゲーム内で会話したり、まだ建造されたばかりの歴史的建物を訪れたりするのは『クトゥルフと帝国』ならではの魅力だと思う。

　ただ、キーパーは有名だと思っていても、プレイヤーが知らないというのはよくあること。だから、あまりひねったものではなく、有名すぎるくらいのネタでちょうどいいだろう。

　今回のシナリオでも、ボクは誰もが知っている有名人やランドマークのネタをからませてみることにした。

　あとは、昭和初期の東京らしく、るるいえ堂のメンバーの職業や立場をアレンジするかだけど……いったいどんな職業にしたら面白いかな？

　なんだかいろいろ妄想が広がって、こりゃ楽しいや。




















たまには違う時代で遊んでみようか




ＫＰ：今回のシナリオは、いつもの現代日本とは別の時代の番外編を楽しんでもらうことにしたんだけど。

睦：わっ、本当にやるんですか？

辰巳：で、どの時代にすることにしたんだ？

ＫＰ：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフと帝国（エンターブレイン刊）』でサポートされている、１９３３年（昭和８年）の東京にすることにした。関東大震災から10年が経ち、東京の急速な復興によって近代日本が形作られてきた時代だね。この年のニュースとしては、日本が国際連盟を脱退、関東軍が満州を占領したことかな。こうして日本は軍国主義を強めていったんだ。ちなみに、東京はまだ都にはなっておらず東京府だったし、都心は東京市と呼ばれていた。

佐々原：探索者はともかく、プレイヤーは日本史にあまり詳しくないんですけど大丈夫でしょうかね？

ＫＰ：探索者として行動するぶんには、あんまり気にすることはない。当時の様子はボクの方から伝えるので、みんなは「へえ、昔はそうだったんだ」くらいに思ってくれればいい。

辰巳：厳密に当時の人間を再現しようとするんじゃなく、観光気分で雰囲気を楽しめばいいんだよ。

ＫＰ：それでもクトゥルフ神話に関する事件は発生するんだけどね。

さやか：私たちの探索者はどういう立場で参加するんですか。タイムスリップしてしまうとか？

ＫＰ：いや、面倒だから、君たちのそっくりさんが昭和初期にもいたということにしてプレイしてもらう。だから、探索者のデータはそっくりそのままだ。なんだったら、君たちのご先祖ということにしてもいいよ。そのへんは番外編ということで適当にやろう。

佐々原：もしもですけど……この番外編で、探索者が死んだらどうするんですか？

ＫＰ：次のシナリオの冒頭で、その探索者は謎の失踪をすることになる（笑）。

佐々原：ええ～っ！

ＫＰ：番外編だから死んでも大丈夫なんて、そんなぬるいゲームをボクは認めない。

辰巳：ワシは前回のゲームで不定の狂気に陥っているのだが……？

ＫＰ：それは治療してから番外編に参加してね。きっと、昭和初期の辰巳先生も、なにか恐ろしい体験をして療養所に入院させられていたのでしょう。

辰巳：うぬぬぬ……納得できん！

ＫＰ：入院していない探索者は「幕間での成長」で５回の経験ロールをしていいよ。

さやか：私は『屍食教典儀』に載っている呪文の習得をしてもいいんですか？

ＫＰ：番外編だから、前回のシナリオからどのくらいの研究期間があったのかを計算するのがややこしいんだけど……まあ、ざっくり20週間の研究期間があったことにしてあげよう。ひとつの呪文を研究するのに２Ｄ６週間が必要だ。研究が終わった呪文は［ＩＮＴ×３］に成功すれば習得することができる。

さやか：『屍食教典儀』には、どんな呪文が載っているんですか？

ＫＰ：えーと、こんなところだね（呪文を印刷してきたものを見せる）。




……………………

●『屍食教典儀』に記された呪文




《死してなお踊れ》、《ありえぬものの証明》、《豊穣と乳と千匹の母への賛歌》、《あざける地下の民に捧(ささ)げる》、《青き塩の製法》、《焼かれてしぼめ》、《闇夜に笛を吹け》、《黒き森から来たる》、《我(わ)が手は力》

……………………




さやか：どれもこれも嫌なことしか起きなさそうな名前で、なにがなんだかさっぱりなんですけど……。

ＫＰ：どんな効果の呪文なのかは、習得してみて初めてわかることになっている。

辰巳：半分以上は神様やクリーチャーの召喚や接触呪文なんだろう。

佐々原：それは嫌すぎますね。さやかちゃん、絶対に試しに使ってみないでね。

睦：むーっ、《焼かれてしぼめ》は《萎縮》なのかな？

辰巳：うむ、あと《青き塩の製法》は《復活》だろうな。

さやか：たぶん、三つか四つしか研究できないので、お勧めの呪文を教えてください。

ＫＰ：こればかりは、ボクの口からはなんとも言えませんなぁ。

睦：《焼かれてしぼめ》と《青き塩の製法》あたりはお勧めかも。確信はないけど。

辰巳：ワシは《我が手は力》がとても気になっている。

さやか：じゃあ、お勧めされた順番に研究してみます。まずは《焼かれてしぼめ》の研究期間は２Ｄ６で決定したね。コロコロ……４週間です。割と短くて済みました。

ＫＰ：続けて、習得できたかどうかを［ＩＮＴ×３］で決定する。

さやか：私のＩＮＴは15なので成功率は45％です。

佐々原：さやかちゃん、意外と頭いいんだね。

さやか：意外とはなんですか。私は女子高生探偵なんですから。コロコロ……やりました、《焼かれてしぼめ》を習得しましたよ！

ＫＰ：では、これは予想通り《萎縮》と同じ効果を持った呪文だったことがわかる。

睦：『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の呪文では珍しい攻撃に使える呪文だけど、相手のマジック・ポイントがよほど低いか、耐久力が少なくないと、ほとんど意味がないんですよね。

さやか：次は《青き塩の製法》の研究期間を──




　続けて、さやかちゃんは《青き塩の製法》も習得することに成功した。これは《復活》という呪文と同じ効果のものである。さらに《我が手は力》＝《ヴールの印》も習得して研究期間を終えることになる。



◆むったんのワンポイントスケッチ「呪文の習得」

　どうも、好きな『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の呪文は《黄金の蜂蜜酒の製法》な、むったんです。

　さやかちゃんが研究しているように、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で呪文を習得するのは、案外面倒だったりします。

　キーパーはどんな呪文が載っているのかを呪文名を上げて明確にしない方がよいとルールでは提案されていて、今回はそれに従って、呪文の効果をほのめかす名前しか教えてくれませんでした。プレイヤーはキーパーが教えてくれた呪文の名前から、その効果を推測して、どれを習得するか決めることとなります。以前『るるいえあんてぃーく』で辰巳先生が呪文の習得をしたときは、そのままずばり呪文名を教えてくれましたが、このようなやりかたの方が未知の魔道書を読んでいる雰囲気が出て良いかもしれませんね。

　気の利いた名前を考えなければならない、キーパーは大変ですけど。






佐々原：今日のシナリオのお役立ち技能はなんですか？

ＫＰ：そうだねぇ。イメージとしては活劇ありの探偵小説みたいなシナリオだから、〈言いくるめ〉や〈説得〉とかの交渉系、または〈隠れる〉や〈忍び歩き〉とかの潜入系技能が役に立つんじゃないかな。あと、〈薬学〉がちょっと役に立つかもしれない。

睦：〈隠れる〉や〈忍び歩き〉って、うちのパーティーは弱いんですよね。一番得意な私が〈隠れる〉52％、〈忍び歩き〉46％ですから。

ＫＰ：実に微妙な成功率だね（笑）。

さやか：だったら、私が探偵のたしなみとして練習しておきます。コロコロ……コロコロ……ちょっとだけ成長しました。

佐々原：ボクは小説の題材を探すため、ある人物の追跡取材をすることになったので〈追跡〉を成長させます。

ＫＰ：うん、探偵小説っぽいのなら〈追跡〉は役立つシーンもあるだろうね。

佐々原：コロコロ……「55」だと成長はしないか……。

ＫＰ：ちょっと待て！　「55」で成長しないって、技能はいくつなんだ？

佐々原：84％ですが、なにか？（笑）

ＫＰ：また、90％にして正気度獲得を狙っているのか……。

佐々原：この努力が生死を分けるのです。２回挑戦して成長しなかったら、他の技能に挑戦しますよ。コロコロ……「66」かぁ。

ＫＰ：さっきお勧めした〈薬学〉は成長させないでいいのか？

佐々原：うーん、もう一度だけ〈追跡〉に挑戦してみます。ぞろ目が続いているから、今度は77が出るはず。コロコロ……なにっ、「32」だと。きっと次こそは、コロコロ……いや、最後のチャンス。コロコロ……ダメだぁ！

ＫＰ：何が２回だけだよ。結局、全部〈追跡〉に挑戦して、しかもなんにも成長しなかったじゃないか。

佐々原：こんなはずでは……次こそはきっと出ていたはずなんです。

ＫＰ：それって、完全に駄目なギャンブラーの発言だよな（笑）。

辰巳：ワシは療養所で悲観主義を治療してもらっているぞ。１Ｄ３の正気度回復。コロコロ……２ポイント回復して、今回のシナリオは正気度49スタートだ。せめて、50にはしたかったのだが。

睦：同じく療養所で人間の素晴らしさを再認識しています。コロコロ……私も２ポイント回復して、正気度40スタートです。

ＫＰ：なんだ、睦ちゃんの方が、佐々原や辰巳先生よりも正気度が少ないのか。

睦：そうなんですよね。でも、京(みやこ)をプレイしたあとだと正気度40でも安心感があったりして（笑）。




ＫＰ：あと、シナリオに入る前に──今回は番外編ということで、探索者の立ち位置もキーパーの方からちょっとだけ変更をさせてもらうけどいいかな？

辰巳：別にかまわんよ。

ＫＰ：といっても、そんなに変わりはしないんだけどね。まず、シナリオ開始時の舞台は、東京で開店準備を進める骨董品店となる。その名も、漢字で「流(る)々(る)井(い)江(え)堂(どう)」といって、主人は嘉(か)多(た)蘭(らん)弗(どる)という人物だ。

さやか：蘭弗叔父さんって、何歳なんですか！

ＫＰ：さて……もしかすると、この蘭弗という名は、店の主人が代々襲名するものなのかもしれないね（笑）。

睦：その店が「るるいえ堂」の前身ということですか？

ＫＰ：その通りだ。この「流々井江堂」が80年ほどたつと、みんなのよく知る「るるいえ堂」となる。今回は、るるいえ堂のバースデイ、誕生秘話をプレイしてもらおうという趣向だ。

さやか：るるいえ堂って歴史があるんですねぇ。

ＫＰ：昭和初期のさやかちゃんは、この店の主人、蘭弗の姪っ子だ。

さやか：なにも設定は変わっていないじゃないですか（笑）。

ＫＰ：ただし、さやかちゃんは女学生ではなく、私立探偵のまね事のようなことをしていることにしてくれ。あと、この当時、女性への差別が強く残っているため、それに反発する君は男装をして探偵活動をしている。一見すると美少年に見える格好だ。

さやか：男装の麗人というわけですね。

ＫＰ：辰巳先生は、流々井江堂の近くに住んでいる元学者のご隠居さんということで。

辰巳：ワシもほとんど変わらないな。

ＫＰ：睦ちゃんは、さやかちゃんとは幼なじみの親友同士だ。普通の女学生だけど、機械いじりとか妙な特技がたくさんあるので、さやかちゃんの探偵稼業につきあわされることが多い。

睦：この当時の女学生は、もうセーラー服が普通になっているそうですが、せっかくなので、はいからさんみたいな袴姿をしていることにしましょう。

ＫＰ：一番変更されたのは佐々原で──君は、平井太郎という作家の書生をやっている。

佐々原：書生って、どんなことをしている人なんでしょうか？

ＫＰ：資産家や知識人の家に下宿をさせてもらいながら、学問に励む若者のことだね。下宿代を無料にしてもらう代わりに、その家の雑用などをしている。だけど、別に使用人というわけではなく、裕福な人間が前途のある有望な若者の手助けをしてあげるという意味合いの方が強かったそうな。

佐々原：ということは、平井先生も有名な作家なんですね。

ＫＰ：割と名の知られた作家だよ（平井太郎の写真を見せる）。

佐々原：写真があるってことは、実在の人物なんですか？

ＫＰ：うん、当時は探偵小説なんて呼ばれていた、ミステリーっぽい娯楽作品を書いている。

佐々原：でしたら、先生に弟子入りをさせてもらい、学問と執筆の両方に励んでいる書生ということにします。昭和初期では、佐々原はまだ作家デビューをしていないということで。

ＫＰ：了解した。あと、書生である佐々原は、平井先生から雑用を命じられたりするからよろしくね。

佐々原：わかりました。




ＫＰ：な～んていろいろと説明をしたんだけど、実はこのシナリオは前回の続きからスタートするのであった。

全員：あれぇ～～～？

ＫＰ：渦龍堂に眠っていたロイガーの魔の手から千香を無事に救い出したあと、さやかちゃんの誕生日パーティーが、るるいえ堂で開かれる。

睦：「さやかちゃん、誕生日おめでとう！」

佐々原：そうだ、すっごい高いホームズのコートを買ってあげたんだった。「これみんなからのプレゼントだよ」

さやか：「ありがとう、みんな～」

ＫＰ：そして、あの事件の解決の糸口ともなった、るるいえ堂の前に置かれた千香からのプレゼントもある。

さやか：「なにが入っているのかな～？」

ＫＰ：中身は意外なもので、黒っぽい地味なかんざしだね。割りと年代物といった感じで、さやかちゃんは〈芸術（骨董品）〉がロールできる。

さやか：るるいえ堂でバイトしていますけど、骨董品は苦手なんです。コロコロ……失敗しました。

ＫＰ：さやかちゃんには、そのかんざしの価値はわからないね。ただ、地味だけど手の込んだ細工がしてあって、安物という雰囲気ではない。

さやか：さやかは髪が長いので、かんざしも挿せますからね。「ありがとう、チカぽん。でも、これって高価なモノじゃないの？」

ＫＰ：千香は神妙な顔をして「それはね、ひいお婆さんから、うちの家にずっと伝えられてきたモノなの」

さやか：「そ、そんな大切なもの、もらえないよ！」

ＫＰ／千香：「ううん、ひいお婆さんが言っていたんだって。いつか、誰かに助けられたとき、そのお礼としてこのかんざしを差し上げなさいって……私、さやかちゃんには何度も助けられたから。ぜひ、受け取ってほしいの」

さやか：なんか、このプレゼントはちょっと重いんですけど……（笑）。

辰巳：もしかして、番外編に千香くんのひいお婆さんが出てくるんじゃないのか？

佐々原：そして、ボクらと関わったばかりに事件に巻き込まれる（笑）。

ＫＰ：「お婆ちゃんから聞いたんだけど、そのかんざしには、こんな昔話があるのよ──」と、千香が語り出したところで、ポワポワポワ～ンと過去の回想シーンとなるのであった（笑）。







るるいえ堂の開店日




ＫＰ：さて、時は昭和８年の初夏。場所は帝都東京の駒込あたり。一軒家を改築して、新たに看板をあげようとしている骨董品屋の流々井江堂。ここがシナリオの舞台となる。今日はお天道様が昇るのも待ちきれないといった調子で、内装工事をする大工や、調度品を運び込む家具屋が、忙しく流々井江堂に出入りをしている。

さやか：るるいえ堂って駒込にあったんですか？

ＫＰ：『るるいえあんてぃーく』では、るるいえ堂は東京郊外にあるとしているけど、今回のシナリオでは都合により住所を変えさせてもらった。昭和８年ごろの東京郊外なんて野原しかないからね。一方、駒込は江戸時代からある町で、東京大学からも近く、この時代でもいまと変わりないくらい密集して家が建っている住宅地だ。

さやか：もしかすると、るるいえ堂は引っ越しをしたのかもしれませんね。

ＫＰ：そもそも、今日のシナリオで失敗すると、るるいえ堂は開店できずに歴史から消失するかもしれないので注意すること（笑）。

辰巳：タイムパラドックスがっ！

さやか：ところで、『るるいえばけーしょん』に登場した普(ふ)賢(げん)堂(どう)さんが探索者をしていた『クトゥルフと帝国リプレイ 白無垢の仮面（新紀元社刊）』というのは、いつの時代のリプレイなんですか？

ＫＰ：あれは昭和４年前後の出来事だね。今回の舞台の４年ほど前だ。

辰巳：ヤエもまだ魔道書を書いたりはしていないだろう。

ＫＰ：さて、この大切な日、さやかちゃんは叔父さんに頼まれて、そんな流々井江堂の開店準備の手伝いをしている。ちなみに、店の主人の蘭弗は、開店間際になっても骨董品の買い付けのため日本各地を回っているのだった。

佐々原：ちゃんと商品をそろえてから開店しましょうよ！（笑）

さやか：なんだか、いまとまったく変わっていませんねぇ。じゃあ、ハイカラな探偵っぽいスーツを着た美少年といった感じの私が、蘭弗叔父さんの代わりに職人さんたちに指示をしていますよ。

ＫＰ：近所の長屋に住んでいる辰巳先生は、おせっかいな地元の顔役として手伝いをしてあげている。

辰巳：ワシは長屋住まいなのか？

ＫＰ：現代の辰巳先生と違って、あまり裕福ではないことにしてくれるかな。士族の家系で高度な教育は受けたけど、うまく激動の時代の流れに乗れなかった……みたいな感じかも。ちなみに、この時代の辰巳先生の生まれた年は、なんと明治元年だったりする。戊辰戦争の時代だね。

睦：私はどうやって絡めばいいんでしょう？

ＫＰ：さやかちゃんの親友だからお手伝いをしているってことで。細かな設定は自分で決めていいよ。

睦：じゃあ、女手も必要だろうと思って、流々井江堂の手伝いをしています。男装しているさやかちゃんには、任せられませんからね。

さやか：私はこの時代のむったんをなんて呼んでいるんだろう。やっぱり男装しているから、宝塚風に「睦くん！」とか呼んでいるのかな？（笑）

睦：いいんじゃないかな。私はさやかちゃんって呼んでいるけど。

さやか：それだと、すぐに私が女だってばれてしまうような……でも、まあいいか。

ＫＰ：あと、書生の佐々原には特別な導入が用意してあるので、ちょっと待っててね。

佐々原：わかりました。どんなふうに絡んでいくのかなぁ～？
















ＫＰ：そんなわけで、開店直前の流々井江堂は、朝から大勢が出入りして忙しいわけだが、昼ごろ、大工たちの仕事が終わって、日当の支払いをすることになった。

さやか：「ご苦労様でした」と、お金を支払います。

ＫＰ：ところが、金庫を開けてみると、お金がずいぶんと足りないんだなぁ～。

さやか：ええっ、なんで!?

ＫＰ：蘭弗叔父さんはちゃんと資金は工面すると言っていたんだけど、なにしろ帰ってこないからねぇ。

さやか：まったく、蘭弗叔父さんは……困りましたねぇ。大工さんに「店の主人が帰ってくるまで、支払いを待っていただけないでしょうか？」と、お願いします。

ＫＰ：しかし、相手は江戸っ子の大工だから気が短い。「おい、兄ちゃん、こちとら日銭で暮らしているんだ。きちんとお足をいただかないと、家で待ってるカカアとガキにひもじい思いをさせることになっちまうぜ！」

さやか：「でも、ない袖は振れないんです！」

ＫＰ：「だったら、今日の仕事の分は返してもらおうかい！」と、せっかく作った棚にのこぎりを当て始めたよ。

さやか：「ま、待ってください。そんなことをしたって、誰の得にもなりませんよ。あとで色をつけて日当はお支払いしますから！」と、〈言いくるめ〉をしたいのですが。

ＫＰ：うん、いいだろう。

さやか：コロコロ……なんとか成功しました。

ＫＰ：だったら、ひとまず大工は落ち着いて、ぶつぶつ言いながら納得してくれる。しかし、他にも家具屋や運送屋が支払いをしてくれと詰め寄ってきている。

さやか：なっ、なんでお手伝いをしていただけなのに、こんなことに！

辰巳：この時代のワシは貧乏だから、立て替えられないしなぁ。

ＫＰ：すると、そこに着物姿の中年男性が「ごめん」とやってくる。四十前後で、やや薄くなった頭を五分刈りにしている、理知的な顔立ちの紳士だ。彼は後ろにいる若い男に「おい、佐々原くん。ここで間違いないのかい？」と尋ねている。

佐々原：「へえ、なんのことかわかりませんが、その通りです（笑）」

ＫＰ／平井：「なにを言っているんだ。流々井江堂に掘り出し物があるということで出向いてきたのだろう。住所はここで間違っていないのか？」

佐々原：「そうでした、そうでした。しかし、まだ開店はしていないようですね」

さやか：「すみません、まだバタバタしておりまして……」

ＫＰ／平井：「いや、いいんだ、いいんだ。主人の嘉多くんには話を通してある。開店の前に、一足先に出物を買わせてもらおうとうかがったんだが……しかし、いったいこれはなんの騒ぎだい？」

さやか：「はあ……実は……」

ＫＰ／平井：「ふむ、私の推理によると……日当を支払えずに困っていると見た」

さやか：「その通りです。よくわかりましたね！」

ＫＰ／平井：「なぁに、種を明かせば、嘉多くんにその出物への支払いで、この方たちの日当を支払ってくれるようにと頼まれておったのさ。遅くなってすまないね」

さやか：「なぁんだ……」って、なんか面白いおじさんですね。平井太郎さんってさやかも知っているような作家さんなんですか？

佐々原：「何を言ってる。ここにおわす御方こそ──」って、キーパー、平井先生の代表作はなんですか？

ＫＰ：すると、平井先生は「そのことは内緒だ」と、佐々原の脇を肘でつつく。

佐々原：「あ、そうなんですか……えーと、ただの推理好きで骨董好きの、酔狂なおじさんだ！」

さやか：「は、はあ……それはどうも」

辰巳：「しかし、この店にそんな高価なものがあるのかね？」

ＫＰ：「なかったら困るよ、ご老人。なにしろ、私が買い求めに来たのは、あの安(あん)阿(な)弥(み)作の観(かん)世(ぜ)音(おん)像(ぞう)なのだからね」と、うれしそうに語る。その安阿弥という名を聞いた人は〈芸術（骨董）〉の５倍か〈歴史〉でロールをどうぞ。

佐々原：〈歴史〉は得意です。コロコロ……成功しました。

さやか＆辰巳＆睦：コロコロ……失敗です。

佐々原：ボクから説明してあげましょう。「安阿弥っていうのはですね、かくかくしかじか──」

ＫＰ：安阿弥というのは有名な仏師、快(かい)慶(けい)の別名だ。鎌倉時代に活躍した人で、阿(あ)弥(み)陀(だ)如(にょ)来(らい)像(ぞう)を多く彫っている。

辰巳：運(うん)慶(けい)、快慶の快慶なのか？

ＫＰ：その通りだね。その名を聞けば、みんなもどこかで聞いたことがあるだろう。

睦：快慶の仏像なんて、国宝級なんじゃないですか？

ＫＰ：だから、掘り出し物なんだよ。

佐々原：楽しみにしている平井先生には悪いですが、それは本物なんですかねぇ？

さやか：「それで、おいくらで買い取っていただけるんでしょう？」

ＫＰ：５００円だと言っている。

さやか：なっ、安すぎですよ！

睦：いやいや、当時のお金だから！（笑）

ＫＰ：ざっくりと換算して、当時の１円は２千円くらいの価値があると思ってくれればいい。

さやか：……ということは、百万円ってことですか？

辰巳：安阿弥の仏像が百万円というと、さほど高くはないような。

ＫＰ：きちんとした鑑定がされているわけではなく、正確に言えば、安阿弥のものらしい仏像というだけだから。

さやか：どんな仏像なんです？

ＫＰ：昨日の晩、さやかちゃんは店の奥の倉庫で見たんだけど、三尺──すなわち90センチくらいの立像だった。特徴的なのは、胸に日輪のようなものを抱えているところだね。普通の観世音像には見られない作風だ。

辰巳：大日如来でもないのに、日輪なのか？

ＫＰ：しかも、後背にあるのではなく、胸にあるのは非常に珍しいと、平井先生も語っている。

辰巳：ふむ～、それは本当に日輪なのかぁ？

さやか：「とにかく、現物をお持ちした方が早いですね」

ＫＰ：ところが、さやかちゃんが奥の部屋に取りに行くと、昨日の晩には確かにあったはずなのに、観世音像は影も形もなくなってしまっているのだった！

さやか：な、なんですと～!?　探しますよ！

ＫＰ：ここは〈目星〉ではなくて〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……〈アイデア〉は成功です！

ＫＰ：記憶をたどると、間違いなく昨日の晩まではここにあったし、そのあと動かしたこともないはずだ。

さやか：まさか盗まれた……？

ＫＰ：向こうでは、平井先生が佐々原に「見事な仏像だよ。楽しみにしたまえ」とか、ハードルを上げている。

佐々原：「歴史的な仏師の作品が見られるなんて、感動ですよ！」

さやか：ううっ、ないものは仕方ありません。正直に話しましょう。「あのぉ、大変申し訳ないのですが……」

ＫＰ／平井：「おや、どうしたんだい？」

さやか：「昨日あったはずの場所から、観世音像が消えてなくなってしまってまして」

ＫＰ：「なんだって、それじゃあ泥棒かい？」と、平井先生は残念がるよりも、盗難されたことに対して興味深そうな顔をしている。

佐々原：「やれやれ、また先生の悪い癖が……それで、他に盗まれたものはないのかい？」

ＫＰ：ざっと見てなくなっているものはなさそうだけど、なにより不思議なのは、いつどうやって盗み出されたかということだ。高価なものを扱う骨董品店なので、昭和初期の家であっても戸締まりはしっかりできるようになっているし、もちろん鍵が壊された様子もない。

睦：観世音像は密室で保管されていたということですか？

ＫＰ：そういうことだね。そして、その話を横で聞いていた平井先生は「ふーむ、密室の犯罪かね。こりゃあ、まるで探偵小説だね」と、すごく楽しそうな顔をしている。

さやか：「……つまり、犯人は朝になってから、店を出入りした人たちの可能性がある？」

ＫＰ／平井：「しかし、あのような大きな像を店の外に持ち出せば、すぐに気づくだろう」

佐々原：「だったら、まだ犯人はこの中にいる！（笑）」

さやか：「みなさん、まだ帰らないでください！」

ＫＰ：な～んて職人たちに声を掛けようとする前に、彼らが日当をいつ払ってくれるのだと、いら立っていることに気づくよ（笑）。

さやか：そ、そうでした！　ちなみに、おいくらくらい払えばいいんですか？

ＫＰ：大工の日当が一日で２円くらいの時代だから、全員合計して10円だね。

さやか：「平井先生、たいへん言いにくいのですけど、10円だけ前借りさせてもらえませんか!?」

ＫＰ：すると、平井先生はニンマリと笑って「ふぅむ……だったら、この不可思議な事件の顚(てん)末(まつ)を、あとで教えてもらえるというのならば、この場は私が収めましょう」と、軽く胸をたたいて答える。

さやか：「もちろん、必ず仏像は取り戻しますので！」

佐々原：「先生、だったら、ボクもこの人たちの仏像探しを手伝いましょうか？」

ＫＰ：「ああ、そうだね。おまえも作家を志望するのなら、この事件の記録をつけてみるといい」と、佐々原に言いつけると、平井先生は職人たちへの日当を立て替えてくれる。

さやか：「すみません。そうだ、自己紹介を忘れていました。私は樋口さやか──探偵です！」と、帽子を取ってあいさつをします。すると、どこに隠していたのか、ばさぁっと長い黒髪が流れ落ちます。

ＫＰ：それを見て、さすがの平井先生も驚いたようだ。「君、青年かと思ったら……女性だったのかい？」

さやか：「ええ、わけあって男装をして、探偵稼業をしております」

佐々原：「男装の麗人……これは良いネタじゃないですか、先生？」

ＫＰ：「うんうん、好きだよ。男装の麗人が探偵をする……実にいいね」と、平井先生もご満悦だね（笑）。

さやか：「よ、喜んでいただけたのでしたら、なによりです……」って、本当に変な先生ですね（笑）。







消えた安阿弥の像の謎




睦：「さやかちゃん、あんな安請け合いしてしまって大丈夫なの？」

さやか：「だって、ああするしかなかったじゃない」

佐々原：「みなさん、ボクが記録をしますので、しっかり事件を解決してくださいね」

ＫＰ：平井先生は見ての通り、こういう不思議な事件には目がないから、佐々原も中途半端な記録を提出したら、「君の目は節穴か！」と、すっごく怒られると思うよ。

佐々原：「もちろん、事件の解決のお手伝いはするつもりですけどね！」

さやか：再確認ですけど、流々井江堂の戸締まりに異常はないんですよね？

ＫＰ：それは間違いないし、帰った職人たちが不審な荷物を持ち出したということもない。

さやか：ここの鍵を持っているのは？

ＫＰ：蘭弗叔父さんと、さやかちゃんだけだね。

辰巳：さやかちゃんの記憶が正しければ、盗まれたのは、昨日の深夜から早朝にかけてといったところか。

佐々原：大工が改装に乗じて、店の壁の中とかに仏像を隠したのかも。

睦：ちなみに仏像は一本造なんですか？　パーツごとに分解して隠せたりできません？

ＫＰ：複数の木を組み合わせて作られてはいるらしいけれども、簡単に分解できるようなものではないね。また、流々井江堂の店内をくまなく探しても仏像が隠されている形跡はない。でも、そういう発想はボクも平井先生も好きだから、その調子でどんどんアイデアを出してみてくれ。

睦：むむ～っ、となると仏像が勝手に歩いて逃げていったとしか……（笑）。

ＫＰ：いや……ここは超常現象アリのホラーではなく、探偵モノとして推理してほしいな～。




　ここでしばらくプレイヤーたちは、いろいろ推理を披露するのだが、なかなか正解には結びつかなかった。

　ただ、それほど難しい謎でもなかったので、ボクはヒントを出さずに、みんなが思いつくのを待つことにする。




佐々原：とにかく、店内には仏像はないんですね？

ＫＰ：さんざん探したからね。それは間違いないだろう。

辰巳：つまりどうやって犯人が、90センチもある仏像を、我々に気づかれずに持ち出したのかが推理のポイントとなるわけだな。

佐々原：開店前に、売れた商品はなかったんですか？

睦：なるほど、その商品の中に仏像を隠したってことね。

ＫＰ：売れた商品はなかった（ようやく答えに近づいてきたな）。

さやか：開店前に、捨てた荷物とかもないですね？

ＫＰ：捨てた荷物もない。

さやか：持ち出された荷物は……？

ＫＰ：そう言われてみれば、昨日の夕方、るるいえ堂に大きな安楽いすが運び込まれたんだけれど、誤送だったということで、今朝早くに運送屋が引き取りに来ていたことをさやかちゃんは思い出す。

佐々原：江戸川乱歩の『人間椅(い)子(す)』か！（笑）

ＫＰ：過程をすっ飛ばして、いきなり結論を言うんじゃない！

辰巳：しかし、そんな大事なことを、さやかちゃんがすぐ思い出せないというのはどうかと思うぞ！

ＫＰ：かといって、なんのきっかけもなくこのことを思い出したとさせるのも不自然でしょう？

佐々原：まあ、推理してたどり着けたのですからいいですけど。

睦：つまり、いすの中に仏像を隠して、店の外に持ち出したってことですか？

ＫＰ：いやいや、いすを回収しにきたとき、さやかちゃんも立ち会っていたから、そんな不自然なことをしたらすぐにわかるよ。いすもむき出しで、木箱とかには入っていなかった。

辰巳：だったら、いすの中に誰かが隠れていたんだろう。そして、夜中にこっそりと出てきて、仏像をいすの中に隠した。

ＫＰ：けれど、いくら大きな安楽いすといっても、普通の人間と仏像を一緒に隠せるほど大きくはないよ？

佐々原：あれ、そうなんですか？

ＫＰ：仏像は隠せるだろうけどね。

睦：ということは、犯人は人間ではない……良く訓練された猿がいすの中に隠れていたとか!?

辰巳：ポーの『モルグ街の殺人』みたいだな。

佐々原：え～っ、そんなオチで平井先生は満足してくれるかなぁ？

辰巳：いや、江戸川乱歩とポーのネタとなれば、平井先生だって納得するしかないだろう（笑）。

さやか：ちょ、ちょっと待ってください！　私たちの目的は平井先生を満足させることじゃなくて、仏像を取り戻すことなんですからね（笑）。

睦：その運送屋の伝票とか残っているんですか？

ＫＰ：ちゃんと残っているよ。渋沢運送という、渋谷駅の前にある小さな運送屋だ。数人の運転手を雇って市内を配送してまわる商売をしていると思ってくれ。昭和初期といっても、東京ではトラックも普及しつつある。

辰巳：しかし、百万円くらいの仏像を盗むにしては、ずいぶんと計画的な犯罪だよな。

睦：わざわざ猿を仕込むなんて（笑）。

佐々原：他にも、最近、似たような盗難事件が起きてはいませんか？

ＫＰ：そんな新聞記事があったかどうかを知っているかは〈知識〉でロールしてくれ。

佐々原：コロコロ……あれっ、失敗しちゃった。どうしよう、図書館に行って調べてきましょうか？

辰巳：まだ早いだろう。とりあえず、渋谷の運送屋に行ってみようじゃないか。

さやか：怪しいところは、そこしかありませんしね。




　かくして、探索者たちは渋谷駅へと、８年前にようやく環状線になったばかりの山手線を利用して移動する。

　この当時、渋谷駅はまだ開発の途上だった。関東大震災以後、東京西南へのターミナルとして急速に発展して、現在の東急東横線や京王井の頭線、地下鉄銀座線となる路線が次々と開業していく。

　いまのような若者の町といったイメージはまだなく、駅前といっても商店街と民家の立ち並ぶ、普通の町並みであった。路面電車や屋台、人力車といった、いまは見なくなってしまったものも現役だ。

　そんな渋谷駅の前にある渋沢運送を訪ねたところ、流々井江堂に届け物をしたのは細川という運転手だったらしい。ただ、その細川は朝いちばんに配送に出かけてから、まだ戻ってきていないのだという。

　さやかちゃんは誤送された荷物に私物が紛れ込んでしまったかもしれないと〈言いくるめ〉をして、安楽いすの差出人を聞き出すことに成功した。

　差出人の名前は長田という男性で、荷物の依頼は電話で受けたという。ただ、荷物の受け渡し場所は長田の自宅や会社ではなく、渋谷駅の近くの路地を指定してきたというのだ。




辰巳：駅前の路地なんかで荷物を受け渡したというのは、自宅を知られないためだろうな。いったいその荷物はどこに届けるつもりだったんだ？

ＫＰ：渋沢運送は、いまの運送屋みたいに送り状をしっかり管理するようなことはせず、荷物の引き取りのときに運転手が差出人から相手先の名前と住所を聞いて持っていくというやりかたらしい。ただ、おおまかな場所として「駒込の方」ということだけは、電話で長田という人物から聞いていたそうな。

佐々原：その細川という運転手をつかまえないと、荷物についてはなにもわからないですね。

さやか：荷物を引き取っているところを目撃した人がいるかもしれませんから、その路地に行ってみましょう。

佐々原：じゃあ、渋沢運送の人には、細川さんが帰ってきたら連絡をしてもらえるように──

ＫＰ：どうやって？

佐々原：そうか、携帯電話はないんだった。不便だなぁ。

辰巳：うーむ、すぐに連絡をもらえるような手段はないだろう。とりあえず、電話番号だけは聞いて、夜になったら電話するとしよう。固定電話はあるんだよな？

ＫＰ：商売をしているところには、少しずつ電話も普及しつつあるね。一般家庭にはめったになくて、こうしたお店の電話を借りるのが普通だったようだ。

さやか：流々井江堂にはあるんでしょうか？

ＫＰ：いや、ないよ。運送屋みたいな忙しい店じゃなかったら、電話なんてぜいたく品だよ。

さやか：なるほど～。

ＫＰ：では、みんなは渋沢運送で聞いた受け渡し場所に到着した。駅の裏にある人通りの少ない薄汚い路地なんだけど、「渋沢運送」とペンキで書かれたトラックが路上駐車されている。狭い道なのに、すっごく邪魔だね。

睦：むむっ、荷台はどうなっています？

ＫＰ：雨よけのほろもかかっていないから、すぐにわかる。なんと、例の安楽いすが置かれたままだ。

辰巳：なんとなくだが……あの中には、細川の死体が入っている気がする。

佐々原：「ボクはあっちを見張っているので、みなさんで中を確認してください！（笑）」

さやか：「じゃあ、私はそっちを見張っています！（笑）」

ＫＰ：おい、佐々原は平井先生に事件の顚末を報告しないといけないんじゃなかったのか？

佐々原：ううっ、だったら平井先生が自分で開ければいいんですよ！

辰巳：きっと、平井先生だったら喜ぶと思うけどなぁ～（笑）。

ＫＰ：（机をコツコツたたきながら）どうするの？　開けるの、開けないの？

さやか：わかりましたってば、開けますよ。でも、その前にいすを持ち上げて重さを確認してみたり、たたいて中が空洞かどうかを確認します。

ＫＰ：この安楽いすは真っ黒で、脚の部分は四角い箱になっていて、そこに背もたれと肘掛けがついたようなデザインになっているんだけど……見た目に比べて、かなり重いね。あと、コンコンとたたくと、音の響き具合からして中は空洞になっているようだ。ここでさやかちゃんは〈聞き耳〉をしてもらおうかな。

さやか：探偵は〈聞き耳〉が得意なのです。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：いすの中から、かすかにうめき声が聞こえてくるね。

さやか：「だ、誰かいる!?　すぐに開けないと」

ＫＰ：しかし、どうやって開けたらいいのかわからない。

睦：「さやかちゃん、私に任せて」と、〈機械修理〉で構造を調べてみます。コロコロ……成功です。

ＫＰ：すると、このいすにはやはり仕掛けがあって、背もたれの板が内側から開けられるような巧妙な造りになっていることがわかる。普通だったら外側からは開けられないんだけど、〈機械修理〉に成功すれば蝶(ちょう)つがい部分を壊して開けることができる。

睦：むむ～っ、緊急事態ですから、壊してしまいましょう！

ＫＰ：板が外されると、ゴロリと男が転げるようにして現れた。驚いたことにいすの内部は空洞になっており、そこに男は収められていたのだ。しかし、そんな狭い空洞にどうして人間が入ることができたのか──それは男の姿を見れば明かであった。男には四肢がなく、まるで芋虫のような姿をしていたのである。その男はトラックの荷台でもぞもぞとうごめきながら、睦ちゃんを見上げると「チョウ、チョウ！」と叫んで、そのまま息絶えてしまう。

睦：間に合わなかった……。

ＫＰ：男の死に様を見た睦ちゃんは、その芋虫のような姿から、もしかして彼は蝶に変身することを夢想していたのではないか……などという、奇妙な考えにとりつかれるのであった。

睦：そんなわけないでしょっ！

佐々原：なんで狂気にも陥っていないのに、そんな妄想にとりつかれちゃうんですか！（笑）

ＫＰ：さて、この異様な死体を見た探索者は、全員〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

辰巳：盗難事件かと思っていたら、いきなり死体が出てきたな。コロコロ……おっ、成功したぞ。

さやか：コロコロ……私も成功です。

ＫＰ：成功したら正気度は喪失しない。

佐々原＆睦：コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗したら、１Ｄ４ポイントの正気度喪失だよ。

佐々原：ううっ、意外と多い。コロコロ……なっ、４ポイント喪失。残り正気度は38です。

睦：コロコロ……むはっ、私も４です。残りは36ポイント。

ＫＰ：正気度の低い二人が、どんどん減っていくね（笑）。

さやか：盗難事件を追っていたら、殺人事件になってしまうなんて……探偵とは名乗っていても、これまでこんな事件に遭遇したことはないのでガクガクブルブルです。

辰巳：仕方ない、ワシが検死をしてみよう。〈医学〉で、コロコロ……成功した。

ＫＰ：死体を調べてみると、その男の四肢はなくなっているのではなく、焼け焦げたように干からび、細くぶら下がっているだけの状態であることに気づく。

辰巳：こ、これは……まさか……その死に様を見て〈クトゥルフ神話〉をロールしたいのだが？

ＫＰ：いいですよ。

辰巳：コロコロ……くっ、失敗した。うーん、プレイヤー的には、呪文で殺されたのだと思うのだが。

さやか：その男の人は、渋沢運送の細川さんなんでしょうか？

ＫＰ：持ち物を調べてみると、間違いないようだ。ちなみに、財布などは残されたままになっている。

佐々原：いすの中にある空洞には、普通の人間では入ることはできないんですよね？

ＫＰ：そうだね、ＳＩＺが７くらいの子供ならば入ることはできそうだけど。

睦：探索者のＳＩＺの最低値は８だから、普通の人には入れないということになりますね。

辰巳：やはり、猿か何かの仕業では……最近、このあたりにサーカス団は来ていないか？

ＫＰ：そんなうわさは聞いていないけど。

睦：当然、いすの中に観世音像は残っていないんですよね。

ＫＰ：もちろんだ。空っぽに見えるよ。

睦：遺留品がないかもうちょっと調べてみたいので〈目星〉をしていいですか。コロコロ……成功です。

ＫＰ：するとだね、いすの空洞の隅っこに小さな紙切れを発見する。

睦：むむっ、なんでしょう。手に取ってよく見てみますが？

ＫＰ：〈アイデア〉をしていいよ。

睦：コロコロ……よかった、成功です。

ＫＰ：チョコのような甘い匂いがする。おそらく、これはチョコの包み紙なんだろう。

睦：中にいた人が食べたのだとすれば……もしかして、犯人は子供？

辰巳：もしくは、チョコ好きの猿だな（笑）。

佐々原：しかし、さすがにこれは通報しないといけないですよね。

辰巳：渋沢運送に細川の行方や、この場所のことを尋ねたりしているからな……このままにして別の誰かに通報されたりしたら、警察に妙な誤解をされてしまうかもしれん。

佐々原：どう見ても、ボクらが第一容疑者ですよ（笑）。

辰巳：ここは〈説得〉と〈信用〉の高い、ワシが警察に通報するとしよう。たぶん、事情聴取で時間がかかると思うから、他のみんなは別行動をしていてくれてかまわんよ。

睦：私は、あの仏像のことをもっと詳しく調べたいんですけど、〈図書館〉は苦手なんですよね。

さやか：だったら、私が調べに行こうか。〈図書館〉は56％だけど。

佐々原：ボクは〈図書館〉が得意なんだけど、平井先生に途中経過を連絡しておきたいな。ついでに、仏像のことをもっと聞き出してみるよ。

睦：む～っ、だったら私はどうしようかな……なにかやることがなければ図書館に着いていくけど。

さやか：ねえねえ、チョコの包み紙のことを調べられないかな？

睦：あっ、そうか、忘れてた。私は渋谷中のお菓子屋でチョコを買い占めてきます（笑）

ＫＰ：それで分散行動のあとはどうするの？

佐々原：調査が終わったら各自連絡を……って、携帯電話はなかったんでしたっけね。

辰巳：うーむ、不便な時代だ。仕方ない、夜の七時になったら渋谷駅の前で待ち合わせることにしよう。







渋谷で一番の有名な方




ＫＰ：では、ここからは分散行動をするということで、まずは平井先生に連絡を取る、佐々原からやろうか。

佐々原：平井先生の家に電話があるのなら、それで連絡したいのですが？

ＫＰ：人気作家なので、固定電話は持っている。渋谷だったら、商店街で電話を借りることができるだろう。

佐々原：「平井先生……実は消えた観世音像を追っていたら、奇妙な死体を発見してしまいまして──」と、知っていることはすべて話しますよ。

ＫＰ：すると、話を聞いているうちに、平井先生は「おおっ、なんたる怪奇、なんたる猟奇だろうか！」と、非常に興奮してくるのだった（笑）。

佐々原：なんですか、この先生はっ！（笑）

さやか：平井先生がすごく怪しく思えてきました。

佐々原：「先生、落ち着いてください。それで、もう少し、あの観世音像についてお聞きしたいのですが……」




　平井先生の話によると、あの観世音像は蘭弗叔父さんが誰かから買い取ったものらしい。それをたまたま耳にした平井先生が、安阿弥の作であると気づいて、流々井江堂が開店する前に先に売ってもらえるようにお願いをしたのだという。また、素晴らしい出来の仏像であるにもかかわらず、箱や鑑定書がなかったのは奇妙だということを付け加えてくれた。

　一方、図書館で仏像のことを調べたさやかちゃんは、胸に日輪を抱いた観世音像に関する文献は見つからず、もしもそれが安阿弥のものだとすれば、かなりの珍品であり、大発見となるだろうことがわかった。




佐々原：文献にも由来がないということは、平井先生ほどの目利きでないと、あの仏像の価値がわからないというわけで……犯人は、最初から安阿弥の像があったことを知っていた？

睦：そもそも、安阿弥とかは関係なく、あの像だから欲しかったんじゃないのかな？

さやか：観世音像を誰から買い取ったのかは、蘭弗叔父さんが放浪中なので聞きようがないですね。

佐々原：本当に、昔から困った叔父さんだなぁ。




ＫＰ：さて、辰巳先生のシーンだね。通報を受けて、渋谷駅の交番から警察官がやってきた。当時は高圧的な警察官も多く、ここは応対に気をつけないと面倒なことになる可能性もあるよ。

辰巳：といっても、今朝からあったことを正直に語るだけなんだがな。下手な小細工はしない方がいいだろう。

ＫＰ：それなら〈信用〉のロールになるね。

辰巳：その言葉を待っていた。成功率は92％。コロコロ……92。ギリギリ成功っ！（笑）

全員：あっぶな～い！（笑）

ＫＰ：だったら、辰巳先生の住所と名前を聞いたところで、警察官は「おや、駒込の辰巳さんというと……もしかして、あの士族の？」

辰巳：「はあ、いまは長屋暮らしですがね」

ＫＰ：明治ごろには士族の人間が警察官になることも多くてね、この警察官もそんな家系だったらしい。同じ士族のよしみで、辰巳先生のことを信用してくれたようだ。

辰巳：おおっ、それはよかった。せっかくだから、最近、似たような事件が起きていないか尋ねてみよう。

ＫＰ：流々井江堂で起きたような盗難事件や、このような奇妙な殺人事件に、前例はないようだ。

辰巳：ふむ……やはり、安阿弥の観世音像のみを狙った犯行というわけか。この細川は、安楽いすを流々井江堂に持ち込み、そして翌朝に持ち出すために利用されただけの運転手で、安楽いすから出てきた犯人に口封じのために殺されたといったところかな？

佐々原：それで筋は通っていると思いますね。ただ、安楽いすには普通の人間が入れないというのが気になりますね。荷物を依頼した長田と、安楽いすに入っていた何者か……犯人は最低でも二人いる？

さやか：依頼人が安楽いすに入って、「さあ、俺を持っていってくれ」とか言ったら、運転手の人だって運ぶのを嫌がりますよね（笑）。

佐々原：たぶんだけど、この運転手はそこまで深く事件とは関係していないと思うんだよね。

辰巳：これだけの凝った仕掛けを用意した犯人だ。もしかすると、相手は大きな組織かもしれん。

睦：むーっ、呪文を使うような相手ですから、どこかのカルト集団が関わっているのかもですね。




　さすがはベテランの探索者だけあって、ここまでの推理はずばり的中である。

　もっとも、ボクとしてはこの事件のトリックはシナリオのメインではなく、序盤に江戸川乱歩風の雰囲気を出すために用意したものなので、あっさりと解けたくらいでちょうどよいと思っていた。




ＫＰ：最後はチョコレートの包み紙を調べている、睦ちゃんだね。

睦：はいはい、調査なので仕方な～く、渋谷のお菓子屋さんをまわってチョコを買いまくっています（笑）。

さやか：楽しそうな調査ですねぇ～。

ＫＰ：昭和８年とはいえ、すでにチョコレートは一般的なお菓子になっている。だけど、子供のお小遣いで気楽に買い食いできるほど安くはなっておらず、ちょっとぜいたくなお菓子といった感じかな。ボクらがケーキを買うのに近いイメージだろう。

睦：「あれと、これと、それと……あっちのもください！」

ＫＰ：すると、さすがに店員も不思議そうな顔をして「お嬢ちゃん、そんなにチョコレートばかり買ってどうするつもりだい？」と、尋ねてくるよ。

睦：お店の人にも聞いてみた方がいいかな。えーと「実はこの包み紙のチョコレートがすっごく美味しかったんで、同じものを探しているところなんです」と説明して、例の包み紙を見せます。

ＫＰ：では、幸運にも店員がこの包み紙のことを知っているか、〈幸運〉ロールをどうぞ。

睦：私はあまり幸運じゃないんですよね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：だったら、店員は包み紙のことを知っている。「お嬢ちゃん、これはハチ公チョコレートの包み紙だな」

睦：「そんなチョコレートがあるんですか？」

ＫＰ：「おやおや、この渋谷でハチ公のことを知らない人はいないよ」と、店員は呆れ顔だ。

睦：いや、もちろんハチ公のことは知ってますけど……って、当時はもう有名になってるんですか？

ＫＰ：ここで睦ちゃんには〈知識〉ロールをしてもらおう。

睦：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：睦ちゃんは、去年の10月４日、東京朝日新聞に掲載された『いとしや老犬物語』という小さな記事を覚えている。そこには亡くなった飼い主の帰りを、駅前で待ち続ける忠犬のことが記されていた。これがその当時の記事の切り抜きだよ（記事を渡す）。
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睦：むむ～っ、この時代だとハチ公も現役なんですね！

ＫＰ：ちょっと古い映画だけど、仲代達矢が主演した『ハチ公物語』なんかは、子供の頃に見た人もいるんじゃないかな。有名な俳優が勢ぞろいの映画だけど、仲代達矢のハチ公が大好きな教授の演技がさえ渡っている映画だ。あと、ハチ公がすごくかわいい。

佐々原：ボクが小学生のとき学校で上映会をして、ハチ公がかわいそうでボロボロ泣いた記憶があります！

睦：最近では、リチャード・ギアが主演でリメイクされましたね。

ＫＰ：ただ、実際には、あの映画や絵本のように、ハチ公は駅前でみんなに見向きもされずに死んでいったというわけではないらしい。その新聞記事がきっかけで、渋谷ではハチ公ブームが巻き起こり、ハチ公チョコレートやハチ公せんべい、ハチ公ソースまで売り出されていたという。そして、ハチ公自身も銀座のデパートの展覧会にひっぱりだされたこともあったそうだし、さらにはハチ公の像を作るという口実で絵はがきを売るような、ちょっと怪しい人物まで出てくる始末だったそうな。

佐々原：そ、そんな……なんだかハチ公に対するイメージが崩れますね。

ＫＰ：まあ、そんなわけで、当時の渋谷ではハチ公の人気は急上昇中というわけだ。そのハチ公チョコレートも駅前の商店でブームに便乗して販売しているらしい。おっと、そんなところで待ち合わせ時間になるよ。

睦：でしたら、みんなと渋谷駅で合流してから、買いに行こうかな。

ＫＰ：かくして、日も暮れて夜の７時の渋谷駅でみんなは合流した。いまのように交差点に人がごった返してはおらず、郊外の住宅地にある駅といった感じで、仕事から帰宅する勤め人たちが電車がやってくるたびにパラパラと出てくるといったところだね。駅前には焼き鳥屋の屋台なんかが出ているし、街灯もそれなりにあるので、真っ暗というわけではないけど。

辰巳：とりあえずみんなの調べてきたことを聞かせてもらい、状況をまとめてみよう。




　こうして互いに再確認をすることで聞き逃していた情報に気づいたり、プレイヤーの勘違いを正すことができるので、ほんの数分でもいいので、こういう時間を設けるとよいだろう。

　また、睦ちゃんの調査シーンを中途半端なところで区切ったのは、ハチ公チョコレートを買いに行くのは、このシナリオの重要イベントだったため、みんなが合流をしてから発生させようと調整したからである。




佐々原：やっぱり犯人は最初から観世音像を狙っていたようですね。

辰巳：あの仏像の出所をぜひ知りたいところなのだが……蘭弗くんが捕まらないのではなぁ。

さやか：手がかりがなくなってしまいましたね。

睦：いちおう、ハチ公チョコレートという細い糸が残っていますけど。

辰巳：おっと、そうだったな。駒込に帰る前に買って行くとするか。

睦：チョコはすでにたくさん買ってきているんですけどね（笑）。

辰巳：結局、買ってきたのか！（笑）

睦：代金は平井先生に持ってもらうということでよろしくお願いします。

佐々原：10円を立て替えてもらった上に、必要経費まで出してくれるのかなぁ？

ＫＰ：えーと、渋谷駅前にある小さな商店で、ハチ公チョコレートは販売している。ハチ公チョコレートというブランドがあるのではなく、商才のある人が普通のチョコレートにハチ公っぽい包装をして販売しているだけのようだ。睦ちゃんが来ると、調子の良さそうな店員が「どうだい、お嬢ちゃん。あの忠犬ハチ公のチョコレートだ。50銭だよ！」と売り込んでくる。

睦：では、ひとつ買っておきますね。「ところで、このチョコレートをよく買いに来るお客さんとかいますか？」

ＫＰ／店員：「そりゃあ、大人気だからね。常連さんも何人かいるよ」

辰巳：「……例えば、常連の中で子供とか、極端に背の低い者とかはいませんか？」

ＫＰ／店員：「ああ、いるよ。大人なのに背丈が三尺くらいしかない男が、三日もあけずに買いに来るね。このへんでよく見かけるから、近所に住んでいるんだろうな」

辰巳：「ほう、それはどんな人物かね。名前は？」

ＫＰ／店員：「名前はチョウさんとかいったかな。片言でしゃべっていたから、たぶん大陸から来たんだろう。しわくちゃで日焼けした顔だから、年齢はわからないが……たぶん五十かそこらじゃないのかな？」

睦：「チョウ」って、細川さんが死ぬ間際に叫んでいましたね。

佐々原：あれは人の名前だったのか。意外とストレートな情報を言い残していたんだなぁ。

辰巳：中国人の魔術師が犯人なんて、ノックスの十戒に反している。平井先生が怒るぞ！（笑）

ＫＰ：そんなふうに、君たちがハチ公チョコレートを売っている店先で話し込んでいると「んー、ごほん、ごほん」と、不機嫌そうにせき払いをする中年男性が立っていた。かたわらには薄茶色の毛並みの大きな犬を連れている。

佐々原：「あっ、すみません。あなたもチョコレートに買いに来たんですか？」

ＫＰ：「何をバカなことをいっておる。こんな軽薄な騒ぎに踊らされおって、まったくけしからん」と、その男性は怒っている。この人物を知っているかどうかは〈芸術（彫刻）〉でどうぞ。

辰巳：そんな技能、持っているわけないだろう。コロコロ……失敗だ。

さやか＆睦：コロコロ……失敗です。

佐々原：コロコロ……あっ、成功率５％しかないのに、成功した！

ＫＰ：ほお、それはすごいな。だったら、佐々原は知っている。この人は誰もが知っているというわけではないけど、知っている人は知っている、彫刻家の安(あん)藤(どう)照(てる)という人物だ。

佐々原：「おや、もしかして彫刻家の安藤先生じゃないですか？」って、もしかしてこの人がハチ公の銅像を造った人なんですか？

ＫＰ：実はその通りだ。

佐々原：なんだ、この人もブームに乗っかっているんじゃないですか。その連れている犬を、ハチ公のモデルにしているんですか？

ＫＰ：何を言っている。彼が連れている犬こそが、ハチ公本人だよ。

全員：ええ～～～っ！（笑）

ＫＰ：安藤照は、本物のハチ公をアトリエに連れてきてもらってモデルとしていたんだ。

さやか：へえ、ハチ公が死んでから銅像が造られたんじゃないんですね。

ＫＰ：佐々原は知っているんだけど、さっき睦ちゃんに説明したような、ハチ公の像を造るなんていう怪しい人物が商売をしているので、その騒ぎを収拾するためにも、安藤照がきちんとしたハチ公の像を造ってしまおうとしているらしい。ちなみに、ハチ公は野良犬ではなく、別の飼い主によって最後までちゃんと飼われていたそうだ。

佐々原：本物のハチ公に会えるなんて感激ですね。わしゃわしゃとなでさせてもらいます。

ＫＰ：じゃあ、佐々原は［ＡＰＰ×５］でロールしてみな。

佐々原：ＩＫＥＭＥＮは犬にも好かれるはず。コロコロ……わっ、失敗した！

ＫＰ：……まあ、ハチ公はよくできた犬なので、迷惑そうな顔をしながらもおとなしくなでられている。

佐々原：「みんなもせっかくだからなでてみたらどうですか？」

さやか：「私は猫派なので」

ＫＰ：あれ、そうなんだ？

さやか：〈猫語〉を教えてもらえるくらい、猫好きですよ。

佐々原：猫好きと犬好きが両立したっていいじゃないか！

さやか：まあ、佐々原さんだったらそうなんでしょうけどね。私はいちずなので（笑）。

辰巳：しかし、この安藤先生はいったいなにをしに、シナリオに登場したんだ？

佐々原：キーパーが、ボクらにハチ公を見せてくれるため？

睦：それだけじゃないと思うけど。

さやか：彫刻家さんだったら、安阿弥の観世音像のことを聞いてみましょうか。「あのぉ、いきなりなんですけど、胸に日輪を抱いた安阿弥の観世音像というのを聞いたことがありますか？」

ＫＰ：さすが、さやかちゃん。いい勘をしているね。安藤先生はその像について知っている。

全員：おお～っ！

ＫＰ：なんでも、数年前、そんな珍しい観世音像を穏(おん)田(でん)の新興宗教団体が持っているといううわさを聞いて、見せてもらおうと思ったそうなのだが、門前払いをくらったらしい。かなり失礼な態度だったらしく、安藤先生は「思い出しても腹立たしい」と憤慨している。

さやか：その宗教団体の名前は？

ＫＰ：大日本正気団、というらしい。

さやか：大日本正気団ですって！（笑）

佐々原：すごい御利益がありそう。正気度とかを分けてくれるのでしょうか！（笑）

ＫＰ：ちなみに、穏田というのは原宿駅と渋谷駅の中間あたりにある地名だね。大日本正気団については〈オカルト〉でロールができる。

佐々原：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：15年前くらいに、自称霊能力者の飯(いい)田(だ)吉(よし)郎(ろう)という人物によって設立された新興宗教団体だね。もっと詳しいことを知りたければ、図書館などで新聞記事を調べればわかるかも。

さやか：なんで、その大日本正気団の仏像が流々井江堂に……？

ＫＰ：安藤先生は付け加えてくれるんだけど、その仏像は地元の穏(おん)田(でん)神(じん)社(じゃ)から行方不明になった仏像ではないかと疑っているらしい。ここで穏田神社については〈歴史〉をどうぞ。

佐々原：コロコロ……またまた成功です。今回、大活躍！

ＫＰ：この穏田神社は、以前は日蓮宗の第六天社という寺だったことを知っている。第六天社というのは一般的な寺の名称で、第六天魔王をまつるとされている。

佐々原：第六天魔王といえば、織田信長が名乗っていましたね。

ＫＰ：よく知っているね。ただし、第六天魔王とは仏教における他(た)化(け)自(じ)在(ざい)天(てん)のことで、なんでそんな寺に観世音像があったのか疑問に感じるね。

辰巳：大日本正気団に、穏田神社か……いろいろ調べる場所が出てきたな。

ＫＰ：などといろいろな疑問を残したところで「私は、ハチ公を渋谷駅に連れて行ってあげないといけないので失礼させてもらうよ」と、安藤先生は去っていく。

佐々原：せっかくだから、駅前でご主人を待っているハチ公を見物させてもらいましょう。

ＫＰ：ちなみに、有名なハチ公像は、来年の昭和９年の４月に完成。除幕式にはハチ公自身も参列したそうな。そして、再来年の昭和10年にハチ公は死んでしまう。でも、映画とは違って、駅前で主人を待ちながら死んだのではなく、駅から離れた普段は行かない路上で死んでいたそうだね。







いちばん怖いのは人間




　夜が更けてきたので、探索者はひとまず各自の家に帰ることにした。

　その夜、流々井江堂の近くの長屋で暮らしている辰巳先生だけが〈聞き耳〉を要求されたが、ロールには失敗してしまう。なにがあったのか気になりながらも、翌朝、探索者たちは流々井江堂に集合する予定だったのだが……。




ＫＰ：辰巳先生の朝食は、同じ長屋住まいをしている京が準備してくれる。彼女は銀座のカフェーで女給をしており、なにかと辰巳先生の世話を焼いてくれる若いお嬢さんだ。

辰巳：この時代でも、メイドをしているのか！（笑）

ＫＰ／京：「さあさあ、早くあがってくださいな。私はカフェーに行かないといけませんので」

辰巳：「いつも世話になるねぇ。ところで、昨日、なにか物音がしなかったかい？」

ＫＰ／京：「はて……朝までぐっすりでしたから、何も気づきませんでしたわ」

辰巳：「ふむ……そうか」

さやか：「おやおや、辰巳先生。朝から仲の良いことで」と、長屋に登場です（笑）。

睦：みんなで押しかけましょう（笑）。

佐々原：「辰巳先生も隅に置けませんねぇ」




　昭和８年でも、いつものお約束な展開を終えたあと、探索者は流々井江堂で誰かが忍び込んだ形跡を発見する。

　昨晩、辰巳先生が聞き逃したのは、この侵入者の物音だったわけだ。

　調べてみたところ盗まれたものはなかったが、帳簿や書類などがいじられているようだった。




さやか：ここにはもう用はないはずなのに……？

睦：帳簿や書類でなにを調べていたのでしょうね。もしかして、犯人とは別の人物が仏像を探しているとか？

辰巳：これからは、もう少し警戒しておいた方がいいな。

ＫＰ：さて、今日の行動はどうするのかな？

佐々原：大日本正気団のことと、穏田神社で仏像について調べないと。

さやか：私は穏田神社に行って、仏像のことを聞きたいな。

辰巳：だったら、交渉役としてワシもついていこう。

佐々原：ボクは大日本正気団について図書館で調べてみようかな。

睦：私は図書館は苦手なんですけど、半々に分かれた方がいいと思うのでついていきましょう。




ＫＰ：まずは穏田神社からやっていこうか。渋谷駅から歩いて15分くらいのところにある、こじんまりとした神社だ。ちなみに実在の神社で、いまも同じ場所に建っていたりする。

辰巳：宮司さんとかはいるのかな？

ＫＰ：ちょうど境内を掃除しているね。

さやか：この神社が仏像の本当の持ち主かもしれないので、まずは何も知らないふりをして尋ねてみます。「あのぉ、この神社に観世音像があると聞いたんですけど……？」

ＫＰ／宮司：「はあ、どこでお聞きになったかは知りませんが……その像はいまから16年ほど前、何者かに盗み出されましてね」

さやか：16年前……確か、大日本正気団は15年前に設立されたんですよね……これは怪しいですよ～？

辰巳：「それは残念。せめて、その観世音像の由来など教えていただけませんかな？」

ＫＰ：だったら、この情報をあげよう（メモを渡す）。




……………………

●穏田神社の言い伝え




　安阿弥がその観世音像を彫ったのは、日本に観世音菩薩の教えを広めるため大陸からやってきた仏僧の依頼を受けたからだった。

　その後、観世音像の記録は途絶える。

　次にその名が世に出たのは、安阿弥の時代から三百年が経過した、天正18年（西暦１５９０年）に徳川家康が所持していたという記録である。

　このとき、徳川家康は豊臣秀吉の関東移封によって関東にやってきており、本能寺の変での伊賀越えの恩賞として、伊賀衆にこの観世音菩薩と穏田の土地を授けたとある。

　ところが、この観世音像の出来映えが素晴らしすぎて、穏田の民は生活を忘れ、ただひたすらに祈りをささげるようになってしまったのだという。伊賀衆はこの像は民を惑わす力を持っていると考えたが、主君から賜った像を粗末に扱うわけにも行かず、寺社を建立して、第六天魔王の弓で封じたのだそうな。

……………………




ＫＰ：その情報は観世音像に関する部分以外は、だいたい本物の穏田神社の由来どおりだったりする。伊賀越えの恩賞としてとかロマンがあるよね。本当かうそか知らないけど。

睦：つまり……思わず祈りたくなってしまう観世音像のパワーを使って、大日本正気団は信者を集めているってことでしょうか。

さやか：だったら、どうしてそれが蘭弗さんに売られたんでしょう？

辰巳：「生活を忘れて祈りをささげるというのは……具体的にはどのような？」

ＫＰ：二百五十年も前のことだからよくはわからないけど、祈禱に熱中するあまり、仕事がおろそかになるといった感じだったようだ。「いあー、いあー」って、朝から晩まで祈り続けていたんじゃないかな。

睦：「いあー、いあー」は駄目でしょう！（笑）

ＫＰ：きっと、戦国日本のソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ 比叡山炎上（エンターブレイン刊）』の探索者たちが、それを見かねて第六天魔王の弓で封じたんだろう。

辰巳：「その第六天魔王の弓というのは、まだこの神社にあるのですか？」

ＫＰ／宮司：「もちろん、ご神体ですので大切に受け継がれております。家康公が信長公から賜ったとされる〝悪心影の弓〟とも呼ばれる和弓です」

辰巳：「なんと、かの信長公からですか……！」

睦：悪心影……どこかで聞いたことがあるような？

さやか：「あの……こう言ってはなんですが、悪心影というとなにか悪いモノのように聞こえますが？」

ＫＰ／宮司：「とんでもありません。悪心影というのは、第六天魔王──すなわち信長公の別名でもあるのです。あまりに素晴らしすぎる観世音像のご威光を押さえるために、第六天魔王の力をお借りしたというわけですな」

さやか：その悪心影という名前には、どんな意味があるんでしょう？

ＫＰ：〈クトゥルフ神話〉をロールできるよ。

さやか：まさか〈クトゥルフ神話〉をロールさせられるとは。コロコロ……わっ、成功しましたよっ！

ＫＰ：なんと、それはすごい。だったら、さやかちゃんは以前に読んだ古い書物に「悪心影とは、千の仮面を持つ異形の神、ニャルラトテップの化身のひとつである」という記述を読んだことがある。さらには「織田信長もその化身のひとつである」という説まであったりする。

睦：つまり第六天社は、ニャルラトテップを祭る神社だったということですね！

ＫＰ：聞こえが悪いなぁ。日本全国の第六天社に怒られちゃうよ。

さやか：〈クトゥルフ神話〉に成功したら、余計にこの弓が良いものかどうかわからなくなってきましたよ。

辰巳：「その観世音菩薩を広めに来た仏僧については、なにかご存じではないでしょうか？」

ＫＰ／宮司：「その方についてはよく知りませんが、確か名前は……チョウといったはずです」

睦：むむっ、ここでチョウの名前が出るとは！

さやか：まさか同一人物とか!?

辰巳：そのチョウも大日本正気団にいるのかな。安楽いすに入ることが可能な体型からして、仏像を盗み出した実行犯であることは状況的に間違いないようだが。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ニャルラトテップ」

　どうも、好きなニャルラトテップの化身は血塗られた舌な、むったんです。

　這い寄る混沌ニャルラトテップといえば、クトゥルフ神話ではクトゥルフと同じくらい有名な神様ですね。ライトノベルでも大活躍をしています。

　ニャルラトテップはクトゥルフ神話の神様にしては珍しく、はっきりとした意図をもって人間を破滅に導いたりすることがあります。何を考えているかさっぱりわからないクトゥルフ神話の神様の中で、その気になれば人間にだって変身してしまう変幻自在の能力と相まって、便利に使える悪役として重宝されているようです。シナリオで出てきた悪心影もニャルラトテップの数ある化身のひとつで、なんと織田信長にまで化けていたと言われています。

　ただ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』でニャルラトテップを活躍させすぎると、神様の手のひらで踊らされていただけで、これまでの努力は無駄だったとプレイヤーに感じさせてしまうこともあるので注意が必要です。探索者が生きるも死ぬも、ニャルラトテップの気まぐれ次第というのでは、知恵を絞って事件を解決しようとする努力もむなしいものです。

　ＴＲＰＧのキーパーというゲームを操作できる存在が、さらにニャルラトテップという万能の存在を操るという構造がよくないのかもしれません。このふたつが組み合わされば、なんだってアリにできてしまいますから。

　ただ、これは私たちのプレイグループが『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で「謎を解く」ことをメインに楽しんでいるから、そう感じるだけかもしれません。ニャルラトテップ自体はとても魅力的な神様ですし、人知の及ばない神様の気まぐれに翻弄されることこそクトゥルフ神話の真髄だというプレイグループもあると思うので、「これが正解だ」なんてことは簡単には言えませんね。むむーっ。






　その後、残念ながらさやかちゃんたちは悪心影の弓の実物は見せてもらえなかったが、それでもかなり核心に近づく情報を得ることができた。

　一方、佐々原と睦ちゃんは図書館で大日本正気団についての新聞記事などを探す。

　その結果、教主の飯田吉郎は「穏田の神様」や「穏田の行者」といった異名を持ち、日露戦争の勝利を正確に言い当てたということで、軍の要人の信頼を得て、莫大な富を築いたこと。それを資金として穏田に千坪の土地を購入して、大日本正気団を興したのだが、最近は財政が厳しいのか、詐欺まがいなことをして評判を落としているといった情報を得ることができた。




ＫＰ：ただ、詐欺の疑いはあっても、軍の要人にコネがあるので、なかなか警察も大日本正気団には手を出しにくいみたいだね。この当時、軍部の権力は相当なものだったんだ。

佐々原：うーん、軍とつながっているとは、手強い相手みたいですね。

辰巳：ここまで大がかりなカルト集団が相手というのは、このキャンペーンでは珍しいな。

ＫＰ：『るるいえばけーしょん』ではダゴン秘密教団を相手にしたけど、単発のシナリオでは初めてかな。

さやか：昼過ぎになったら、また渋谷駅前で集合していいですか？

ＫＰ：そうだね、みんな合流したということにして、次の行動を相談してくれ。

辰巳：といっても、大日本正気団に行ってみるしかないだろ。

さやか：もう本拠地に乗り込むんですか？

佐々原：なんか危なそうな気がしますけど。

辰巳：いやいや、まずは遠巻きに様子を見たり、近所の人に聞き込みをするだけだよ。

ＫＰ：穏田というのは、いまの渋谷区神宮前のことなので、渋谷駅からは歩いてすぐのところだ。その名の通り、明治以前は田んぼが広がっていて、葛(かつ)飾(しか)北(ほく)斎(さい)の富(ふ)嶽(がく)三(さん)十(じゅう)六(ろっ)景(けい)に「穏田の水車」として描かれたくらいだ。だけど、近くに代々木練兵場などの軍の施設が出来たおかげで、軍関係者の住宅が建つようになり、昭和になるとすっかり田んぼはなくなってしまったらしい。その近くには、13年前に創建されたばかりの明治神宮もある。

さやか：大日本正気団って、町中にあるんですね。もっと、山奥とかにあるのかと思いました。

ＫＰ：明治以前は武家屋敷も多く、その後、軍人の家が建つようになったそうだから、穏田は高級住宅地なんじゃないかな。

佐々原：そこに千坪の土地を買ったなんて、すごいですね。

ＫＰ：逆に言えば、もとから大きな屋敷があったからこそ、そこまでまとまった土地が買えたのだろう。

辰巳：では、まずはさりげなく大日本正気団の敷地を観察してみようか。

ＫＰ：新興宗教団体といっても、別に神社みたいなものが建っているわけではなく、普通の大きなお屋敷といった感じだね。敷地は高さ２メートルくらいの土塀に囲まれており、立派な門がある。塀の向う側がどうなっているのかはよくはわからないけど、立派な日本庭園と母屋、あと蔵が二(ふた)戸(と)前(まえ)建っているのは遠目からでもわかる。

佐々原：思ったより普通なんですね。

ＫＰ：かなりしっかりした土塀があるところは、少し変わっているけどね。さて、みんなが様子を見ていると、門の扉が重々しく開いたよ。

全員：隠れます！

ＫＰ：すると、中から白い作(さ)務(む)衣(え)を着た男女が５人ほど出てきた。彼らは団扇(うちわ)太(だい)鼓(こ)を手にして、一列に並んで歩いている。

辰巳：あれが信者なのかな？

ＫＰ：彼らは太鼓をドンドンとたたき「日本を正気に戻しましょう！　日本を正気に戻しましょう！」と、繰り返し唱えながら、住宅地を練り歩いていく。

睦：なんですか、それは！（笑）

ＫＰ：日蓮宗で団(うち)扇(わ)太(だい)鼓(こ)をたたきながら題目を唱えるのと似たようなものだと思ってくれ──いやっ、もちろん、実在の日蓮宗とはまったく関係ないよ。姿形だけは似ているって意味だからね！

佐々原：でも、そう言えば、穏田神社も元は日蓮宗のお寺だったそうですよ。

辰巳：やはり大日本正気団は穏田神社と関連があるのか……？

ＫＰ：えーと、このままだと彼らはどこかに行ってしまうけど、どうするの？

辰巳：いや、どう考えても、あれには話しかけにくいだろう（笑）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「カルティスト」

　どうも、好きなクトゥルフ神話の教団は銀の黄昏教団な、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』における敵は、異界からのクリーチャーばかりではありません。禁断の知識に触れてしまったカルティストたちが探索者の敵となるシナリオも、数多くあります。

　そんなカルティストが集団となって組織を結成することもあります。小説や市販シナリオに登場したカルト集団には「星の智恵派」や「銀の黄昏教団」や「佐比売党」なんてものがあります。『るるいえばけーしょん』の「ダゴン秘密教団」も、有名なカルト集団のひとつです。ただ、あそこはメンバーの多くが人間をやめていますけどね。

　今回、私たちが大日本正気団に警戒していたのは、相手が人間だからという理由もあります。

　普段、恐ろしいクリーチャーを相手にしている探索者ですが、理性を失った人間だって十分に恐ろしい敵となります。なにしろ、人間と同じ思考を持っているのですから、こちらの弱点も熟知しています。下手に手を出せば、警察に通報されて私たちの方が逮捕されてしまうなんてこともあるでしょう。ホント、困った相手です。






　キーパーの予想に反して、探索者たちは大日本正気団に接触することに慎重だった。

　まず、周りの住人に聞き込みをしたところ、敷地内には十数人の信者が暮らしているらしい。

　そして、時々、甘ったるい不快な匂いが漂ってくること。屋敷から女性の悲鳴のようなものが聞こえたこともあるという証言を得ることができた。ただ、相手は軍部とつながりがあるということで、近所の住人は警察には通報しなかったのだという。それを聞いた探索者は、この件では警察は味方になってくれないだろうことを予想する。

　もっと踏み込んで、入信するふりでもして屋敷に入り込めば多くの情報は得られたのだが、探索者たちは塀の外をぐるりとまわって、敷地の様子を観察するにとどまった。だが、全員が〈ナビゲート〉に失敗したため、敷地内の様子を把握することはできずに、半日をかけての調査結果としては不満の残るものとなった。

　ボクの想定では、渋谷駅のハチ公チョコの店でチョウがやってくるまで張り込むかと思っていたのだけど、探索者としてはいつやってくるかもわからない相手に時間を浪費したくはなかったようだ。

　そうこうしているうちに、夜となってしまう。

　探索者たちは、流々井江堂が侵入されたことが気がかりだったので、全員で店内に隠れて見張りをすることにした。もっとも、探索者が４人もいたら全員が〈隠れる〉に成功するなんてありえないのだが……。




辰巳：また賊が来るとは限らないけどな……。

ＫＰ：さて、夜はとっぷりと更けて、草木も眠る丑三つ時……君たちは〈聞き耳〉がしたくなる。

さやか：キタ───ッ、なにか来ましたよ。コロコロ……成功です！

辰巳＆睦：コロコロ……失敗。

佐々原：コロコロ……よしっ、ボクも成功しました！

ＫＰ：えーと、だったらさやかちゃんと佐々原は、かすかにだけど店の外に人の気配を感じ取る。それと同時に、古い家屋によくある明かり取りのすき間から、小さな球が店の中に放り込まれたのに気づく。

佐々原：ど、どんな球なんですか？

ＫＰ：ピンポン球くらいの、金属の網で出来た球だ。その球からは、わずかに煙が出ている。

佐々原：なっ、手榴弾!?

辰巳：まさか、催涙弾かなにかじゃないのかっ!?

佐々原：球の上に覆い被さって、煙が店の中に漏れないようにします！

さやか：佐々原さん、格好いい！

ＫＰ：佐々原が覆い被さっても、球は爆発することはなかった。ただ、漏れ出してくる甘ったるい匂いのする煙を吸い込んでしまった佐々原は、奇妙な感覚にとりつかれる。

佐々原：どんな感覚ですか？

佐々原：うつぶせになった床からじわじわとタールのような泥がわき上がってきて、ベタベタと体にまとわりつき身動きが取れなくなる。そして、周囲から「オム・マニ・ペニ・フム、オム・マニ・ペニ・フム……」という呪文のような声が一斉に聞こえてくるのだ。まず、佐々原は〈正気度〉ロールをしてくれ。

佐々原：ま、まずって……いったいこれからなにが起きるんですか。コロコロ……やった、成功です！

ＫＰ：成功しても１ポイントの正気度を喪失する。さらに10％の確率でなにかが起きる。

佐々原：なんかひどいことが起きそう。では、10以下が出たら駄目ということで。コロコロ……出ませんでした！

ＫＰ：この死神は一人ではない。もう一人、佐々原の上を通り過ぎる。今度は別のことが10％の確率で起きる。

佐々原：なんなんですか、これは！　コロコロ……よしっ、なにも起きません。

ＫＰ：うふふふ、それはよかったね。では、ここで他の探索者に向けて、状況を整理しよう。明かり取りから球が投げ込まれたと思った瞬間、あらかじめ人の気配を察知していた佐々原だけがいち早く行動を起こして、その上に覆い被さった。すると、佐々原は床にうつぶせになったまま、じたばたと暴れ始めたのだった。

辰巳：あの煙のせいで幻覚を見ているのか？

ＫＰ：ここからは戦闘ラウンドで、探索者のＤＥＸ順に行動を管理する。みんな、行動宣言をしてくれ。

佐々原：ボクはなにも行動はできないんですか？

ＫＰ：煙の影響から抜け出すまではね。

佐々原：だったら、仕方ないので「泥が……のみ込まれる！」と、わめいています。

さやか：私は外の気配に気づいているので、急いで店から飛び出します！

睦：私もそれについていきますよ。

辰巳：ワシは外に出ても戦闘では役に立てないから、煙が出てこないように球を覆い被せる器とかないか探すとしよう。

ＫＰ：では、ＤＥＸ順に行動を処理していこう。まずは佐々原だね。君はＣＯＮ９に対する抵抗表ロールに成功すれば正気に戻れるよ。

佐々原：ほっ、案外と簡単でした。ボクのＣＯＮは16あるので、成功率は85％ですね。コロコロ……成功です。

ＫＰ：だったら、まとわりついていた泥も、呪文の声もうそのように消え失せる。君はこの球から立ち上る煙が、自分に幻覚を見せたのだろうと確信できるよ。ただし、これでこのラウンドの行動はおしまい。

さやか：次は私の番ですね。「睦くん、外に出るよっ！」と告げてから、外に飛び出します。

ＫＰ：ところが、木戸を開けようとしたところ、なにかがひっかかっているようで開かない！

さやか：なっ、私たちを閉じ込めようとしている!?

ＫＰ：戸をこじ開けるにはＳＴＲ13に対する抵抗表ロールに成功させるか、または攻撃をしてダメージを６ポイント与えれば破壊することができる。

さやか：えーと、空手キックの方が成功しやすいですね。蹴り破りましょう！

ＫＰ：叔父さんの家なのに躊躇しないね（笑）。

さやか：〈マーシャルアーツ〉と〈キック〉で空手キーック！　コロコロ……成功しました。ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４で、コロコロ……10ポイントです。

ＫＰ：……さやかちゃんの空手キックの前には、日本家屋の木戸などもろいものであった。扉は破れたよ。

睦：続いてＤＥＸ13で、私は壊れた木戸を飛び越えて、店の外に飛び出します。

ＫＰ：すると、外には黒い服を着た男がいて、なんと店の入口に置いた新聞紙に火をつけようとしているぞ。

睦：「な、何をしているんですか！」

辰巳：閉じ込めておいて、幻覚剤を投げ込み、さらに放火とは……どこまで本気で殺しにきているんだ！

睦：これは絶対に許せないですね。火をつける前に〈こぶし〉で殴りかかりますよ。

ＫＰ：睦ちゃんが飛び出してくると、男はマッチを捨てて、ゆらりと立ち上がった。まずは、このマッチが幸運にも新聞紙に燃え移るかどうかの〈幸運〉ロールをしようかな。

睦：失敗して～っ！

ＫＰ：コロコロ……残念、失敗した。夜風に吹かれ、マッチの火は消えた。さて、君の前に立つ男は、黒い作務衣を着ていて、顔の上半分は目の部分にだけ穴の開いた布を巻き付けている。よく見ると、その布の眉(み)間(けん)の部分には「正気」と白く文字が書かれてある。

全員：なんだそれ～っ!?（笑）

さやか：どう見ても、大日本正気団の人じゃないですか。正体を隠す気があるんですか！（笑）
















睦：「この放火魔めっ！」と、〈こぶし〉でパンチ。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：このラウンドは放火をしようとしていたので、こちらはなにもできない。

睦：ダメージは１Ｄ３＋１Ｄ４です。コロコロ……６ポイント！

ＫＰ：ぐぐぐっ、結構痛いな……しかし、耐久力の半分は減らなかったのでショックは発生しない！

睦：なかなか耐久力がありますね。

辰巳：しかし、次はさやかちゃんの〈キック〉が待っているんだけどな（笑）。

ＫＰ：最後は辰巳先生の番だね。煙の球をなんとかできるものを探すのならば、暗い店内なので〈幸運〉と〈目星〉を同時にロールして成功させてね。

辰巳：成功率は48％だな。コロコロ……よし、成功。なんか見つかったぞ。

ＫＰ：では、流々井江堂には花を生けている、水の入った大きな壺がある。

辰巳：その中に球を放り込んでやる！

ＫＰ：水の中に投げ込むとジュッと音がして煙は出なくなった。ただし、球を手に取ったときに、辰巳先生は煙を吸い込むことになるので……〈正気度〉ロールをしてくれ！（笑）

辰巳：し、しまった、これは罠だ！　コロコロ……失敗。

ＫＰ：失敗は１Ｄ４ポイントの正気度を喪失する。

辰巳：ううっ、これは痛いな。コロコロ……４ポイント！　残りの正気度が45になってしまった。

ＫＰ：さらに10％の確率でなにかが起きるよ。２回ロールしてね。

辰巳：コロコロ……コロコロ……ふうっ、２回とも何も起きなかったぞ。なんかこれって怖いな！

佐々原：でも、これで煙は消えましたよ！

ＫＰ：戦闘ラウンドは、また最初に戻る。黒い作務衣の男はＤＥＸ10なので、ＤＥＸ18の佐々原からどうぞ。

佐々原：さやかちゃんたちの援護に向かいます。

ＫＰ：だったら、移動で終わりだね。けれど、これで３人に取り囲まれたので、もはや男は逃げ場を失った。

さやか：続いて、私の番ですね。すでに睦くんがダメージを入れているから、ここで〈マーシャルアーツ〉に成功してしまうと殺してしまいそう……ここは普通の〈キック〉にしておきます。

睦：１Ｄ６＋１Ｄ４のダメージだったら……（計算している）……うん、うまくいけば気絶するかも。

さやか：そんなわけで、普通のキーック！　コロコロ……成功で、ダメージは１Ｄ６＋１Ｄ４です。コロコロ……５ポイントですが、どうでしょうか？

ＫＰ：えーと、それだとちょうど気絶してしまうな。男は「む、無念……」と言い残して、ばったり倒れた。

睦：すぐに手足を縛りましょう！




　かくして、謎の男は捕らわれ、探索者は尋問を開始するのだが……。




ＫＰ：「貴様らのように不信心な者に、語る言葉はない！」と男は叫ぶと、突然、ぶくぶくと泡を吹き始めた。

佐々原：「くそっ、毒を飲んだか！」って、吐き出させようとします。

ＫＰ：いや、もう手遅れだな。どうやら口の中に毒薬を隠していたらしい。彼はガクガクと痙攣しながらも「オム・マニ・ペニ・フム、オム・マニ・ペニ・フム！」と、とりつかれたように唱え続け、そして息絶えた。そんな男の狂信的な死に様を目撃した探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうか。




　この〈正気度〉ロールには辰巳先生と佐々原が失敗して、共に２ポイントの正気度を喪失した。

　その後、死体の扱いに困り果てる探索者だったが、辰巳先生は渋谷で知り合った話のわかる警察官に通報することした。流々井江堂には電話がないため、辰巳先生は近所の商店へ借りに行くことにする。

　一方、佐々原と睦ちゃんは、他にも襲撃者がいないかと流々井江堂の周辺の見回りをしていた。




さやか：私は店に残って、男の持ち物を調べています。身元がわかるものとか、命令書とかあればいいな。

ＫＰ：彼はなにひとつ身元のわかるものは所持していない。ただ、甘ったるい匂いのする黒い粉を持っている。

さやか：これが、あの幻覚剤でしょうか？

ＫＰ：〈薬学〉で調べられるよ。

さやか：そんなのできるわけないじゃないですか。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：では、薄暗い流々井江堂で、さやかちゃんが自害した死体と二人きりで、手に入れた黒い粉に首をかしげていると……なにやら「ギュ……ギュ、ギュエッ！」という、妙な音が聞こえてくる。

さやか：ええっ、どこから聞こえてくるんですか!?

ＫＰ：男の死体の口元から「ギュエッ、ギュ、ギュッ！」と、まるで動物の鳴き声のような音がしているんだ。

さやか：こ、怖いっ！

睦：私たちは、そこにいないんですよね!?

ＫＰ：君たちは見回り中だね。ここにはさやかちゃん一人だけだ。

さやか：いや～っ！（泣）

ＫＰ：さやかちゃんの見守る前で、突然、その死体はバタバタバタッと痙攣を始めたかと思うと、ギチギチと骨と肉がきしむ音がして、徐々に体が小さくなっていく。さらには手足に黒くて堅い毛が生え始め、顔面は額が後退して、どこか類人猿じみたものに変形していく。

さやか：なにが起こっているんですか～！（泣）

ＫＰ：やがて、男の体は子猫くらいのサイズのネズミに似た姿に変身した。そして、男の顔の面影を残す、類人猿とも齧歯類ともつかない醜悪な顔を、恐怖に立ちすくむさやかちゃんに向けると「オム・マニ・ペニ・フム……おのれ、よくも、よくも！」と、金切り声で叫んだのだった。さあ、〈正気度〉ロールをしてくれ！

さやか：生き返った～！　コロコロ……し、失敗してしまいました。

ＫＰ：この光景はすごく恐ろしいので、正気度は１Ｄ８ポイント喪失する。

さやか：ううっ、ひどい。コロコロ……６ポイントの喪失！

ＫＰ：一度に５ポイント以上喪失したのなら、〈アイデア〉に成功すると一時的狂気に陥るぞ。

さやか：私は〈アイデア〉は得意なんですよ～。コロコロ……成功です……。

ＫＰ：さやかちゃんは〈クトゥルフ神話〉を１％増やしてね。そして、狂気の内容はランダムで決定しようかな。コロコロ……反復言語になった。えーと、君はまわりの言葉を反復することに執着してしまうわけだ。

さやか：つられて「オム・マニ・ペニ・フム、オム・マニ・ペニ・フム……」と、唱え続けています。

ＫＰ：ネズミの怪物は、そんなさやかちゃんを見て満足げに笑うと、その場から立ち去るのだった。ここで、他のみんなも戻ってきていいよ。

さやか：みんなが来ても、私は棒立ちでぽろぽろと涙を流しながら「オム・マニ・ペニ・フム、オム・マニ・ペニ・フム……」と唱えています。

辰巳：「なっ、なにがあったんだ！」

さやか：「死体が……ネズミに……いやああああっ、オム・マニ・ペニ・フム、オム・マニ・ペニ・フム！」

佐々原：「これはただ事ではないですね……」




　その後、探索者たちはさやかちゃんを〈精神分析〉で落ち着かせることに成功して、事情を聞くのだが、それはとても信じられないような内容であった。もっとも、探索者ではなく、プレイヤーの方は冷静なもので──




辰巳：これはネズミ怪物が《似姿の利用》の呪文を使って人間に化けていて、それが元に戻ったということなのか？

佐々原：だったら、どうして生き返ったりしたんです？

睦：もしかすると、死体がネズミ怪物に変身したのかも。リプレイの『みなせゼミの名状しがたき夏休み』でも、こんなことがあったと思うけど……。

ＫＰ：ところで、そろそろ渋谷から、辰巳先生とお知り合いの警察官がやってきてしまうけど？

辰巳：しまった、死体が消えてしまった。どうやってごまかそう！（笑）

佐々原：寝ぼけてました、とかでいいんじゃないですか？

辰巳：ワシの信用が下がりそうで嫌だな。ここは犯人は気絶していたふりをしていただけだったようで、気がついたら逃げられていたということにしておこう。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ネズミ怪物」

　どうも、好きな変身ヒーローはギャバンな、むったんです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』に慣れたプレイヤーは、このクリーチャーの外見の特徴などから、放火魔が変身したのはネズミ怪物であると推測しました。Ｈ・Ｐ・ラヴクラフトの『魔女の家の夢』という小説に登場した、ブラウン・ジェンキンという魔女の使い魔の正体が、このネズミ怪物だったのではないかと言われています。

　邪悪なカルティストは、死んだ配下をこのネズミ怪物に変身させて使い魔とするそうです。死んでからもネズミにされてこき使われるなんて、すっごく嫌ですね。

　あと、このネズミ怪物は、探索者の知っている人が変身してしまったことに気づいてしまうと、普通よりも正気度がたくさん減るという、ちょっと面白い〈正気度〉ロールのさせ方をしてきたりします。









蔵の中には誰が？




　どう見ても尋常ではない襲撃者を撃退した探索者は、自分たちが観世音像を追っていることに気づいて、大日本正気団が口封じに来たのだろうと推測する。

　かといって、彼らが犯人である証拠はなく、次の一手が打ちにくい状況に変わりはなかった。

　対抗手段と思われる悪心影の弓だけでも早めに確保した方がよいと判断した探索者は、辰巳先生の交渉術により穏田神社から借り出すことに成功した。




ＫＰ：悪心影の弓は、人の背丈ほどの長さの真っ黒い弓で、装飾はまったくなく、見た目よりも重いのが特徴だ。

佐々原：けれど、これを借りてしまったということは、観世音像と一緒に返さないといけないんですよね？

辰巳：その条件で交渉をして、穏田神社の宮司から借り出したのだからな。

佐々原：それだと、平井先生に怒られてしまう……。

さやか：佐々原さんがすごく面白い事件報告書を出せば、きっと機嫌良く許してくれますよ。そして、立て替えてくれた10円のことも忘れてくれるはずです（笑）。

辰巳：平井先生のことよりも、いまは大日本正気団をなんとかする方が先決だ。あいつら、本気でワシらを殺しにきているからな。

さやか：でも、これってどうやって使うんでしょう？

ＫＰ：みんなは〈オカルト〉をロールしていいよ。

佐々原：〈オカルト〉は大得意です。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：日本には弓に矢をつがえず、弦だけを鳴らして魔を払う、鳴(めい)弦(げん)というものがあることを知っている。

辰巳：ふむ……さっそく弦を張って、試しに鳴らしてみよう。

ＫＰ：「ビィィィン」と腹の底から響くような音が鳴った。その途端、腕に全身の精気が集中して、一気に放出された感覚がする。ただし、辰巳先生以外にはなにも感じられない。えーと、辰巳先生はマジック・ポイントを４ポイントと、正気度を１Ｄ３減らしておいてね。

辰巳：なんだとっ、これは邪悪な品だぞ!?

ＫＰ：いや、善も悪もありはしない……宇宙的恐怖に関われば、なんであれ正気は蝕まれるものなのさ。

睦：むーっ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の呪文は使うと正気度が減るものが多いですからね。

辰巳：コロコロ……ぐっ、「３」が出た。残り正気度は40。うーむ、これは軽率だったか。

睦：実際に超常的な力があるのか試すことができたのは大事ですよ！

さやか：現地に行って、なんにも効果はなかったでは困りますものね。

辰巳：なにかが起きることだけは間違いない。ワシは正気度とマジック・ポイントを減らされたんだからなっ！

さやか：やっぱり、悪そうな弓ですね。敵の敵は味方、という理屈で使ってもいいんでしょうか？

睦：仕方ないでしょう。このくらいコストが高い方が頼もしくていいですよ。




　探索者にとっては諸刃の剣ともいえる悪心影の弓だったが、睦ちゃんの言ったように、プレイヤーとしてはようやく敵に対抗できそうな手段を手に入れたことで、少しは心強くなったようだった。

　そして、再び穏田の大日本正気団を訪れた探索者であったが──




ＫＰ：昼頃、大日本正気団の屋敷の前に到着するんだけど、ちょうどそのとき門が開いて白い作務衣を着た信者たちが「日本を正気に戻しましょう！　日本を正気に戻しましょう！」と、団扇太鼓を景気よく鳴らして出てきた。

辰巳：またこれか……（笑）。

さやか：これって、シナリオ的には、あの人たちに変装して屋敷に潜入しろってことなんですかね？

睦：それよりは「入信したいんです」って、入れてもらった方が安全じゃない？

佐々原：しかし、ボクらの面は割れているかもしれませんよ。

辰巳：確かに……あのネズミの怪物がこいつらの仲間だとすれば、最悪のタイミングで正体をバラされそうだ。

さやか：それはいけませんね。あの怪物は私に恨みを持っているみたいだし……。

全員：うう～～～～～～～～～～～ん。

睦：……忍び込めそうなすきはないんですかね。もう一度、塀の周りを観察してみましょう。

ＫＰ：では、みんなは敷地の裏手にやってきた。ここには蔵が二戸前建っているんだけど、ここで〈聞き耳〉か〈目星〉のどちらか得意な方をしてもらおうかな。

睦：なにがあるのかな？　コロコロ……〈目星〉で成功しました。

佐々原：コロコロ……ボクは〈聞き耳〉で成功しています。

ＫＰ：成功した人は、蔵の屋根に近い部分にある明かり取りに、たくさんのハトが集まっているのに気づく。

睦：なんでだろう……よく観察してみます。

ＫＰ：すると、突然、にゅっと白い手が出てきたかと思うと、一羽のハトが捕らえられた。

睦：たっ、食べられた！（笑）

ＫＰ：いやいやいやっ！　しばらくすると、また手が出てきて、今度はハトを逃がしたよ。

辰巳：んんっ、いったいなにをしているんだ？

佐々原：もしかして、伝書鳩じゃないですか。なにか足につけていません？

ＫＰ：うん、そこに注意して見ればわかるけど、ハトの足になにか白いものが巻き付けられているね。

佐々原：そのハトを〈追跡〉できますか!?

ＫＰ：いいけど、この〈追跡〉は代表者が一人でしかできないからね。みんなでロールするつもりなら、失敗した人は別の方向に行ってしまい、ハトを見失った上、みんなともはぐれてしまう。

辰巳：携帯電話がないから、はぐれると合流するのが大変そうだな。ここは佐々原に任せていいんじゃないか？

佐々原：〈追跡〉は得意なんです、任せてください。コロコロ……成功しました。「みなさん、あっちです！」

さやか：本当に、今回は佐々原さんが大活躍ですね。これからずっと書生さんでいたらどうですか？

佐々原：いやだっ、ボクも現代に戻らせてくれ！（笑）

ＫＰ：では、佐々原の見事な追跡により、ハトは穏田からさほど離れていない明治神宮に舞い降りたところまではわかった。えーと、明治神宮というのは皇室の所領地だった場所に建立されたものなんだけど、そこは荒れ地同然の土地だったそうだね。でも、とても高度に計画された造営によって大量の樹木を植林したので、わずか十数年しか経過していないにもかかわらず、もうすでに自然に近い森の姿になりつつある。

さやか：はい、前にテレビで見たことがあります。人が植えた森なのに、すごいですよね。

ＫＰ：ちなみに、この当時、代々木公園のある場所には、代々木練兵場という軍の施設がある。戦後にはアメリカの軍施設ワシントン・ハイツになり、東京オリンピックの選手村を経て、ようやく昭和42年に代々木公園として開園した。意外と新しい公園なんだね。

睦：明治神宮のすぐ隣に軍の施設があるというのも……なんだか、時代を感じさせますね。

ＫＰ：ちなみに、そんな木々の多い明治神宮は、たくさんのハトの棲みかにもなっている。

佐々原：うわっ、混ざった！

辰巳：よ～し、豆をいっぱい買ってきて、ハトを集めよう。




　豆を求めて大量に群がってきたハトとの格闘の結果、探索者は目当てのハトを捕まえることに成功する。

　その足にはこよりが結びつけられており「助けて　大日本正気団」というメッセージが記されていた。




佐々原：ようやく、囚(とら)われのヒロインが登場です。テンション上がってきたぁ～っ！（笑）

辰巳：なぜ、女性だと断定する！（笑）

ＫＰ：いや、字の雰囲気からして女性っぽいんだけどね。

佐々原：ほらほら、やっぱり！

辰巳：つまり、あの蔵の中に誰かが閉じ込められているってことか……そう言えば、大日本正気団の敷地から、女性の悲鳴が聞こえたなんて話があったな。

睦：儀式の生け贄にされているとか……でも、この手紙だけじゃあ、警察は動いてくれそうにありませんね。

さやか：その人を助け出せば、大日本正気団が悪いことをしているという証人になってくれるんじゃないですか？

辰巳：どうだろうか……相手は軍部につながりを持っているわけだしなぁ。

ＫＰ：いくらなんでも、誘拐されていたという証人が出てきたら、警察だって事情聴取くらいはするとは考えられる。その後、有罪になるかどうかは、権力の微妙な駆け引きとなるだろうけどね。

睦：母屋に潜入するのは無理でも、蔵からその人を助け出すくらいならできるのでは？

ＫＰ：そうだね。蔵は敷地の隅にあるから、忍び込むのも不可能ではないだろう。

辰巳：そこから大日本正気団の悪事を暴けるかもしれないな……よし、やってみるとするか。




　明治神宮から、またまた穏田の大日本正気団に戻った探索者であったが、その行動はやけに慎重だった。

　まずは塀の外から、蔵の明かり取りを目掛けて、助けに来たことを伝える手紙を〈投擲〉で放り込むことにする。ところが、戻ってきた手紙の筆跡は男性のものに変わっており、探索者は困惑することになる。




ＫＰ：内容は「明かり取りには格子があって出られない。下の扉を開けてくれ」というものだ。

辰巳：うう～む、蔵の中に大日本正気団の見張りがいて、ワシらをだまそうと偽の手紙を書いたのか？

睦：私たちをおびき寄せる罠っていうことですか……そんな、回りくどいことをしますかねぇ。

佐々原：もう一度、手紙を送ってみましょうか。

ＫＰ：次からは〈投擲〉のロールをするたびに、幸運にも敷地内の人間に気づかれないかどうかの〈幸運〉ロールをしてもらうからね。

辰巳：何度も繰り返すのは危険だな。囚われている人にも危険が及ぶ。

ＫＰ：そんなふうに悩んでいると、蔵の明かり取りに、誰かがひょこひょことジャンプしながら、外の様子を見ようとしているのがわかる。

佐々原：おおっ、いったいどんな人ですか!?

ＫＰ：図書館で大日本正気団のことを調べた佐々原と睦ちゃんは、新聞の写真で見覚えがあるんだけど……大日本正気団の教主、飯田吉郎その人だね。

佐々原：おまえはお呼びじゃな～い！（泣）

辰巳：んんっ、飯田が囚われているということは、もしかしてすでに教団はチョウに乗っ取られているのか？

さやか：私たちをだますにしても、顔が知られている飯田本人が現れるわけないですよね。

辰巳：うむ、確かにそれは考えられないな。

睦：ここは飯田を助けて、内部情報を入手しましょう。

辰巳：ふーむ、そろそろ忍び込むとするかぁ。




　夕暮れを待ち、探索者は塀を上って敷地内へと潜入する。

　ところが、蔵の南京錠を壊すための〈機械修理〉に探索者全員が失敗してしまうというトラブルが発生した。

　仕方なく、蔵の扉越しに閉じ込められている男と話をしたところ、どうやら飯野吉郎本人であることは間違いないようだった。




ＫＰ：飯田によると、信者たちの裏切りにあって、こんなところに閉じ込められたのだそうだ。

辰巳：「なんだって、裏切られたりしたんだ？」

ＫＰ：ぐだぐだと回りくどいことを言うんだけど、要約すると金策に困って大日本正気団の本尊である観世音像を売ってしまったことが原因のようだね。それに怒った教団の幹部であるチョウが、他の信者たちに命じて飯田を蔵に閉じ込めたらしい。飯田としては、これまで一緒に教団を運営してきたチョウが、そこまで激怒するとは思っていなかったそうだ。それに信者たちも、いつのまにか飯田ではなく、チョウに付き従うようになっていたという。

睦：……つまり、飯田よりも、観世音像の方がよっぽど大切だったということですね。だから、あんな手の込んだ方法で奪い返しにやってきたのでしょう。

さやか：もともと、飯田はチョウに利用されていただけなんじゃないですかね？

睦：飯田の名前と資金を使って信者を集めて、チョウがよからぬ方法で信者を洗脳していたのかな。

さやか：それなのに大事なご本尊を売り飛ばされたら、そりゃあ怒りますよね～。

佐々原：「そんなことより、他に誰か捕まっていないのか！」

ＫＰ／飯野：「ああ、長(は)谷(せ)川(がわ)千(ち)香(か)という若い女が一緒に閉じ込められていたな」

さやか：また、チカぽんが巻き込まれてる～！（泣）

辰巳：昭和初期でも、彼女は事件に巻き込まれる運命なのか……。

佐々原：「ボクらは、彼女の手紙を見て助けに来たんだ」

ＫＰ／飯野：「あの小娘、ハトを集めてつまらんことをしていると思ったが……それが役に立ったというわけか」

佐々原：「それで彼女は無事なのか!?」

ＫＰ／飯野：「うーん、あの娘はさきほど信者どもに連れられていった……」

全員：なんだって～！

佐々原：「いったいなんのために！」

ＫＰ：それを尋ねた途端、いままで横柄だった飯野の口調が変化する。「おそらくは、チョウの儀式のために連れて行かれたのだろう。ヤツは観世音像が安置されている屋敷の奥座敷で、ときおり一人で儀式をすることがある。いや……一人ではなかったのかもしれない。観世音像が安置されている御(み)簾(す)（よく高貴な者の姿を目隠しするために室内に吊(つる)されている、すだれのこと）の奥に、なにかがいたんだ。煙の中、それは連れてこられた女の体で遊んでいた。オレはそれを上から見ていた……そいつは、女を使って遊んでいたんだ……遊んでいたんだ……！」と、なにかトラウマに触れられたかのように、落ち着きのない口調でまくし立てた。

さやか：「上から見ていた？」

佐々原：「遊んでいた……どういうことだ？」

ＫＰ：ここでみんなは〈精神分析〉ができるけど、扉越しなので成功率は２分の１になる。

全員：コロコロ……失敗。

ＫＰ：じゃあ、いまの飯野の精神状態はわからなかった。

さやか：チカぽんを助けるには、やっぱり屋敷に潜入しないと駄目ってことでしょうか？

辰巳：しかし、屋敷には信者が10人以上もいるんだぞ。さすがに無謀だろう。

睦：悪心影の弓で鳴弦をすれば、信者の洗脳が解けるとか……。

辰巳：それはあるかもしれないが、もしも解けなかったら、ワシらはおしまいだぞ？

佐々原：あまりゆっくりはできませんよ。よくわからないけど、チカぽんが何者かに遊ばれてしまう！




　ここでプレイヤーは、千香の救出作戦について悩むことになる。

　これまでのさやかちゃんの空手キックの活躍だけを見るとすごく強いように感じるかもしれないが、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の戦闘ルールでは、こちらよりも数の多い敵を相手にすることは圧倒的に不利なのだ。そのため、信者たちに気づかれるのだけは絶対に避けたかった。

　なかなか結論が出ないので、ボクはちょっとだけヒントを出してあげることにする。




ＫＰ：さっき、さやかちゃんがいいところをついていたんだけどね……。

さやか：えっ。なにか言ってましたっけ……私、無意識のうちにしゃべっていることが多いので（笑）。

佐々原：ちゃんと考えて話してよ（笑）。

ＫＰ：飯田が奥座敷で見たものについて語ったあとにだよ。

さやか：えーと、あのことを言ったあと、アレを言って、コレを言って……そうだ、「上から見ていた」って、なんだろうって思ったんだったっけ。

辰巳：上から……確かに妙な言い方だな。

佐々原：「おい、上から見ていたというのはどういう意味なんだ？」

ＫＰ：すると、飯田は「そ、そんなことはどうでもいいだろう。それより、早く助けてくれ！」と、わめき始める。

佐々原：「コラッ、騒ぐな！」

ＫＰ：（ここで佐々原の〈心理学〉だな。コロコロ……成功したか）なんだか飯田は、痛いところを突かれたといった調子で焦っているようだね。

佐々原：どういうことでしょう？

辰巳：つまり……チョウは一人で儀式をしていたというのに、どうして飯田が上から見ていたのだという点がおかしいんだな。ここにヒントがあると……。

佐々原：それって、いま千香ちゃんがされているところを見たというわけじゃないんですよね？

ＫＰ：そうだね、以前にも千香のようにさらわれた女性がいて、彼女が儀式で「遊ばれている」ところを目撃したときのことを語っている。

睦：女性の悲鳴が聞こえたという近所の人の話もありましたから、儀式は何度も繰り返しているのでしょう。

辰巳：もしかして、この男……通気口とか、屋根裏からのぞき見をしていたんじゃないのか？

ＫＰ：おっと、屋根裏というキーワードが出たら、飯田は観念したように白状する。「ううっ……お恥ずかしい。実はオレにはのぞきの趣味があってな。この屋敷の屋根裏には、それぞれの部屋をのぞいてまわれるように秘密の通路があるのだ。そこからチョウの儀式をのぞき見していたら……やつは……やつは！」

佐々原：「ええいっ、それはいいから。その秘密の通路の場所をすぐに教えろ！」

ＫＰ／飯田：「なんだとっ、あんな小娘のことよりも、さっさとオレを助けろ。オレは『穏田の神様』とさえ呼ばれた、あの飯田吉郎だぞ！」

佐々原：なんだか、助ける気が失せてきました。

さやか：それは同感ですけど、この人から屋根裏への入口を聞き出さないと。「連れて行かれた女性を助けたら、あとで必ず助けに来ますから……でも、もしもあなたが秘密の通路を教えてくれないと、私たちも信者に捕まってしまい、助けに戻って来られないかもしれませんけどね」と、〈言いくるめ〉をします。

ＫＰ：なるほど、理にかなっているな。扉越しだから〈言いくるめ〉にもペナルティをつけようと思っていたけど、内容が良いからペナルティはなしにしてあげよう。

さやか：わーい、コロコロ……やったぁ、成功です！

ＫＰ／飯田：「うーむ、わかった。ならば教えてやろう……ただし、絶対にあとで助けに来るんだぞ！」

さやか：「はいはい、任せてください」って、言うだけならタダですからね（笑）。







屋根裏の散歩者を待つ者は？




　いろいろ手間取ったが、ようやく探索者たちは大日本正気団の心臓部である母屋への潜入を開始する。

　飯田の情報通り、離れの渡り廊下付近から、誰にも気づかれることなく母屋の屋根裏へ侵入することができた。




ＫＰ：この屋敷の屋根裏には、梁(はり)の上に板が張ってあって、どの部屋にも這って行き来できるようになっている。さらには天井裏のあちこちに光が漏れていて、中の様子がぼんやりとわかるようになっている。この光はすべて天井に開けられた穴からのもので、ここから下の部屋の様子をのぞき見ることができるんだ。

辰巳：江戸川乱歩の『屋根裏の散歩者』というわけか……今回のシナリオは、ぐいぐいと乱歩ネタを入れてくるな。

佐々原：そうだ、いまのうちにハンカチとかをマスク代わりにします。飯田の話だと、儀式をするときには煙が出るみたいですから、また幻覚を見ないように用心しておかないと。

辰巳：おっと、そうだったな。ワシらも見習わせてもらおう。

ＫＰ：了解した（なかなかさえているなぁ）。

さやか：えーと、それで奥座敷の場所は天井裏からでもわかるんでしょうか？

ＫＰ：日本家屋の部屋の配置には法則があるからね。当時の探索者である君たちなら、この屋敷なら奥座敷はあのへんだろうと、だいたい感覚でわかるよ。

さやか：じゃあ、そちらの方にずりずりとはっていきます。

ＫＰ：ところで、誰が悪心影の弓を持っているのかな？

さやか：正気度がいちばん高い、私が持っていることにします。

ＫＰ：なるほどね……では、君たちが屋根裏を散歩していると、その進む先にある太い梁の陰から何者かが顔を現した。それは醜く変形しているが、紛れもなく流々井江堂を襲撃した、あの黒衣の男の顔だった。ただ、なにかの錯覚か、その顔はやけに小さく、まるで子猫の頭くらいにしか見えない。

さやか：「いやあああああっ！」って、その顔はトラウマなんです。

ＫＰ：「キキキッ、まさかこんなところまでやってくるとはな……」と、男は耳障りな金切り声でつぶやくと、ゆっくりと梁の陰から全身を現した。なんとおぞましいことに、その男の体はネズミそのものだった。顔と手足の先だけに人間の痕跡を残し、不快な声で言葉をしゃべる、ネズミの怪物だったのだ……さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。成功したら正気度は喪失しないけど、失敗したら１Ｄ８ポイントの喪失だからね。

佐々原：ここで出てこられると、すごくやばいですよ。狂気に陥ったら、潜入が台なしだ！

ＫＰ：そんなこと言われてもねぇ。ネズミ怪物がいるには、この屋根裏ほどふさわしい場所はないだろう。

さやか＆睦：コロコロ……成功です！

辰巳：コロコロ……くそっ、失敗してしまった。コロコロ……３ポイントの喪失。残り正気度は37で、あと５ポイント喪失すると不定の狂気に陥るぞ！

佐々原：コロコロ……駄目だ、失敗です。低い目出ろ～、コロコロ……ぎゃっ、５ポイントの喪失です。残りの正気度は30で、あと２ポイント正気度が減ったら、不定の狂気に陥ります。

睦：それはきつい……もう１ポイントも減らせないね。

佐々原：とても最後まで正気でいられるとは思えないです……。

ＫＰ：では、このネズミ怪物の真の恐怖を理解できるかどうか、佐々原は〈アイデア〉をどうぞ。

佐々原：だから〈アイデア〉は得意なんですってば。コロコロ……成功です。もう駄目だ！（泣）

ＫＰ：潜入が台なしになるかどうかの瀬戸際だけど、ここは無慈悲にランダムで決定させてもらおうか。コロコロ……ほお、悪くないのが出たぞ。君は視覚障害に陥る。きっと、目の前にある恐怖から逃避するために、精神の安全装置が働いて、目を閉じたまま開けられなくなってしまうんだろう。

佐々原：「あんなのは幻覚だよ。ほら、真っ暗でなにも見えないよ！」と、目を閉じたまま勝ち誇っています（笑）。

辰巳：とりあえず、おとなしい症状で助かったな。

ＫＰ：さて、ここから戦闘ラウンドで管理することになるけど、どうするかな？




　潜入中の屋根裏で乱闘を始めるほど、探索者たちも愚かではなかった。

　実はネズミ怪物は能力値は低いのだけど、攻撃を避ける能力だけはとても高いという面倒な相手なのだ。そうでなくても、薄暗い屋根裏での行動にはペナルティがつくため、この探索者たちでネズミ怪物を倒すとしたら、さやかちゃんが習得したばかりの《萎縮》の呪文を使うしかなかっただろう。




さやか：やっぱり、悪心影の弓を鳴弦させてみましょう。それで、この怪物を元の姿に戻せるかもしれません。

睦：むーっ、さやかちゃんが正気度を喪失してもいいというのなら、試してみるのもアリかなぁ？

辰巳：そして、その間にワシが佐々原を〈精神分析〉するという流れだな。

さやか：どうせ、佐々原さんを元に戻さないと、先に進めませんしね。その治療に１ラウンドかかってしまうのなら、その間、ネズミ怪物に攻撃するよりも、鳴弦をした方がなにか良いことが起きそうな気がします。

辰巳：よしっ、その作戦で行ってみよう！

ＫＰ：了解した。まずはＤＥＸ20のネズミ怪物の行動からだ。

さやか：はっ、早い！

ＫＰ：しかし、ネズミ怪物は「さあて、おまえたちのことをチョウ様に報告しに行ってやろうかぁ？」と、そんな素振りだけを見せて、君たちの目の前をうろちょろするという挑発的な態度を見せる。その姿にふさわしい、実に嫌らしい性格にねじ曲がってしまっているようだ。

さやか：「そうやってバカにしていられるのもいまのうちです。これを聞きなさい！」と、悪心影の弓を「ビィーン」と鳴弦させます。正気度は、コロコロ……２ポイント喪失。マジック・ポイントは４ポイント減るんですよね。

睦：さあ、どうなるのかな？

ＫＰ：ネズミ怪物は、さやかちゃんがなにをしたのかわからずにキョトンとしているね（笑）。

全員：あっちゃ～っ！

さやか：あれっ、効かないの？（泣）

辰巳：ええい、とにかくワシはやれることをやるだけだ。「おいっ、佐々原。ちゃんと現実を直視しろ！」と、〈精神分析〉をするぞ。コロコロ……成功だ！

佐々原：なんだか、このまま目を閉じていた方が幸せだったかも。「ああっ、いる！　やっぱりあれは幻覚じゃなかったのかぁ～」




　次のラウンド。プレイヤーたちは再び悩んだ結果、このような結論を出した──




辰巳：くそっ、いくら考えてもらちがあかない。こんなやつは無視して、一気に奥座敷まで突入しよう！

さやか：報告される前に、こっちが奇襲すれば問題ありません！

睦：もう、天井を踏み抜くくらいの勢いで行きましょう！

ＫＰ：では、君たちの勢いに気圧され、ネズミ怪物は急いで奥座敷の方へと逃げていく。

さやか：それを追いかけます。「見て、あいつが道案内してくれている！」

ＫＰ：物は言い様だな……さて、奥座敷と思われる場所にまで這ってきたところで、君たちは下から漂ってくる甘ったるい匂いに気づく。

佐々原：これはあの幻覚の煙!?

ＫＰ：でも、事前にマスクをしているので、煙の効果は弱くなっている。みんな［ＣＯＮ×５］のロールをしてみてくれ。失敗したら、急いで這ってきたことによる疲労で息が乱れてしまい、煙を大量に吸ってしまうぞ。

辰巳＆佐々原＆睦：コロコロ……成功。

ＫＰ：それなら、君たちは煙の影響を受けずに済むよ。

さやか：コロコロ……きゃっ、こんな大事なところで失敗だなんて！

ＫＰ：では、煙の影響で、さやかちゃんは幻覚を見てしまう。これが君の見る幻覚の内容だ。感情を込めて、自分でみんなに読んで聞かせてあげるように（そう言ってメモを渡す）。




……………………

●幻覚の内容




　屋根裏に冷たく黒い泥があふれ出してくる。

　泥の中から音が聞こえてきた。それは人の声のようで、なにやら「オム・マニ・ペニ・フム」とお経のようなものを唱え続けている。

　泥に汚れた仲間たちの顔に奇妙な変化が起きる。

　耳がうちわのように大きく広がり、鼻が象のように伸びていく。やがて鼻の先端はむくむくと膨らんでいき、円盤のような形となった。

　そこで、私は気づく……自分の鼻が……耳が……やけに重いことに。

　そして、私は見た……目の前にゆらゆらと揺れている、先端に円盤をつけた長い管を！

　あれはなんなのだ……あれは誰の鼻なのだ……？

……………………




さやか：「──もしかして、あれは私の鼻なの!?」

ＫＰ：あと、例の10％の確率で起きるイベントを二度ほど繰り返してもらおう。

さやか：コロコロ……コロコロ……ほっ、何も起きませんでした。

辰巳：これって、いったい何が起きるんだろうな？

ＫＰ：さぁてねぇ？（笑）

佐々原：それにしても、よりによって悪心影の弓を持っている、さやかちゃんが行動不能になるなんて！

睦：ここは一刻を争うので、さやかちゃんは自力で目覚めてもらって、私たちだけでも突入しましょう。

さやか：すぐに正気に戻って、必ず追いかけますから！

辰巳：いや……ここは初手が重要な気がする。悪心影の弓は持っていった方がいいだろう。

睦：悪心影の弓をさやかちゃんから奪い取って、下の部屋に飛び降りることはできますか？

ＫＰ：まあできるとしよう。

佐々原：でも、これ……誰が持つんですか？

辰巳：なんと、このメンバーだとワシの正気度37がいちばん高いようなので、ワシが持つべきなのか？

睦：でも、辰巳先生はさっき試しに鳴弦をしたせいで、マジック・ポイントが減っていますよね。もしも、鳴弦をしたあと、相手のマジック・ポイントに対する抵抗表ロールをさせられたときに、それだと不利ですよ。ここは私が持っていった方がいいでしょう。

辰巳：では、すまないがそうしてもらおう。

さやか：みなさん、ごめんなさ～い！（泣）

佐々原：では、どかーんと天井の板を踏み抜いて、そのまま奥座敷に突入します！

ＫＰ：飛び降りた君たちを待ち受けるのは、仏教様式の豪奢なデザインだけど、すべての色が真っ白という独特な僧衣を着た、非常に小柄な男だ。顔はアジア系だが、かなり浅黒く、深いシワが刻まれている。その見た目からは年齢の推測ができない、なんとも得体の知れない人物だ。おそらく彼がチョウだろう。そして、ネズミ怪物はチョウの手のひらに乗っており、ご褒美にもらったらしいハチ公チョコをくわえて嫌らしい笑みを浮かべている。

佐々原：さらわれた千香ちゃんは？

ＫＰ：チョウの背後、座敷の奥を隠す御簾の前に横たわっている。あたりには例の煙が立ちこめており、飯田の言った通り、御簾に奥に何者か……よからぬものがいるのを本能的に察知できる。

辰巳：睦くん、すぐに悪心影の弓を鳴弦してくれ！

ＫＰ：その前に、ネズミ怪物から報告を受けていたので、チョウが先に行動をさせてもらおう。チョウは、ネズミ怪物に対してもうひとつチョコを渡すと「よ～し、よしよしよしよし、よ～く知らせてくれたぁ」と、上機嫌で褒めている。そして、悪心影の弓を持っている睦ちゃんに対して、手に持った儀式用のナイフを掲げると、これまで聞いたこともない未知の言語でなにやら唱え始めるのだった。

佐々原：しまった、あいつは呪文を使うんだった。むったんが危ない！

ＫＰ：さ～て、ここはオープンダイスでやらせてもらおうかな。この呪文は成功したら、すごいことが起きるぞ。コロコロ……「58」ということは、睦ちゃんのマジック・ポイントが９だったら成功だ。

睦：残念、私のマジック・ポイントは11ですから失敗です。よかった、鳴弦していたら呪文にかかってましたよ！

ＫＰ：くっ、失敗したか。この呪文はコストがでかいから、乱発できないのに！

睦：まさか、いまのって《手足の萎縮》の呪文……そんなものを女の子にかけるなんてひどすぎます！

ＫＰ：（その言葉を完全に無視して）では、チョウの待ち伏せ攻撃は終わったので、ここからは普通の戦闘ラウンドで処理をしよう。まずはＤＥＸ20のネズミ怪物が、睦ちゃんに嚙みついてくる。コロコロ……失敗。えーと、チョウのＤＥＸは17だから、佐々原が先に行動できるよ。

佐々原：ボクは戦闘力がないんですが……ナイフでチョウを攻撃してみます。コロコロ……駄目です外れました。

ＫＰ：よし、次のチョウの行動は、睦ちゃんに対して、「この恐ろしい魔窟にやってくるとは、よい度胸だ……小娘……逃げるのならば、いまのうちだぞ……」と、まるで暗示に掛けるように語りかけてくる。またオープンロールで、今度はＰＯＷに対する抵抗表ロールだ。コロコロ……「31」だから、睦ちゃんのＰＯＷが22じゃなかったら成功だよ（笑）。

睦：そんなにあるわけないでしょう！（泣）

ＫＰ：すると、睦ちゃんはチョウの言う通り、自分がとても危険な場所に迷い込んでしまったと感じてしまい、すぐにでも逃げ出したくなってしまう。これは《支配》という呪文で、かけられた者が矛盾に感じない命令ならば従ってしまうという効果がある。

睦：「私……ただの女学生なんです。こんな恐ろしいところには、いられないわ……」

さやか：次は、ＤＥＸ15の私ですね。幻覚から目を覚ましたいんですけど？

ＫＰ：煙の幻覚から正気に戻るためには、ＣＯＮ９に対する抵抗表ロールに成功しないといけない。

さやか：えーと、成功率は85％です。「私の鼻がこんなに醜いはずがない！」っと、コロコロ……成功！

ＫＰ：すると、いままで見えていたものは、すべて幻であったことに気づく。

さやか：みんなを追って、奥座敷に飛び降ります！

ＫＰ：じゃあ、飛び降りたところで、このラウンドの行動は終了だね。次は睦ちゃんの行動だけど、君は《支配》の効果によって、この部屋から逃げ出そうとしている。

睦：むむ～っ、悪心影の弓を持っていくのはまずいですよね。「こんな大きな弓、逃げるのに邪魔よ！」って、置いていくことはできませんか？

ＫＰ：ん～、まあいいだろう。

辰巳：それなら、次はワシの番だから、その弓を拾って鳴弦をさせよう！

さやか：でも、辰巳先生は正気度が……なんだったら、次のラウンドで私がやりますけど？

辰巳：いや、このあとネズミ怪物とチョウに行動をさせるのはまずい。いまは一手すら惜しい状況だ。ここはワシがやろう！

佐々原：さすが辰巳先生。探索者としての覚悟が違いますね！

辰巳：悪心影の弓を構えて「ビーン」と、鳴弦をさせるぞ！

ＫＰ：じゃあ、まずはコストとして正気度を１Ｄ３ポイント。マジック・ポイントを４ポイント減らしてね。

辰巳：１が出てくれ。コロコロ……くっ、２ポイントか。

ＫＰ：では、辰巳先生が悪心影の弓を鳴弦させると、人間には及びもつかない力が放出された気がする。まず、その音を聞いた睦ちゃんは《支配》の呪文から解放されていいよ。

睦：「はっ、私は……なにを!?」

ＫＰ：そして、辰巳先生は〈アイデア〉をしてちょうだい。

辰巳：〈アイデア〉は85％もあるのだ。コロコロ……成功した。

ＫＰ：辰巳先生が鳴弦した瞬間、チョウが儀式用ナイフを掲げたことに気づく。その動作は、まるで背後にある御簾をかばうかのようであった。

辰巳：……それで、御簾の奥にある気配はどうなったんだ？

ＫＰ：いまだに感じられる。それどころか、こちら側になにかがズリッ、ズリッと引きずられているような音も聞こえてきたぞ。

さやか：なにか出てきそうです！

辰巳：うむむっ……また、無駄に鳴らしてしまったか。先に、あのチョウをどうにかしないと駄目のようだな。

ＫＰ：これで二ラウンド目になるね。まずはネズミ怪物の攻撃だけど、憎いさやかちゃんを狙うことにしよう。コロコロ……よしっ、成功した。

さやか：「きゃ～～～～～っ！」

ＫＰ：とはいえ、ダメージは１Ｄ３なんだけどね。コロコロ……耐久力を１ポイント減らしてくれ。

さやか：なんだ、大したことないですね。

ＫＰ：しかし、このネズミ怪物はさやかちゃんののどに嚙みついたまま、肉を引き千切り続けるのだ。次のラウンドからは攻撃のロールをしないで、ずっと１Ｄ３ポイントのダメージを与え続けるので覚悟するように。

さやか：そ、その前にけりをつけますから大丈夫です！

佐々原：次はボクの番なので、もう一度、チョウを攻撃します。コロコロ……駄目だ、また失敗です。

ＫＰ：よし、チョウの番だな。ここは悪心影の弓を持っている辰巳先生に向けて、最後の呪文をかける。オープンロールで、コロコロ……よしっ、11だ。辰巳先生のマジック・ポイントが９ポイント以下だったら成功だ。

辰巳：くっ……悪心影の弓を２回も鳴弦させているから、ワシのマジック・ポイントは３しかない。

ＫＰ：ふっふっふっ……それはよかった。チョウが儀式用ナイフを構え、未知の言語による呪詛を唱えると、突然、弓を持っている辰巳先生の左腕からもくもくと煙が立ち上る。

辰巳：「こ、これは……!?」

ＫＰ：辰巳先生の左腕は、激痛と共にみるみる焼け焦げるかのようにしぼんでいき、当然のことながら悪心影の弓を落としてしまう。この恐ろしい光景を見た探索者は全員〈正気度〉ロールだ！

全身：ええ～っ!?

ＫＰ：呪文の効果を見た者に〈正気度〉ロールをさせる。これが《手足の萎縮》の恐ろしいところなのさ！

さやか：コロコロ……成功しました！

辰巳＆睦＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：３人も失敗したか。成功は正気度は減らない。失敗は１Ｄ３ポイント喪失する。

辰巳：うーむ、ここで「３」が出たら不定の狂気だぞ。

さやか：辰巳先生、しっかり！

辰巳：うぬぬぬっ、コロコロ……よしっ、２ポイントで済んだぁ！

全員：よかったぁ～～～～～～っ！

睦：私はまだ不定の狂気には届きませんが。コロコロ……むはっ、「３」が出ました。残り正気度は33です。

佐々原：ボクの場合、「１」が出ても不定の狂気なんですけどね。コロコロ……しかも、よりによって「３」とは！（泣）

ＫＰ：このシナリオでは、どんな不定の狂気に陥るか設定していないから、ランダムで決定してみようかな。コロコロ……えーと、佐々原からは倫理観が完全に喪失して、非常に利己的で自分本位な性格になってしまう。つまり、罪を犯すことにまったく良心の呵責を感じない危険人物となってしまうわけだ。そんな精神状態でどんな行動をするのか、次のラウンドまでに考えておくこと。

佐々原：こ、こんなときに最低の人間になってしまった……。

ＫＰ：えーと、それから辰巳先生は左腕が枯れ木のようにしおれてしまったことにより、永久的にＣＯＮを３ポイント失う。

辰巳：な、なんだと……ワシのＣＯＮが……!?

ＫＰ：さらに耐久力が１Ｄ８ポイント減る。ここもオープンダイスで、コロコロ……おや、「８」が出たぞ！

睦：辰巳先生が死んじゃう！

辰巳：いや……なんとか生きてはいるが、一度に耐久力の半分以上を失ったから、ショックで意識不明になるかどうか［ＣＯＮ×５］ロールをしなくては。コロコロ……駄目だ、気絶してしまった……バタリ。

ＫＰ：ここはおとなしく気絶しておいた方がいいかもしれないね。さて、次はさやかちゃんだぞ。

さやか：まずはチョウをなんとかしないといけないんですよね。儀式用のナイフを奪い取るにはどうしたら？

ＫＰ：ルールによると、２ラウンド連続で〈組みつき〉に成功すれば奪えるね。

さやか：〈組みつき〉なんて成功率25％しかありません。キックして倒した方が早いですよ！

ＫＰ：さて、どうだろうね……相手は魔術師だよ？（ハッタリである。小柄なチョウの耐久力は９しかない）

さやか：ええい、それでも〈マーシャルアーツ〉と〈キック〉をします。

睦：大丈夫、相手もマジック・ポイントの残りが少ないみたいだから、これ以上は妙なことはできないはず！

さやか：「よくも、辰巳先生を！」と、空手キック。コロコロ……〈マーシャルアーツ〉と〈キック〉両方成功！

全員：さやかちゃん、やれ～っ！

さやか：一撃でけりをつけてあげます。ダメージは２Ｄ６＋１Ｄ４。コロコロ……13ポイント！

全員：どうだっ!?

ＫＰ：なんだよ、13ポイントのダメージって、おかしいよ。えーと、さやかちゃんの一撃をまともに食らったチョウは信じられないといった顔をして、二、三歩後ずさりすると、口から大量にどす黒い血を吐き出した。「そんな……ここで終わるのか……？」と、うめきながら背後にある御簾にすがりつき「丘よりきたる御方よ……申し訳ございません。私は〝白い侍者〟とはなれなかったようです……」と言い残して、御簾と一緒に崩れ落ちる。

佐々原：その御簾を取るな～！（泣）

ＫＰ：取り払われた御簾の奥には、一体の観世音像が立っていた。その像の体からは長いチューブ状のものが伸びており、その先端には胸にあったはずの日輪と思われていた円盤がくっついていた。その奇怪なチューブは、先端の円盤を畳に押しつけ、まるで尺取り虫のようにしてズリッ、ズリッとこちらに前進してくる。

睦：なっ、なに……これ？

ＫＰ：やがて、君たちの目の前で驚くべきことが起きた。観世音像の体、前半分にすうっと縦に切れ目が走ったかと思うと、ぱっくりと内側から開き始めたのだ。その姿はまるで宝(ほう)誌(し)和(お)尚(しょう)立(りゅう)像(ぞう)を彷彿とさせるものであったが、像の中から現れたものは、十一面観音ではなく……異形の神だった。大きく広がった水かきのような耳、鋭い牙、そして円盤のついた長い鼻。一見、それは象のようにも見えたが、その深く落ちくぼんだ目の奥には、絶対の支配者たる威厳を持ち合わせていた。しかし、その支配は仁でも義でも徳でもなく、見る者の魂を凍り付かせる圧倒的恐怖によってのみなされることを、この神の御前に立つ者は確信することができたっ！

辰巳：こいつは……本物が出たぞ！
















ＫＰ：さあ、丘よりきたる恐怖とも称される神、チャウグナー・フォーンを見た探索者は〈正気度〉ロールをしてもらおうかぁっ！

辰巳：気絶しているワシは〈正気度〉ロールはするのか？

ＫＰ：しないで結構です。

辰巳：やったぁ～！（笑）

佐々原：いいなぁ、辰巳先生！

さやか：これって神様なんですよね。失敗したら、どうなっちゃうんだろう。コロコロ……きゃっ、失敗！（泣）

佐々原：コロコロ……ボクも失敗です。なんなの、なんなのこれ。こんなの絶対におかしいよ！（泣）

睦：ここで全員失敗したら、シナリオが詰んでしまうような気がします。コロコロ……やった、成功した！

さやか：よかったぁ！

ＫＰ：えーと、成功した人は１Ｄ４の正気度を喪失する。

佐々原：成功でも１Ｄ４ですか!?

睦：そのくらいは覚悟しています……って、ここで「４」が出たら、私も不定の狂気になるのか。それだけは絶対に避けなくては。コロコロ……３ポイントの喪失。なんとかギリギリで正気は保っています！

ＫＰ：ひゅ～っ、熱いねぇ！（笑）

辰巳：あと１ポイントでも減ったら、不定の狂気になるのか……ひどいな。

ＫＰ：そして、お待ちかね。失敗した人は２Ｄ６＋１ポイントの正気度を喪失する！

さやか：なっ、なんですか。その２Ｄ６＋１というのは！

佐々原：そんな減らされかた、初めてですよ！（泣）

ＫＰ：普通は正気度の喪失ってダイス１個でロールさせることが多いんだけど、チャウグナー・フォーンって妙な減らし方をさせるんだよな。最大値は低めだけど、５ポイント以上がすごく出やすい。

さやか：私、空手キックでいつもロールしているから２Ｄ６は得意なんですよ。いつも高目が出てくれるダイスじゃなくて、別のダイスを使おうっと。

ＫＰ：どうぞ、どうぞ。好きにしてくれ。

さやか：ダイスに気合いを入れずに～、ほにゃっ、コロコロ……ううっ、７ポイント減りました。一時的狂気に陥るかどうか〈アイデア〉をします。コロコロ……うにゃ～ん、こちらも成功です（泣）。

佐々原：ボクはすでに不定の狂気に陥っているのですが、コロコロ……なっ、「５」が出た。ボクも〈アイデア〉ロールをしないと。コロコロ……また成功です。

ＫＰ：あららっ、ひどいねこれは。２人ともランダムで決定しようかな。コロコロ……さやかちゃんはフェティッシュになったね。なにかに異常に執着するようになるわけだ。

さやか：この状況で、フェチになったと言われても困りますよ。

ＫＰ：コロコロ……佐々原の方は偏執症に陥る。この場合は、疑心暗鬼にかられて、自分がみんなに狙われているとか、おとしめられているとか、そんな思い込みに支配されてしまうといった感じかな。

佐々原：そのうえ、不定の狂気で倫理観がなくなっているんだから、もう最低最悪の人間になってます。

ＫＰ：とりあえず、狂気の内容はそんな感じなので、自分の番がくるまでにどういった行動をするか考えておくように。ちなみに観世音像の中から現れようとしているチャウグナー・フォーンは、その鼻の先についた円盤を目の前で横たわる千香の方へと伸ばそうとしている。

さやか：チカぽんが遊ばれてしまう！

睦：そうはさせない。まだ、奇跡的に正気を保っている私の行動が残っています。すぐに悪心影の弓を手に取って、鳴弦させられますか？

ＫＰ：逃げる途中で正気に戻ったということで、まだ部屋の中にいるから大丈夫だよ。

睦：では、チャウグナー・フォーンに向けて鳴弦をします。「この化け物、これでも聞きなさい！」と、ビーンと鳴らします。

ＫＰ：その瞬間、睦ちゃんは魂の奥底にあった大切ななにかが、悪心影の弓にわしづかみにされた気持ちになる。それはおぞましい感覚ではあるが、同時に自分では御すこともできないような膨大な力が生み出されていることも理解できる。その力は弦によって発生した振動によって、部屋全体どころか、どこか別の高次元にまでに広がっていくのが直感できた。

睦：お願い、これで帰って！

ＫＰ：鳴弦の力が観世音像を包み込むと、突然、門が閉じるように観世音像に開いていた裂け目がバタンとふさがってしまう。途中まで顕現していたチャウグナー・フォーンの異形は実体を失い、煙のようにかき消えてしまう。最後にはありがたい顔をした、胸に円盤を抱く、観世音像だけがぽつんと残るだけだった……。

睦：やった、退散してくれた！

ＫＰ：あと、言いにくいんだけど……睦ちゃんは正気度を１Ｄ３と、マジック・ポイントを４ポイント減らしてね。

睦：むはっ、そうだった。えーと、「１」が出ても不定の狂気です。コロコロ……２ポイント減りました。

ＫＰ：とうとう気絶している辰巳先生以外は、全員が狂気に陥ったか。コロコロ……睦ちゃんはひどく集中力が散漫になって落ち着きがなくなった。奇抜な妄想に捕らわれ、奇行が目立つようになり、今後は集中力が必要となるすべての技能の成功率が半分になるのでよろしく。

睦：「こ、こんなところ早く出ましょう。出ましょう、出ましょう！」と、そわそわしています。

ＫＰ：しかし、待ってほしい。異形の神が去って安心するのもつかの間、にわかに母屋が騒がしくなっているぞ。どうやら、この部屋の騒ぎに信者たちも気づいたようだ。さて、まだ戦闘ラウンドは続くよ！

全員：なんだって～!?（泣）

ＫＰ：まずはネズミ怪物だけど……もはや主人であるチョウが死んでしまったので、嚙みついていたさやかちゃんの首から離れる。

さやか：そうか、ずっと嚙まれたままだったんだ。忘れていました（笑）。

ＫＰ：ネズミ怪物は忌々しげに「ヂヂッ！」と舌打ちすると「いずれ、この恨みは返す……たとえ、何年経っても……おまえの子々孫々にまで祟ってくれる」と言い残して、この部屋から逃げようとする。あと、ついでに儀式用の燭台を倒して、部屋に放火をするのも忘れない。

辰巳：放火するのが好きなヤツだな！

ＫＰ：いちおう、このラウンド内だったら、ネズミ怪物に最後の攻撃などができるけど。

さやか：逃がすのは気分が悪いですが、この場は無視しましょう。

佐々原：だいたいボクは、みんなに罠にはめられたって思い込んでいるからね。「くそっ、ボクをだまして、こんなところに連れてきやがって……おまえらなんか、ここで焼け死んでしまえ！」って、さっさと一人で天井裏に上がって逃げ出します。

ＫＰ：まあ、狂気の内容からすれば、それが普通の行動だな。

佐々原：でも、あとで〈精神分析〉してくださいね！

さやか：私はフェティッシュなんですが、囚われの女性を助ける英雄に憧れるというふうになりたいんですけど。

ＫＰ：なるほど、英雄的な行動をする自分に対する、過剰な自己愛というわけだね。

さやか：男装をして探偵をしていたのも、実はそういうことに憧れていた内心の表れだったという……。

ＫＰ：いいんじゃないかな、面白いと思うよ。

さやか：だったら、チカぽんを格好良く抱き起こして「大丈夫ですか、お嬢さん」と、ささやきます。

睦：むむ～っ、百(ゆ)合(り)ですねぇ。

ＫＰ：千香は恐怖のあまり金縛りになっていただけなので、さやかちゃんが助け起こすと、すぐに正気に戻って君に抱きついてくる。「ここは恐ろしい魔窟です。早く逃げなくては！」

さやか：「安心なさい。怖いモノは、すべて私が追い払いました」といって、キラーンと歯を光らせます（笑）。

辰巳：なんだか、このさやかちゃんの狂気は治らない方が、千香くんの夢が壊されなくて良さそうだな（笑）。

さやか：ところで、チカぽんから、私に辰巳先生のことを手当してあげるようにお願いしてほしいな。

ＫＰ：そうだね、そのくらいはしてあげよう。「あの……そこに倒れている方は、もしかして私のせいで？」

さやか：「おおっ、そうだった。もしも君が望むなら、この哀れな老人も救ってあげるとしよう（笑）」

ＫＰ／千香：「ぜひ、そうしてあげてください！」

さやか：「まかせておきたまえ」と、格好つけながら〈応急手当〉をしますよ～（笑）。



◆むったんのワンポイントスケッチ「チョー＝チョー人」

　どうも、好きな香りは桃の香りな、むったんです。

　このとても小柄な男は、実は人間ではなくチョー＝チョー人というクリーチャーだったりします。チャウグナー・フォーンという神様が、原始両生類の肉片から作った種族と人間が交配して誕生したとされています。

　体が小さいことを除けば、とても人間に似ていますが、その心は例外なく邪悪であるとされています。

　さやかちゃんに幻覚を見せている煙も、チョー＝チョー人が作成した〝黒い蓮〟という麻薬のようなお香が原因です。この黒い蓮については『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ マレウス・モンストロルム（エンターブレイン刊）』に詳しいデータが載ってます。10％で起きるというイベントがなんなのか知りたい方は、そちらを読んでみてください。

　このチョー＝チョー人は、チャウグナー・フォーン以外にもいろいろなグレート・オールド・ワンを崇拝していて、インド東部のアンダマン諸島では『るるいえばけーしょん』でも登場したアトラック＝ナチャを崇拝していることが知られています。

　ただ、チョー＝チョー人は人間にそっくりなので、〈正気度〉ロールをさせられないのはありがたいですね。




◆むったんのワンポイントスケッチ「チャウグナー・フォーン」

　どうも、好きな象はインド象な、むったんです。

　ここで登場したのは、紛れもないグレート・オールド・ワンの一柱、チャウグナー・フォーン御大です。

　アジアの山岳地帯のどこかに鎮座しているといわれ、チョー＝チョー人とかに崇拝されています。クトゥルフ神話ではありがちなことに、この神様もなにを考えているのか、なにをしたいのかよくわからない御方です。

　いつの日にか「白い侍者」がやってきて、この神様を新しい土地に運ぶそうですが……そうなったら、チャウグナー・フォーンが世界を食い尽くしてしまうとか言われています。大日本正気団のチョウは、そんな白い侍者に自分がなることを望んでいたようですね。

　人間なんてどうでもいいと思っている神様が多い中で、チャウグナー・フォーンは人間を遊び相手にするという妙な趣味があります。遊ぶといっても、犠牲者から少しずつ正気度を奪って、自分そっくりの姿に変身させていくというおぞましいものです。犠牲者にとっては、すぐにむさぼり食われた方がよほどマシという感じですね。






　そうして、気絶している辰巳先生を〈応急手当〉で起こし、集中力が散漫の睦ちゃんには仏像を回収してもらい、探索者たちはドタバタと奥座敷から逃げ出すことにする。




ＫＰ：屋敷にはネズミ怪物のつけた火が勢いよく燃え広がっていく。しかし、中から信者たちが出てくる様子はない。ただ、燃えさかる炎の中から「オム・マニ・ペニ・フム」と、複数の人間が熱心に唱え続けているのが聞こえてくるのだった。

佐々原：呪文とかのせいではなく、本心からチョウのことを崇拝していたんですね……。

睦：そうだ、飯田を助けないと！

辰巳：火が蔵にまで燃え移らないようなら、放っておいても消防団が助けてくれるだろう。

ＫＰ：それは大丈夫そうだ。そもそも、蔵というのはこうした火事から大事なものを守るためにあるんだからね。

さやか：安全ということでしたら、放っておいて、急いでここから逃げましょう。




ＫＰ：では、君たちは安全な場所にまで逃げることができた。遠くには大日本正気団の屋敷が燃える炎が、帝都の夜空を赤く照らしている。

佐々原：こんな事件、平井先生に報告して大丈夫かなぁ？

ＫＰ：そして、千香は熱っぽいうるんだ瞳で、さやかちゃんの方を見つめている。「助けてくださって、ありがとうございます！」

さやか：「なぁに、囚われの乙女を助けるのは、私の使命です」

ＫＰ：「私にはなにもお礼できるものはございませんが……あっ、せめてこれを」と、彼女は髪に挿していたかんざしを差し出した。ここで冒頭のかんざしが登場するわけだ。

さやか：でも、これを受け取ってしまうと、未来がおかしなことになってしまいますよね？

ＫＰ：いや、その場合、実はこの時代のさやかちゃんが千香のひいお婆さんだったということになるんじゃないの。つじつまはいくらでも合わせられるから、さやかちゃんがやりたいようにやればいいよ。

さやか：うーん、でもやっぱり、ここは受け取らない方が美しいでしょう。「お嬢さん……それは受け取れません。いずれ、もっとふさわしい人が現れることでしょう。その人に渡してあげてください」と言い残して、次の囚われのヒロインを探しに行きます（笑）。

辰巳：囚われの女性フェチだから、助けたヒロインにはもう興味がないのか（笑）。

佐々原：なんてひどい！（笑）

ＫＰ：では、最後に千香は「ああっ、お別れする前に……お名前だけでも……」と、呼び止めるけど？

さやか：「名乗るほどの者ではありません……ただの探偵です」

ＫＰ：うん、思いの外、きれいにまとまったなぁ（笑）。




　かくして、探索者は大日本正気団を壊滅することに成功した。

　佐々原は療養所にて病んだ精神を回復させたのち、療養中に執筆した報告書を平井先生に提出する。




佐々原：「報告書の通り、あの観世音像は人の心を惑わす大変危険なものです。ここは穏田神社に奉納した方がよろしいのではないでしょうか？」

ＫＰ：それは佐々原の報告書の出来によって決めることにしよう。〈母国語〉のロールをしてみて。

佐々原：コロコロ……よし、成功です。なかなか良く書けていると思いますよ。

ＫＰ：そうだね、佐々原の報告書に、平井先生も感心しているようだ。「うむ、なんとも鬼気迫る内容……実に、読ませる文章だねぇ。君は見込みがあるようだな」

佐々原：「はいっ、ありがとうございます！」

睦：実際に鬼気に迫っていたんだから、当たり前だよね（笑）。

ＫＰ／平井：「よし、この怪奇にして猟奇な報告書に免じて、あの観世音像の扱いは佐々原に一任するとしよう」

佐々原：「それで……あの流々井江堂に立て替えた10円は？」

ＫＰ／平井：「原稿料代わりだ。別に返してくれなくてもかまわんよ」

さやか：ほっ、よかったぁ～。

辰巳：うむっ、万事がうまくまとまったな。

ＫＰ：報告書を読んだ平井先生は、なにやら創作意欲がわいてきたようで、すぐに書斎に閉じこもってしまうね。

佐々原：では、みんなにこのことを報告しに行きましょう。

ＫＰ：……そうだ、《手足の萎縮》をくらった辰巳先生の左腕は、動くことは動くんだけど、見た目は枯れ木のようにしなびてしまっており、かなりグロテスクなものになっている。これはＣＯＮと同様に回復することはないので、おぞましい左腕を人に見られたくなかったら、包帯でも巻いて隠しておいてね。

辰巳：うわっ、なんか漫画やライトノベルの怪しいキャラみたいになってしまった（笑）。




　佐々原の報告書と平井先生の好意によって、チャウグナー・フォーンにまつわる観世音像は、穏田神社に戻されることになった。もちろん、悪心影の弓も一緒に安置してもらい、もしものときは鳴弦をするようにと宮司に伝えておくのも忘れない。

　こうして流々井江堂はピンチを脱して、無事に開業することができたのだった。

　ハッピーバースデイ、るるいえ堂！







よるの夢こそまこと




ＫＰ：「──というわけで、そのかんざしには、そんなひいお婆ちゃんのロマンスがあったんだって」と、これで千香の長い昔話が終わり、みんなは現代のるるいえ堂へと戻ってくるわけだ。

全員：戻ってきた！（笑）

さやか：「へえ～～っ、面白い話だね。でも、そんな大事なものを受け取っていいのかなぁ……」

ＫＰ：「ううん、きっとさやかちゃんにだったら、ひい婆ちゃんも喜んでくれると思うの」と、まるでこのかんざしはさやかちゃんの手に渡るのが運命であると、千香は感じているようだね。

さやか：「じゃあ、ありがたくいただいておくね」

ＫＰ：かくして、80年以上の時を越えて、かんざしは持つべき人の手に渡ったというわけだ。

さやか：「それにしても、その探偵さんって、すごく格好いいよね。憧れちゃうなぁ（笑）」

佐々原：まだ、自己愛のフェティッシュが治っていないのかな？

ＫＰ：ところで、千香は辰巳先生の左手を見て不思議そうな顔をする。「あれっ、辰巳先生……その左手の包帯はどうしたんですか？」

辰巳：「んんっ……これは昔からだよ（笑）」

さやか：「あれ、そうでしたっけ……？（笑）」

ＫＰ：そんな意味深なことを言っている辰巳先生の背後には、一枚の色紙が飾られている。それは、このるるいえ堂の恩人が書いたというもので、蘭弗叔父さんがとても大事にしているものだ（色紙のコピーを見せる）。

辰巳：えーと、うつし世は夢、よるの……その先が達筆すぎて読めない（笑）。

ＫＰ：その色紙にはこう書いてある。




　うつし世はゆめ　よるの夢こそまこと




ＫＰ：もしかすると、今夜、るるいえ堂で語られた昔話の辰巳先生こそがまことで、うつし世は夢なのかも……その腕の傷は、それを物語っているのかもしれないね。

辰巳：「よるの夢こそまことか……」

睦：この色紙って、江戸川乱歩のものじゃないですか？

ＫＰ：そうだよ。るるいえ堂は開店当時に、江戸川乱歩──本名、平井太郎には大変お世話になったらしい。

佐々原：平井先生は、江戸川乱歩だったのか！

ＫＰ：ちなみに、流々井江堂の事件から３年後、昭和11年、江戸川乱歩は少年探偵シリーズの記念すべき第一作目『怪人二十面相』を発表した。いわずとしれた名探偵、明智小五郎と助手の小林少年が、安阿弥作の観世音像を狙う怪人二十面相と対決するといった探偵小説だ。もしかすると、さやかちゃんの活躍が、少年探偵シリーズ、スマートな明智小五郎の探偵像に影響したのかもしれないね。

辰巳：うーむ、最後まで江戸川乱歩ネタづくしだったなぁ～。

ＫＰ：さて、たとえ「よるの夢」の中であっても、事件を解決した探索者は正気度を獲得することができる。まず、チャウグナー・フォーンの顕現を防ぐことに成功した探索者は１Ｄ10の正気度を獲得する。

佐々原：それから、もちろんボーナスがあるんですよね!?

ＫＰ：はいはい、千香を無事に助け出した場合、全員に１Ｄ４ポイントのボーナスだ。

佐々原：それから、それから？

ＫＰ：さらに観世音像を取り返して、悪心影の弓と一緒に安置することができた場合、これも全員に１Ｄ４ポイントのボーナスだ。これでおしまいだよ。ネズミ怪物を退治できれば、さらにボーナスがあったんだけどね。

辰巳：そんな気はしていたが、あいつの相手をするは無理だよ。

ＫＰ：じゃあ、みんなロールをしてくれ！




　その結果、このような正気度の変化となった。なお、佐々原はシナリオ中についたチェックマークの経験ロールによって〈追跡〉が90％を越えたので、またもシナリオ終了の直前に正気度が６ポイント回復している。それがなかったら、佐々原の〈正気度〉は大変なことになっていただろう。




　さやか：シナリオ終了時64ポイント＋獲得11ポイント＝合計75ポイント（開始時から-5ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時33ポイント＋獲得13ポイント＝合計46ポイント（開始時から-3ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時28ポイント＋獲得９ポイント＝合計37ポイント（開始時から-5ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時28ポイント＋獲得５ポイント＝合計33ポイント（開始時から-5ポイント）




睦：ダイス目がひどすぎます。２本のシナリオをクリアして、獲得した正気度の合計がたったの７ポイントって……ありえません！（泣）

佐々原：今回、全員が赤字ですよ。もらえる正気度が少なすぎます！

辰巳：ワシなんて、最後にチャウグナー・フォーンで〈正気度〉ロールをしなかったのに赤字だぞ。

さやか：うーん、悪心影の弓を無駄に使いすぎましたね。

睦：全体に〈正気度〉ロールの回数は少なめのシナリオだったので、もらえる正気度はこのくらいだとは思いますが……とにかくダイス目が悪すぎました。

さやか：次回は『るるいえばーすでい』の最終回ですね。今度はなんの誕生日なんでしょう？

ＫＰ：それは次のお楽しみ。では、みなさん、昭和初期での探索、お疲れ様でした。

全員：お疲れ様でした～！










第二話終了・睦ちゃんとの反省会




睦：今回は江戸川乱歩推しでしたねぇ～！

ＫＰ：あははは、そりゃあもう昭和初期ということで、思う存分にネタをぶち込ませてもらったよ。すっごく満足している。

睦：別に江戸川乱歩ネタに、昭和初期とか関係ないじゃないですか。

ＫＰ：いやぁ、やっぱり現代でああいったネタをやると、なんか雰囲気が嚙み合わない気がするんだよな。人間いすとか屋根裏の散歩者とかのネタは、やっぱりいろいろおおらかなところもあった昭和初期の方が、しっくり来る気がする。

睦：まさか、平井先生が江戸川乱歩本人だったとはなぁ。

ＫＰ：辰巳先生のプレイヤーはすぐに気づくと思ったんだけど、本名までは覚えていなかったみたいだね。

睦：そのことで、辰巳先生のプレイヤーさんは悔しがってましたよ。

ＫＰ：ボクとしては江戸川乱歩もそうだけど、ハチ公も出したかったんだよね。

睦：もしかしたら、ハチ公の方が江戸川乱歩よりも有名人かも……でも、あまりシナリオの本筋とは関係なかったですよね？

ＫＰ：大日本正気団が渋谷の近くにあると知ってから、もう我慢できなくて、強引に登場させてしまった。

睦：大日本正気団って、実在の組織なんですか!?

ＫＰ：いや、飯田吉郎や大日本正気団にはモデルはいるけど、名前の方はちょっと変えてある。さすがに実在の人物や組織をカルト集団にしてはまずいだろう。

睦：あんな連中のモデルって……。

ＫＰ：いやいや、本当にインスピレーションだけ与えてもらっただけで、このシナリオはフィクションです。 登場する人物、団体名は実在の物とは関係ありませんからね（笑）。

睦：でも、穏田神社は実在しているんですよね？

ＫＰ：うん、一度、明治神宮前から歩いて参拝したことがある。都心の住宅地にひっそりとある、小さな神社だった。もちろん、妙な観世音像を祭っているようなことはなかったけどね。

睦：渋谷と明治神宮付近の、当時の様子についての解説も多めでしたよね。

ＫＰ：急速に町の様子が変わっていた時代だからね。調べていても楽しかったよ。あの当時にできたものが、意外と現代にも残っていて面白い。

睦：逆に、当時の探索者らしさの演出が少なかったような。私たちも普通にプレイしていましたし。

ＫＰ：だって、元々は現代の探索者なんだから、それらしいネタを入れるのは難しいよ。だいたい、それだとプレイヤーにも当時の知識が要求されてくるし。

睦：むーっ、そうなるとロールプレイしにくくなるかもしれませんね。

ＫＰ：昭和初期だからって、プレイヤーのハードルを高くしてはよろしくない。キーパーがその時代が好きで、みんなには当時の雰囲気を味わってもらいたいくらいの姿勢でいいと思うんだよね。もちろん、事前に当時の様子を調べてきたプレイヤーが、時代に応じたロールプレイをしてくれるのは大歓迎だけど、強要したり、そうでなくてはいけないと頑なになる必要はないはずだ。

睦：最後に、過去と現代を微妙にリンクさせるところは、うまくまとまりましたね。

ＫＰ：そうそう、辰巳先生の手が萎縮してくれてよかった（笑）。

睦：ひどい、ひどすぎます！

ＫＰ：あれって、一生治らないんだよね。だから、これからずっと辰巳先生は左腕を隠しながら生活しなくてはならない……いやぁ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の呪文って怖いよね～！

睦：ティンダロスの猟犬にＰＯＷを吸われて、萎縮でＣＯＮを低くされて、辰巳先生の能力値がすっかり平均値になってしまっていますよ。

ＫＰ：……あっ、ホントだ。能力値の高いところばかり減らされているんだね。

睦：辰巳先生の特徴がどんどんなくなっています。

ＫＰ：ボクだって、本当はさやかちゃんの足を萎縮させてやりたかったんだよな。だから、悪心影の弓を持っているのが、さやかちゃんだと確認をしていた。

睦：なに言ってるんですか、このキーパーは……。

ＫＰ：それで片足を鉄の義足にして、映画『プラネット・テラー』の片足マシンガンみたいなヒロインになる。

睦：そんなの絶対に駄目です。よかったぁ、さやかちゃんがそんなふうにならなくて！

ＫＰ：うーん、でも冷静になって考えてみると、そうかもしれないなあ。そんなことになったら、もう二度と、さやかちゃんが明るく笑ってくれなくなりそうだ。

睦：想像したくないですよ、そんなさやかちゃん。

ＫＰ：そう言えば、今回は珍しくさやかちゃんの〈正気度〉ロールが悪かったね。二度も狂気に陥るなんて。

睦：でも、クライマックスの囚われのヒロインを助けるフェチというのは面白かったですね。あんなの私だったら思いつかないですよ（笑）。

ＫＰ：あれは秀逸だったな。おかげで、オチもうそみたいにきれいにまとまった（笑）。

睦：さやかちゃんって、いつもは強気だけど、狂気に陥ると、急に弱気になるのがかわいいですよね。

ＫＰ：ネズミ怪物ににらまれたときとかね。

睦：むーっ、そんな彼女の片足を萎縮させてやろうと考えるなんて……キーパーの正気を疑いたくなります。

ＫＰ：あはは、結果オーライ、結果オーライ！（笑）

睦：そもそも、悪心影の弓が巧妙な罠なんですよね。マジック・ポイントを消費させてから、マジック・ポイントの抵抗表のロールをさせる呪文で攻撃してくるなんて！

ＫＰ：みんな無駄に使いすぎなんだよ（笑）。

睦：だって、使うタイミングがわかりにくいんですもの。それにしてはコストが高いし！

ＫＰ：タイミングを誤らなければ一撃必殺のアーティファクトだからね。神格の退散系は呪文もそうだけど、あのくらいのコストがあってちょうどいいと思うよ。

睦：そりゃあ、コストが安いからって、ことあるごとに乱発されては興ざめですけどね。

ＫＰ：でも、あんなにコストを払うアーティファクトがあれば、なんか心強いと思うよ。きっと、ここぞというときには役だってくれるはずだって。

睦：その「ここぞ」というときを見極めるのが大変なんですよ。このキャンペーンで、あんなガチなカルト集団の本拠地に潜入するようになるとは思わなかった。

ＫＰ：これも昭和初期だからできることなんじゃないかな。現代だと、そのへんはちょっとやりにくい。

睦：自分たちが暮らしている時代だから、どうしても現実の常識が邪魔をしてしまうんですよね。

ＫＰ：個人の家とかならともかく、カルト集団のいる新興宗教のビルに探索者を潜入させようとしたら、かなりの動機付けが必要だよ。

睦：昭和初期でも、大日本正気団の屋敷に潜入するのは、すごく嫌でしたよ。

ＫＰ：そうなんだよね。でも、このシナリオを別のプレイヤーでテストプレイをしたときは、いきなり入信するふりをして正面から入っていったんだよ。

睦：むーっ、そうするとどうなるんですか？

ＫＰ：飯田の影武者が探索者の応対をするんだけど、こいつがいまいち教義について詳しくないんだよね。そこで調子に乗った探索者が宗教問答を挑んで、飯田をやりこめるといった妙な展開になった。おかげで、この飯田は偽物で、チョウが大日本正気団を仕切っていることが事前につきとめられたんだ。

睦：大胆なことをしますねぇ～。

ＫＰ：〈歴史〉と〈オカルト〉に詳しい佐々原なら、十分に可能だったんだけど。

睦：む～っ、私たちはキャンペーンでプレイしているから、どうしても慎重になってしまうんですよ。じゃあ、もしかしてチカぽんがハトを飛ばしていたのは、私たちを引っ張るためのアドリブ？

ＫＰ：いやいや、そんなわけないだろう。あれは少年探偵団の小林少年が飼っている伝書鳩のピッポちゃんが元ネタだよ。気づかなかった？

睦：気づきません！（笑）

ＫＰ：ボクだって、盗まれた観世音像を取り返すだけの動機では弱いとは思っていたから、最大の動機として、さらわれた千香は用意しておいた。それに彼女がいないと、導入とエンディングがつながらないよ。

睦：なんだか、あのチカぽんは唐突に出てきた気がしたので、アドリブかなと思ったんですよ。だったら、もっと序盤に登場させて、私たちと絡められなかったんですか？

ＫＰ：探索者の知り合いとしてさらわれることしてもよかったけどね……でも、千香が出てきたら、君たちはすごく警戒するだろう。それを出し抜くのが面倒だから、やめちゃった（笑）。

睦：むーっ、いくらお約束みたいな感じではあるとしても、できることならチカぽんにはひどい目には遭ってもらいたくありませんからねぇ。




　いよいよ、次は第四シーズンも最終回ということなので、それっぽいシナリオを考えないといけないとは思っている。

　テーマであるバースデイという方向から考えてみると、さやかちゃんと、るるいえ堂はもう誕生日を迎えてしまった。ここで普通に他の探索者の誕生日というのでは、ちょっとつまらないな。

　じゃあ、別の誕生日──例えば、新しい神様の誕生に探索者が立ち会ってしまうなんてシナリオは、スケールが大きくていいなぁ。

　けれど、『るるいえはいすくーる』の第三話みたいな、心がほっこりするようなシナリオの評判が良かったから、第四シーズンの最終回もそんな感じのネタにしてみたいとも思っている。

　そうそう、また屋敷内でのミステリーみたいなシナリオもやりたいね。ここ最近はあちこちを歩き回るタイプのシナリオが多かったから、じっくり調査と推理をするようなやつ。

　せっかくだったら、辰巳先生の屋敷が舞台になるってどうだろうか。

　探索者の自宅が宇宙的事件の舞台になる展開って、なんだか新鮮な気がする。それに他人の家よりも、より舞台が身近に感じられて、そこへ忍び寄る宇宙的恐怖の違和感を強調できそうだ。

　うん、いいね。このアイデアは！

　自画自賛しちゃう。

　となると、辰巳先生の屋敷の間取りを考えないとな。

　設定によると、辰巳先生が持っている不動産の価値は２億円ということだから、かなりの豪邸に住んでいることになる。大学教授なのだから書斎を持っているのは当たり前で、京が居候している部屋もあるはずだ。

　まずはネットで２億円くらいで売買されている家の間取りを調べてみようか。

　あ～っ、こんな豪邸には一生住めないとはわかっているけど、間取りを考えているだけで楽しくなってきた。

　とにかく、辰巳先生の屋敷を舞台にする。これだけは確定として、この縛りで何とか誕生日っぽいシナリオをひねり出さなくては……。




















キーパーのきまぐれハンドアウト




ＫＰ：さて、とうとう第四シーズンも最終回となったわけだけど、今回は各探索者たちにハンドアウトを用意してみた。このハンドアウトには探索者の個人的な目的が書かれてあるけど、これは他のプレイヤーには秘密にしておくこと。

佐々原：なんと、今日はそういうシナリオなのかぁ。

辰巳：他のプレイヤーにも秘密のハンドアウトとはな……。

ＫＰ：じゃあ、みんなに配るから、周りの人に見えないようにこっそりと読んでね。




……………………

◆睦(むつみ)ちゃんへのハンドアウト




　京(みやこ)が主催となって、辰(たつ)巳(み)先生へのサプライズバースデイパーティを、るるいえ堂メンバー＋辰巳先生の知り合い３名で企画している。君はパーティーの準備をするため、さやかちゃんと一緒に辰巳邸にやってきている。

　なお、辰巳邸には庭園のあるバルコニーを眺めながら入浴できる豪華ジャグジーがある。それは君の理想的なジャグジーであり、さやかちゃんや京たちと一緒に入ることができたらいいなぁと、ひそかに思っている。ただ、ずうずうしいお願いなので、なにか口実でもないと言い出しにくい。

　パーティーが解散する前にジャグジーに入ることができたら、その癒し効果によって睦ちゃんの正気度が１Ｄ３ポイント即座に回復して、このハンドアウトをプレイヤーたちに公開する。

……………………




睦(むつみ)：これ、本当にキーパーが決めたんですか？（笑）

さやか：えっ、どういうことです？

辰巳：もしかして、編集さんからなんらかの要請が入ったとか。

佐(さ)々(さ)原(はら)：イラストにするサービスシーンを強要されているのかな。

ＫＰ：こらこら、あまり邪推しないように。




……………………

◆佐々原へのハンドアウト




　京が主催となって、辰巳先生へのサプライズバースデイパーティを、るるいえ堂メンバー＋辰巳先生の知り合い３名で企画している。

　君の任務は、京、さやか、むったんたちによって、辰巳邸でのパーティーの準備が整うまで、辰巳先生をどこかに誘って足止めをすることである。ちゃんと足止めができたかどうかは、辰巳先生が君の誘いに対して「楽しかった」と言わせることができたかで判定される。

　その後、辰巳邸についてパーティーが開始されたら、自分のハンドアウトを他のプレイヤーたちに公開する。そして、佐々原は自分の仕事が完了したことへの満足感で正気度が１Ｄ３ポイント即座に回復する。

……………………




佐々原：こ、こんなの無理だよぉ～！

辰巳：なんだ、なんだ、なにを騒いでる？

さやか：そんなすごい秘密なんですか？（笑）

佐々原：いったいどうしろと……キーパーひどすぎます。みなさんの協力を期待します！




……………………

◆さやかちゃんへのハンドアウト




　京が主催となって、辰巳先生へのサプライズバースデイパーティを、るるいえ堂メンバー＋辰巳先生の知り合い３名で企画している。君はパーティーの準備をするため、先に睦ちゃんと一緒に辰巳邸にやってきている。

　なお、辰巳先生の知り合いである俳優の雨(あま)宮(みや)貴(たか)也(や)は、君が中学生の頃に熱中したミステリードラマ「アケチ三世」の主役であり、あこがれの人でもあった。ちょっと照れくさいので、そのことは隠したいと思っているが、同時に彼の演じたアケチ三世の決めぜりふである「だってボク、名探偵の孫ですから！」を、もう一度、生で聞きたいとも思っている。

　ゲーム中にその決めぜりふが聞けたら、感激のあまりさやかちゃんの正気度が１Ｄ３ポイント即座に回復して、このハンドアウトをプレイヤーたちに公開する。

……………………




さやか：そんなに佐々原さんの秘密はすごいんだ。私はキーパーは優しいと思いますけどね。

睦：そうなの？

さやか：まっ、それは秘密なんですけどね（笑）。




……………………

◆辰巳先生へのハンドアウト




　実は……辰巳先生はなにも隠し事はない。

　みんなの行動に不審なところがあるかもしれないが、いまのところその原因はわからない。

　辰巳先生は、他の３人のプレイヤーたちにハンドアウトを公開させることができたら、自分もハンドアウトを公開する。そうすることで、みんなの真意がわかってほっとするため、辰巳先生の正気度が１Ｄ３ポイント即座に回復する。

……………………




辰巳：まあ、佐々原の言っているように、みんなで協力することはワシも同意見だよ。

佐々原：やった、さすがは辰巳先生。一生ついていきますよっ！

辰巳：なんだこいつは……どうもさっきから佐々原の様子がおかしいなぁ（笑）。




　思わせぶりなことをしているが、実のところ、このハンドアウトはたいして重要なものではない。

　ボクとしては辰巳先生のサプライズバースデイパーティーを演出したかったのと、今回はミステリー風のシナリオだったので、探索者同士にも隠し事がある方が雰囲気が出ると考えたからだ。

　もっと、シナリオの根幹に関わるような重要な秘密を抱えていると設定することも可能だけど、今回はメインの事件が発生するまでのつなぎにちょっとしたミニゲーム感覚でプレイしてもらうつもりだ。こんなどうでもいいようなハンドアウトでも、他のプレイヤーに秘密があると、いつもとは少し違った緊張感が生まれて面白いものだ。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ハンドアウト」

　どうも、好きな紙のサイズはＡ４な、むったんです。

　ハンドアウトというのは広い意味で言えば、キーパーが口頭ではなく紙などに書いて渡す情報のことです。

『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ですと、日記の要約とか、新聞の記事とか、読み上げるだけではとても覚えきれない情報量のときなどに、紙に印刷したものを手渡すことがあります。時にはちょっと凝って、恐怖で手が震えたような直筆で書いた日記とか、本物の新聞記事のレイアウトをまねたりと、ゲームの臨場感を増すための小道具としても利用します。これもハンドアウトと呼ばれています。

　また、プレイヤーキャラクターに関する情報を書いたものを、主にキャラクターの作成時にマスターから渡すこともあります。そこには、今回のシナリオにおけるプレイヤーキャラクターの立ち位置や、どうして事件に関わるようになるのかなど、マスター側からの情報（提案）が書かれています。プレイヤーにハンドアウトを指針としてもらうことで、ゲームの導入がスムーズになったり、より深くシナリオの根幹に関わるプレイヤーキャラクターを作成してもらえるわけですね。どちらかというと、ハンドアウトと言えば、こちらの方が一般的でしょう。

　ただ、今回のようなハンドアウトは、それらとはちょっと違います。

　一般的なハンドアウトは、他のプレイヤーにも公開されるものです。それに対して、このハンドアウトは、キーパーが他のプレイヤーには内緒でその探索者の設定を伝えたいために用意されたものです。プレイヤー同士が必ずしも協力関係にあるとは限らないＴＲＰＧにおいては、こんなふうなハンドアウトの使われかたもあります。

　いろいろなタイプのハンドアウトを活用することで、ＴＲＰＧをさらに遊びやすく、ドラマチックなものにすることができるでしょう。






ＫＰ：それから前回、不定の狂気に陥っていない探索者は「幕間での成長」で５回の経験ロールをすることができる。佐々原と睦ちゃんは療養所に入院しているので経験ロールはできないけれど、代わりに正気度が１Ｄ３ポイント回復するよ。

佐々原：いまの正気度は37なので、３ポイント回復させて、なんとか40台に乗せたいところ。コロコロ……ううっ、「２」かぁ。正気度は39です。

睦：コロコロ……むっ、１ポイントしか回復しなかった。私は正気度34でスタートです。

さやか：今回のお勧め技能はなんですか？

ＫＰ：〈追跡〉とか〈物理学〉がお勧めかな。

さやか：〈物理学〉なんて、誰も習得してないですよ！

佐々原：〈追跡〉はボクが91％ありますよ。

さやか：じゃあ、私たちで〈物理学〉を勉強した方がいいですね。辰巳先生、一緒に物理学教室に通いましょう！

辰巳：この歳で……という気もするが、ここは２人で勉強しておくか。




　その結果、辰巳先生は〈物理学〉が30％、さやかちゃんは27％まで成長した。




ＫＰ：さて、そろそろシナリオを始めようか。今日は佐々原の個別シーンから始まる。

佐々原：おおっと、頑張りますよ～！

ＫＰ：佐々原は例の計画を実行するため、仲間である雨宮貴也という男と近所のカフェで待ち合わせをしている。

佐々原：雨宮さんというのは、どんな人なんですか？

ＫＰ：俳優をしている、24歳の若者だ。彼は辰巳先生の友人だけど、佐々原は一度だけ会ったことがあって、そのとき辰巳先生に紹介をしてもらったくらいの仲だと思ってくれ。

辰巳：あれっ、ワシの友人なのか？

ＫＰ：うん、雨宮は俳優業の方がいまいちで、テレビのバラエティ番組に出演してみたりと売り方を模索していたんだけど、そのときコメンテーターとして活躍していた辰巳先生が世話をしてあげていたことがあったんだ。ちょっと軽薄で思慮が足りないところがあるんだけど、なんとも憎めない若者で放っておけなかったんだね。

さやか：ふーん、雨宮さんって、そんな人なんですかぁ。

ＫＰ：では、約束の時間からちょっと遅れて、雨宮がやってきた。「すみません、道が混んでいて……ところで、今日はどんな作戦で行くんですか？」

佐々原：「えっ、それはボクが決めるの？」

ＫＰ／雨宮：「あったり前じゃないですか。辰巳先生が関心を持ってくれそうなこと、ちゃんとリサーチしてきたんですよね？」

佐々原：いや、全然……ねえ、辰巳先生はいまなにがマイブームなんですか？

ＫＰ：プレイヤーに聞くなよ（笑）。

辰巳：そうだな……いまは〈物理学〉が熱いね！（笑）

佐々原：え～っ、物理学が好きな人って、どこに誘えばいいんだろう。とにかく電話してみようっと。

ＫＰ：なんか、いきなり佐々原から電話があったら、きっと「また、事件か？」ってビクッとしそうだよね。

佐々原：「もしもし、いま雨宮さんと一緒にいるんですけど、どこかに出かけませんか？」

睦：直球勝負だなぁ～（笑）。

辰巳：「えーと、それは飲みに行くとか……そういったことか？」

佐々原：「そうですね、そんな感じですが」

ＫＰ：「ちょ、ちょっとぉ、飲みに行ったら駄目でしょ！」と、雨宮のわめき声が辰巳先生にも聞こえてくる。

佐々原：「なっ、うるさいな！　いいから、黙っててよっ！」

辰巳：「なんだ、なんだ、なにを言い争っているんだ。この二人は……（笑）」

佐々原：「最近、辰巳先生は物理学がマイブームだそうじゃないですか。いまから博物館にでも行きませんか？」

辰巳：「おいおい、いきなりどうしたんだ？」

佐々原：「原稿料も入ったので、たまにはおじいさん孝行でもしようかと──」

さやか：おじいさんって！（笑）

ＫＰ：そんな佐々原の雑な交渉に、雨宮はハラハラした顔をしているぞ（笑）。

佐々原：大丈夫だって。さっき、辰巳先生の中の人に、協力的なプレイをお願いしているんだから（笑）。

辰巳：「まあ、佐々原がそういうのなら、お言葉に甘えさせてもらうが……」

佐々原：ほらっ、こういうのを根回しと言うんだよ。覚えておきたまえ。

さやか：全然自慢できませんから！（笑）

佐々原：「じゃあ、どこに行きますか。博物館でも物理学館でも、どこでも行きたいところを言ってください」

ＫＰ：物理学館って、なんだよ？

辰巳：「だったら、つくばのＪＡＸＡにでも連れて行ってもらおうかな。前から見学したかったんだ」




　それを聞いた佐々原は、すぐさま辰巳先生を迎えに行く。

　その後、ＪＡＸＡの筑波宇宙センターを見学する間も、佐々原によるあまりに不自然で過剰な接待が続いた。なにしろ、このままＪＡＸＡから辰巳邸に帰ってしまえば、ハンドアウトの使命が未達成となってしまうかもしれない。正気度が乏しい佐々原にとっては、わずか１Ｄ３の回復であっても死活問題なのだろう。




佐々原：「いかがでした、辰巳先生？」

辰巳：「うん、なかなか〝楽しかった〟よ。ありがとう」

佐々原：「よっし、それはよかった！（すごいガッツポーズ）」

ＫＰ／雨宮：「それにしても、辰巳先生が宇宙に関心があるとは知らなかったです」

辰巳：「まあね、宇宙的(コズミック)なものには興味はあるよ」

ＫＰ／雨宮：「実はボクも宇宙とか好きなんですよ。今度、そういう宇宙的な番組とかを企画しませんか？」

辰巳：「ほう、そうだったのか。ただ、ワシはもうテレビ業界は身を引いているので、いまさら番組とかは……」

ＫＰ／雨宮：「そんなことないですってば。辰巳先生はまだまだ現役で稼げますよ！」

辰巳：「そうじゃなくて、いまは研究の方に専念したいんだよ」

ＫＰ：「またまた～、もったいないですよ～」と、雨宮はやけに辰巳先生のテレビ業界復帰を望んでいるようだ（ここで〈心理学〉かな。コロコロ……成功か）。

辰巳：佐々原といい、雨宮くんといい……なんなんだ、最近の若者は（笑）。

ＫＰ：そんな雨宮の態度を見て気づくんだけど、どうも彼は最近テレビの仕事がないので、うまく辰巳先生と抱き合わせで新しい番組に使ってもらえないものだろうかと焦っているようだね。

辰巳：……予想以上につまらんことを考えているな。まだ24歳なら、焦ることもないだろうに。

ＫＰ：彼は18歳の時に『アケチ三世』というミステリードラマの主役でヒットしたという過去の華々しい経験があるので、現状には満足できていないのだろうと推測できる。

佐々原：『アケチ三世』……って（笑）。

ＫＰ：「だってボク、名探偵の孫ですから！」という決めぜりふは、当時、ちょっとだけ流行していた。

睦：どこかで聞いたことがあるような……。

さやか：だって私、女子高生探偵ですから！（ビシッと決めポーズ）

睦：ああっ、それか（笑）。

佐々原：「じゃあ、そろそろ帰りましょうか。家まで送りますよ」

辰巳：「うむ、よかったらウチに寄って、食事でも一緒にどうかね」

佐々原：「よろこんで！」

ＫＰ：では、つくば市から高速道路を飛ばして、日が暮れる前に辰巳先生の家に到着することができた。辰巳先生の設定によると、辰巳邸は東京都内の住宅地にある資産価値２億円の豪邸となっている。新築時の価格ではなくて、売却価格が２億円というのがすごいよね。

佐々原：「すごい家ですねぇ。どうやったらこんな家が持てるんですか？」

辰巳：年収と財産の決定のとき、１Ｄ10で10を出しただけだけどね（笑）。

佐々原：おっと、家に入る前に、京ちゃんに電話しておかないと。「もしもし、そろそろ帰るけど大丈夫？」

ＫＰ／京：「はい、大丈夫ですよ～」

佐々原：「では、辰巳先生……どうぞ」

辰巳：んんっ……もしかしたら、今日はワシの誕生日なのか──

佐々原：「ほらっ、さっさと入ってください！」って、玄関を開けますよ（笑）。

ＫＰ：すると、玄関には京と、さやかちゃん、睦ちゃん、そして大学の同僚が二人並んで立っている。

辰巳：「なんだ、なんだ!?（笑）」

ＫＰ：辰巳先生が驚いていると、京が「ハッピバースデイ、辰巳先生～！」と、クラッカーを鳴らした。

さやか＆睦：「おめでとうございま～す！」

佐々原：「サプライズパーティー、大成功！」

辰巳：「どうも怪しいと思っていたら、こんなことを企んでいたのか……」

佐々原：「でも、ＪＡＸＡも楽しんでもらえたでしょう？」

辰巳：「ああ、〝楽しかった〟よ」

佐々原：ほらっ、キーパー？　キーパー？（チラッチラッ）

ＫＰ：うむ、では作戦が大成功したことで、佐々原の心はスウッと軽くなった。正気度を１Ｄ３ポイント回復させたまえ。

佐々原：やったぁ～、ボクのハンドアウトはこんなやつだったのです（みんなにハンドアウトを見せる）。

辰巳：なんだこれは……（笑）。

佐々原：辰巳先生が「楽しかった」って、すんなり言ってくれて良かったですよ。えーと、１Ｄ３ポイント回復ですよね。コロコロ……うっ、たったの１か。なんとか正気度は40になったけど。

さやか：「ところで、辰巳先生はおいくつになったんですか？」

辰巳：「えーと、66歳かな……」

ＫＰ：ヨグ＝ソトースの時空輪廻のせいで、歳は取らないんだけどね（笑）。

辰巳：「いやっ、今年で65歳になったんだ！」

さやか：「あれぇ、去年も同じ事を言ってませんでしたっけ？」

佐々原：さやかちゃん、それに気づいたら駄目～っ！（笑）

睦：正気度が１Ｄ100減らされちゃう！（笑）

ＫＰ：さて、パーティの準備の方は整っているのかな？

さやか：それはもちろん、京さんとむったんが美味しい料理を作ってくれています。

ＫＰ：本当かどうか〈製作（料理）〉をロールしてもらおうか。技能値の４倍で成功していれば、家庭料理としては合格点。１倍で成功していれば、レストランのシェフ並の出来映えだ。

睦：成功率は23％なので、めったにまずい料理にはなりません。コロコロ……むむっ、１倍で成功しました！

ＫＰ：睦ちゃんって、〈製作（料理）〉をよく成功させるよね。相変わらず素人が調理したとは思えない、美味しそうな料理がキッチンには並んでいる。

さやか：私もロールしてみようっと。コロコロ……駄目です、技能値を４倍にしても失敗です。「むったん、助けて。なんか鍋が焦げ臭い！」

辰巳：そう言えば、大学の同僚もいるそうだが？

ＫＰ：一人は心理学の准教授で大(おお)石(いし)正(まさ)樹(き)（41歳）という男。辰巳先生にとっては弟子のようなもので、公私ともに付き合いの深い人物だ。もう一人は、大学の職員で堤(つつみ)裕(ひろ)実(み)（30歳）という女性。テキパキと事務処理をこなしてくれる有能な女性で、辰巳先生はまるで自分の秘書のように雑務はすべて彼女に任せっきりにしてしまっている。

辰巳：われながら、優雅な大学勤務をしているんだなぁ。

ＫＰ：〈心理学〉と〈精神分析〉と〈信用〉が90％を超えているんだから、大学内での辰巳先生の地位は相当なものだと思うよ。御津門学園の理事長代理に推薦されてしまうくらいだしね。

さやか：このお二人のことは、私たちは知っているんですか？

ＫＰ：今日、初めて京に紹介されたね。大石はやや気むずかしそうで無口な男で、堤は面倒見がよくしっかりした女性だ（ここで、さやかちゃんと睦ちゃんは〈心理学〉だな。コロコロ……二人とも失敗か。成功していれば、パーティーの準備をしている間、大石と堤の様子がちょっとおかしかったとわかったんだけどな）。

さやか：なるほど。じゃあ、焦げた鍋を隠して、さっそくパーティーを始めましょう！

辰巳：「いやあ、すまないねぇ。この歳で、こんな盛大なパーティーを開いてもらえるなんて」

ＫＰ：ところで、資産価値２億円の辰巳邸の間取り図を書いてきたよ。ボクが設計したものだから、建築的に怪しい部分があっても気にしないように。
















辰巳：おおっ、ワシはこんなところに住んでいたのか！（笑）

睦：書斎に移動本棚がある……いいなぁ。

ＫＰ：ボクの理想の家をイメージして書いたからね（笑）。

睦：２階には大きなバルコニーがあるんですね。

ＫＰ：広い庭が持ちにくい都内の家なので、２階が庭代わりとなっている。〈生物学〉が得意な辰巳先生なので、きっとバラ園でもあるのだろう。しかも、大きなジャグジーからバルコニーを眺めることができる。

佐々原：外からのぞきほうだいじゃないですか！（笑）

ＫＰ：バルコニーには目隠しの生け垣があるよ。

さやか：んんっ、京さんの部屋は辰巳先生の寝室の真上ですね。これはきっと江戸川乱歩的に、天井から辰巳先生の寝顔をのぞくために違いない！（笑）

睦：ちょっ、さやかちゃん。京をどんな変態だと思ってるの!?

佐々原：辰巳先生、このプレイルームにはなにがあるんですか？

辰巳：ワシも知らんよ（笑）。

ＫＰ：そこは辰巳先生の趣味の部屋だ。ビリヤードテーブルとか、ポーカーテーブルなど、自由に置いてもらってかまわない。ちなみに今日ここで遊ぶと、特別に「幕間での成長」のように経験ロールを一度させてあげよう。

辰巳：ほお、それはすばらしい。

ＫＰ：ちなみに、どんな趣味の品を置くかによって、経験ロールのできる技能が違ってくる。ポーカーだったら〈心理学〉、ダーツだったら〈投擲〉みたいな感じだね。

佐々原：辰巳先生、ボクは〈登攀〉の経験ロールをしたいので、屋内フリークライミングにしてもらえませんか？

辰巳：嫌だよそんなの（笑）。

さやか：〈キック〉を経験ロールできるような、サンドバッグとか。

睦：〈回避〉を鍛えたいので、少林寺木人拳の木人みたいなのがあるとうれしいです（笑）。

辰巳：あんなのがいる家は嫌だっ！

ＫＰ：君たち、ボクの理想の家に変なものを置かないでくれよ。

辰巳：まあ、無難なところでダーツとビリヤードテーブルじゃないのか。ビリヤードは何が鍛えられるんだろう？

ＫＰ：うーん、〈物理学〉じゃないかな？

辰巳：それはいいね！

佐々原：え～っ、〈大きな棍棒〉じゃないんですか？

ＫＰ：キューは人を殴るためにあるんじゃない（笑）。




　その後、楽しい食事を終えて、みんなはゆったりとした時間を過ごすことにした。

　せっかく用意した辰巳邸の間取り図なので、探索者とＮＰＣを表す駒をその上に配置して、誰がどこにいるのか一目でわかるようにしている（みなさんも探索者の位置と間取りの関係を把握しながら、このリプレイを読み進めていくと面白さが増すと思う）。

　ハンドアウトのせいでジャグジーで入浴したい睦ちゃんは、辰巳先生にバラ園を見せてもらって、花壇の土いじりをして汚れるという回りくどいロールプレイに励むのだが、さやかちゃんにはうまく気持ちが伝わらない。

　結局、佐々原に誘われ、一緒にプレイルームで遊ぶことになってしまった。

　一方、大石と堤の二人だが、みんなに誘われてもリビングに残ることを望んだ。ここに来て、辰巳先生たちも二人の様子がどうもおかしいことに気づくが、まだなにか事件が起きているというわけでもないのでそのままにすることにした。




ＫＰ：じゃあ、大石と堤以外のみんなはプレイルームに集まっている。

さやか：「ところで、雨宮さんは『アケチ三世』の続編とかは考えていないんですか？」

ＫＰ：「テレビ局から話があれば、もちろんやる気はあるんだけどね」と言いながら、チラチラと辰巳先生の方を見ている。

さやか：「辰巳先生、どうなんですか？」

辰巳：「いや、ドラマは専門外だから……って、テレビ業界も専門外だけどね！」

さやか：「ふーん、そうなんですか（ハンドアウトを解決したいようだが、うまい切り口が見つからないらしい）」

佐々原：「辰巳先生、ビリヤードにつきあってもらえます？」

辰巳：「ふむ、いいだろう」

睦：「さやかちゃん、私たちはダーツをしようか」

さやか：「ふふふっ、ダーツは得意なんだ～」

睦：「むむ～っ、負けないぞ！」って、すごい熱心にダーツをしていますよ。コロコロ……コロコロ……わっ、10％も成長して59％になった。

ＫＰ：さやかちゃんも〈投擲〉の成功率は73％だから、この二人の勝負はかなりハイレベルだろうね。

睦：「む～っ、なんだか汗かいちゃったね。さやかちゃん？」

辰巳：「シャワーでも使うかね？」

睦：「はいっ、ありがとうございます。言い出しにくかったんですけど、さっきバラ園から見たジャグジーが、私の理想ぴったりだったんです。だから、よかったら入らせてもらいたいなって」

辰巳：「ああ、かまわんよ」

睦：「よしっ、さやかちゃんも入ろう！」

さやか：「ええっ、なんで？（笑）」

睦：「さやかちゃんも入らないと、理想のジャグジーにならないの！（笑）」

さやか：「むったんがそこまで言うのなら、なんだかわからないけど、わかった。一緒に入ろう！」

ＫＰ：だったら、京がジャグジーの使い方を教えてくれる。とても広いジャグジーなので、三人でもゆったり入ることができるよ。

佐々原：これはビリヤードなんかしている場合じゃない。「辰巳先生、急にバラ園が見たくなったのですが！（笑）」

辰巳：こらこらこらこらっ！

ＫＰ：では、睦ちゃんと、さやかちゃんと、京の三人で辰巳邸自慢のジャグジーを堪能することになる。大きな窓は調光ガラスというもので、スイッチひとつで曇りガラスから透明に変更することができる。バルコニーに人がいないのなら、ライトアップされたバラ園を見ながら入浴できるわけだ。

睦：「む～っ、これぞ理想のジャグジーです～」と、すごく癒されています（笑）。

ＫＰ：睦ちゃんの言う通り、ジャグジー効果でどんどんと肌がつやつやしてきた。その結果、睦ちゃんは正気度を１Ｄ３ポイント回復する。

睦：やったぁ！（笑）

さやか：ええっ、それが睦ちゃんのハンドアウトなの？

佐々原：サービスシーンを作るためのハンドアウトとは……けしからん、もっとやりなさい！（笑）

ＫＰ：失礼な。このシーンにだってちゃんと意味はあるんだよ。えーと、京と一緒にお風呂に入った二人は気づくんだけど、彼女の両肩に変わった傷跡があるのだ。

睦：むむっ、どんな傷ですか？

ＫＰ：すでに治った火傷の跡みたいだね。ただ、その形はまるで焼けた鎖を押しつけられたようなんだ。ここで二人は〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……私は成功しています。
















ＫＰ：さやかちゃんは、この鎖の跡が、あまりにハッキリと残っていることを奇妙に思う。まるで型でも当てたかのようで、自然な傷には見えないんだ。続けて〈医学〉もどうぞ。

さやか：〈医学〉なんて無理ですよ。コロコロ……失敗です。

佐々原：辰巳先生、〈医学〉が必要なんですって。ジャグジーに行きましょう！（笑）

辰巳：このバカたれが！

さやか：私は京さんと海水浴に行ったことがあるはずですけど、そのときはこの傷はあったんですか？

ＫＰ：いや、なかったね。

さやか：うーん、女性に体の傷跡のことを聞くのは気が引けるんですが……「京さん、その肩の傷は？」と、さりげなく尋ねてみます。

ＫＰ：すると、いままで楽しそうだった京の表情は、急に曇ってしまう。

さやか：ああっ、やっぱり聞かなければよかった！

ＫＰ：京によると、彼女が御津門学園の理事長に就任した頃についたものらしいのだが、どうも記憶がハッキリしないのだという。

睦：つまり京の正気度がゼロのときについた傷ということですか？

ＫＰ：そうだね。いまの京は、その頃の記憶が曖昧らしいんだ。

辰巳：ワシも当時のことは思い出させないようにしているからな。

さやか：うーん、だったらもうその傷のことには触れないようにします。

ＫＰ：ただ、京はちょっと気分が沈んでしまったようで、先にジャグジーをあがらせてもらうことにした。

さやか：「なんか雰囲気悪くしちゃったね」

睦：「京さんなら大丈夫だよ、きっと」と、中の人が同じの睦が、さやかちゃんを励ましてあげます（笑）。

ＫＰ：まあ、そんなことがあっても、ジャグジーの湯加減は最高なので、しばらく二人で満喫をしている。一方、プレイルームで辰巳先生と佐々原、そして雨宮はビリヤードに興じているのだけど……途中で、雨宮はちょっとトイレに行くとテーブルを離れる。

佐々原：おやっ、なんか怪しい動きをするなぁ。

ＫＰ：とはいえ、君は経験ロールをするくらい熱心にビリヤードをしているから、追いかけることはできないけどね。




　ここに来て、ようやくボクはシナリオに想定していた、それぞれのＮＰＣが探索者の目から離れるというシチュエーションを創り出すことに成功した。このチャンスを逃すわけにはいかない。




ＫＰ：さて、京がジャグジーを一人であがってから20分、雨宮がトイレに行ってから５分くらい経過した頃……とうとう、辰巳邸で事件が起きるのであった！

全員：なんだって～っ!?

さやか：あれっ、間取り図の駒をよく見たら、ＮＰＣ全員がフリーになっていますよ！

佐々原：なんと、キーパーはこれを狙っていたのかっ！



◆むったんのワンポイントスケッチ「探索者へのご褒美」

　どうも、好きな祝日は春分の日な、むったんです。

　今回のシナリオでは、事件が発生したときの探索者とＮＰＣの位置関係が重要となります。極端な話、それぞれのＮＰＣに探索者が貼り付いていたりすると、事件を起こすことができません。そのため、キーパーは探索者を望む場所に誘導するために、正気度が回復するハンドアウトや、経験ロールのできるプレイルームといったものを用意したようです。

　私たちのプレイグループは探索者が少しでも有利になるイベントには貪欲ですので、こうしたご褒美にはすぐに食いつく習性があります。キーパーもそれがわかっていて、こんなご褒美をセッティングしたのでしょう。

　もちろん、普通に誘導してもいいのでしょうが、うまくいかないとプレイヤーに強引に感じられてしまうこともあります。その点、こうしたご褒美を用意しておけば、多少不自然であっても満足して誘導されるというものです。

　キーパーは楽に誘導ができ、プレイヤーもご褒美がもらえて、どっちもうれしいキーパーテクニックなのです。









さあ事件の幕は上がった




ＫＰ：ここからは探索者のワンアクションごとに得られる情報が異なってくるので、慎重に、確実に行動宣言をしていってもらう。

さやか：は、はい……（ゴクリ）。

ＫＰ：まずは探索者全員で〈聞き耳〉ロールをしてくれ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

辰巳：ちょうどプレイルームチームとジャグジーチームで、それぞれ一人ずつが成功したわけだな。

ＫＰ：成功した、佐々原とさやかちゃんは、２階のどこかでガラスの割れるような音が聞こえる。

佐々原：探索者がいないのはゲストルーム１と２、京ちゃんの私室……あとはクローゼットだから、そのうちのどこかとなりますね。

ＫＰ：続けて、ガラスの割れる音から数秒後、今度は〈聞き耳〉も必要ないくらいの大きな物音が１階から響いてくる。それは大きなものを落とすか、倒すかしたような「バターン！」という音だ。さらに１階ではガタガタという音がしばらく続く。

辰巳：なんだ……何が起こっている？

ＫＰ：最後に２階のどこかから、女性の悲鳴が聞こえてくる。その声はおそらく京のものだろう──さて、最初のガラスの割れる音がしてから、ここまでおおよそ10秒程度だ。君たちは一体どうするかな？

全員：うう～～～～～ん！

辰巳：京くんの悲鳴が一番気がかりではあるが……。

さやか：そうですよ、着替えている暇なんかありません。バスローブを借りて、京さんの私室へと向かいます。

睦：「さやかちゃん、そんな格好で！」とはいえ、私もあわてて服を着て、ゲストルーム２へと向かいます。何もなかったら、さやかちゃんと二人で分担して、近くの部屋から順番に見ていくという方針です。

佐々原：じゃあ、ボクは１階に下ります。家に入り込んできたやつがいるのかもしれないからね！

辰巳：人数のバランス的には、ワシも下へ行った方がいいかな。さっきの「バターン」という音が、人の倒れた音だとしたらいけないので、〈医学〉を持っているワシが行った方がいいだろう。

ＫＰ：了解した。辰巳先生と佐々原は１階に行って様子見。さやかちゃんと睦ちゃんは２階で、京を捜すわけだ。

睦：それで大丈夫です。

ＫＰ：それなら、まずは１階の方からやっていこう。辰巳先生たちがプレイルームの目の前にある階段を下りていくと、まずは〈目星〉をロールすることができる。

辰巳＆佐々原：コロコロ……失敗。

ＫＰ：二人とも失敗か。なんだか大事な情報が、いま手からすり抜けていったのを感じられるね（笑）。

佐々原：ううっ、不吉な出だしだなぁ。

ＫＰ：そして、階段から下りたところで、真っ先に目につくのは物置の扉が外れて、床に倒れていることだ。力尽くで蹴り破られたように、蝶(ちょう)つがいの部分が壊れている。あと、扉の内側──つまり物置の方を向いていた側の板に、べっこりと堅いモノで強打したような凹みがついている。

佐々原：誰かが閉じ込められて、バットでたたき破ったとか……大石さんと堤さんはリビングにいるんですか？

ＫＰ：それがいないんだなぁ～、どこに行ったんだろうねぇ？

佐々原：ええっ、リビングに不審な点はありませんか!?

ＫＰ：ざっと見たところ、大石と堤が飲んでいたお酒のグラスがあるだけで、争った形跡とはかないよ。

辰巳：キッチンの方はどうなんだ？

ＫＰ：ついさっき、誰かが蹴飛ばしたかのように、アコーデオンカーテンがグラグラと揺れている。

辰巳：「いったいなにが起きたというのだ……？」と、警戒しながら、キッチンをのぞいてみるぞ。

ＫＰ：人の気配はないが……キッチンの蛇口から水が出しっぱなしになっている。

辰巳：ふむ、誰もいないのなら中に入ろう。

ＫＰ：すると、シンクの前に金属製の円盤が落ちているよ。大きさは直径60センチほどで、表面には精巧な装飾が施されている（イラストを見せる）。
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辰巳：なんだこれは……ともかく、まずは蛇口を閉めて、佐々原のことを呼ぼう。

ＫＰ：じゃあ、佐々原も合流していいよ（おや、辰巳先生にしては珍しく、シンクに注意しなかったな。ひとこと言ってくれれば、食器洗いをしている途中でそのままにされていることがわかったのに）。

佐々原：「辰巳先生、その円盤はなんですか？」

辰巳：ワシの家にあったものなのだろうか？

ＫＰ：辰巳先生はこの円盤について記憶しているかどうかを〈知識〉でどうぞ。

辰巳：記憶力なら任せたまえ。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：これは以前、京がるるいえ堂から購入してきた、古代の鏡だね。

辰巳：なるほど、銅鏡みたいに裏側が磨かれて、鏡になっているんだな。

佐々原：いつ頃、京ちゃんが買ってきたものなんですか？

ＫＰ：辰巳先生は覚えているけど、京が理事長に就任した頃だね。

佐々原：つまり、京ちゃんの正気度がゼロだったときか……嫌な予感しかしませんね。

辰巳：なにかの儀式道具──アーティファクトなのかもしれん。とりあえず裏返してみよう。

ＫＰ：素材は金属製なのは間違いないと思うんだけど、持ち上げてみると、その鏡はすごく軽い。見た目は黒ずんでいて鉄のようだが、実はアルミなんじゃないかと思うくらいだ。ここで〈地質学〉か〈物理学〉をどうぞ。

辰巳：当然、マイブームの〈物理学〉でロールだ。コロコロ……くっ、あんなに勉強したのに失敗だ。

佐々原：コロコロ……当然、ボクも失敗です。

ＫＰ：だったら、この鏡の素材については、なにもわからなかった（成功していれば、この鏡は素材は鉄で間違いないのだが、奇妙なことに比重がちょうど半分しかないことに気づくことができた）。

辰巳：鏡面も見てみるが……？

ＫＰ：すると、不思議なことに鏡の中には辰巳先生の顔ではなく、荒涼とした険しい岩山が映っている。あちらは夜のようなんだけど、青白い不思議な光でぼんやりと照らされているように見える。そして、鏡の中の光景は、なぜか見る者に不安をかき立てるのだった。〈正気度〉ロールをしてもらおうか。成功はゼロ、失敗は１ポイントの正気度を喪失する。

辰巳：コロコロ……よしっ、成功だ。

佐々原：コロコロ……失敗です。せっかくのサプライズパーティーで回復した分が、もう減ってしまった（泣）。

ＫＰ：キッチンで君たちがそんなことをしていると、雨宮が不思議そうな顔をしてやってくる。「みなさん、どうかしたんですか？」

佐々原：「雨宮さん、どこにいたんですか？」

ＫＰ／雨宮：「いや……トイレですけど」

佐々原：「それにしては、ずいぶん長かったような……？」

ＫＰ：（ここで佐々原は〈心理学〉かな。コロコロ……成功か）「そ、そうですか？」と、雨宮は佐々原に突っ込まれて焦っている感じだね。なにか隠し事をしているのかもしれない。

佐々原：出てきた方向は、どちらから？

ＫＰ：ちゃんとトイレの方から来たよ。

佐々原：けど、そっちには書斎があるんですよね。辰巳先生の書斎でなにかしていたんじゃないかなぁ？

ＫＰ：疑い深いやつだなぁ。ともかく、１階のイベントはざっとこんな感じだよ。そろそろ、さやかちゃんのチームがどうなっているか、シーンを移すとしよう。




さやか：むったんと手分けして、２階の部屋を見てまわっています。まずは京さんの部屋からです。

ＫＰ：えーと、京の私室、ゲストルーム２には誰もいない。そして、クローゼットにやってきたところで、さやかちゃんは驚くべき現場を目撃する。６畳くらいあるウォーキングクローゼットでは、堤が頭から血を流して倒れており、京が必死に手当をしているのだ。

さやか：これは大変です。堤さんのけがの具合は!?

ＫＰ：おっと、もう少し説明を続けさせてくれ。クローゼットには大石もいて、彼は青ざめた顔で床にへたり込んでいる。あと、奥にある大きな姿見が割れており、あれがガラスの割れた音の正体であることがわかる。京は堤に〈応急手当〉をしていたのだけど、さやかちゃんがやってくると悲しそうに首を横に振った。さやかちゃんは〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

さやか：コロコロ……成功です。

ＫＰ：だったら、正気度は減らないね。

さやか：私も〈応急手当〉をしてみます。あと、むったんには刺激が強すぎるので、部屋に入らないようにと警告して、その代わりに辰巳先生を呼んできてもらいます！

睦：「わかった、さやかちゃん！」

ＫＰ：じゃあ、さやかちゃんは〈応急手当〉をしてみて。

さやか：コロコロ……駄目です、失敗しました。

ＫＰ：残念ながら、堤を蘇生することはできなかった。脈も呼吸も止まっているけど、体はまだ温かいので、ついさっき死んだことが推測できる。あと、彼女は頭にけがをしているが、出血はさほど多くない。

さやか：これが死因なのでしょうか。京さんに「いったいなにがあったんですか？」と聞いてみます。

ＫＰ／京：「クローゼットの方で物音がしたから、大石さんと一緒に入ったら……堤さんが倒れていたんです。二人でなんとか手当をしようとしたのだけど……」

さやか：堤さんは、誰かに殴られたということでしょうか。あたりに凶器のようなものは……？

ＫＰ：床に重そうなトロフィーが倒れている。髪の毛と血がこびりついていることからして、これに頭をぶつけたのだろうね。ちなみに、トロフィーは辰巳先生が大学のビリヤード大会で獲得したもので、邪魔だけど捨てるわけにもいかないので、クローゼットに並べられていたものだ。他にもダーツ大会のものや、バラの品評会のトロフィーといったものもある。

さやか：たまたま転んでトロフィーに頭をぶつけた……？

ＫＰ：絶対にありえないことではないけど、だとしたらよほど運が悪かったとしか言えないな。

さやか：でも、どうして堤さんがクローゼットなんかにいたんだろう？

さやか：大石さんの様子はどうなんですか？

ＫＰ：ショック状態で呆然としているね。彼の手には血がついているけど、それは〈応急手当〉をしたときについたものかもしれないし……そうでないかもしれない。

さやか：なんか怪しいなぁ……京さんと一緒に入る前に、すでに堤さんを殺していたとか？

ＫＰ：そろそろ、辰巳先生もクローゼットにやってきていいよ。睦ちゃんと佐々原はどうする？

佐々原：ボクは雨宮を見張っているので２階には行かないです。べっ、別に死体を見て〈正気度〉ロールをしたくないってわけじゃないんだからね！

さやか：なぜ、ツンデレ風に……（笑）。

睦：私もさやかちゃんに警告されているので、バルコニーの方を調べてみようかなと。もしかすると、犯人はここから侵入したのかも。

ＫＰ：では、辰巳先生は堤の死体を目撃する……と、同時に大学で働いていた、彼女の姿が走馬燈のようによみがえる。彼女は実に優秀で、親切な女性だった……さあ、〈正気度〉ロールをどうぞ。

佐々原：うわっ、親密さをアピールして、正気度をたくさん減らそうとしていますよ！

辰巳：それはしょうがないだろう。コロコロ……うっ、失敗した。

ＫＰ：親しい人の死亡によるショックで、辰巳先生の正気度は１Ｄ４ポイント喪失する。

辰巳：「堤くん……まだ、若いのに……」と、コロコロ……２ポイント喪失して、現在の正気度は44になった。

ＫＰ：続けて〈医学〉のロールができる。

辰巳：コロコロ……うわっ、失敗だ。

ＫＰ：おや、珍しい。もっとも、堤は完全に死んでおり、いくら辰巳先生でも蘇生することはできなかっただろう。ただ、そのことに動揺してしまったのか、堤の死因などを特定することもできなかった。

辰巳：事故死か他殺かはわからないが、ここは警察を呼んだ方がよさそうだな。

さやか：そうですね、携帯電話で連絡します。

ＫＰ：ところが、携帯電話は圏外になってしまっている。普段なら通話は可能なはずなのに変だね。

さやか：「あれっ、どうしたんだろう？」

ＫＰ：──その瞬間、辰巳邸の家の明かりがすべて消えたのだった！







辰巳邸に迫る光球




ＫＰ：一方その頃、バルコニーに出た睦ちゃんは奇妙なことに気づく。住宅地にある辰巳邸なのに、周りに民家の明かりがまったく見えないんだ。ただし、空には妙に明るい星のような光が瞬いている。

睦：「これは……どういうこと？」

ＫＰ：睦ちゃんが空を見上げていると、星かと思っていたいくつかの光がこちらに向かって舞い降りてきた！

睦：なっ、何事ですか！　急いで家の中に戻ります！

ＫＰ：バルコニーから戻ると、家の中は停電にでもなったのか真っ暗闇だ。ただ、バルコニーの方には、ゆらゆらと揺らめく明かりがいくつも見える。

睦：「なに、あれ……？」

さやか：携帯電話の明かりが使えるのなら、それをたよりにブレーカーを調べたいのですが。

辰巳：ワシは堤くんの遺体のそばにいるよ。大石くんの様子も気になるしね。

さやか：「だったら、京さん。一緒に来てもらえますか？」

ＫＰ：「いいですよ。ブレーカーはキッチンにあります」と、京はさやかちゃんと一緒に１階へと降りていく。

睦：そこに、私も合流させてもらいます。「外にひとだまみたいなのがいるっ！」

さやか：「いやだなぁ、ひとだまなんて」と、さやかは信じていない様子で、とにかくまずはキッチンに向かって明かりをつけるのを優先します。

佐々原：じゃあ、ボクと雨宮さんも、キッチンでさやかちゃんに合流だね。

ＫＰ：京はブレーカーを操作してみるが、異常はなにもない。送電が途絶えたらしいね。

佐々原：家の電話は？　電話だったら、停電でもつながるはず。

ＫＰ：いや、家の電話もつながらないな。全員の携帯電話が圏外となっているし、これはただ事ではないね。

睦：「それより、家の戸締まりをしないと。外に人(ひと)魂(だま)みたいなのがいるの！」

ＫＰ：そんな睦ちゃんの言葉を証明するかのように、リビングの大きな窓の前をふわふわと光が横切っていった。

佐々原：あわわっ、カーテンを閉めます！

睦：むーっ、でも気になるから、カーテンのすき間からこっそりと外をのぞいてみます。

佐々原：むったん、正気度低いのに勇気あるなぁ。

睦：だって、正体がわからないまま、家の中に入ってこられたら対処のしようがないじゃないですか。

ＫＰ：リビングの窓の外には、いくつもの光がふわふわと浮遊している。睦ちゃんがカーテンのすき間から観察していると、そのひとつがこちらに気づいたかのように急に近づいてきた！

睦：むはっ!?

ＫＰ：それは体長70センチくらいの大きなトカゲのような生き物だ。大きな目玉から光を発していて、ふわふわと空中を泳ぐように飛んでいる。その一匹がリビングの窓ガラスに貼り付くと、睦ちゃんの方に向けて光線を放った。睦ちゃんはマジック・ポイント13に対する抵抗表ロールをしてくれ。

睦：私のマジック・ポイントは11なので、成功率は40％しかありません。コロコロ……む～っ、失敗です。

ＫＰ：睦ちゃんは、その生き物の光線を浴びると、急にぐったりと疲れたような気がする。マジック・ポイントを１ポイント減らしておいてくれ。

睦：私のマジック・ポイントが吸われた!?

ＫＰ：あと、この生き物を見たら〈夢の知識〉がロールできるけど？

睦：〈夢の知識〉と言われても、成功率は４％なんですが。コロコロ……失敗です。

辰巳：〈夢の知識〉をロールさせられたということは、ここはドリームランドなのか？

睦：携帯電話が圏外になったり、停電になったりしたのは、まさか楳図かずおの『漂流教室』的に辰巳邸がドリームランドに飛ばされてしまったとか？

ＫＰ：ところで、下の階で睦ちゃんたちが騒いでいる間、辰巳先生は真っ暗なクローゼットで堤の死体と一緒にいるわけだが……（やけに不気味な感じで話し出す）。

辰巳：な、なんだというのかね？

ＫＰ：堤の死体の方で、「ぱたん」という物音がした。

辰巳：「な、なんの音だ？」と、携帯電話の明かりを向けてみよう。

ＫＰ：奇妙なことに、堤の死体の姿勢がさっきまでと違っている。いままでは力なく、仰向けに倒れていたのに、いまは不自然に体をよじった姿勢で横たわっているんだ。そして、辰巳先生の見ている前で、よじれた腕が「ぱたん」と床に落ちた。さっきの音はこれだったのだろう。

辰巳：死後硬直……のわけはないよな。

ＫＰ：辰巳先生は霊感が高いのかどうか、ここは［ＰＯＷ×５］ロールをしてもらおうか。

辰巳：つまりは〈幸運〉と同じということか。コロコロ……成功したぞ。

ＫＰ：堤の死体の周りに、なにやら白熱する鎖のようなものがぼんやりと見える。彼女の死体がよじれているのは、その鎖にがんじがらめにされているからなのかもしれない。しかも、その鎖はどんどん締める力を増していき、堤の体をねじり潰していく……と、同時に白熱した鎖は、死体をジリジリと焦がしていった。

辰巳：いくら死体とはいえ、こんなのはあんまりだ。鎖をほどこうとするぞ！

ＫＰ：ところが、辰巳先生はその鎖に触れることはできない。目には見えるが、実体はないのだ。そうこうしているうちに、死体は鎖に完全に巻き尽くされ、最後には黒こげになった棒きれのようになってしまう。こんなおぞましい光景を見た辰巳先生は〈正気度〉ロールをどうぞ。

辰巳：「堤くん……なんてひどい姿に……」と、コロコロ……失敗してしまった。

ＫＰ：失敗した場合は１Ｄ４ポイントの喪失だよ。

辰巳：ぐっ、コロコロ……２ポイント喪失。残りの正気度は42だ。あと６ポイント喪失したら不定の狂気だぞ。

睦：いったい堤さんの身に何が起きたんでしょうか？

辰巳：うーむ、さっぱりわからん。なんだか一人でいると危険な気がするので、ワシも合流させてもらうぞ！



◆むったんのワンポイントスケッチ「ランプ＝イモリ」

　どうも、好きな両生類はイモリな、むったんです。

　リビングの窓から私のマジック・ポイントを吸い取った生き物は、ドリームランドに生息するランプ＝イモリというクリーチャーです。その名の通り、目が光る、大きなイモリといった外見で、なんと遭遇しても正気度が喪失しないという、探索者としてはとてもありがたい生き物です。ドリームランドの魔術師の中には、飼い慣らしている人もいるそうですよ。

　ただ、タップ光線という攻撃で、マジック・ポイントをちょっとだけ吸い取っていくのはやめてほしいです。






ＫＰ：おっと、辰巳先生が１階に下りてくる直前、雨宮が行動を起こすよ。

佐々原：なんだと、おまえは怪しいからおとなしくしていろ！

ＫＰ：堤の死や、不可解な停電、外を飛び回る光という異常事態におびえた雨宮は「こんなところにいられるか。車で助けを呼んでくる！」と、玄関から出て行ってしまうのだ。

佐々原：「バカな、むやみに外に出るな！」と、すぐに追いかけます！

さやか：えーと、私は京さんが心配なので、そばにいます。

睦：じゃあ、私がタマ兄と一緒に行ってあげようかな。

ＫＰ：まあ、すぐに追いかけるのなら、玄関先で捕まえることができる。ただし、佐々原と睦ちゃんが見た、外の光景はとんでもないものだった。なんと、玄関の外は住宅街ではなく、暗闇に広がる荒涼とした岩山の斜面だったのだ。いくら見回しても険しい山々がどこまでも続いているだけで、街の明かりは一つも見えない。ただ、この山脈全体を光源のわからない青白い光が照らしているため、なんとか外の様子がわかるのだった。

佐々原：なんじゃ、こりゃあ!?

ＫＰ：雨宮も外に出た途端、腰を抜かしているね。さて、この光景を見た二人は、まずは〈アイデア〉をしてもらおうか。

睦：コロコロ……私は成功しました。

ＫＰ：睦ちゃんは、さっきバルコニーで見た光点が空にいくつもあることに気づく。ただ、奇妙なことにその光は瞬きながら少しずつ動いており、あれはリビングで見た、目の光るトカゲのような生き物なのではないかと推測できる。しかも、その光はなぜか空に反射しているようなんだ。

睦：むむむっ、どういう意味ですか？

ＫＰ：すなわち、いままで夜空だと思っていたのは想像を絶するほど広い天井で、そこに光が反射しているということだ。このことから、睦ちゃんはここがとてつもなく広い地下空洞であると気づいてしまう。さあ、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

睦：なんてことに気づいてしまったのやら。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗は１Ｄ４ポイントの正気度喪失だ。

睦：むはっ、意外と減るんですね。コロコロ……４ポイントも減ってしまいました。残り正気度は32です。

ＫＰ：佐々原も辰巳邸が知らない土地に飛ばされてきたことに対して〈正気度〉ロールをしてくれ。

佐々原：ええ～っ、ボクもですか。コロコロ……ううっ、また失敗した。

ＫＰ：佐々原はここが巨大地下空洞だと気づいていないので、１Ｄ３ポイントの喪失で済む。

佐々原：コロコロ……１ポイントで済んだか。残り正気度は38です。

ＫＰ：さて、君たちが驚いていると、リビングの窓の方から目を光らせた例のトカゲが飛んでくるよ。

佐々原：雨宮さんを引っ張って、家に戻りますよ！

ＫＰ：なんとか雨宮を連れ戻すことはできたけど、完全に精神が参ってしまっているようだな。「こんなことがあるわけない……これは悪い夢だ……」と、ガタガタと震えている。

睦：意外に精神がもろいんですね。

ＫＰ：君たちのように宇宙的事件に慣れていないからね（笑）。

さやか：辰巳先生、雨宮さんに〈精神分析〉をしてあげてもらえませんか。

辰巳：そうだな、落ち着かせて、妙なことをしないように釘を刺しておこう。コロコロ……成功だ。

ＫＰ：辰巳先生に諭されると、だいぶ落ち着いてきたようだ。

さやか：「雨宮さん、そんなに取り乱すなんて格好悪いですよ。私の知っているアケチ三世は、こういうときもっとしっかりしていたはずです！」

ＫＰ／雨宮：「そんなこと言ったって……あれは役の上のことだし……」

さやか：「だったら、いまだって役になりきればいいんですよ。ほら、元気を出して、いつものせりふを言ってください！」

ＫＰ：（なかなかうまい誘導をしたなぁ）さやかちゃんに励まされた雨宮は、いままでの情けない顔から少しきりっと顔を引き締めると「そうだね……その通りだ。『だってボク、名探偵の孫ですから！』」と、例のせりふをビシッと決めるのだった。

さやか：「そうこなくっちゃあ！」

ＫＰ：「ありがとう、おかげで目が覚めたよ！」と、雨宮はさやかちゃんに感謝している。さやかちゃんもあこがれのアケチ三世の決めぜりふを生で聞くことができて感動して、正気度が１Ｄ３ポイント回復する。

さやか：わ～い、ようやくハンドアウトの使命を達成できました！

睦：ああっ、それだから、やけに雨宮さんにからんでいたのかぁ。

ＫＰ：さやかちゃんはドラマの影響で女子高生探偵を目指しているという設定があったのを拾わせてもらった。詳しくは『るるいえあんてぃーく』のプレイヤー紹介を参照すること。

さやか：あれ、そうでしたっけ。すっかり忘れてました（笑）。

ＫＰ：えええ～っ!?（笑）

さやか：コロコロ……１ポイント回復したので、現在の正気度は76です。

辰巳：「なるほどね……みんなの様子が変だと思ったら、そういうことだったのか」と、ワシもようやくホッとすることができたぞ。

ＫＰ：そうだね、辰巳先生も正気度を１Ｄ３ポイント回復していいよ。

佐々原：ええっ、どういうこと？

辰巳：ワシはみんなのハンドアウトが公開されれば、自動的に使命は達成されるのだ。

睦：それは楽なのか、難しいのかわからないハンドアウトですね。

辰巳：佐々原と睦ちゃんがポンポンとハンドアウトを公開していったのに、なかなかさやかちゃんが動かないから、少しヒヤヒヤしていたよ。コロコロ……えーと、正気度は２ポイント回復して44になったぞ。

さやか：ふうっ、なんだか一段落したって感じですね。

ＫＰ：いやいやいやっ、こんなのはただの余興で、これからが本番なんだからね！（笑）







女子高生探偵の名推理




　クローゼットの物音から始まった怒濤の連続イベントと、それぞれのハンドアウトが一段落して、ようやく探索者たちは落ち着いて状況を整理する時間を持つことができた。

　各自、気になる点をいろいろと調べてから、情報をまとめることにする。




さやか：携帯電話が圏外になったり、停電になったのは、辰巳邸がどこかに飛ばされたせいというのは間違いないようですね。

佐々原：地面の下に落っこちたとか？

辰巳：さすがにそれはないだろう。

さやか：それはいま考えても答えが出てきそうにないので、まずは堤さんがどうして死んだのかをハッキリさせたいのですが……もしも、あれが殺人だとしたら、その犯人と一緒に行動するのは嫌ですからね。

辰巳：時系列的に──クローゼットで姿見が割れたのが、一番最初の事件だな。さきほどあの姿見を〈物理学〉で調べてみたら、妙なことに裏側から力が加えられて割れたことがわかったから、おそらく堤さんが割ったわけではないと思う。

佐々原：つまり、壁に貼り付けてある姿見を外して、裏からたたき割って、また貼り直したりしなければそういった割れ方はしないと……普通に考えたら、そんなことする人はいませんよね。

睦：姿見が割れたのは超常的な現象なんでしょうね。なにかが姿見から飛び出してきたとか？

辰巳：それで、そいつに驚いた堤くんが転倒して、トロフィーで頭を強打して死亡……なんだかピンと来ないなぁ。

睦：シナリオ的には、頭を打って死ぬよりも、怪物の手で不可解な殺されかたをした方が盛り上がりますからね。

ＫＰ：さすが、ベテランの探索者はシナリオの裏を読むねぇ（苦笑）。

佐々原：次は１階で「バターン」という音がしたと……これは物置の戸が倒れた音で間違いないようです。さっき、ボクが調べたところ、戸の内側の凹みをつけたものはキッチンにあった鉄の鏡のようです。

辰巳：これもよくわからんな。なぜ物置の戸に鏡なんかをたたきつけたのか……？

佐々原：ボクの推理では、鏡が自分で戸をたたき破ってキッチンまで飛び出していったというものですが。

辰巳：とても信じがたいが、状況証拠はそれを裏付けているな。

睦：むーっ、キッチンになにがあるというのでしょう。そういえば、水が出しっぱなしでしたね。

佐々原：あの鏡はのどが渇いていたとか……？（笑）

さやか：そのあとが、京さんの悲鳴ですよね。このへんがちょっと不自然な気がするんですが……。

辰巳：ほう、どうして？

さやか：私たちは物音を聞いて、着替えもしないで飛び出していったのに、なんで京さんたちが先にクローゼットにいて、〈応急手当〉までしていたのかなって……いくらなんでも早すぎませんか？

ＫＰ：そうかもしれないね。ただ、京たちは、堤がいなくなったので探しに行こうと階段を上っている最中に、クローゼットの方から鏡の割れる音を聞いたのだと説明している。

睦：それはタイミング的には可能なんですか……？

ＫＰ：不可能ではないね。かなり俊敏な行動が必要とされるけど。

佐々原：まあ、京ちゃんも元探索者だし、異常事態には慣れているから（笑）。

さやか：「あのぉ、クローゼットの鏡が割れたタイミングで階段にいたのなら、すぐそばで物置の戸が倒れる音も聞いたはずですよね。そのとき、京さんか大石さんは、下の階で何か見ませんでしたか？」

ＫＰ：二人ともなにも見ていないそうだ（さすが女子高生探偵、するどい推理だな）。

さやか：「でも、２階にいるみんなが聞こえたくらいの大きな音がしたのに、気にならなかったんですか？」

ＫＰ：すると、京は「そんな大きな音だったかしら？」と、首をかしげている。

さやか：えっ……どういうこと。階段にいたのに、あの音に気づかなかったってことですか？

佐々原：この家は、構造的に階段からは、物置の方の音が聞こえづらいとか？

ＫＰ：いやいや、そんなことはないよ。戸が倒れた音に京と大石が気づかなかったというのは、かなり変な気がするね。ただ、音に気づくかどうかなんて状況次第だから、絶対にありえないとまでは断言できないだろう。

さやか：なんだか二人の証言が少しおかしい気がしますね。そうなると、堤さんが一人で倒れていたというのも怪しいかも……。

辰巳：それだと、京くんが共犯だってことになるぞ。彼女が大石をかばう理由はないと思うのだが。

佐々原：京ちゃんが辰巳先生にうそをつくはずがないし……。

睦：でも、いまのところ、京と大石さんが共犯だとつじつまは合うんですよね……嫌な推理ですが。

佐々原：あとは事件のあったとき、雨宮さんがどこにいたかだけど。

辰巳：そう言えば、階段を下りたとき、二人で〈目星〉に失敗したんだったっけな。

佐々原：どうせ、辰巳先生の書斎でもあさっていたんでしょう。

ＫＰ：失敬な。トイレにいたと言ってるだろうが！

佐々原：あのときトイレが流れる音を聞いた記憶があるでしょうか？

ＫＰ：〈アイデア〉をロールしてみな。

佐々原：コロコロ……成功ですけど、どうですか？

ＫＰ：トイレを流す音を聞いた記憶はないな……。

佐々原：やっぱりね。

辰巳：しかし、雨宮くんはワシの書斎でなにをしていたんだ？

佐々原：お金に困って、金庫でも捜してたんじゃないですか。なんとなく雨宮さんは小物臭がするんですよね（笑）。

さやか：私も『アケチ三世』ファンとしては、ガッカリですよ。

辰巳：まだ推理をするにしても手がかりが少ない気がするので、そろそろ鉄の鏡の方も本気で調べてみたいな。




　ここで探索者たちは鏡の材質を調べるために〈地質学〉や、年代を調べるために〈歴史〉や〈芸術（骨董品）〉などを駆使する。ところが、どうも今日はダイス運に見放されているらしく、ことごとく失敗してしまった。




佐々原：バカな……ボクが〈歴史〉に失敗するなんて！

ＫＰ：まあ、「00」が出たら、なんだって失敗するからね。

睦：むむ～っ、これだけの探索者が集まっても、正体がさっぱりわからないとは……こんな謎のアーティファクトも珍しい。

ＫＰ：君たちのダイス目が悪いだけだ（いろいろな情報がこぼれ落ちていくなぁ）。

さやか：蘭(らん)弗(どる)叔父さんも、売り物の由来とかは、ちゃんと私にも教えてほしいですよね。

辰巳：そうだ、これを買った本人に聞けばいいんじゃないか。「京くん、この鏡について何か知っているかい？」

ＫＰ：これを買った頃──つまり、正気度ゼロだったときのことを、いまの京はあまり覚えていないようだ。

辰巳：うーむ、そうだったか。だったら、この鏡を買ってきた当時、京くんがなにか研究とかしていなかったか思い出してみよう。

ＫＰ：それはロールしないでも思い出せるね。確か、英語で書かれた古い本の翻訳に没頭していた気がする。

辰巳：それだっ、いまその本はどこに!?

ＫＰ：たぶん、書斎の本棚にあるんじゃないかな。〈図書館〉に成功すれば見つけることができるよ。

佐々原：自宅に魔道書がある辰巳先生って……（笑）。

ＫＰ：一時期、京がいろいろコレクションしていたからねぇ（笑）。

さやか：〈図書館〉は辰巳先生に任せて大丈夫だと思うので、私たちはもう少し、家の中を調べてみましょうか。鏡の中から現れた怪物とかがいるかも……。

睦：家の戸締まりもした方がいいね。あの空飛ぶトカゲが入ってくるかもしれないし。

佐々原：携帯電話の明かりだけでは心細いから、ボクは懐中電灯とか明かりになるものを探しておきます。




ＫＰ：えーと、まずは辰巳先生から処理しようかな。書斎を調べるのなら〈図書館〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……当然、成功している。わが家の書斎だしな（笑）。

ＫＰ：すると『ヘスタン文書』という英語の本を見つけることができる。これが京が翻訳をしていた本のはずだ。パラパラとめくってみると、例の鏡の装飾に似た図が挿絵にもあるよ。

辰巳：よしっ、その図のある部分を中心にして、斜め読みをしてみたいのだが？

ＫＰ：その部分に限定するのなら15分くらいかけて、〈ほかの言語（英語）〉に成功すれば可能だ。

辰巳：ワシの〈ほかの言語（英語）〉は81％だから楽勝だ。コロコロ……なっ、ワシまで「00」だとっ!?

全員：ええ～～～～～～っ!?

ＫＰ：おやおや、しっかり気合いをいれてロールをしてくれないと困りますなぁ（笑）。

佐々原：完全に油断していましたね（笑）。

さやか：他に〈ほかの言語（英語）〉が得意な人っているんですか？

佐々原：ボクが48％あるけど……あと、辞書を使えばボーナスがつくはず。

ＫＰ：そうだね。辰巳先生の書斎なら、大型図書館並に辞書がそろっているはずなので+20％の修正をあげよう。

さやか：だったら、さっきの辰巳先生のロールも成功しているのでは？

辰巳：いや、出目が「00」ではなにをどうやっても無理なのだ。

佐々原：まあ、68％あれば成功するよ……たぶんね！

睦：これまでのダイス目からして、まったく信用できないんだけど……。

ＫＰ：次は、それぞれの目的で家の中をうろうろしている三人のシーンだけど、さやかちゃんはゲストルーム１にみんなの荷物を発見する。食材とか、料理用のエプロンとかを持ってきたカバンを置いてあるんだけど、その中にちょっと大きな女性用のビジネスバックがあるんだね。これは堤のものだけど、ホームパーティに持ってくるには、ちょっと場違いな感じがする。

さやか：おっと、そう言えば所持品検査をしていませんでしたね。堤さんには申し訳ないのですが、ビジネスバックの中を見せてもらいましょう。

ＫＰ：中には書類が二束入っているだけだ。どうやら辰巳先生と大石の論文のようだけど、心理学に関する専門的な内容のため、理解するには〈心理学〉に成功する必要がある。

さやか：コロコロ……失敗です。「佐々原さん、懐中電灯を探し終わったら、こっちに来てくれませんか～？」

佐々原：はいはい、すぐに飛んできますよ。

睦：私も合流しますよ～。

佐々原：えーと、論文を読むのは〈心理学〉でしたよね。成功率は68％です。コロコロ……ううっ、また失敗か。どうなっているんだ、今日のダイス目は！（泣）

さやか：だったら、論文を書いた辰巳先生に読んでもらいましょう。「辰巳先生、これ読んでくださ～い」

辰巳：「あっ、『ヘスタン文書』を読むのにも飽きてきたところだから、ちょうどいいや（笑）」

さやか：「辰巳先生、ちゃんと読めたんでしょうね？」

辰巳：「えっ、ワシは日本人だし……英語はちょっと……（笑）」

さやか：「辰巳せんせ～い、なに言ってるんですかぁ！（笑）」

睦：この論文のことは、まだ大石さんには内緒にしておきたいので、辰巳先生には２階に来てもらいましょう。

ＫＰ：つまり、ゲストルーム１で論文を読むチームと、書斎で『ヘスタン文書』を読むチームが交代する感じかな。

佐々原：そうだね。京ちゃんと、大石さんと、雨宮さんにも、書斎に集まってもらおうかな。バラバラだと危険ですしね。




ＫＰ：辰巳先生は自分の論文なので、すぐに内容はわかる。これは二重人格に関する考察をしたものだね。ただ、この論文は辰巳先生のドリームランドでの経験に基づいた考察がなされており、このまま世の中に発表するのは問題があると判断してお蔵入りにしたものだ。

睦：むむっ、大石さんはこの論文を利用して、ドリームランドに家を転移させた……とか？

辰巳：ワシの論文にそんな力が!?（笑）

ＫＰ：この論文のデータは、辰巳先生の書斎か、大学の研究室のパソコンにしか入っていないはずで、特に大学のものはアクセスも制限されている。よって、不法に入手しない限り、堤がこの論文を持っているはずがない。

辰巳：「堤くん……いったいなんでこんなものを？」

ＫＰ：あと、大石の論文だけど、これは近日に開催される学会にて発表される予定の論文らしい。辰巳先生は〈心理学〉をどうぞ。

辰巳：コロコロ……さすがに今度は成功したぞ。

ＫＰ：辰巳先生だったらちょっと目を通すだけでわかるんだけど、この大石の論文には、さっきの自分の論文との共通点が多い気がするんだ。

佐々原：なんと……大石さんの様子がおかしいと思ったら、辰巳先生の論文をパクっていたのか。

さやか：でも、なんで堤さんがこの論文を持っていたんでしょう？

睦：堤さんが論文の盗用に気づいて、そのことを辰巳先生に報告しようとしたとか……？

さやか：うん、それはありそうですね。

辰巳：「これは大石に確認しないといかんな」




ＫＰ：一方、佐々原の方は、真っ暗な書斎で『ヘスタン文書』を読んでいるわけだ。雨宮と大石は落ち着かない様子でウロウロしており、京は佐々原の手元を懐中電灯で照らしてくれている。

さやか：私はちょっとだけ辰巳先生の寝室を見せてもらおうかな？

ＫＰ：それだったら、雨宮もついてくるね。さやかちゃんを一人にするのは危険だしね。もっとも、寝室には別に変わったところはない。ベッドの脇にある小さなテーブルに、辰巳先生の日記があるくらいかな？

辰巳：ワシって日記をつけていたんだ？

ＫＰ：探索者の教授が日記をつけていないなんて、ボクが許しません（笑）。

さやか：なんか気になりますね……読んでみたいような（笑）。

ＫＰ：雨宮も興味津々だったりして。「さやかちゃん、ちょっとだけ読んでみない？」

さやか：「いやっ、駄目です。バレたら、辰巳先生よりも京さんに怒られてしまいます！」

ＫＰ：さやかちゃんが止めればあきらめるけど、雨宮は未練があるようだな。

辰巳：なにがしたいんだ、雨宮くんは？

ＫＰ：（さやかちゃんの〈心理学〉は、コロコロ……成功か）さやかちゃんが感じたところだと、なんとか辰巳先生にテレビ業界に復帰してもらって、自分もおこぼれにあずかりたいようだね。そのため、辰巳先生のいまの生活に関心があるようだ。

辰巳：わざわざワシを復帰させないでも、この事件が終わったら、テレビ局の知り合いに紹介してやるよ……。

ＫＰ：その言葉は、雨宮本人に言ってあげないとね。さて、同じタイミングで佐々原は『ヘスタン文書』の解読をしているわけだな。

佐々原：えーと、ボクの〈ほかの言語（英語）〉は、辰巳先生が愛用している立派な辞書を借りたので+20％のボーナスがついて、成功率68％です。コロコロ……うわっ、また失敗!?（泣）

さやか：「佐々原さん、ちゃんと読めたんでしょうね？」

佐々原：「えっ、ボクは日本人だし……英語はちょっと……（笑）」

さやか：なんなんですか、この大人たちは！（笑）

辰巳：どうも今日はダイス目がいかんね。なんだか、嫌な予感がしてきたぞ。

ＫＰ：では、ここで全員〈聞き耳〉をどうぞ。

さやか＆佐々原：コロコロ……成功です。

辰巳：……なぜ、その出目を〈ほかの言語（英語）〉で出さないのだ？（笑）

ＫＰ：えーと、書斎にいる二人は玄関の方から、扉がバタンと閉じたような音が聞こえたことに気づく。さやかちゃんが辰巳先生の寝室をのぞいていて、佐々原が『ヘスタン文書』の解読に集中しているすきに、なんと、いつの間にか大石が書斎からいなくなっているのだ。

佐々原：「この状況で外に出るなんて、なにを考えているんだぁっ!?」

さやか：いや、もしかすると誰かが入ってきたのかもしれませんよ？

睦：こっ、怖すぎる！

さやか：ナシュトとカマン＝ターとかが、辰巳先生の誕生日をお祝いしに……（笑）。

睦：あの二人が来たら、すごい勢いで歓待するけどね！（笑）

佐々原：とにかく、大石を追いかけますよ！

さやか：「佐々原さん、私も一緒に行きます！」

ＫＰ：佐々原たちは大石が出て行ったことに早い段階で気づいたので、二人だけですぐに追いかけるのならばかなり有利な条件でロールができる。だけど、２階の辰巳先生たちを呼んでから全員で追いかけるのならば、ロールはちょっとだけ不利になるだろう。

佐々原：いや、二人で追いかけますよ。こんな恐ろしいところにむったんを連れて行くなんて考えられない。

さやか：そうですね。むったんたちには玄関を出る前に、大声で「大石さんがいなくなったから追いかけてくる。京さんたちをお願い！」と呼びかけるだけにしておきます。

ＫＰ：そのくらいだったら、ロールにペナルティはつかないことにしよう。辰巳邸の玄関を出ると、岩山の斜面を下っていく懐中電灯の明かりがチラチラと見える。あれを目印に追いかけるのならば、ＤＥＸ10に対する抵抗表ロールをしてもらおうかな。

佐々原：ふっふっふっ、人類最速のボクから逃れられると思うな。成功率は90％。コロコロ……成功です！

さやか：私の成功率は……75％ですね。コロコロ……成功しました。

ＫＰ：たまたま、ＤＥＸの高い二人だったんだな。二人はぐんぐんと距離を縮めていくのだが、その途中で奇妙な光景に遭遇する。

佐々原：ううっ……なんだろう？

ＫＰ：ここは険しい岩山が連なった山脈なんだけど、山の間にある渓谷を、もの凄く太い鎖が縦横無尽に張り巡らしてあるんだ。非常にスケールの大きな光景で、いったい何の目的で、どうやって張り巡らしたのか、まったく見当がつかない。

さやか：鎖と言えば……京さんの肩の傷も……。

佐々原：ボクらは見ていないけど、堤さんが焼け焦げたときも鎖だったよね。なんなんだろう、この鎖って？

ＫＰ：そんな鎖が交差する部分には、石造りで背もたれの高い玉座のようなものがいくつもがんじがらめにされている。もしかすると、あの玉座を渓谷の上につるすために、山腹の鎖があるのかもしれない。

さやか：その玉座には、誰か座っていたりするんですか？

ＫＰ：ほとんどは誰も座っていないが、一つだけ裸の男が座っているものがある。男は鎖で玉座に縛り付けられ、苦悶の表情を浮かべている。そして、あちらも君たちのことに気づいたようで、聞いたこともない言語で呼びかけてきた。

さやか：うわっ、なんとか助けられないのでしょうか？

ＫＰ：この鎖を外すのは、人の手ではとても無理そうだ。男は君たちに「忘れないでくれ……ここに、私がいたことを忘れないでくれ……！」と、必死の形相で懇願する。未知の言語だというのに、なぜか男の言っていることは二人に理解できる。この感覚は、ドリームランドにおいて異国の人々とでも意志疎通できたのと似ているね。

佐々原：「忘れないでくれ」って、どういう意味なんだろう？

ＫＰ：それはすぐにわかることになる。やがて、君たちが見ている前で、男を縛っていた鎖が白く輝き、熱を帯びてくるのだ。男は玉座に座らされたまま、その鎖に焼かれていく。それでも男は「忘れないでくれ！　忘れないでくれ！」と渓谷に響き渡る声で叫び続けるのだが……やがて、完全に灰と化して、一陣の風が、そんな彼の名残を吹き飛ばしてしまうのだった。さあ、このおぞましい光景を見た二人は〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

佐々原：こっ、これは正気度が減らされそうだなあ。コロコロ……しっ、失敗です……。

さやか：コロコロ……わっ、私も失敗しちゃった！

ＫＰ：うひひひっ、では、二人とも１Ｄ６ポイントの正気度喪失だ。ここで二人が狂気に陥ったら、大石を追いかけるどころじゃなくなるぞ。

佐々原：低めが出ろ～、コロコロ……よしっ、１が出た。残りの正気度は37。

さやか：コロコロ……私は３ポイント喪失です。残りは……73ですね。

佐々原：「いったいあれはなんだったんだろう……なにか恐ろしい儀式が進行中なのか？」

ＫＰ：ところが……あんな恐ろしい光景を見たあとだというのに、君たちの記憶からあの男の姿が徐々に薄れていってしまうのだった。

さやか：ええっ、どういうことですか？

ＫＰ：まるで渓谷を渡る風が、君たちの記憶を吹き飛ばしてしまっているかのように、やがて完全にあの男のことを忘れてしまう。残るのは、ただ胸にうずく痛みだけ……具体的には減った正気度だけが、彼がここにいたことを証明してくれているのだった。

さやか：なんだったんでしょう、いまのは……って、もう覚えていないんですよね。

睦：なんだか、今回の事件は、いつもよりも大事に巻き込まれているような気がする……。

ＫＰ：第四シーズンの最終回だしね！（笑）

佐々原：でも、忘れてしまったものは仕方ないです。大石を追いかけますよ！

ＫＰ：さっきＤＥＸの抵抗表ロールで成功しているから、すぐに大石に追いつけるね。

佐々原：「なにをやっているんです。死にたいんですか！」と、大石さんを捕まえます。

ＫＰ：大石は、こんな異常現象の連続で完全に錯乱状態に陥っているようだ。ボロボロと泣きながら、佐々原たちに謝っている。「すまない……はずみだったんだ……殺すつもりはなかったんだ……」

さやか：「まさか、あなたが堤さんを殺したんですか？」

ＫＰ／大石：「彼女が聞き分けがないから……つい、近くにあったトロフィーで……」

佐々原：ガツンとやってしまったわけか。論文の盗用を隠すためにかな……案外とつまらない動機ですね。

睦：結局、それは事件のきっかけでしかなくて、シナリオの本題はこの地下世界からの脱出なのでしょう。

さやか：「でも……それって、京さんの証言と食い違っていませんか？」

ＫＰ：うん、そのことを指摘されると、大石は観念したように白状する。「私は……あれを事故に見せかけるよう、そそのかされただけなんだ」

さやか＆佐々原：「誰に!?」

ＫＰ／大石：「安(あん)針(じん)塚(づか)さんにだ……」

さやか：「安針塚……って、京さん!?」

全員：なんだって～～～～～～～～っ!?

ＫＰ：ところで、佐々原……君がいつも胸につけている蜘(く)蛛(も)のフィブラが、いつの間にかなくなっているから。

佐々原：えっ、どうして？

ＫＰ：（しれっと、佐々原を無視して）さ～て、大石の偽のアリバイに、あの京が関わっていたという衝撃の事実が判明したところで、辰巳邸の方にシーンを移そうかな。

佐々原：さらっと流さないでくださいよ！　ボクのフィブラは？　ボクのＰＯＷ１ポイントは!?







悪夢が現実になる世界




ＫＰ：時間は少し戻って、さやかちゃんたちが大石を追って外に出て行くという声を聞いたところからスタートしよう。論文はもう読み終えているので、辰巳先生も自由に動けるよ。あと、さっきの大石の証言を、辰巳先生と睦ちゃんは知らないので注意すること。

辰巳：じゃあ、睦くんと一緒に書斎に行って、京くんと雨宮くんに合流するか……。

睦：京はいったいなにをたくらんでいるのやら……『るるいえはいすくーる』の第三話でもそうでしたが、元プレイヤーとしては複雑な気分ですよ。

ＫＰ：二人が階段を下りようとするときなんだけど、睦ちゃんだけ〈聞き耳〉をしてくれるかな？

睦：なぜ、私だけ？　コロコロ……むむ～っ、失敗です。

ＫＰ：わかった。えーと、辰巳先生はロールの必要もなく気づくんだけど、階段を下りる途中、２階の廊下で「ぱたぱたぱたっ」という軽い足音が聞こえる。それは、まるで子供のような足音だね。

辰巳：子供……なんでまた？　「睦くん、いま子供の足音が聞こえなかったかね？」

睦：「いえ、全然……子供なんているわけないじゃないですか」

辰巳：「うーむ、確かに聞こえた気がするのだが。ちょっと様子を見てくる」

睦：「む～っ、私も一緒に行きますよ」

ＫＰ：二人で２階の廊下に戻るというわけだね。すると辰巳先生には廊下の奥……京の私室の方から声が聞こえてくる。「寂しいよ……寂しいよぉ……」という、幼い男の子の声だ。この声を聞いた途端、辰巳先生は胸が締め付けられるように痛む。あれはあなたの弟の……源(げん)六(ろく)の声だ。

辰巳：げっ、源六だと!?

佐々原：源六って……『るるいえあんてぃーく』の第二話でアトラック＝ナチャと会って、辰巳先生が不定の狂気になったときの妄想でしたっけ？

辰巳：実在しているのか、源六というのは？

ＫＰ：それは辰巳先生にしかわからない。本当にいて不幸な目に合わせたことのある弟なのかもしれないし、入(いる)滑(すべり)村で母親を一人にしてしまったことへの罪悪感の象徴なのかもしれない。少なくとも、これは他人には絶対に知られたくない、とても個人的な問題であることに間違いはないね。

辰巳：「源六なのか……？」と、京くんの部屋に入ってみよう。

睦：「辰巳先生、そこに誰かいるんですか？」

辰巳：「すまないが、ここは私一人に行かせてくれ……」

睦：むむ～っ、それは危険だと思いますけど、辰巳先生に冷静に諭されたら、とりあえず近くで様子を見ている感じですかね。

ＫＰ：京の私室の戸を開けると、部屋の隅でうずくまっている痩せた男の子がいる。

辰巳：「源六……何を泣いているんだ……？」

さやか：なんだか辰巳先生がすごい危険な状況にある気がします！

ＫＰ：睦ちゃんには、辰巳先生が何者かに話しかけているのが聞こえてくるのだが、さらにここで〈聞き耳〉をしてくれ。失敗するとやばいかもね。

睦：むむ～っ、気合いを入れて。成功率は35％です。コロコロ……成功！

ＫＰ：すると、京の私室から「ギシッ、ギシッ」という、大きなモノが床をきしませる音。そして、身の毛もよだつような「キリリリリッ」という歯ぎしりのような音が聞こえてくる。

辰巳：な、なんだぁ。ワシはそれには気づいていないんだよな!?

ＫＰ：あなたの前には、哀れな源六がうずくまっているだけだ。

睦：これはただ事じゃありません。辰巳先生の様子を見に行きますよ！

ＫＰ：睦ちゃんが京の私室をのぞくと、そこは驚くべき状態になっている。部屋中に半透明の糸が張り巡らされていて、巨大な蜘蛛の巣のようになっている。その中央には馬ほどもある、明るい紫色をした体の蜘蛛が陣取っていて、よろよろと近づいてくる辰巳先生に対して、その毒の牙をむき出しにしているのだ。

睦：なっ、なっ、なんですって～～～～っ!?

佐々原：まさかボクのフィブラが成長した!?

さやか：これって、またなっちゃん（アトラック＝ナチャのこと）なんですか!?

ＫＰ：さて、睦ちゃんは〈正気度〉ロールをしてもらおうか。辰巳先生には、あれは源六にしか見えていないから〈正気度〉ロールはしないでいいですよ。

睦：こんなのが家の中にいたなんて、怖すぎですよ。コロコロ……失敗です。

ＫＰ：失敗したら１Ｄ10ポイントの正気度喪失だ。

全員：１Ｄ10ポイント～～～～～!?

睦：むむっ、すごい減らされそう。コロコロ……５ポイント喪失！

ＫＰ：だったら、一時的狂気に陥る可能性があるな。

睦：続けて〈アイデア〉ロール。コロコロ……成功してしまいました～！（泣）

ＫＰ：ここはランダムで決定しようかな。コロコロ……おっと、わかりやすい症状になったな。睦ちゃんはこの巨大な蜘蛛を見て、グアムで遭遇したアトラック＝ナチャのことを思い出し、蜘蛛恐怖症に陥ってしまう。

睦：でも、それは逆に好都合です。「辰巳先生、逃げますよ～っ！」

辰巳：「いや、そこに源六が……」

睦：狂気に陥っているので、ＳＴＲ15を生かして有無を言わせずに引っ張っていきます！

辰巳：「あ～っ、源六～！」と、しょうがないから引っ張られていこう。しょうがなくね（笑）。

ＫＰ：二人がどたばたと階段を下りてくると、「どうかしたんですか？」と、雨宮と京が驚いた顔をして書斎の方から出てきた。

睦：「２階に化け蜘蛛がいます。もうこの家は駄目です、外に逃げましょう！」

ＫＰ／雨宮：「ええっ、さやかちゃんたちがまだ戻ってきていないよ？」

睦：蜘蛛恐怖症なので細かいことは考えられないのです。辰巳先生、できたら〈精神分析〉を……。

辰巳：おっと、そうだな。キーパー、いまのワシは〈精神分析〉ができるのか？

ＫＰ：やってもいいですよ。

辰巳：「睦くん、落ち着きたまえ。蜘蛛なんかどこにもいないよ。あれは源六だよ」と、コロコロ……成功だ。

睦：いやっ、蜘蛛は本当にいたんですけどね！

ＫＰ：正気に戻った睦ちゃんはわかるんだけど、あんな巨大な蜘蛛が突然現れる不条理な感覚……それは『るるいえばけーしょん』の第二話で味わった、ドリームランドにおいて悪夢が現実化する現象によく似ている。

睦：……ということは、あれは辰巳先生の悪夢が現実化したもの？

ＫＰ：睦ちゃんは知るよしもないことだが、佐々原のつけていたアトラック＝ナチャのフィブラが触媒となって、辰巳先生のトラウマと反応したのだろう。

睦：でも、２階に大蜘蛛がいるのは現実なので、家を出ないにしても、階段にバリケードを張りたいです。

ＫＰ：工具は物置にあるから、〈機械修理〉に成功すれば効果的なバリケードが作れたことにしようか。

睦：「みんなも手伝ってください！」

ＫＰ：そうだね……バリケードの材料となる家具を運んでくれる人が一人いるごとに+10％のボーナスをあげよう。

辰巳：ワシは手伝えるのか？

ＫＰ：えっ、源六を２階に閉じ込めるつもりなの？（笑）

辰巳：ううっ、しかしみんなの邪魔をするのは悪いので、ここはおろおろしていることにしよう。

睦：じゃあ、京と雨宮さんに手伝ってもらって+20％ボーナス。〈機械修理〉の成功率は83％です。コロコロ……むはっ、失敗!?

ＫＰ：おいおい、今日のダイス目はどうかしているな。そうすると、睦ちゃんたちの積み上げた家具のすき間から、突如、あの大蜘蛛が恐ろしい顔を突き出してきた。そして、近くにいる睦ちゃんに糸を吐きかけてくる！

睦：むっ、むむむ～～～～っ！

ＫＰ：この糸の命中率は、なんと60％なのだ。ここはオープンダイスで、コロコロ……おっと、失敗か。

睦：ほっ……でも、どうしよう？

ＫＰ：おっと、辰巳先生はこの時点で、バリケードのすき間から顔を出しているのが源六とは違うモノであることに気づくことができる。あれはかわいい弟などではなく、その姿を偽り、あなたを食らおうとする恐ろしい蜘蛛なのだ。さて、辰巳先生にも〈正気度〉ロールをしてもらうかな？

辰巳：結局、ワシもするのか～っ！

ＫＰ：バリケードの作成に成功していれば、免除されたかもしれないけどね。

睦：辰巳先生、ごめんなさ～い！（泣）

辰巳：コロコロ……くっ、失敗した。こいつは１Ｄ10の正気度喪失だったな。低めで頼む～、コロコロ……よっし、２ポイントで済んだ。残りの正気度は40！

ＫＰ：さて、大蜘蛛は鋭い爪の生えた足でガツガツとバリケードを崩そうとしているが──ここで、大石を追っていったチームにシーンを移そうか。



◆むったんのワンポイントスケッチ「レンのクモ」

　どうも、好きな蜘蛛はハエトリグモな、むったんです。

　ドリームランド特有の悪夢が現実となる現象によって、辰巳先生のトラウマとフィブラから生み出されたのは、レンのクモというクリーチャーです。その名の通り、主にドリームランドのレン高原という場所に住んでいます。

　アトラック＝ナチャを崇拝する大きな蜘蛛なんですが、見た目とは裏腹に人間並みの知性を持っていて、なんと、ドリームランドには人間を使役して、自分自身をサーカスの見せ物にして稼いでいるレンのクモまでいたりします。

　ただ、このサーカスの蜘蛛……たまに、お客さんを食べちゃったりするので気をつけてください。むむむ～っ！









鎖を引きずりやってくる




さやか：京さんが怪しいという話を聞いたので、急いで辰巳邸へと戻ります。ああっ、携帯電話が使えれば！

ＫＰ：すると、山の斜面に転がる巨大な岩の影から、なにか物音が聞こえてくる。それは「ヂャラッ……ヂャラッ……」という、重い金属音だ。

さやか：それって鎖の音ですか？

ＫＰ：うん、そうだね。太い鎖を引きずっている音にも聞こえる。やがてその物音は岩陰のところで、ぴたりと止まった。そして、鎖を思いっきり引っ張り上げるような大きな音がしたかと思うと、岩陰の向こうから巨大な頭が姿を現した。それは身の丈７メートル以上はある巨人だった。全身は黒い毛に覆われ、たくましい体つきをしている。その腕は肘のところで２本に枝分かれしており、なんと合計して４本の腕を持っている。樽ほどもある頭にはピンク色をした目玉が輝いており、なにより恐ろしいことに……黄色い牙をむき出しにした巨人の口は水平ではなく、垂直に裂けているのだった！

全員：ぎゃ～～～～～～～っ！（泣）
















睦：これは最悪の相手が出てきましたよ……！

ＫＰ：この巨人は両腕に太い鎖を引きずっており、明らかに君たちに対して関心を持っているかのようにピンク色の目で見下ろしている。ちなみに、あの鎖は渓谷に張り巡らされているものと同じに見える。

睦：なんで鎖なんて持っているんだろう……？

ＫＰ：ここで二人は〈目星〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……私は成功です。

ＫＰ：さやかちゃんは、その巨人の恐ろしいかぎ爪の先に、白い布のようなものが引っかかっているのに気づく。それは見覚えのある形をしていて、メイド服の京がいつも着けているヘッドドレスに似ているね。

さやか：ええっ、どうして京さんのものがそんなところに!?

ＫＰ：そして、君たちは例のドリームランド特有の不思議な意思伝達方法によって、この巨人が何かを伝えようとしているのがわかるのだった（メモを渡す）。




……………………

●巨人からのテレパシー




『鏡を開くための贄は受け取った。だが、過去を願った者の〝いま〟が足りていない』

……………………




さやか：鏡を開くための贄……〝いま〟が足りない？

佐々原：贄というのは、堤さんのことなのかなぁ。

さやか：じゃあ、過去を願ったのは……誰？

ＫＰ：その解釈はあとにして、そろそろ〈正気度〉ロールをしてもらおうか！

さやか：コロコロ……任せてください、成功です！

佐々原：まずい……辰巳先生がいないところで狂気に陥るわけにいかない。コロコロ……やった、成功だ！

ＫＰ：なんと……ダイス目が悪いのに〈正気度〉ロールはさえているな。だったら、正気度は減らないよ。

さやか＆佐々原：いっえ～～～～～～～～い！（二人でハイタッチ）

ＫＰ：あと、ここで〈クトゥルフ神話〉ロールをどうぞ。

佐々原：コロコロ……あっ、「01」で成功しました！

ＫＰ：それなら話が早い。この巨人はドリームランドに生息するガグという種族だ（後述のワンポイントスケッチの説明をする）。

さやか：そんなこと理解していなくても、すぐに逃げますよっ！

ＫＰ：えーと、通常、ガグの移動率は人間よりも高いので、とても逃げ切れるものではない──

さやか：そ、そんな……。

ＫＰ：だが、このガグは君たちを追いかけるときも、重そうな鎖を手放そうとはしないので移動速度が遅くなっている。よって、君たちはロールの必要もなく逃げることが可能である。

佐々原：やったぁ！

ＫＰ：……ただし、大石はガグを見て、完全に腰を抜かしてしまっている。大石を一緒に連れて逃げるには、彼のＳＩＺ15に対する、ＳＴＲの抵抗表ロールに成功する必要があるよ。これは２人まで協力が可能だ。

佐々原：つまり……ボクとさやかちゃんのＳＴＲの合計は20なので、成功率は75％ですね。

さやか：佐々原さんのＳＴＲって８しかないんですか？

佐々原：ボクは素早いけど、その代わりに非力なんだよ。

睦：そこに私がいれば楽勝だったのに……。

ＫＰ：もしも失敗したら、ガグの攻撃を受けることになるから、よ～く考えて行動してくれ。

さやか：もしあれに殴られたら、どんなダメージが来るんでしょうか？

睦：私の経験だと、即死レベルの攻撃が来るはず。しかも、１ラウンドに２回ほどね……（苦笑）。

さやか：それは〈回避〉はできるんですか？

ＫＰ：うーん、大石を背負いながらでは難しい気がするけど、〈回避〉くらいはさせてあげようか。

佐々原：だったら、連れて行きましょう！

さやか：そうですね……見捨てるのはちょっと。それに、もっといろいろ聞きたいこともありますし。

ＫＰ：ほお、すごい勇気ある決断だなぁ。それでは泣いても笑っても75％の成功率。どちらかがロールしてくれ！

佐々原：じゃあ、ボクがロールさせてもらいます。気合いを入れて……コロコロ……よっしゃ、成功したぁ！

全員：わ～～～～～～～～い！（拍手）

ＫＰ：よく成功させたねぇ（実はキーパーも冷や冷やしていた）。だったら、佐々原とさやかちゃんはぐったりしている大石に肩を貸して、岩山を辰巳邸を目指して登っていく。やがて、ガグが追いかけてくる「ヂャラッ……ヂャラッ……」という鎖の音は小さくなっていった。ただ、二人の耳にはいつまでもあの不吉な音が残っている気がするのだけどね……。

佐々原：このまま逃げたら、家の場所を知られてしまうかも。

さやか：でも、辰巳先生たちと合流しないと。京さんのこともありますし！

佐々原：おっと、そうだった！　このまま、怪しい京ちゃんを野放しにしていては、むったんが危ない！

ＫＰ：これでようやく、みんなが辰巳邸にて合流することになる。なんかすごい長く分散行動をしていた気がするけど、ゲーム時間では小一時間ほどの出来事だ。ちなみに、辰巳邸では睦ちゃんが必死にバリケードを作って、大蜘蛛の侵入を防ごうとしている真っ最中だったりする（笑）。

睦：「タマ兄、さやかちゃん、手伝って！」

さやか：「いったい何事!?」とか言いながら、なにも説明されなくても、テキパキとテーブルとかソファーを階段に運んでいきます（笑）。

睦：ところで、キーパー、〈機械修理〉には再挑戦できるんですか？

ＫＰ：このロールは再挑戦が可能だ。ただし、失敗するたびに大蜘蛛に攻撃される危険性があることを忘れずに。あと、手伝う人は恐ろしい蜘蛛を目撃してしまうので〈正気度〉ロールが必要となる。

睦：辰巳先生と京、雨宮さん……あと一人手伝ってくれれば、成功率は99％になります。

佐々原：だったら、ボクはガグがやってこないか、外を警戒していますよ……っと。

睦：むーっ、まあタマ兄にこれ以上〈正気度〉ロールをさせるのはかわいそうだから、許してあげましょう。

ＫＰ：では、まずさやかちゃんの〈正気度〉ロールからだな。

さやか：「なんでこんな大きな蜘蛛が家の中にいるんですかぁ!?」と、コロコロ……成功です。

ＫＰ：こいつは成功しても１ポイントの正気度を喪失する。

さやか：ううっ、今日はじわじわと減ってます。残りの正気度は72です。

佐々原：まだまだ余裕じゃないか！

ＫＰ：続けて睦ちゃんの〈機械修理〉だけど、実は京は手伝ってくれないのでボーナスは+30％しかつかないよ。

睦：ええっ、京はどこに？

ＫＰ：この大蜘蛛来襲の混乱と、停電の暗がりに紛れて、彼女の姿を見失ってしまう。

佐々原：大石さんが帰ってきたので、都合が悪くなって逃げたのかな？

ＫＰ：それはともかく、〈機械修理〉をどうぞ。

睦：成功率は93％です。コロコロ……今度は成功しました。

ＫＰ：みんなの手助けもあって、階段を封鎖することには成功した。ただし、向こう側からは、ガリガリとバリケードをひっかく不吉な音が聞こえ続けている。

睦：「つまりは、この音が聞こえている限りは安心ということです。雨宮さんは、ここで聞き耳を立てていて、ガリガリという音がしなくなったらみんなに教えてください（笑）」



◆むったんのワンポイントスケッチ「ガグ」

　どうも、好きなじゃんけんの手はチョキな、むったんです。

　今回は立て続けにドリームランドにいるクリーチャーが登場していますね。

　４本の腕に、垂直に裂けた口という恐ろしい外見の巨人ガグは、ドリームランドの中でもかなり危険な部類に入る種族です。なにしろ、自分より弱い生き物はなんでも捕まえて食べてしまうので、人間を見たら喜んで襲ってくるところが困りものです。

　当然、普通の探索者では、とても勝ち目はありません。おなかを空かせたガグに会ったら、どこかに隠れるか、馬かなにかを囮にして逃げるのが一番でしょう。

　そんなどう猛なガグですが、以前はドリームランドに優れた文明を持っていたようです。ただ、ガグが異形の神々を崇拝することを嫌った地球の神々によって、ドリームランドの地下に広がる大空洞に追放されてしまったという歴史を持っています。

　ちなみに、私は十年ほどかけて何十本もシナリオをクリアしてきた愛着のある探索者を、このガグのかぎ爪で殺された苦い経験があります。そのため、私たちのプレイグループでは、ガグに対する恐怖が心に深く染みついているのです……。









アフォーゴモンの鏡




　２階に潜む大蜘蛛におびえながらも、探索者は必死の思いで救出した大石から情報を聞き出すことにした。

　彼の話によると、堤に辰巳先生の論文を盗用したことを気づかれてしまい、今日のパーティーで謝罪をするつもりだったらしい。ただ、直前になっておじけづいた大石は、クローゼットで堤にこのまま見逃してくれないかと交渉する。その話し合いがこじれ、思わず近くにあったトロフィーで堤を殺害してしまったのだが、そんな大石の前に、京が現れたという──ここまでは、探索者たちの推理通りであった。




ＫＰ／大石：「私が堤さんを殺してしまった直後、クローゼットの姿見が割れて、中から安針塚さんが出てきたんです。きっと、裏の部屋から見ていたのでしょう……」

佐々原：ちょっ、ちょっと、裏の部屋ってなんですか。クローゼットの奥に部屋なんてあったんですか!?

ＫＰ：いや、そんな部屋はないけど、大石としては部屋がなければ京が出てきた理由がつかないので、そう思う込んでいるようだね。君たちみたいに、姿見からなにかが出てくるなんて受け入れられるわけないから。

佐々原：うーん、ここは大石に調子を合わせて、そういうことにしておいた方がいいですね。「それで、その京ちゃんはなんて言ったんですか？」

ＫＰ／大石：「彼女はやけに落ち着いていて、堤さんの死体を見るなり、すべてを悟ったように……これが事故死だったように見せかける手助けをするから、ひとつ取引をしたいと持ちかけてきたのです」

辰巳：「その取引とはいったい!?」

ＫＰ／大石：「大したことじゃあないんです。姿見を割って現れたことを黙っていてほしいと……」

さやか：クローゼットの中にいたから、１階で物置の戸が倒れたことについての証言が曖昧だったんですね。

ＫＰ：音には気づいていたけど、それが何の音かはわからなかった。そもそも、大石はそれどころじゃなかったし。

辰巳：つまり、姿見から出てきた京くんは、ワシらの知っている彼女とはまったくの別人だったのかもしれないな。だから、正体がばれそうになって逃げ出したのではないだろうか。

睦：これで堤さんの死の真相は判明しましたけど、それでなんでこんな宇宙的事件に巻き込まれてしまったのかはさっぱりわかりませんね。

辰巳：ワシの家に、昔の京くんが用意していた儀式装置があって、堤くんの死が引き金になってそれが発動されたというのが、よくあるパターンかな？

さやか：あの鉄の鏡が怪しいんですよね。いまのところ、ロールに失敗したせいでなにもわかっていません。

辰巳：消えた京くんのことは気がかりだが、ここはやはり『ヘスタン文書』を読むしかないだろう。

睦：でも、そんな時間がありますかね？

さやか：家には大蜘蛛、外には鎖の巨人……なんかすごい絶望感があります。

佐々原：そもそも、〈ほかの言語（英語）〉に成功できるんでしょうか？

さやか：辰巳先生の書斎の辞書を使えば、私の〈ほかの言語（英語）〉の成功率は44％です。

辰巳＆佐々原＆睦：うう～～ん、びみょ～～う（苦笑）。

さやか：なに言ってるんですか、44％あれば楽勝ですよ！（笑）

佐々原＆睦：うう～～～～～～～～～～～ん？

辰巳：ところで、この『ヘスタン文書』の話って、どんなタイミングで出てきたんだっけ？

佐々原：京ちゃんがあの鏡を買った頃に、翻訳していた本という話で──そうだっ、京ちゃんの部屋に翻訳したものがあるかも！

ＫＰ：かもしれないねぇ～（いまさらになって思い出したか）。

さやか：でも、２階にはあの大蜘蛛がいますよ。

辰巳：いや……ワシの寝室の真上が京くんの私室だから、外壁を登っていけば大蜘蛛には遭遇しないはず。

佐々原：〈登攀〉ならボクが得意ですよ。ここは二段構えの作戦で、さやかちゃんが〈ほかの言語（英語）〉で読んでいる間に、ボクは翻訳を確保してきましょうか？

辰巳：さやかちゃんが『ヘスタン文書』を読んでいる間、こちらはやることがないからな……悪くはないと思う。




　いろいろ悩んだ結果、探索者の行動分担は決定した。

　さやかちゃんは書斎で『ヘスタン文書』の解読にあたる。

　佐々原は辰巳先生の寝室から、家の外壁を登って、京の私室に潜入。『ヘスタン文書』の翻訳を捜索。睦ちゃんと辰巳先生は下で待機して、佐々原のバックアップ。

　雨宮は階段のバリケードで、大蜘蛛の気配がしているかどうかをチェックすることになった。




ＫＰ：えーと、まずは自分の寝室に入った辰巳先生だけ〈アイデア〉をどうぞ。

辰巳：むっ、なんだろう。コロコロ……成功したが？

ＫＰ：なんか、ベッド脇にあった日記が動かされている気がする。

辰巳：「おや……誰かが盗み読みをしたのか？」

佐々原：「ボクらじゃないですよ！」って、なんか京ちゃんと雨宮さんが、このへんでウロウロしていましたよね。

辰巳：うーむ、それはあとで雨宮くんに問いただすことにしよう。いまは時間が惜しい。

ＫＰ：外壁を登って２階に向かうのなら、佐々原は〈登攀〉をしてくれ。

佐々原：あとでむったんが登りやすいように、物置から借りたロープを持って〈登攀〉します。コロコロ……成功です。

ＫＰ：佐々原は雨どいなどを伝って、京の私室の窓にまで到着した。中は真っ暗だけど、大蜘蛛がいるような気配は感じられないね。

佐々原：外は怖いので、さっさと入りましょう。

ＫＰ：（迂闊に飛び込むなぁ）窓から侵入すると、この部屋に粘つく蜘蛛の糸が張り巡らされていることに気づく。

佐々原：なにぃっ、しまった！

ＫＰ：大蜘蛛が獲物を網でからめ取るための成功率は60％なので、佐々原は60％の確率で網にひっかかるよ。自己責任で、君がロールしなさい。

佐々原：……つまり、60％で失敗すればいいんですね。コロコロ……ううっ、成功。網につかまりました。

ＫＰ：あ～らら、この網はＳＴＲ14の抵抗表ロールに成功しないと抜け出すことはできない。佐々原のＳＴＲは８だから、抜け出せる成功率は20％しかないな。

佐々原：ま、まずい……。

ＫＰ：しかも、下にいる睦ちゃんは、焦った雨宮の叫び声を聞く。「バリケードをひっかく音が消えました！」

睦：「タマ兄、そっちに蜘蛛が行ってる！」って、私も登って助けに行きます！

佐々原：いや……それじゃあ、むったんまで危険に……。

睦：成功率20％じゃあ、逃げられないでしょう。私が手伝えば、成功率は95％になるんだから！

佐々原：ううっ、面目ない……。

ＫＰ：佐々原が張ったロープがあるから〈登攀〉は２倍でロールできるよ。

睦：コロコロ……成功です。２階の窓まで登って、タマ兄を外から引きずり出します！

ＫＰ：廊下の方からは「ギシッ、ギシッ」という床がきしむ音と、身の毛もよだつような「キリリリリッ！」という歯ぎしりの音が聞こえてくる。ここで失敗したら、大蜘蛛と対面してしまうと思ってくれ。

佐々原：むったんのためにも失敗はできないです。コロコロ……よしっ、抵抗表のロールも成功しました。

睦：「逃げよう、タマ兄！」

佐々原：「ありがと～、むったん！」と、転げ落ちるように、１階へと戻ります。

辰巳：やれやれ、無駄にピンチになりに行っただけだったな……。

佐々原：あとはさやかちゃんのダイスにすべて任せる！

さやか：だから、私に任せておけと……では、〈ほかの言語（英語）〉のロール、行きます！（ゴクリ）

辰巳＆佐々原＆睦：成功して～！

キーパー：（いい加減、成功させてくれ～！）

さやか：コロコロ……24！　ほらっ、辞書がなくても成功してますよっ！（笑）

睦：やっぱり、さやかちゃんは頼りになるなぁ～！

ＫＰ：なんだか成功してしまえば、実にあっけないものだな。たったこれだけのことに、いったいどれだけ時間をかけているのかと（笑）。

さやか：だから、私に任せておきなさいと言ったんですよ、佐々原さん（笑）。

佐々原：うぬぬ～～～～っ！

ＫＰ：そうだ、さやかちゃんは『ヘスタン文書』を読んだので、正気度を１ポイント喪失するからね。そして、ボクは、ようやくこの資料を君たちに渡すことができるのだった。どうぞ、さやかちゃん……苦労して手に入れた情報だ。心して読み上げてくれ（メモを渡す）。




……………………

●へスタン文書の要約




　へスタンとは、地球外にあると思われる地名である。その地には四つの太陽があることからも、それがうかがえる。

　へスタンの人々は「瞬間と周期の神」、「時間の支配者」とされる、アフォーゴモンと呼ばれる神を崇拝していた。

　ところが、カラスパという名の一人の神官が、神を冒瀆する向こう見ずな行ないをしてしまった。その結果、カラスパは何度転生しようとも幸福を見いだすことができないよう定められ、十分な辛苦を味わった末、遠い未来においてアフォーゴモンと対峙する運命を背負わされたのである。

　アフォーゴモンの鏡とは、そんな神の力を借りてこの世と異世界をつなげる扉であり、過去と現在をつなげる扉でもある。

……………………




さやか：つまり、あの鉄の鏡が〝アフォーゴモンの鏡〟というわけですね。

睦：あの鏡のせいで、辰巳邸がドリームランドに引き込まれてしまったということ？

佐々原：過去と現在をつなげるともありますよ。もしかして、ここは過去の地球とか？

辰巳：いや、それはないだろう……そうか、過去というのは、京くんのことなんじゃないのか!?

さやか：どういうことです？

辰巳：ガグがテレパシーで言っていた『過去を願った者の〝いま〟が足りていない』というのは、「現在の京くん」が足りていないということなのかもしれん。そして、さっきまで一緒にいた京くんは、正気度がゼロだった頃の「過去の京くん」なんだ。だから、いろいろ怪しいことをしていたんだよ。

睦：大石さんが辰巳邸で堤さんを殺してしまったことで、たまたま贄がささげられたことになる。そのせいで、なにかの目的で用意されていた儀式が完成して、過去の正気度がゼロだった頃の京が呼び出されてしまった？

さやか：じゃあ、いまの京さんはどこに行っちゃったんですか？

佐々原：もしかして、アフォーゴモンの鏡に閉じ込められているんじゃないかな？

睦：あっ、それはあるかも。過去の京が呼び出された途端、同じ人間はこの世に二人も存在することはできない的な法則が働いて、いまの京が鏡に吸い込まれてしまう。聞こえた物音の順番も、これでつじつまが合いますね。

辰巳：そういえば、最初に岩山が見えると聞いたきり、実物の鏡面の方はまったく見ていなかったな（笑）。

さやか：いまごろ、鏡の中で京さんがシクシク泣いていたりして……。

睦：ひ、ひどすぎる（笑）。

佐々原：〈正気度〉ロールをさせられたから敬遠していましたけど、そろそろ鏡の鏡面に見える風景をがっつりと調べた方がよさそうですね。

さやか：あと、京さんが辰巳先生の日記を読んでいたかもしれないというのも気になりますね。

佐々原：雨宮さんが怪しいと思うんですよ。そろそろ、つるし上げた方がいいかも。

辰巳：よし、雨宮くんの方は、ワシが担当しよう。

さやか：私も協力します。

睦：むーっ、私はあと２ポイント正気度が減ると不定の狂気に陥るので、鏡を見るのは遠慮させてもらいます。

佐々原：あと、２ポイントなの？　だったら、むったんは、安静にしていた方がいいって（笑）。

睦：とりあえず、大蜘蛛がやってこないように戸締まりの強化と、見回りをしていますね。




　だいぶシナリオの全体像が見えてきたところで、のちの憂いを断つため、辰巳先生はチョロチョロと怪しい動きを見せていた雨宮を問い詰めることにした。さやかちゃんの助言もあって、テレビ局に口利きをしてやることを条件に、雨宮はすべて白状する。

　といっても、大したことではなく、こっそり辰巳先生の寝室に入って、二度ほど日記を盗み読みしたというのであった。一度目は、堤が殺されたとき（階段を下りた辰巳先生たちが〈目星〉に成功していれば、書斎から出てくる雨宮に気づくことができた）。二度目は辰巳先生が源六を追って京の私室に行ったときである。




辰巳：「なんだって……そんなことを？」

ＫＰ／雨宮：「どうして辰巳先生がテレビ業界に興味を失ってしまったのかを知りたくて……」

辰巳：「まったくもって、くだらん！」

さやか：「京さんも、辰巳先生の日記を読んでいたんですよね？」

ＫＰ：「うん、すごく真剣な顔をして読んでいたよ。確かこのへんの日記だったと思うんけど」と、雨宮が差し出したのは、ちょうど『るるいえはいすくーる』の第三話があった頃に書かれた日記だね。

辰巳：ジェフリーの体に、ワシの脳を移植しようとした事件の日記か……。

ＫＰ／雨宮：「安針塚さんは、その日記を読んで、ずいぶんショックを受けていたようですけど」

辰巳：過去の京くんが、自分のしでかしたことを知ってショックを受けたとは、どういうことなのだろう？

さやか：鏡から出てきた過去の京さんは、『るるいえはいすくーる』の第三話のことを知らないわけですから、あの事件の記録を読んで「自分が消えてしまう！」と思ってしまったのでは？

佐々原：なるほど……正気度を回復したことで、そのころの京ちゃんの記憶が消えてしまったから。

辰巳：うーん、そうなのかなぁ？




　一方、佐々原の方はアフォーゴモンの鏡に映し出される光景を凝視したところ、山肌の地面に京のものらしい足跡が残されていることを発見した。




佐々原：やっぱり、京ちゃんはこの鏡に吸い込まれたんだよ！

辰巳：そうか、最初の事件のとき、京くんはキッチンにいたんだな。それで、物置から鏡が宇宙的パワーで戸を破って飛んできて、京くんを吸い取ってしまったのか！

さやか：それでキッチンの水が出しっぱなしだったのも説明がつきますね。きっと、京さんは食器の片付けをしていたんですよ。

佐々原：じゃあ、ボクらも鏡の中にダイブ。ぴょ～ん！

ＫＰ：入れるわけないだろ（笑）。

辰巳：つまり、本来なら昔の京くんが召喚されて、いまの京くんが鏡に吸い込まれると、そのままガグに生け贄としてささげられるのだろう。ところが、京くんが逃げ出したかなんかしたので、ガグは〝いま〟の京くんが足りないと怒っているわけだ。この家をドリームランドにひっぱってきたのもガグの仕業か？

さやか：そう言えば、ガグが京さんのヘッドドレスを爪にひっかけていましたっけ！

辰巳：うーむ、いまの京くんが、ガグからうまく逃げ切れたことを祈るばかりだな。

ＫＰ：（ようやく推理がまとまってきたから、そろそろクライマックスだな）さ～て、そんなことをしていると、君たちは〈聞き耳〉がしたくなる。

さやか：まさか……これは……？（ゴクリ）

佐々原＆睦：コロコロ……成功です。

ＫＰ：佐々原にとっては聞き覚えのある音だな。「ヂャラッ……ヂャラッ……」と、重い金属の鎖を引きずるような音が、辰巳邸に近づいてくる。

佐々原：「ひいっ、あいつが来る！」

さやか：「ど、ど、ど、どうします!?」

睦：この家には大蜘蛛がいるんだから、さすがのガグも襲っては来ないのでは？

辰巳：どうだろうか……ただ、外にガグがいるのがわかっていながら、家を出るのはすごく嫌だな。

ＫＰ：そんなふうに君たちが悩んでいると、ぴたりと鎖の音がやんだ。

睦：やっぱり、ガグも大蜘蛛が怖いんだ！

ＫＰ：その直後、大きな風切り音と共に、巨大な鎖がリビングの窓を破って、邸内に飛び込んできた！

全員：ぎゃ～～～～～～～～～～～っ！

ＫＰ：おしゃれなリビングを滅茶苦茶にした鎖は、ジャララララッと引き戻されると、間を置かずに今度はキッチンの方に飛び込んでくる。

辰巳：「ワシの家が……！」

さやか：「むったん、あれは蜘蛛のことなんか、全然怖がってないですよ～！（泣）」

睦：「こうなったら、もうダッシュで逃げるしかないです！」

さやか：「でも、どこに!?」

佐々原：鏡に映っていた場所がどこかって、ボクはわかりそうですか？

ＫＰ：〈ナビゲート〉に成功すれば、山の形などからその場所を導き出すことは可能だろうな。

佐々原：〈ナビゲート〉の成功率は51％と、それほど自信はないのですが……。

辰巳：しかし、本物の京くんも捜さねばなるまいし、いまはそれに頼るしかないだろう！

佐々原：「よし、みんなボクに着いてきてくれ。裏から逃げ出そう！」

ＫＰ：では、君たちは辰巳邸の裏から飛び出すのだが、鎖をたたきつけていた巨人は、なんと２階の屋根越しに逃げていく人間たちを見下ろしているのであった。

佐々原：「うわっ、見られる！（泣）」

ＫＰ：それでは、〈正気度〉ロールをしてもらおうか。

佐々原：ボクたちもするんですか？

ＫＰ：新たな気分で、新たな〈正気度〉ロールをよろしく！

佐々原：そ、そんなぁ～！

睦：でも、これは仕方ないでしょう。コロコロ……やった、成功してる。良かった、本当に良かった！

さやか：こんなところでモタモタしている暇はありません。早く、京さんを捜さないと。コロコロ……成功です。

佐々原：成功しろ～！　コロコロ……よっし、ボクも成功だ。今回、〈正気度〉ロールだけは調子いいです！

辰巳：コロコロ……駄目だ、ワシは失敗した。

ＫＰ：えーと、成功した人はゼロ。失敗した人は１Ｄ８の正気度喪失だよ。実は、ガグって大蜘蛛よりも怖くないんだよね。

辰巳：それなら、なんとか耐えられるレベル。しかし、低めが出ることに越したことはない。コロコロ……よし、２ポイント喪失で済んだ。残り正気度は40だ！

睦：本当に、正気度関係のダイス目だけは、みんなさえてますね！

さやか：さあ、逃げましょう。佐々原さん、〈ナビゲート〉をよろしくお願いします！

佐々原：そろそろダイス目もさえてきたし、一発で成功させてやる。コロコロ……よっしゃ、成功だ！

ＫＰ：佐々原が先導をして、君たちは地下世界の岩山を必死に駆ける。背後からは「ヂャラッ……ヂャラッ……」という不吉な音がしていたが、やがてそれも遠くなり、いつしか聞こえなくなるのだった。







はるかな地下世界に京を求めて




ＫＰ：探索者たちと大石、雨宮の６人は、ガグに襲撃された辰巳邸から逃げ出すことができた。そして、特徴的な山の形などを参考にした佐々原の道案内によって、鏡に映し出されていたのはこのあたりだろうという場所までやってくる。ただ、ここからは〈ナビゲート〉ではなく、もっと精度の高い〈追跡〉になる。このロールに失敗して、〈幸運〉ロールにも失敗すると、あの「ヂャラッ……ヂャラッ……」という音が聞こえてくるかもしれない（笑）。

睦：む～っ、ここでまたロールをさせるなんて厳しいですね～！

さやか：あのぉ、この鏡に懐中電灯を押しつけて照らしたら、向こう側から光が出てくるとかないんですかね？

辰巳：どうだろうか、ワシらは中に入れなかったようだが。

ＫＰ：……いや、なんか面白いアイデアだから、それは採用しようか。さやかちゃんが鏡に懐中電灯の明かりを押しつけると、向こう側の山の頂にチラチラと光が瞬くのが見えるよ。

さやか：「佐々原さん、たぶんあそこに鏡の出口があるはずです」

佐々原：だったら、それを手がかりにして〈追跡〉をします。

ＫＰ：それなら〈追跡〉の２倍でロールしていいよ。

佐々原：実はボクの〈追跡〉は91％もあるので、２倍にしたら「00」以外は成功です。コロコロ……楽勝で成功！

ＫＰ：君たちは、鏡の出口があるはずの山の頂に向かって歩いていく。すると、まもなく山頂というところで、佐々原は京のものらしい足跡を発見するね。その足跡は大きな岩の裂け目の中へと続いているようだ。

佐々原：「京ちゃん、中にいるのかい!?」

ＫＰ：奥からは「ごぼっ、ごぼっ……」という、苦しそうな声がかすかに聞こえてくるね。

さやか：けがをしているのかも。確認している暇はないです。中に入りましょう！

ＫＰ：裂け目に入ると、その行き止まりで京が、岩壁にもたれるようにしてぐったりとしている。弱々しくせきをするたびに、口からは水が少しだけ吐き出される。まるで大量の水を飲んで溺れたかのような状態だね。

睦：京も悪夢の影響を受けている？

ＫＰ：そうやって思い返してみると、探索者時代の京にとって一番のトラウマとなったのは、入滑村でハリ湖と共にハスターが降臨した光景であろうと推測できるね。

辰巳：あの恐怖を再体験しているということか……！

ＫＰ：京の顔色は真っ白で、このままでは溺死してしまいそうだけど。

辰巳：すぐに〈医学〉で蘇生するぞ！

さやか：人工呼吸ですねっ！　マウス・トゥ・マウスですねっ！（笑）

辰巳：最近は心肺蘇生に人工呼吸は不要という説もあるそうだがな……まあ、蘇生できるなら、なんでもやるよ。

ＫＰ：じゃあ、マウス・トゥ・マウスということで、〈医学〉をどうぞ（笑）。

辰巳：まずは気道を確保してっと、コロコロ……成功だ。

ＫＰ：辰巳先生が人工呼吸をすると、京は氷のように冷たい水を大量に吐き出して、なんとか意識を取り戻した。

辰巳：「しっかりしろ、京くん！」

ＫＰ／京：「あれ……辰巳先生……ここはどこですか？」

辰巳：「それはワシにもわからんが、とにかくもう安心だ」

ＫＰ／京：「私……キッチンにいて……急に周りが真っ暗になったんです。そうしたら、鎖を引きずった巨人が追いかけてきて……水が……辰巳先生の村が、水にのみ込まれる！」

辰巳：「落ち着きなさい。それはただの悪い夢だ！」って、キーパー〈精神分析〉はできるか!?

ＫＰ：どうぞ、どうぞ。

辰巳：コロコロ……よし、成功したぞ！

ＫＰ：錯乱状態にあった京だが、辰巳先生が優しく語りかけると、少しずつ落ち着きを取り戻していく。ただ、鏡に吸い込まれた前後の記憶は曖昧で、あまり参考になるような話は聞けないね。

佐々原：京ちゃんを助けられただけでもヨシとしないと。ところで、その京ちゃんはヘッドドレスはつけていませんよね？

ＫＰ：そうだね。なんでも巨人に追われたときになくしたらしいが。

さやか：いまヘッドドレスをつけている方の京さんが、過去の京さんということですね。

辰巳：うーむ、やはり、もう一人の京くんを捜さないと、元の世界へは戻れそうにないな。

さやか：でも、そっちの京さんはどこへ行ったのか、まったく手がかりがないですよ。

ＫＰ：すると、再び、遠くから例の「ヂャラッ……ヂャラッ……」という音が聞こえてくる。

辰巳：「なっ、またやつが来たのか!?」

ＫＰ：まだその音はかなり遠くなので、逃げる余裕は十分にあると思われる。ただ、音に気づいて外を見ると、岩の裂け目から白い光が差し込んでくるのに気づく。

佐々原：えっ、地下なのに夜が明けた？

睦：なにかすごく嫌な予感がするので、外に出て確認しましょう。

ＫＰ：外に出ると、これまで闇に包まれていた山脈が、白い光に照らし出されている。ただ、たとえ明るくなったとしても、ここはどこまでも続く灰色の世界であり、そもそも光のふさわしい場所ではないとさえ感じられる。

睦：この光はどこから……？

ＫＰ：それは、さっきさやかちゃんが特定した、アフォーゴモンの鏡の出口があると思われる山頂の背後からだ。その光景はある種の感動と、そしてとてつもない畏怖の念を抱かせる荘厳なものだった。なんと、地下世界の天井から、激しい雨のように白熱した鎖が降り注いでいるのだ。天井からつり下げられた無数の鎖は、白糸の滝のようにも、光り輝くベールのようにも見えた。いったいその向こう側に何があるのか……矮小な人間は、それを想像することすら不敬と思わずにはいられない。

睦：「むぅ～っ、これは……？」

辰巳：「いったい何が起きているんだ？」

ＫＰ：こちらを目指していた鎖を引きずるガグは、その光を見ると、まるでおびえたように後ずさりして、逃げるように立ち去っていく。

全員：あのガグが逃げたぁ～!?（笑）

ＫＰ：ただし、この凄まじい光景を見ても、探索者の正気度は失われない。慈悲深き神に感謝しなさい。

佐々原：「なんて美しい光景なんだっ！」

ＫＰ：ただし、見とれている探索者の後ろで、京が悲鳴をあげる。なんと、彼女の両肩からも白熱した鎖が浮かび上がり、ちりちりと肉の焦げるような臭いがしてくる。

辰巳：なんだと、それは外せないのか!?

ＫＰ：鎖は非実体なので無理だね。そして、山頂にまばゆい白い光を背にして、シルエットとして浮かび上がる人影が見えた。メイド服のロングスカートをなびかせ、丸い円盤状のものを掲げるその人物こそは、君たちが捜していた正気度がゼロの京──名付けて「京ゼロ」だっ！（笑）

佐々原：なんだか強そう！　ツインバスターライフルとか撃ちそう！（笑）

さやか：京ゼロが持っている円盤というのは、アフォーゴモンの鏡なんですか？

ＫＰ：そう推測して観察するのならば、ロールの必要もなく、とてもよく似ていることがわかる（図を渡す）。
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辰巳：（図をちらりと見て）ふむ……鏡写しになっているな。

ＫＰ：（あっさりと見破られてしまったか）その鏡を掲げながら、京は山頂で白熱する鎖のベールに向かって、激しく訴えかけているのだった（メモを渡す）。




……………………

●京の叫び




　瞬間と周期の神、時間の支配者……門の導き手にして守護者、古ぶるしきもの……いや、すべてにしてひとつのものよ。

　私は冒瀆する。

　時間と空間の秩序を穢(けが)す。

　輪廻の輪から逸脱する！

……………………




睦：なんか、格好いいこと言い始めたぁ～！（笑）

辰巳：わざわざキーパーがせりふをメモにしてくれたということは、ここに謎を解く鍵があるんだろうな。

さやか：でも、京さんが神様を穢したら、あのいすに縛られていた男みたいになってしまうのでは？

佐々原：あの男って『ヘスタン文書』にあった、カラスパだったのかなぁ？

ＫＰ：まあ、探索者は彼のことはまったく覚えていないんだけどね。

睦：むーっ、この〝すべてにしてひとつのもの〟って……やっぱり、ヨグ＝ソトースでしょうか？

辰巳：アフォーゴモンの鏡は、時間に関係したアーティファクトのようだからなぁ。

佐々原：ええっ、あの鎖のベールの向こう側には、ヨグ＝ソトース様がいるんですか？

辰巳：ベールが開かれる前に、なんとしても京ゼロを止めなくてはな！

さやか：それができるのは、辰巳先生しかいません！

佐々原：やっぱり、るるいえシリーズの主人公は辰巳先生ですから！（笑）

辰巳：「京くん、なぜそんなことをする!?」

ＫＰ／京ゼロ：「すべてを終わらせます。微塵も残さず、すべてを消し去るのです！」

辰巳：すべてを消す……どうするつもりだ？

さやか：もしかして、京ゼロはわざと神様を穢して、辰巳先生の記憶から消えようとしているのでは？

ＫＰ：さやかちゃん、よい推理だ。すると、いまの京の方が応える。「いまならあの子の気持ちがわかる……きっと、あの子は辰巳先生の重荷となりたくなくて、自分自身を消し去ろうとしているのです……」

佐々原：京ゼロも正気に戻っているということ？

ＫＰ：いやいや、永久的狂気に陥ってから一年が経過した、正気度が回復する寸前の京は、『るるいえはいすくーる』第三話の辰巳先生の説得によって正気に戻ることができた。けれど、京ゼロはもっと以前の、精神状態が回復していない頃の京だからね。日記を読んで辰巳先生の気持ちを知った京は、自分が愛する人の負担になっていると考え、自分自身が消滅することを選んだというわけだ。

辰巳：「なぜ、そうなるんだ！」

佐々原：「そんなことをしたって、また辰巳先生を悲しませるだけじゃないか！」

ＫＰ／京ゼロ：「すべては、不幸な偶然です。辰巳先生の家で人が殺されて、アフォーゴモンへの贄がささげられなければ……私なんかが戻ってくることはなかった」

睦：むーっ、なんで京は、そんな儀式を準備していたんでしょう？

ＫＰ：京ゼロは永遠に辰巳先生にご奉仕をするために、アフォーゴモンの鏡の力で自分の写し身をクローゼットの姿見の中に保存(セーブ)しておいたんだ。そうすることで、もしも京ゼロが老いたり、病気になったときは、一人の人間と自分自身を贄にささげることで、セーブ当時の自分を召喚することができる。

佐々原：それって、それまでの記憶とかはどうなるんですか？

ＫＰ：うん、そこがこの儀式の最大の欠点でね──記憶もセーブ当時のものに戻ってしまうんだ。辰巳先生とのかけがえのない思い出が消えてしまう……それだけは、さすがの京ゼロでも耐えられるものではなく、結局、この儀式は途中で放棄してしまった。だから、『るるいえはいすくーる』の第三話で辰巳先生に永遠の命を与えようとしたとき、京ゼロが先に死んでしまう可能性を示唆されて動揺したわけだ。

さやか：じゃあ、このまま京ゼロが神様を穢してしまえば、彼女が消えて事件は解決ということですか？

ＫＰ：『ヘスタン文書』の記述から推測するならば……京ゼロがというより、京という存在が最初からいなかったように過去から未来、宇宙全体が改変されてしまうのだろう。そうなれば、佐々原が警告したように、辰巳先生が京のことで悲しむ気持ちさえわき起こることもない。これが京ゼロが選んだ、辰巳先生に対する贖罪なのだ。

さやか：そんな……じゃあ、京ゼロも、いまの京さんも消えてしまうんですか。

ＫＰ：その通りだ。『るるいえあんてぃーく』の自己紹介のときから、すでに京という探索者がいなかった状態でリプレイが進むことになる。京がしゃべっているところだけ、すべて空白になって、『るるいえあんてぃーく』の表紙には、さやかちゃん一人だけが描かれていることになるんだろうね（笑）。

さやか：そんなの駄目ですよ、京さんはいつも極端すぎるんです！

睦：ホント、すごい発想……。

佐々原：そして、それをやり遂げる、脅威の行動力。

さやか：「辰巳先生、京さんを止めてください！」

ＫＰ／京ゼロ：「さあ、アフォーゴモン……私の存在と、私の罪を消し去りなさい！」

辰巳：「待てっ、罪は消えるものじゃない！」

ＫＰ：……ほう、その言葉を聞いて、京と京ゼロの二人はじっと辰巳先生の方を見つめる。

辰巳：「罪は……ただ許されるものなのだ。そして、ワシは君のどんな罪も許す！」

ＫＰ：すると、京ゼロは信じられないモノを見るかのような顔をする。そして、山頂にもう一枚のアフォーゴモンの鏡を残し、山を下りて、いまの京と向き合うと「あなたは許されて、幸せなの……幸せになれているの？」と、まるで責めているかのように尋ねる。

佐々原：おおっ、どうなるんだろう？

ＫＰ：京ゼロに責められて、いまの京は「……辰巳先生、私は許されているのでしょうか？」と、少し戸惑ったような顔をするのだが──

睦：こらっ、自信なさそうにしない！

ＫＰ：おっと、元プレイヤーからの駄目出しが飛んできてしまった（笑）。

佐々原：「辰巳先生が、君のことを負担だと言ったことがあるか？」

ＫＰ／京：「じゃあ、私は幸せになってもよろしいのですか……？」

辰巳：「（しばらく言葉を考えて）……それは、君自身が決めることだ」

ＫＰ：よしっ、その一言で京は決意したようだ。彼女は探索者時代の強い決意に満ちた表情で京ゼロに向き直ると「いま、私は幸せです！」と、堂々と応える。睦ちゃん（のプレイヤー）、これでいいよね？

睦：そうです、それでいいんです。あなたは幸せになりなさい（笑）。

辰巳：……結婚とかは、また別の話だけどね（ボソッ）。

ＫＰ：いまの京の揺るぎない態度に、京ゼロはまるで春を迎えて最初に咲いた花を見つけた少女のような顔をした。「そんな幸せの形があるなんて……私、知りませんでした！」

さやか：「そうですよ。京さんは幸せになれるんです」

ＫＰ：すると、いまの京と京ゼロは引きつけあうように互いに手を伸ばして、まるで鏡合わせのようになった。そして、手と手が触れ合ったとき、白い光に包まれて二人はひとつに戻る。さらに肩に絡みついていた鎖は光の粒子となって散っていく。それはまるで天使の翼のよう──
















さやか：なんですか、そのすごい演出は。京さんがただの探索者から、スーパーヒロインに（笑）。

辰巳：うーむ、今日のキーパーは、演出を盛るねぇ～！（笑）

ＫＰ：かくして、京は一人に戻ることができた。彼女についての話はちょっと置いておいて、まだ大きな問題が残っているんだけど……。

佐々原：えっ、なんのことです。素晴らしいハッピーエンドじゃないですか！（笑）

ＫＰ：山の向こうに、白熱する鎖と共にアフォーゴモン御大が降臨されようとしておりますが？

辰巳：京くんが元に戻っても、元の世界に戻ってないし……まだイベントがあるというのか。

さやか：あのぉ、京さんに鏡のことをもっと聞きたいのですが。「この鏡って、もとから二枚あったんですか？」

ＫＰ：京によると購入したときは一枚しかなかったらしい。

さやか：もしかして、儀式のせいで京さんみたいに、二つに分裂したとか……。

辰巳：なるほど、二枚は鏡写しになっているし、それはありそうだな。

さやか：じゃあ、京ゼロの姿を思い出して、いまの京さんと鏡写しになっていなかったか思い出したいのですが。

ＫＰ：思い出せるかどうか〈アイデア〉をどうぞ。

さやか：コロコロ……成功しました。

ＫＰ：そう思い返してみると、服の合わせや、ホクロの位置が逆だった気もするね。

佐々原：つまり、さっきの京ちゃんみたいに、この鏡も一つに合わせれば、合体して魔力を失うとか？

辰巳：うむ、いい推理だと思う。なんにせよ、鏡が二枚あったら、まず鏡合わせにしてみたくなるものだ（笑）。

ＫＰ：けど、それは誰が持っていくのかな。山頂からは、神の降臨を目前にして、霊気や魔力といった不可視の力が嵐のように渦巻いていて……心の弱い人間には、悪い影響が出そうだな。

さやか：その心というのは、ＰＯＷ、マジック・ポイント、正気度のうちどれなんでしょうか？（笑）

ＫＰ：まあ……教えてあげてもいいか。一番大事なのはＰＯＷだ。その次が正気度。

さやか：はいっ、私が持っていきます！

ＫＰ：みんなで行けば、さやかちゃんにもしものことがあったときにフォローができるというメリットがあるよ。

さやか：いやっ、一人で大丈夫です。〈ほかの言語（英語）〉も、ちゃんと成功させたでしょう？

睦：む～っ、ここはさやかちゃんにお願いしましょう！

ＫＰ：すると、雨宮が青ざめた顔で「やめた方がいいよ、さやかちゃん。なにか恐ろしいことが起きる気がするんだ！」と、警告する。これまで何度かパニック状態に陥っている雨宮なので、もしかすると彼は「狂人の洞察力」によって真実を語っているのかもしれない。

さやか：「恐ろしいことが起きるのはわかっています。だから、私が行かなくちゃ駄目なんです！」

ＫＰ／雨宮：「なぜ……君が行かなくてはいけないんだ？」

さやか：「だって私、女子高生探偵ですから！（ビシッと決めポーズ）」

全員：わ～～っ！（パチパチ）

ＫＰ：よし、わかった。一人で行くんだな。では、さやかちゃんが辰巳邸にあった鏡を持って、もう一枚の鏡がある山頂を目指して、一歩、一歩、登っていくと……白熱する鎖のベールの向こう側から、君を圧倒する強烈な気配を感じ取る。それは脆弱な人間の魂の炎を吹き消す、激しい向かい風のようだ。これに抗うためにはＰＯＷの16に対する抵抗表ロールに成功しないといけない。

辰巳：ＰＯＷ16とは厳しいな。ワシだと成功率は25％しかないぞ！

さやか：私はＰＯＷ14なので、成功率は……40％です。

ＫＰ：失敗したら、すごいことが起きるのでお楽しみに～。

さやか：私の心は揺れません。なぜなら、いまは辰巳先生と京さんの結婚式のことしか考えていませんから！

辰巳：なんだそりゃあ？（笑）

さやか：だから、アフォーゴモンなんてお呼びではないのです。うぬぬ、とりゃあ！　コロコロ……成功です！

ＫＰ：くっ……よくぞ成功させたな。嵐のように押し寄せる見えない力を退け、さやかちゃんはなんとか山頂にまで達することができた。ただし、君の心に少しでもすきができれば、それに引っ張られるかようにあの鎖のベールが開いて、向こう側が見えてしまいそうになる。それはタウィル・アト＝ウムルのベールを暴くことと同じことであるのだが……ねえ、さやかちゃん、ちょっとだけでいいからのぞいてみない？（笑）

さやか：なんでロールに成功したのに見なくちゃいけないんですかっ！

ＫＰ：タウィル・アト＝ウムルのベールの奥を見たとなれば、探索者として自慢できると思うんだけどなぁ（笑）。

さやか：（キーパーを無視して）二枚の鏡を合わせますよ！

ＫＰ：ちぇっ……その途端、二枚の鏡は合体して一枚となる。そして鏡の重みは倍になり、さやかちゃんは思わず取り落としてしまうね。

さやか：なるほど、だからあの鏡は見た目よりも軽かったんですね。

ＫＰ：鏡が地面に落ちると「グワァ～ン」という、鐘をついたような音がする。「グワァ～ン、グワァ～ン、グワァ～ン」と、山頂にこだまするその音を聞いていると、君たちはまるで目覚まし時計で起きたときのように、はっと気づく……なんと、いつの間にか、みんなは辰巳邸の玄関の前に立っているのだ。

佐々原：あれっ、戻れた!?

ＫＰ：辰巳邸の玄関前の道路を、普通に自動車が通り過ぎていく。隣の家の明かり。何の変哲もない星空。嗅ぎ慣れた空気。すべてが日常の世界に戻ってこられたことを示している。ただし、辰巳邸はまるで大きな鎖になぎ払われたかのように、ズタボロの状態なんだけどね（笑）。

辰巳：「わ、ワシの家が……！（泣）」

さやか：辰巳先生、かわいそう！（笑）

佐々原：「フィブラは……ボクのフィブラは！」って、２階に探しに行きますよ！

ＫＰ：フィブラはどこにもないよ。大蜘蛛と一緒に来られたら嫌だろ？

睦：堤さんの死体はどうなったんですか？

ＫＰ：実は……まだ、焼け焦げた状態で残っているのだ。

睦：え～っ、これどうするんです……？

ＫＰ：完全に精神的に打ちのめされている大石は、自首すると言っている。彼の証言に対して警察がどのような対応をするかは、このシナリオで語ることではないね。辰巳先生たちはたっぷりと事情聴取を受けることになるだろうが、犯人と疑われることはないはずだ。

辰巳：すべては大石がやったということで、ワシらはなにも知らないことにするのがよいかもしれんな。

佐々原：大石さんも精神鑑定で療養所行きですかね。

さやか：ひどい事件でしたけど、京さんが前よりも幸せになってくれそうなのが救いですね。

ＫＰ：そうだね、京はまるで生まれ変わったような、晴れ晴れとした表情をしている。おそらくはいままで記憶の奥底に封じていた自分の半身を取り戻したことで、大きく精神的に成長することができたのだろう。

さやか：京さん、ハッピーバースデイ！（笑）

睦：ハッピーバースデイ！（パチパチ）

佐々原：そうか、実は京ちゃんの誕生日だったのか！（笑）

ＫＰ：同時に、これまでの辰巳先生への依存から自立できたせいなのか、彼女はやや思い詰めた表情でこのように語る。「宇宙的恐怖からは簡単に逃れられはしない……今回のようにどれだけ時間が経とうとも、まるで昨日のことであったかのように、突然、恐怖はよみがえるものなのです」

睦：そのせりふって……。

ＫＰ：そう、奇しくも『るるいえばけーしょん』で普賢堂が、グアムに旅立つ睦ちゃんに向けたのと同じ言葉だ（ここで〈心理学〉ロールだな。コロコロ……辰巳先生と佐々原は成功か）。

辰巳：むっ、いまのは〈心理学〉ロールか？

ＫＰ：それを聞いた、辰巳先生と佐々原は、もしかすると京は自分自身を宇宙的恐怖をよみがえらせる原因と考え、辰巳先生たちにまた迷惑をかけてしまわないように、みんなの前から去ろうとしているのではないかと推測できる。

さやか：そうか……いまの幸せな状態のままで、私たちの関係を終わらせようとするつもりなんですね。けど、私は〈心理学〉に失敗しているので、すべてが丸く収まって、すっかり終わった気分になっています（笑）。

佐々原：ボクはそんな京ちゃんに気づいているので「一人だけじゃあ無力かもしれないけど、いままでだってボクらでなんとかなったじゃないか。これからだって、みんな一緒だったら大丈夫さ」と、語りかけます。

ＫＰ：そう言われると、京は辰巳先生の方を向いて「私は……ここにいてもいいのでしょうか？」と尋ねる。

辰巳：「何を言ってるんだね。この家の片付けを、ワシ一人にやらせるつもりなのかい？」

ＫＰ：「……そうですね、これからお掃除が大変です！」と、京はこれまでで最高の笑顔を浮かべたのであった──うむうむ、なんとか手堅くまとまりましたなぁ。

さやか：あとは辰巳先生と京さんの結婚式だけですね！（笑）

ＫＰ：かくして辰巳先生のバースデイかと思いきや、実は京が生まれ変わるお話だったというこのシナリオ──ドリームランドから生還した探索者は、１Ｄ10の正気度を獲得する。

佐々原：それから、それから？

ＫＰ：京を無事に救い出すことができれば、ボーナスで１Ｄ６の正気度を獲得する。

佐々原：まだまだ、もっとボクらは活躍しましたよ！

ＫＰ：京を説得した探索者は──えーと、やっぱり辰巳先生かな。辰巳先生はさらにボーナスで１Ｄ３の正気度を獲得する。これでおしまい！

佐々原：ええ～っ、ＮＰＣたちを無事に連れ戻しましたよ！

ＫＰ：あんなやつら、別に生きていようが、死んでいようが関係ないさ（笑）。

佐々原：ひどいっ！

ＫＰ：さあ、ぶつぶつ言ってないでロールしろ！




　その結果、このような正気度の変化となる。どうやら、ロールの明暗がはっきりと分かれたようだ。




　さやか：シナリオ終了時71ポイント＋獲得２ポイント＝合計73ポイント（開始時から-2ポイント）

　辰巳　：シナリオ終了時40ポイント＋獲得10ポイント＝合計50ポイント（開始時から+4ポイント）

　佐々原：シナリオ終了時37ポイント＋獲得16ポイント＝合計53ポイント（開始時から+16ポイント）

　睦　　：シナリオ終了時27ポイント＋獲得３ポイント＝合計30ポイント（開始時から-3ポイント）




佐々原：１Ｄ10＋１Ｄ６でマックス16ポイント回復。奇跡の大復活です！

全員：すご～い！（パチパチ）

ＫＰ：しぶといなぁ、佐々原は！（笑）

佐々原：今回、実はあまり正気度が減っていないんですよねぇ～。

睦：私は３を出してしまいました。回復しても30なんて……（泣）。

さやか：私なんて２ですよ。『屍食教典儀』を読んでから、ずっと赤字続きです。

睦：それでも、私の倍以上も正気度があるんだからいいじゃない！

ＫＰ：睦ちゃんの正気度回復のロールは、呪われているとしか思えないひどさだな……。



◆むったんのワンポイントスケッチ「ヨグ＝ソトースと化身」

　どうも、好きな掃除道具は自在ほうきな、むったんです。

　キャンペーン中、何年経っても私たちが歳を取らないようにしていることでおなじみのヨグ＝ソトースは、外なる神と呼ばれる、クトゥルフ神話の中でも最重要な神様の一柱です。

　時間と空間に関わりの深い神様で、ミ＝ゴや地球の魔術師によって崇拝されていることもあります。

　そんな偉大な神様だけあって、いくつかの化身を持っています。今回のキーアイテムとなった鏡の主であるアフォーゴモンも、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』ではヨグ＝ソトースの化身の一つだと解釈されています。

　アフォーゴモンを冒瀆した人は、その後、輪廻転生するたびにひどい目に遭わされ続けます。そして、何回もつらい転生を繰り返して十分に苦しんだ頃合いに、今度はその転生したことも含めて、この世に存在していた事実を宇宙の歴史から消し去られてしまうという、恐ろしい天罰が与えられることで知られています。

　アフォーゴモンについては『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ マレウス・モンストロルム（エンターブレイン刊）』か、クラーク・アシュトン・スミスの『アヴェロワーニュ妖魅浪漫譚（東京創元社刊）』に収録されている短編小説「アフォーゴモンの鎖」を読んでみてくださいね。

　あと、ちょっとだけ名前の出たタウィル・アト＝ウムルというのはもう少し優しい化身で、ドリームランドで〝究極の門〟という場所を守っていて、夢見る人の案内をしてくれたりします。なんと、この化身はベールを被った姿では正気度は喪失しないという素敵な方なのですが、好奇心にかられてその奥をのぞいてしまうと、神様にふさわしい〈正気度〉ロールをさせられてしまいます。

　むむーっ、みなさん気をつけましょうね。









そしてまた恐怖はよみがえる？




ＫＰ：えーと、これが第四シーズンの最終回なんだけど、今回のシナリオは京が生まれ変わったというところできれいにまとまっているので、シーズンの締めくくりは軽めでいこうかね。

さやか：私はいつものように、るるいえ堂で店番しています。

ＫＰ：当然、みんなも店に遊びに来ているわけだが……そこに外国からの大きな荷物が届くのだった。

さやか：あれっ、蘭弗叔父さんからの荷物かな。開けてみますよ。

ＫＰ：予想通り、蘭弗叔父さんが海外で買い付けてきた、怪しい骨董品がいろいろ詰まっている。しかも、その中には、佐々原がドリームランドでなくした蜘蛛のフィブラにそっくりなものも入っているね。

佐々原：「ええっ、さやかちゃん、これちょうだい！」

さやか：「百万円になります（笑）」

佐々原：高い、高いよ。でも、払えないことはないけど。

ＫＰ：ところが、不思議なことに蘭弗叔父さんが同封してきた目録の中に、そのフィブラのことは書かれていないのだ。佐々原は気づくのだけど、細かい傷の具合まで、君がなくしたフィブラそのものではないかと思われる。

佐々原：源六がドリームランドから帰ってきてくれた？（笑）

ＫＰ：そういう発想よりは、普賢堂や京が語ったように「宇宙的恐怖からは簡単に逃れられず、時間が経とうとも、まるで昨日のことのように、恐怖はよみがえるもの」であることを象徴していると思ってくれ（笑）。

佐々原：それでも喜んでつけますけどね。ＰＯＷが１ポイント上がりますから！

ＫＰ：一瞬たりとも迷わないな（笑）。

佐々原：「京ちゃんに言ったように、宇宙的恐怖と共に生きる覚悟はできている！」

さやか：いつかまた大蜘蛛に変身したときには、佐々原さんだけがかみ殺されるということで（笑）。

佐々原：ええ～っ!?

ＫＰ：では、佐々原の胸に、再びあの不吉なフィブラが戻ったところで、るるいえシリーズの第四シーズン『るるいえばーすでい』はこれにて終了だ。みなさん、お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！










第三話終了・みんなとの反省会




　シーズン終了後の打ち上げは、日本酒を持ち込める居酒屋で開催された。

　ゲームのあとに飲むお酒の味は、まったくもって格別なものだけど、こよいはボク以上にうれしそうにしているプレイヤーがいた。




佐々原：いや～っ、今日の正気度獲得は奇跡の大復活でしたね！（笑）

ＫＰ：ホントに佐々原はしぶといよなぁ（笑）。

辰巳：いつの間にか、また佐々原に正気度を抜かれてしまったよ。

佐々原：これで次のシーズンも安心です。

睦：私はちょうど京と同じ正気度になっちゃった。

ＫＰ：次のシーズンは、正気度30からスタートかぁ。

さやか：むったんの正気度は心配ですよね～。

睦：まあ、なんとかなるでしょう。

さやか：けど、佐々原さんの正気度なんかより、これから辰巳先生はどうするんですか？

佐々原：なんかとは、なんだっ！

辰巳：家を改築するまでは、どこか別のところで暮らさないとな。とほほ、ワシの家が……。

ＫＰ：京の実家とかはどうだろうか？（笑）

佐々原：財閥だから、きっとすごい豪邸ですよ。

辰巳：嫌だよ、居心地悪いよ！（笑）

さやか：るるいえ堂も部屋が余ってますけど。

辰巳：嫌だよ、あそこビヤーキーとか来るし！（笑）

ＫＰ：辰巳先生はわがままだなぁ～。

辰巳：お金がないわけじゃないんだから、ちゃんとマンションでも借りて暮らすよ。

さやか：京さんと新居で新婚生活！（笑）

ＫＰ：京としては、家賃がもったいないのでワンルームマンションでかまわないと言っているようだが（笑）。

辰巳：改築中は蔵書とかも避難させないといけないし、広いマンションを借りるよ！

さやか：早く結婚しちゃえばいいのに。

辰巳：それはその……いろいろあるんだよ。

さやか：それにしても、だんだん、京さんがスーパーヒロイン化していますよね（笑）。

睦：私がプレイヤーをしていたときに、あのくらいやりたい放題したかったですよ（笑）。

辰巳：しかし、また京くんオチのシナリオというのは、いかがなものだろうか？

さやか：私はよかったと思いますけどね。

佐々原：ボクも面白かったですよ。正気度もたっぷりと回復したし。

ＫＰ：「バースデイ」縛りで、京が生まれ変わるというネタを思いついたら、もうボクは自分自身を止めることはできなかったのだ。

睦：〈正気度〉ロール自体は厳しかったのに、あまり減らなかったのがよかったですね。

ＫＰ：それはボクも意外だったな。レンのクモとガグを登場させたのに、みんなほとんど狂気に陥らなかったからなぁ。

佐々原：いいんですよ。いつもシーズンの最終回は、ほっこり系のシナリオで締めましょう。

辰巳：ほっこりしたかぁ？

睦：割とエグイと思ったけど。特に京の元プレイヤーとしては……。

ＫＰ：でも、今回は京が犯人じゃないからね。

睦：一番悪いのは……大石なのかなぁ？

ＫＰ：そこはシナリオを作りながら気をつけたんだよ。二度も京が犯人となると、さすがに笑って見過ごせなくなってしまうだろうから。

辰巳：そりゃあそうだ。冗談では済ませられなくなる。

佐々原：そうそう、気になったんですけど、今日のハンドアウトって本編と関係なかったですよね。もっと、探索者同士で秘密を持っているのかと警戒していたのに。

辰巳：そう言えばそうだな。ワシなんて「なにも秘密がない」なんてやつだったから、なんだこりゃあと思った。

ＫＰ：そういう探索者同士を疑心暗鬼に陥らせるハンドアウトの使い方もあるけど、今日はもっと気楽な余興として用意した。

睦：なんでまた……？

ＫＰ：実を言えば、探索者たちをＮＰＣから引き離すための誘導手段として利用したかったんだよ。

さやか：私とむったんがお風呂に入っているときに事件が起きるみたいな？

ＫＰ：そうそう、だからいちばん重要だったのは、さやかちゃんとジャグジーに入るという、睦ちゃんのハンドアウトだったのだ！（笑）

佐々原：ただのサービスシーンかと思ったのに！（笑）

ＫＰ：真面目な話、そういったハンドアウトはゲームの緊張感を生むけど、プレイヤー同士の息が合わないと大失敗に終わることもある劇薬だから、使用には注意した方がいいね。みんなもそのことは承知していると思うから、それを逆手に取れば、あんなくだらないハンドアウトでも、警戒心を高めることができる。

辰巳：実際のところ、もともと敵が強大な宇宙的恐怖という『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』で、無駄に探索者同士が対立してもしょうがないからな。

佐々原：正気度が回復するのはうれしいので、ああいうのはどんどんやってもらってかまわないですけどね。

ＫＰ：あれは今回だけの特別ボーナスだよ。

睦：ああいうのは、たまにだからうれしいんですよ。




ＫＰ：それじゃあ、前回もやったけど、みんなの〈正気度〉ロールの勝率でも見てみようか。

さやか：私は18回中、５回の失敗。失敗率は27％ですね。『るるいえばけーしょん』のときとほとんど同じ。

ＫＰ：スタート時の正気度から-14ポイントか。現在値がだんとつだから目立たないけど、何気に赤字になったんだね。

さやか：『屍食教典儀』を読んだのが、赤字になったきっかけなんじゃないかなと思うんですよ。

佐々原：やっぱり、探索者が魔道書を読むとろくなことがないんだね（笑）。

ＫＰ：あと、さやかちゃんは探索者の中でいちばん〈正気度〉ロールをした回数が多い。さすがは女子高生探偵だけあって、積極的に動いていた証拠だね。

さやか：やっぱり、正気度に余裕がある人が、いろいろ見ないと話が進みませんから。

ＫＰ：素晴らしい心がけだと思うよ。

佐々原：うん、これからも頑張ってね！

さやか：佐々原さんこそ、いまは二番目に正気度が多いんだから、これからは頑張ってください。

佐々原：いままでも頑張っていたと思うんだけどなぁ。

辰巳：ワシの方は16回中、12回の失敗。失敗率は75％……って、なんだこのひどさは！（笑）

睦：むーっ、ほとんどの〈正気度〉ロールに失敗していたわけですね。

辰巳：うむむっ、こんなに悪かったかぁ……？

佐々原：ボクも辰巳先生とよく似てますね。17回中、12回の失敗で、失敗率は70％。

ＫＰ：そんな出目で、よくもまあ二人とも無事でいられたものだ（笑）。

辰巳：それでも、佐々原はもちろんとして、ワシも最終的には７ポイントの黒字だからな。第二話で、チャウグナー・フォーンを目撃しないですんだのが幸いしたのかな。

さやか：あれはひどかったですね。なんですか、失敗したら２Ｄ６＋１の正気度喪失って（笑）。

佐々原：ちなみに、ボクは奇跡の大復活のおかげで18ポイントの黒字です。でも、これは〈図書館〉と〈追跡〉が90％超えて４Ｄ６の正気度を回復させての結果ですから、そんなにすごいわけではないんですよ。

睦：私は15回中、８回の失敗。失敗率は53％。確率的には悪くないんですが、とにかくシナリオ終了時の正気度獲得の出目が悪すぎました。結局、24ポイントの赤字です（泣）。

佐々原：24ポイント!?

辰巳：それはひどいな！

睦：３本のシナリオで、合計３Ｄ10＋２Ｄ６＋２Ｄ４回復しているのに、私の出目の合計は10ですからね。なにかがおかしいですよ！

ＫＰ：ボクの計算だと、このシーズンでは25～30くらい回復するはずなんだけど……。

さやか：その半分以下ですか……むったん、かわいそう。

睦：でも、こればっかりはどうしようもないですからね。次も生き残れるか、とても不安ですが……きっと大丈夫だと思います。ええっ、大丈夫ですとも！（空元気）

辰巳：ワシも左手がしおれてＣＯＮが減ってしまったし、どんどん弱体化しているような……。

ＫＰ：第三話では、もっと左手のことに触れたかったんだけどね。その暇がなかったなぁ。

辰巳：説明に困るから、かまわないでくれ（笑）。

ＫＰ：でも、経験ロールのおかげで技能の方はずいぶんと成長していると思うけどね。

辰巳：それはそうだな。こんなに90％以上の技能を持っている探索者なんて久しぶりだ。

佐々原：もう12本もシナリオをクリアしているんですものね。ファンタジーゲームだったら、たぶんもう国の英雄くらいにはなっていますよ。

辰巳：英雄どころか、ワシは家を壊されたけどな！（笑）




ＫＰ：次のシーズンがあったとしたら、今度はどんなシナリオがいいだろうねぇ？

佐々原：唯(ゆい)花(か)ちゃんの再登場を希望です。第四シーズンでは、一度も出てこなかったじゃないですか！

さやか：『るるいえばけーしょん』で、ずっと出ていたんだからいいじゃないですか。それより、佐々原さんの幼なじみの智(とも)美(み)さんはどうするんですか。

佐々原：出てきたら、ちゃんとお相手はしますよ。

辰巳：ミステリーと言えるかどうかは微妙だったが、ミステリーっぽいシナリオは今回は多かったからな……。

さやか：私はやっぱり学園モノがいいですね。ただし、チカぽんとかがひどい目に遭わないシナリオで！

睦：今回も学園にはほとんどいなかったよね。

さやか：学園どころか、別の時代に行ってたり（笑）。

ＫＰ：もう一度、『るるいえばけーしょん』みたいなキャンペーンもやってみたいなぁ。最近、いろいろなところに旅行をしたから、資料がたまっているんだよ。

佐々原：おっ、それはいいですね。次はグアムではなく、日本が舞台のキャンペーンですか？

ＫＰ：日本各地の実在の場所を舞台として、探索者が冒険するみたいな……でも、この縛りは、いくら資料があるといってもシナリオを書くのが大変そうだなあ。

睦：今回みたいに「バースデイ」縛りとかでしたら、すごくゆるいですけどね。

さやか：私は「次は誰の誕生日なのかな？」って、楽しみでしたけどね。

佐々原：ボクとむったんは、まだ誕生日を祝ってもらっていないのですが？

ＫＰ：それは次のシーズンであるかもしれないし……ないかもしれない。ともあれ、今回もみんな生き残ってよかった。いつも楽しいゲームをありがとう。お疲れ様でした！

全員：お疲れ様でした～！










おわりに




　どうも、好きなソースブックは『Ｈ・Ｐ・ラヴクラフト アーカム（新紀元社刊）』の、内山靖二郎です。




　おかげさまで、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』リプレイのるるいえシリーズも四冊目です。

　なんと、今回で12本もシナリオをクリアしてきたことになります。市販の大型キャンペーンシナリオだって、12本もシナリオはありません。もうこうなってくると、探索者も普通の人たちとは言えなくなってしまいますね。




　今回は番外編ということで、舞台設定を昭和初期に移したシナリオを一本遊んでみましたが、いかがでしたでしょうか？

　反省会にも書きましたが、時代が昭和初期だからといって、キーパーもプレイヤーもそんなに気負う必要はないと思います。「その時代ならでは！」とか「当時の記録によれば！」なんて難しいことを考えなくてもかまいません。

　もちろん、考えたい人は考えればいいと思いますよ。

　それはとても良いことです。

　でも、もっと気楽に、当時の雰囲気だけでも楽しんでもいいと思うのですよ。

　いまよりちょっとおおらかで、だけど確実に戦争の足音が聞こえてくるような、そんな時代──そこに自分の探索者がいるというだけで、いつもとは違った新鮮なゲームが楽しめることでしょう。

　ちなみに、今回の昭和初期を舞台としたシナリオで、ボクがいちばん時間をかけて調べたのは、忠犬ハチ公についてのことでした。

　本編にはちょっとしか出てきていませんが、渋谷をシナリオの舞台としたのも、ハチ公を中心にして、ボクなりに当時の様子を調べてみたからです。

　渋谷駅、穏田界隈、明治神宮、穏田神社……ハチ公から広げるようにして、いろいろと調べてみると、どんなものにでも歴史があるのだと感心させられますね。

　インターネットも便利になって、座ったままいろいろと調べものができる時代となりました。

　ですが、ハチ公のことを調べていて、なんだか矛盾している情報があったりしたので、どうしても『ハチ公文献集』という本を読んでみたくなりました。やはりインターネットにばかり頼ってはいけません。探索者らしく文献を当たらねば。

　ただ、どうやらこれが非売品の本だったらしく、市販はされていないようでした。

　そこで調べてみると、渋谷区の郷土博物館にならあるようです。なるほど、さすがはハチ公の町、渋谷区。

　……いや、だったら、渋谷区の図書館にも寄贈されているんじゃないかな？

　そこでインターネットを利用して渋谷区の図書館を検索してみたら、ちゃんとありました。

　よかった、図書館なら閲覧手続きも簡単です。

　……いやいや、ものは試しだ。ボクの地元の図書館もインターネットで検索してみよう。

　そうしたら、なんとありましたよ。

　結局、歩いて行ける近所の図書館に取り寄せてもらって、無事に閲覧することができました。

　いやはや、やっぱりインターネットって便利なものですね。インターネットで手に入らない情報を得るための本を探すために、またインターネットを利用する。

　なんだって使い方次第ということです。頭の堅いことはいわずに、便利に活用させてもらいましょう。




　そんな昭和初期をプレイするためのソースブックは『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ クトゥルフと帝国（エンターブレイン刊）』というものですが、他にもソースブックは続々と出版されています。

　中でも、個人的には「ラブクラフト・カントリー」シリーズと呼ばれているソースブック『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ インスマスからの脱出（エンターブレイン刊）』と『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ ダニッチの怪（エンターブレイン刊）』が翻訳、出版されたことは、ファンの一人としてとてもうれしいことでした。すでに出版されていた『Ｈ・Ｐ・ラヴクラフト アーカム』と合わせて、これでボクらは小説の舞台にもなったクトゥルフ神話上の有名な土地での探索をすることができるようになったわけです。

　こちらのソースブックは日本ではなく、１９２０年代のアメリカという、さらにハードルの高い舞台設定ですが、当時のアーカムという文化的な町をはじめとして、怪しい漁村、さびれた山間の寒村の様子がとても詳細に解説されています。ぜひ、『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』の元となったＨ・Ｐ・ラヴクラフトの小説の雰囲気を楽しむため、こちらのソースブックもインターネットと同様、便利に活用していただきたいものです。




　こうして『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』関連の商品が充実していくのも、多くのファンの方に支えていただいているからです。

　これからも、みなさんに『クトゥルフ神話ＴＲＰＧ』を楽しんでいただけましたらなによりです。ボクもファンの一人として、楽しませてもらうつもりです。

　では、みなさんのゲームが、正気度に満ちたものでありますように。

　またどこかでお会いしましょう。

　オム・マニ・ペニ・フム！
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